
        
            
                
            
        

    















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ヴォーカ領主クリムス・ウルバンは、執務室の椅い子すに深々と身を委ねた。

　なんとも素晴らしい座り心地だ。

　この椅子は、チェイニーが領主家筆頭出入り商人に復帰した礼にと贈ってくれたもので、質素な執務室には少し不似合いなほど立派なものだ。

　貧しかったこの町がここまで発展できたことは、むろんクリムスの父とクリムス自身の働きのたまものだが、チェイニーの協力なしにはとてもここまでになれなかったことは間違いない。

　チェイニーは得がたい味方だ。同志といってもいい。

　チェイニー商店は、ヴォーカの町の多くの商家と事業提携をしており、領主家と各貴族家は経済的につながっている。そのことが施策の通りをよくしている。

　茶の香りを楽しみ、上等なグリフィルの葉をかみしめながら、クリムスはつかのまの休憩を存分に味わっていたが、もちろんそんな時間が長く続くわけがなかった。

「領主様。入ってよろしいでしょうか」

「入れ」

　テスラ隊長が入室した。このテスラ隊長をはじめヴォーカ守護隊の三人の隊長は、人格も能力もすぐれており、忠誠心も厚い。これまた得がたい家臣たちだ。

「アギト様が非番の守護隊員を引き連れて薬くす師しシーラ殿の家に行き、扉を破って突入し、家捜しをなさいました」

「何だと」

　領主に無断で領主の兵を動かしたとなると、謀む反ほんの罪を問われてもしかたがない。領主の長男で跡継ぎであっても、現在のアギトには守護隊員の指揮権などない。

「そこに薬師シーラ殿の弟子レカンが現れ、アギト様はレカンの捕縛を命じられました」

「いったいどうしてそういうことになったのだ」

「ミドスコ様に何か吹き込まれたようです。シーラ殿が行方不明だとか、ニケ殿が危ないとか」

　クリムスは苦り切った表情をみせた。妻の従兄弟であることを盾にとってこの町にやって来て大きな顔をしているミドスコ・アーバンクレインとその一統は、獅し子し身しん中ちゅうの虫そのものである。

「アギト様とレカンが戦いを始める寸前で私が現場に到着し、何とか事を収めました。レカンには、シーラ殿はこの町の重要人物であり、その捜索は守護隊の任務だと説明し、事情を聞きたいからと理由をつけて、この館に同道しました。今、空いている部屋で待たせてあります」

「よくやってくれた。チェイニーを呼んでくれるか」

「はっ」

　あれこれ仕事を片付けていると、チェイニーがやって来た。

　事情を聞いたチェイニーは、どうしたらいいと思うかというクリムスの質問に、こう答えた。

「恩賞金をお与えになってはいかがでしょうか」

「恩賞金？」

「スシャーナ様の一件に関する恩賞金です」

　スシャーナはクリムスの娘だ。呪いにかけられ命が危ないところを、チェイニーが手に入れてきた〈神薬〉で助かった。そのとき襲撃者たちからチェイニーを守ったのが冒険者レカンである。

「ふむ。それはいい。そうしよう」

　今のヴォーカの町にとって最大の課題は、領主の権威を高めることだ。間違っても冒険者風情に対して非を認めるわけにはいかない。恩賞を与えることでレカンをなだめるという案は気が利いている。実際にクリムスはレカンに感謝しているから、その意味でもこの案は無理がない。

「テスラ隊長、レカンを連れてきてくれ」

「私も一緒に行きます」

　チェイニーが言った。確かにそのほうが、レカンの警戒や反発をゆるめることができる。

「ああ。そうしてくれるか」

　冒険者レカン。

　腕利きの冒険者にして薬師シーラに弟子入りを許された男。

　いったいどんな男なのだろうか。
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　レカンが領主の部屋に入ると、領主クリムス・ウルバンは、いきなり立ち上がってレカンに頭を下げた。

「このたびは世話になった。礼を言う」

　領主が座ったあと、チェイニーが説明をした。

「レカンさん。あなたが護衛してくださったおかげで、貴重な薬を領主様にお届けすることができました。実は、領主様のご息女スシャーナ様が重篤な病の床にあられたのです。あなたのおかげで、スシャーナ様は回復されました。領主様は、レカンさんにそのお礼を言われたのです」

「その手柄はチェイニーのものだ。オレはチェイニーに雇われ、護衛をしただけだ」

「そう言うな。ワシの立場がないではないか。おい」

　領主の指示を受けて、側仕えの者がレカンに近づき、小袋を載せた四角い銀色の盆を差し出した。

　その小袋をちらりとみて手には取らず、レカンは領主に鋭い言葉を放った。

「薬くす師しシーラの家に押し入り、家の扉を破壊した者の罪は、どうあがなわれるのだ」

「ほう。領主が領地内の民家を調べたことが不満か？」

　領主が冷たい声で聞いた。

　レカンはくるりと振り向き、扉のほうに歩みかけた。

「お待ちを！　お待ちを！」

　チェイニーが走り込んできてレカンを押しとどめた。

「最高の職人を雇います。できるだけ元通りに修復いたします。このチェイニーめが。ですからレカンさん、お怒りをお静めください」

　レカンは無言だ。チェイニーは、さらに言葉を重ねた。

「この町に、ある騎士様がおられます。その騎士様は、長年にわたり、この町の富をよこしまな方法で吸い上げてこられました。そして、この町の実権をわがものにせんと画策してこられました。若様は、その騎士様にそそのかされたのです」

「チェイニー」

　領主がチェイニーの言葉をさえぎった。その声にはとがめるような響きがある。

「領主様。あなたさまは、シーラ様を決定的に敵に回したいとお考えなのですか？　そうでないなら、このままレカンさんをお帰ししてはなりません。レカンさん。あなたが領主様に敵対すれば、領主家とシーラ様が敵対したという形になってしまいます。それはその騎士様の思うつぼなのです。あなたはそれでいいのですか？」

　レカンはチェイニーの言葉をかみしめた。

「わかった、チェイニー。先ほどの言葉は取り消す」




[image: ]




「いやいや、実に見事な食事ぶりですね」

　チェイニーに招待された高級な料理店の個室で、レカンは食事と酒を楽しんでいる。迷宮のあとは、本当に食事がうまい。

「さて。こうなれば、レカンさんには、事情を知っていただかなくてはなりません。ご領主様が奥方をお迎えになったとき、奥方様の従兄弟である騎士ミドスコ・アーバンクレイン様が、郎党を連れてこの町に来られ、アーバンクレイン家は、領主家を除いてこの町で最も格式の高い貴族家となりました。このかたは、大変な浪費家で、しかも能力は低いのに権力志向が強いかたで、いろいろな役職を占めて利権を手にし、さらにはご長男のアーリア様をヴォーカ領主の地位につけるべく画策されました」

「この酒をもう一本」

「はい」

　レカンの要求に応じて、チェイニーは給仕を呼んで酒を注文し、話を続けた。

「ミドスコ様が手を組んだ相手が二人おります。一人は、大手商家のザイカーズ商店当主ザック。もう一人は、ゴルブル領主ご次男のヘンジット・ドーガ様です」

　鳥の骨付きの揚げ物を、また一つ食べ終え、残った骨をぽいと投げ捨てると、レカンは杯になみなみと酒をつぎ、ぐいぐいと飲み干した。

「ザイカーズ商店は、この町に支店を出すと、長年にわたってじわじわと販売実績を積み重ね、いささか道義に反するやり方で競争相手をつぶし、この町の中枢に浸透してきました。ついには当主のザック自身がこの町に乗り込んできて、わが商店は領主家筆頭出入り商人の座を追われました」

「この鳥の骨付き揚げ物、もう一皿」

　料理を注文して、チェイニーは話を続けた。

「そうしたなか、ご領主様は、ミドスコ様のやり方についてゆけなかった者たちや、裏切られた者たちから少しずつ証言と証拠を集め、断罪の機会をうかがってきておられました」

「野菜も食いたい。何か野菜を追加してくれ」

　野菜料理を注文して、チェイニーは話を続けた。

「ミドスコ様は、この町の武力面での責任者を自称しておられまして、かねてから、騎士と兵士を増員するよう、領主様に要求しておられました。しかし領主様は、騎士は現在の四人で充分だし、兵士も六十人以上にすることは予算の上からもむずかしく、その必要もない、と突っぱねてこられました」

「騎士は四人しかいないのか？」

「はい。領主様とご長男様、ミドスコ様とご長男様の四人です」

「領主の長男の後ろに騎士みたいなのが二人いたが」

「そういう装備をなさっているだけです。正式に騎士に叙せられてはいません」

「なるほど」

「武力増強を訴えるミドスコ様があまりやかましいので、領主様はシーラ様に願って、王都の高名な魔道具技士ヤックルベンド様から、炎の魔法が撃てる魔道具を五本、購入したのです。強力な炎の魔法が撃てる魔法使い一人は、騎士十人に匹敵するといわれます。つまり騎士五十人分の武力が増強されたわけですから、ミドスコ様も、黙るしかありませんでした。ところが今度は自分がその魔道具を管理すると言い出したのです。領主様は、五本のうち二本をミドスコ様に預けました」

「酒をもう一本頼む」

「先日、ご領主様のご息女スシャーナ姫がご病気になられました。施療師たちが診察しましたが、病名も原因もわかりません。困り果てた領主様はシーラ様に往診を乞われました。シーラ様は、この病気は呪いによるものであり、通常の薬では完治しない、と言われました。そんなとき、ミドスコ様とザック・ザイカーズが自信満々で申し出てきたのです。自分たちに任せれば、きっと姫様をお救いする薬を手に入れてみせるとね。もちろん、とんでもない対価と引き換えにです。それを知って私は申し出てしまったのです。私が薬を手に入れます、とね」

「ほう？」

「実は、ある村に小さな迷宮があり、十年ほど前、〈神薬〉が出たのです。それは村長の息子が母の重病を治すために必死の思いで手に入れた奇跡の薬でした。けれど間に合わず母は死に、息子はそれを悲しんで出て行ってしまい、よその迷宮で死にました。以来村長は、そのことを誰にも言わず、ひそかに薬を持っていたのです」

「なぜあんたはそれを知っている」

「その村の危機をお助けしたことがありましてね。その対価に〈神薬〉を差し出そうとしたのです。そのときは断りました。引き合わないからです。今回、私は精いっぱいの金額を用意して、〈神薬〉の買い取りを申し出ました。できるだけ目立たないよう、御者のほかは護衛二名だけという少人数で行ったのですが、それがあだになりました。あとはレカンさんもご存じの通りです。ああ、そうそう。私が薬を領主館に届けた翌日、ヘンジット・ドーガ様がおみえでした。〈姫の危難をお聞きして、絶対に病が治せる薬をお持ちしました〉ということでした」

「ヘンジットは何を狙っているんだ」

「ヘンジット様は、以前からスシャーナ姫に懸想しておられました」

「なるほど」

「ところで、ミドスコ様が、預かった魔道具を紛失しました。二つともです。あれは、領主様から預かった大切な武器。なくしたではすみません。ミドスコ様は、シーラ様を何度も訪れ、売りつけられた武器が壊れたから代わりの品を至急届けさせろ、と要求なさいました」

「なぜ領主を通さなかった」

「領主様は武器を買うとき、壊れようと紛失しようと、これ以上は絶対に購入を申し込まないと誓約なさったからです」

「するとシーラの失踪は、その関係か？」

「そういう噂うわさが立っています。町の有力者たちは憤慨しており、ミドスコ様の罪を問う機運が熟しつつあります」

「なるほど。そういえば、ニケというのは誰のことだ？　あのアギトとかいう騎士は、シーラとニケに危難が迫っていると聞いてやってきたとか言っていたが」

「おや、まだお会いになっていませんか？　シーラ様のお孫さんですよ。若い女性ながら、この町の近くに出た強大な魔獣を二度にわたり退治し、金級冒険者となられました」

「シーラの孫？　若い女冒険者？　もしかして、ショートソードを腰に吊つった、一見二十歳前ほどの年齢で、若いころのシーラはこんな姿ではなかったかと思わせる黄金色の髪の女冒険者か？」

「そうです、そうです」

「そうか。名は知らなかったが、二十日間ほど一緒に薬草取りをした」

「二人きりでですか？」

「ああ」

「それは、若様には知られないほうがいいですよ」

「なぜだ？」

「恋は盲目と申しますから」

「ほう？　恋？　あれにか？」

「はは。ところで、レカンさん。今回の迷宮はいかがでした？」

「最下層まで行った。迷宮の主からはこれが出た」

「これは！　はじめてみました。金色のポーションですね。これは私どもにお譲りは」

「しない。オレが自分で使う」

「そうでしょうねえ」

「今回はほかには宝箱が出なかった。前回の余りと合わせて、ポーションを何個か譲る」

「おお！　ありがとうございます」

　レカンは袋に詰めたポーションを渡し、残った酒をぐいと飲み干し、席を立った。

「うまかった」

「それはようございました」
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　翌日、レカンは、軽い食事をとったほかは、ずっと寝て過ごした。夕方、チェイニーの部下がポーションの代金を持ってきた。

　その翌日も寝て過ごした。

　次の日は、町中をぶらぶらして過ごした。広場の腰掛けに、ぼうっと座って、行き交う人々をみるともなくみ、武器屋と防具屋を何軒かのぞいてみた。

　以前来た武器屋にも入った。客がいろいろ質問をしていて、店主はいちいち丁寧に答えている。客が帰ったあと、店主はレカンに話しかけてきた。

「あんた、この前店頭で堂々と〈鑑定アベル〉を使ってた人だな」

「ああ」

「あんた、冒険者としては凄すご腕うでなんだろうな」

「ああ」

「だけど〈鑑定〉は初心者なんじゃないかい？」

「ああ」

「ちょっと待ってろ」

　店主は、店の奥から一本の剣を持ってきた。

「こいつを鑑定してみな」

　言われるままに鑑定してみる。普通の鋼鉄の剣だ。粗悪品ではないが、特筆するような長所もない。

「じゃあ、こいつの柄の部分だけを鑑定してみな」

　柄に意識を集中して鑑定すると、締め付けがゆるんでおり、あと少しで剣が抜けてしまう状態であることがわかった。

「もう一度、今度は剣全体を鑑定するつもりで〈鑑定〉をしてみな」

　そのようにすると、耐久度がかなり下がって表示された。

「わかったようだな。次はこいつだ」

　店主は二本の剣を取り出した。

「この二本の耐久度だけを鑑定してみな」

　一本は身が薄く、もう一本は身が厚い。鑑定したところ、身の薄い剣のほうが耐久度は高かった。

「今度は、横からの衝撃に対する耐久度を鑑定してみな」

　そんなことができるのかと思ったが、やってみるとできた。鑑定の結果、耐久度の上下が逆転していた。

「〈鑑定〉をするときにはな、何を鑑定してるのかをよく心得ておかなきゃならん。ぼんやりと鑑定したって、出てくる耐久度は、その剣を標準的な使い方で使ったとき、あとどれくらいもつかってことだけだ。だけど剣てなあ、いろんな使い方をするからな。それこそ客ごとに使い方がちがう。店の側じゃ、客がどういう使い方をするかまで推測して、その剣の性能を説明する必要がある」

　店主はレカンに鑑定させた剣を、店の奧にしまった。

「多少鍛えられた鑑定士はなあ、剣一つを鑑定するんでも、いろんな部分をいろんな条件で鑑定してみて、総合的な評価を出すもんだ」

「なるほど」

「だけどほんとに達人の鑑定士は、たった一発で剣を鑑定する。それには、その剣を一目みただけで、どんな鑑定が必要かみぬく眼力がいるけどな」

「店主は〈鑑定〉を持っているのか」

「よせよ。そんな技能があったら、〈鑑定〉で食ってるよ。そっちのほうが断然稼ぎがいいからな。ただし、鑑定屋だろうが武器屋だろうが、経験を積まなくちゃだめだ。才能だけで世渡りができると思ったら、大怪け我がをする」

「よくわかった。勉強になった。店主」

「なんだい」

「この店で一番いい剣をみせてくれ」

「一番いい剣だあ？　まあ、みせるぐらいならいいけどよ。どういう種類の剣を使うんだ？」

「万能型の長剣だ。斬ざん撃げきもするが強打もする。刃を斜めにしたなぎ払いもする。横腹で相手の攻撃を受けることもある」

「ちょっと待ってな」

　少したってから店主が運んできた剣は、一目で業わざ物ものとわかる匂においがしていた。

「迷宮品じゃねえから恩おん寵ちょうはねえけどな。今はもう死んじまった、ラスクって名人鍛冶匠が打った剣だ。こんなにバランスのいい剣は、ちょっとないぜ。あんたが言ってたことは一通りできる。突きもいけるぜ」

　じっと剣身をみた。こしらえもじっくりみた。いい剣だ、と思った。

「いくらだ」

「金貨六枚」

「買おう」

「えっ？」

　レカンは金貨六枚を取り出してカウンターに置くと、呆ぼう然ぜんとしている店主から剣を受け取り、腰に吊って店を出た。

　宿に部屋を取って食事をしたあと、買ったばかりの剣を鑑定してみた。




〈名前：ラスクの剣〉

〈品名：剣〉

〈攻撃力：やや高い〉

〈切れ味：ややよい〉

〈耐久度：万全〉




　驚いたことに、〈自動修復〉がない以外、折れてしまった愛剣とほとんど同じような鑑定結果が出た。これがたった金貨六枚で買えたとは、信じられないほどの幸運である。

　しかし、〈自動修復〉がついていない以上、修理や手入れが必要だし、それをしても耐久度は下がってゆき、いずれ折れる。レカンのような戦い方をする者にとって、それは避けられないことである。

　新しい剣が必要だ。レカンの扱いに耐え続けられ、〈ザナの守護石〉の付与がある状態で渾こん身しんの一撃を放てる頑丈な剣が。それはどこで手に入るのだろう。
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　次の日、シーラの家を訪れた。

　玄関の扉が綺き麗れいに修復されていた。

　シーラはやはりいなかった。

　ジェリコが寝床から物憂げに左手を上げてレカンを歓迎した。

　作業部屋に入り、茶でも沸かそうかと考えていると、ぽつぽつと音がした。

　雨だ。

　レカンは、中庭に続く扉を開けて、雨をながめた。

　薬草と毒草の色や形や高さはさまざまである。そのさまざまな葉の上に雨が落ちる。

　小さくて丸くて平たい葉を密集して茂らすマメツブグサは、雨に打たれてうれしそうに身を揺すっている。

　赤から黒に変じる細長い葉をまばらにつけたリュウノイブキは、水滴をためきれなくなると、ぴいんと頭を上げて水を下に落とす。考え深い老人が、何かにうなずいているかのようだ。

　鋭い葉を二十枚ほど横に連ねた形の葉をたった一つだけつけた、ジゴクソウという恐ろしげな名を持つ毒草は、葉を切った汁を一滴浴びただけで昏こん倒とうするほど強い麻ま痺ひ性を持つが、低い薬草のあいだから毅き然ぜんとそびえたっていて、誇り高い貴婦人が静かに涙を流しているような風情がある。

　草や木から流れ落ちた水は、わずかな時間、透明な水たまりを作り、そして土に吸い込まれて姿を消す。この庭に小さな池でもあれば、またちがったおもむきを楽しめたろう。

　レカンのもといた世界では、雨は降り始めると何日も何日もやまない。ざあざあとすさまじい量の水が天から落ち続ける。雨とは、飢えと寒さをもたらすものであり、食べ物を腐らせるものであり、世の中を薄暗くしてしまうものだ。〈死に神が雨を連れて来る〉という言葉には、人々の実感が込められている。雨が降る前には、何日分もの食料を確保しておかなければならない。さもなければ、悲惨な死が待っている。それが、もとの世界での常識だった。

　中庭への扉を閉め、地下室に下りてみると、空気がよどんでいて湿っぽい。

〈移動トリムル〉の魔法を使って空気をかき混ぜ、暖炉に火を入れて水気を払った。巨大な煙突は上から雨が降り込まないような構造になっているが、横から吹き込む雨は完全には防げない。たまには換気し、湿り気を飛ばしてやる必要がある。

　地上に戻って、茶を淹いれて飲んだ。

　温かい茶が、体のすみずみまでしみていくのを、じっくりと味わったあと、〈収納〉から、金のポーションを取り出して机に置いた。

　金のポーションを飲んだ者には何かの技能が与えられるという。つまりこのポーションは、飲んだ者の体を作りかえるのだ。

　シーラはたしか、こう言った。

〈あんたが魔物を倒して金色のポーションを手に入れたとしたら、あんたはそのポーションから得られる能力を、必ず使える〉

　しばらく手の上に置いてながめたあと、レカンはそれを口に投げ入れた。

　口のなかで容器をつぶす。味のない液体が口中にあふれる。ぷよぷよとした感触は容器だ。この容器も口のなかで溶けてしまうことは、経験で知っている。容器の残骸ごと、液体をごくりと飲み込んだ。

　しばらくは何も起きなかった。

　十呼吸ほどの時間が過ぎたろうか。腹の底に、ぽわり、と温かいものが生じた。ぞわぞわと、その温かいものから触手のようなものが伸びて、全身に広がってゆく。それが全身にくまなくゆきわたったとき、突如全身が高熱に焼かれたかのような感覚におちいった。

　がたがたと体がふるえる。体中の力が失われる。もう椅い子すに座っていることもできない。ずるずると崩れ落ちて、床に横たわる。全身を襲う強烈な悪寒にはあらがうすべがない。ただ耐えるだけだ。そこで意識が失われた。

　気がつくと、ジェリコが心配そうに上からのぞき込んでいた。

　体を襲った変調は消えうせている。起き上がって椅子に座ったが、まったく動作に問題はなく、体のどこにも痛みも不調もない。

　さて、どんな技能が得られたのだろう。

　そう思いながらしばらく椅子に座っていたが、わからない。だが確かに新たな技能を得たはずなのだ。

　気がつけば、雨はすっかりやんでいた。

　釈然としない思いを抱えながら宿に帰って部屋を取り、食事をして寝た。
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　翌日はシーラの家で、〈灯光パーム〉の練習をした。魔法制御の精度と速度を上げるためだ。

　その翌日も、朝からシーラの家に行って〈灯光〉の練習をした。

　昼前、来客があった。領主の息子アギト・ウルバンだった。騎士もどきを一人連れている。

「何の用だ」

「シーラ殿はおられるか」

「いない」

「に、ニケ殿はおられるか」

「いない」

「何か手がかりはつかめたか？」

「手がかりとは、何の手がかりだ」

「シーラ殿とニケ殿の失踪についての手がかりに決まっているではないか！」

「シーラはどこかに行っているが、それはこれまでもあったことで、べつに誰かにさらわれたわけではない。ニケはもともとこの家には住んでいない」

「そ、そうか」

「用はそれだけか」

「この扉を」

「うん？」

「この扉を壊したこと、謝罪する」

「謝罪は受け取った」

「修理の職人を呼んだのはチェイニーだが、修理代は私の財産から払う」

「確かに聞いた。ほかに用は」

「い、いや。それだけだ」

　アギトはうなだれて帰っていった。

　作業部屋に戻ると、椅子にニケが座っていた。

　ニケはお茶を淹れて、一つをレカンに差し出した。

「その姿のときはニケと呼んだほうがいいのか」

「そうしてもらえると、ありがたいねえ」

「ゴルブル迷宮で、金のポーションが出た」

「飲んだのかい？」

「飲んだ」

「どんな技能がついたんだい？」

「わからん」

「ふうん。ま、そのうちわかるだろうさ」

「剣が折れた」

　レカンは〈収納〉から、二つに折れた愛剣を取り出した。

「こうなってしまえば〈自動修復〉も働かない。もう剣としての生命は終わった」

「ちょっとみさせておくれな」

　しばらくニケは、剣の折れた部分を調べ、次に宝玉のはまっている柄を念入りに調べた。

「魔法の機能はまだ生きてるね。宝玉は死んでない。魔力が少し減ってるだけだ。ううーん。この剣、ちょっと預かってもいいかい？」

「かまわん」

「あたしの友達で、こういうのに詳しいのがいるんだ。そいつにみせてやりたいんだけど、かまわないかい？」

「それはもしかして、王都の魔道具技士ヤックルベンドとかいうやつか？」

「そうさ。その名前をどこで知ったね？」

「チェイニーから聞いた」

「ふうん。何があったんだい？」

　レカンは、ヴォーカの町に帰ってから起きたことのあらましを説明した。

「ミドスコの使いとかいう不作法者が毎日押しかけてくるから、ちょっとよそに行ってたのさ。あんなやつは早く消えてくれるのがいいね。ところで、あんた、気にならないのかい？」

「何がだ？」

「エダちゃんがいないことをさ」

「そういえばいないな」

「もう少し弟子のことを心にかけたほうがいいよ。それがあんた自身のためなんだ」

「それで思い出した」

「何をだい？」

「どうしてエダをオレの弟子にしたんだ。あんたのほうがよほどたくさんの魔法を知っているのに」

「やれやれ。それは説明しただろうに。人に教えることで、あんたはまたとない勉強ができるんだよ」

「確かに勉強になった。だが、エダのためには、やはりあんたが直接教えたほうがいい」

「あのねえ。あんたは知らないんだろうけど、この世界の魔法使いなんて、〈灯光〉や〈着火ウテル〉みたいな基礎魔法をのぞけば、一系統二、三種類か、せいぜい二系統三、四種類の魔法を使えるぐらいのものなんだ。弟子入りしたら、師匠が使える魔法しか教えてもらえない。そういうものなんだよ。あんたなんか、知覚系と創造系と空間系と光熱系と、四系統も使えるじゃないか。それにたぶん、特殊系の〈吸収メポザ〉を使えるだろう？　こんな優秀な師匠に習えるエダちゃんは、幸せなんだよ」

「そうなのか」

「そうなんだよ。まあ、とはいっても、あんたも留守が多くなりそうだしね。あんたがいないときはあたしが教えてあげるよ。それはそうと、今日は新しい魔法に挑戦してみるかい」

「ぜひ頼む」

　この日レカンは、〈回復キリーム〉の手ほどきを受けた。

「発動にはいたらなかったけど、魔法の構築はいい線いってた。たぶん覚えられるよ。冒険者で〈回復〉が使えたら、こんな便利なことはないからね。気長におやり」

「回復といえば、シーラの傷薬と魔力回復薬は、どちらも素晴らしい」

「そりゃよかった」

「魔力回復薬は、青ポーションよりもすぐれているように感じた」

「うーん。そりゃ使い方次第なんだけどね。赤ポーションと青ポーションの効能は量が決まってて、効果は一瞬だ。あたしのはそうじゃない。ところで、赤ポーションや青ポーションを続けて飲むと効果が落ちるのに気がついたかい？」

「ああ。不思議に思っていた。効果も落ちるし、体が受け付けなくなるな」

「赤ポーションでいうと、回復量百のものを二つ立て続けに飲むと、二百じゃなくて、百五十ぐらいの効果しかない。三つをほぼ同時に飲むと、百七十くらいの効果になる。大ざっぱにいえばね」

「ほう」

「ここに一人の冒険者がいて、手に怪我をして血が流れているが、ほっとけば治るような傷で、命に別状はない。いっぽうその冒険者は、内臓に病を持っていて、今は痛みも苦しみもないが、ほっておけば死ぬ。さて、この冒険者が回復量十のポーションを飲んだ。ポーションには、腕か、内臓か、どちらか片方を治す力しかない。どっちを治すと思うね」

「内臓だろう」

「腕なんだよ。これは有名な話さ。その原因についちゃ、痛いほうを優先するんだろうとか、新しいほうを優先するんだろうとか、不自由な部分から治すんだとか、いろんな説があがってるけどね」

「ふうむ」

「こっから先は、少しむずかしい話になるんだけど、赤ポーションは、怪我や病気を治すだけじゃなく、健康な部分をもっと健康にしたり、あるいは、ほんとに健康なのかを確かめるためにも、薬効を消費する」

「意味がよくわからん」

「まあ、聞くだけ聞いておきな。理解するのはあとでいい。ある冒険者が大きな傷を負っていても、それがひどく古い傷で、しかも痛みも不自由さもないと、赤ポーションは、そこを後回しにする」

　ニケは、計量用の目盛りがついた銀のカップを机の上に置いた。

「このカップがあんただ。あんたの体力は千だ。そして、この八百ぐらいのところにあんたの左目がある。これに赤の大ポーションを一つ入れれば、目盛りの百のところまで治る。二つ入れれば百五十のところまで、三つ入れれば百七十のところまで、効果がある」

「届かんな」

「そうさ。百個赤の大ポーションを入れても、八百には届かない。だからあんたの左目は、赤ポーションでは治せない。むかしから、迷宮の深層に潜るような冒険者のなかには、いつまでも古傷が消えないやつがいる。それはたぶん、そういうことなんだよ」

「ふむ。この左目を失ったときは少し驚いたが、代わりによい技能を得た。今では不自由はしていない。だが、気遣ってくれたことには感謝する」

　ニケは、たぶんだめだろうと思うけどと言いながら、レカンの左目に〈回復〉をかけた。だがやはり、レカンの左目は光を取り戻さなかった。

「役立たずですまないねえ。ただ、諦あきらめたもんでもないよ。あんたほどの冒険者なら、いつかきっと〈神薬〉を手に入れるだろうさ」

「〈神薬〉とやらなら、この左目をまたみえるようにできるのか？」

「できるだろうね」

「ではその日を楽しみにしよう」
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　翌日はニケに指導されながら〈回復〉を練習した。その合間に、いろいろな話をした。

　どこに行けばいい剣が手に入るかを聞いてみた。

「うーん。それなりの鍛冶匠も何人か知らなくはないけど、たぶんあんたの要求に応えられるようなものは作れないだろうねえ。ツボルト迷宮を知ってるかい？」

「いや、知らん」

「別名〈剣の迷宮〉ともいわれてて、やたら剣が出る迷宮なんだよ。下層にいけば相当の剣が手に入る」

「どこにある」

「ここから乗合馬車で一か月ぐらいかかるよ」

〈収納〉から神鋼でできた剣を取り出して、ニケにみせた。

「この剣は、こちらの世界にもあるものだろうか」

「なんてこった。〈聖硬銀レシャラード〉の剣じゃないか。しかもまじりけなしの聖硬銀ときた。あきれたねえ。すごい切れ味だろうね。これがあるなら新しい剣なんかいらないんじゃないかい？」

「ふむ。こちらでは聖硬銀というのか。この剣は切れ味がよすぎる。剣身が薄いし、刃は研ぎ澄まされているから、硬くて強い敵を渾身の力で斬きれば、刃が欠けたり折れたりすることもあるだろう。剣をひねって相手の体をえぐったり、剣の腹で敵の攻撃を受けたりするのにも向かない。斬ることしかできない剣だ。これを主武器にはできない」

「なるほどね。迷宮の下層から出た剣なら損耗しにくいし、特殊な恩寵がついていれば剣身自体に負担をかけずに戦える場合もあるしね」

「剣身に負担をかけずに？」

「そうさ。あたしの剣みたいにね」

　ニケはショートソードを取り出して、鞘さやから抜いてみせた。綺麗な剣だ。

「鑑定していいか？」

「やってみたらいいさ」

「〈鑑定〉」

　何も読み取れなかった。

「だめだ。読めない」

「この剣は〈彗すい星せい斬ぎり〉という銘がついた恩寵品でね、ちょっと特殊な使い方ができる」

「ほう」

「鑑定技能を磨いていけば、いずれ読めるようになるよ」
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　翌日、ついに〈回復〉が発動した。

　ニケによれば、〈回復〉の効き目は、行使する側の魔力と、行使される側の生命力に依存するのだという。

　レカンは魔力も生命力も高い。ゆえに、自身に〈回復〉を使うと非常に効果が高いうえに、回復後にすぐ新たな傷を負って〈回復〉を再度かけても効果が高い。

　ところがレカンが普通の人間に〈回復〉をかけたとする。レカンの魔力が高いので、最初は大きな効果を現す。ところが連続して〈回復〉をかけても、相手の生命力が追いつかないため、すぐに効果は低くなり、やがてまったく効かなくなる。

〈回復〉にはポーションとは別の限界があるのだ。

　翌日、ニケと〈回復〉の練習をしていると、エダが来た。

「たっだいま～～！　おお、ジェリコ、元気だった？　ほーら、おみやげ。あ、レカン！　帰ってたのか。迷宮どうだった？　って、その女、誰？」

「こんにちは。あたしはニケ。シーラばあちゃんの孫だよ。冒険者をやってる」

「え、孫？　冒険者？　待って。ニケ？　まさか、〈彗星斬りのニケ〉さん？」

「そんなふうに呼ぶ人もいるねえ」

「ききききき、金級の？」

「ああ」

「そ、そうだったんすか。へえー。〈彗星斬りのニケ〉さんは、シーラさんのお孫さんだったんすか」

（権威に弱いやつだな）

「あんたはエダちゃんだね。ばあちゃんから話を聞いてるよ。すごく見込みのある新人だそうだねえ」

「み、みこみって、そんな。そんなふうにシーラさん言ってくれてるんすか」

　このとき玄関で声がした。

「ごめんくだされ！　ごめんくだされ！」

　どこかで聞いた声なのだが、思い出せない。

「は～～い」

　エダが能天気な声で返事をして玄関に向かった。そして、作業部屋に帰ってきた。

「あの。ニケさん。騎士アギト・ウルバンてかたがおみえですけど」

「あちゃあ。しかたないねえ。ここに通しておくれ」

「はい」

　案内されて、騎士アギトと随行が部屋に入ってきた。先ほどの声は、この随行の声だったようだ。

「やあ、よくおいでだね。そこにかけたらいい」

　ニケがアギトに椅子を勧めたが、アギトは座らずに、大仰な礼をみせた。

「ニケ殿。ご無事でしたか！　再びお会いできて、このアギト、感激の極み」

「そりゃよかった。それで、今日は何の用事だい」

「用事などと水くさい。ニケ殿の安寧と幸福をお守りするため、労は惜しみません」

「それならもう少し腕か戦術を磨くんだね。あのていたらくじゃ、領民は守れない」

「そ、それは言わないでくださいっ。あれ以来、毎日訓練に励んでおります」

「へえ。それじゃ試してあげよう。庭に出な。レカン、あんたもだ」

　その場にいた五人が庭に出た。

「坊や。このでかぶつに斬りかかってみな。レカン、あんたは剣を抜くな。相手の体にもふれるな」

「こ、この男を斬ればよいのですね」

「素手対剣だ。それでこの男を斬れたら、あんたを認めてあげるよ」

「そ、そのお言葉、お忘れなく！」

　無造作にかまえるレカンの前で、アギトは剣を抜き、ぶるぶると力をこめている。レカンのほうは、〈ラスクの剣〉を腰に吊ったまま、柄には手をかけていない。

　レカンとは頭一つ以上の差がある。みあげるような視線をレカンに向けた。

「えいっ」

　気合とともにアギトが斬りかかった。レカンはそれを左手の前腕で受けた。貴き王おう熊ぐまの外がい套とうは、こんな攻撃では傷もつかない。それでもアギトは必死に剣を押し込んでくる。

　レカンは右手の人差し指と親指で剣身をつかみ、ひょいとひねりあげた。

「あっ」

　情けない声を上げてアギトは剣を手放した。

　レカンは取り上げた剣の柄と剣先を持って膝ひざにたたき付けた。すると、剣がまっぷたつに折れた。

　呆然としたアギトを側近が連れて帰ろうとしたので、レカンは声をかけた。

「折れた剣を持って帰れ」

　ニケとレカンとエダは作業部屋に戻って茶を飲んだ。

「いやあ、格好いい人だったっすねえ。それをあんなふうにいじめやがって。レカン、あんたは鬼か！」

「あたしがここにいるのを知られちまった。こりゃあ、これから毎日来るねえ」

「あの騎士様、ニケさんに興味ありありって感じだったっす。いったい二人のあいだに何があったんすか？」

　ニケが簡単に事情を説明した。

　三年前、王都に向かう街道に銀狼サラジェが出た。さっそく、守護隊から討伐隊が編成され、銀級冒険者に緊急依頼を出して討伐に向かったが、当時の守護隊隊長二人が大怪け我がを負い、銀級冒険者たちも少なくない痛手を受けた。

　領主クリムス・ウルバンは薬師シーラに相談した。シーラは孫娘のニケを遣わした。やっと十八歳ぐらいにしかみえない冒険者に、クリムスは大いに落胆したが、もう一度かき集めた冒険者たちとともに、ニケを街道に派遣した。ニケは一太刀で銀狼の前足を二本切り落とし、もう一太刀で首を刈り取った。同行した銀級冒険者が証言したので、クリムスもこれを信じるほかなかった。このときヴォーカ冒険者協会は、ニケを銀級冒険者として承認した。

　そして二年前、やはり王都に向かう街道に、今度は八目大蜘蛛ギエンウルハドルが出た。再びニケが討伐に向かった。同行した冒険者たちが手をだすまでもなく、あっというまに討伐は終わった。

　この功績に対して、ヴォーカ冒険者協会は、金級を贈って報いたのである。

「いや、その話、さっきの騎士様が出てこないんすけど」

「八目大蜘蛛の討伐のとき、見届け役として同行してたのさ。まあ、現場をみとけっていう親心だろうね。ところがそういう立場でもないのに、意味のない指示を出して現場を混乱させ、あげくに魔獣が出たら腰を抜かしてたよ」

「その目の前で、巨大な魔獣をばっさりやったんすね」

「まあ、そういうことさね」

「その剣さばきに、騎士様の心臓も、ばっさりやられちゃったわけっすね」

「そういうのをばっさりっていうのかい？　それにしても、一回ならともかく、二回となると、偶然のわけはないさね」

「騎士様との出会いがですか？　運命ってやつですね！」

「そっちじゃないよ」

「魔獣の出現が偶然ではない、ということか？」

「九分九厘、〈催眠サンパール〉使いが関わってるね」

「〈調教グサノマ〉ではないのか？」

「あんな高位の魔獣を〈調教〉できるような調教師は、めったにいないだろうね。〈催眠〉使いには、人間相手のやつと、動物や魔獣相手のやつがいるんだ。〈催眠〉は、〈調教〉よりかけやすい。込み入った命令はできないし、使い捨てになるけどね」

「何のことっすか？　〈催眠〉？　誰が寝たんすか？」

「お前は話を聞いてなかったのか」

「それにしても、あんなのに毎日来られたらたまらないね。エダちゃん。あんた明日から依頼が入ってるかい？」

「今日帰って来たばっかりっす。明日からは予定入ってないす」

「よし。二人とも、ちょっと待ってておくれ」

　そう言ってニケは出て行った。

　レカンは〈回復〉の練習をしたかったが、エダはほっておいてくれなかった。

「あたいが何をしてたか、興味あるかい」

「ない」

「あんたから〈イシアの弓〉をもらって、まずは近場の魔獣討伐の依頼を受けて成功させたんだ」

「やってない」

「それから近場の護衛依頼を受けることができて、もちろん成功して高評価を受けた」

「お前、ほんとに人の話を聞かないな」

「そのあと、もう少し長くてむずかしい護衛依頼を受けた。もちろん成功さ。そして今回は、護衛六人の仕事で、サブリーダーをやらせてもらったんだ。今じゃヴォーカの冒険者のあいだで、〈千本撃ちのエダ〉と呼ばれてる」

「名乗ってるだけだろう」

「あたいが〈灯光〉や〈着火〉をみせると、みんな驚くんだぜ。すげえって言って」

　そんな話をしていると、ニケが帰ってきた。

「少し旅に出るよ。三人で護衛の仕事を受けたからね。行き先は交易都市バンタロイ。往復十四日間の仕事だ。レカン、エダちゃん、明日の朝、南門の手前に集合しておくれ」
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（まるで国王陛下の玉座のようだわ）

　それが大広間の奥に据えられた巨大な椅い子すに座るパルクグレイン・シャドレストを目にしたときの、ルビアナフェルの感想だった。

　もちろんルビアナフェルは、王のまします玉座などみたことはない。だが幼いころから玉座とはこのようなものであろうかと思い描きあこがれていた想像はある。その何倍も、その広間と椅子は豪華で高雅で犯しがたい威厳を備えていた。

　さて、部屋のなかに足を踏み入れたからには、ここから先は先導役がいない。

　淑女の礼をしたあと、スカートを両手でつまみ上げ、しずしずと前に進んだ。

　首にはいつもの通り、〈狼石ギドラード〉をかけている。それを思えば胸は温かくなり、力が湧わいてくる。異世界から来た冒険者レカンと交換したこの宝玉は、ルビアナフェルに勇気をくれ、幸運をもたらしてくれる。まさに守護石だ。

　両側に立ち並ぶ高位貴族たちの視線が、不思議なことに、あまり気にならない。このなかのどの一人をとっても、父であるザンジカエル・ザイドモールより身分が高く、財産と権力を持っているのだが、格別恐ろしいとも思わない。

　たぶん赤い絨じゅう毯たんを進んでいくその先に待ち構えているのがパルクグレインだからだろう。
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　この町に着いたら、さぞめまぐるしい生活が始まるのだろうと思っていた。

　だが、そうはならなかった。

　ルビアナフェルの周りには、いつも何人かの侍女がいるが、それだけだ。北の塔のなかを歩くときも、気晴らしにグエン湖のほとりにでかけるときも、誰にも会わない。最初は人の少ない城だなと思っていたが、さすがに気づいた。

　ルビアナフェルが通るときには先触れが出され、人払いがなされているのだ。

　マリンカとクリーモナがいつもそばにいてくれる。

　クリーモナはルビアナフェル専属の侍女頭だ。恐ろしく美人で、動作が洗練されている。よくこの城のことを知っていて、ルビアナフェルの居心地がよくなるよう手配りをしてくれている。

　ユフ城に着いた翌日、当主パルクグレイン・シャドレストと会った。グエン湖がみわたせる小さな望湖楼で一緒に茶を飲んだのだ。

　ひどく緊張していたルビアナフェルだったが、いかめしい顔つきのパルクグレインが、実はとてもやさしい人だとわかり、二杯目の茶を飲み干すころには、すっかり打ち解けて話を楽しんだ。

（このかたがご当主である家に嫁げて、よかった）

（でも私のようなものにこんなにお時間をさいてくださってよかったのかしら）

　翌日にはヴルナー妃と茶を飲んだ。

　現在パルクグレインには正妃はいないが、それに近い位置にいるのがヴルナー妃だ。毅き然ぜんとした貴婦人だが、ルビアナフェルにかけてくれた言葉は冷たいものではなかった。

　ルビアナフェルの住まいは、北の塔とはいっても二階の隅にあり、静かな場所だ。

　そうなのだ。

　ユフ城の場合、北の塔というのは当主の正妃だけが住むのではなく、当主の妃ひたち全員が住むのだ。

　ルビアナフェルの夫となるアシッドグレインは、次期当主であり現当主ではないが、パルクグレインの命により、北の塔はアシッドグレインに譲られている。

　そしてなんと、アシッドグレインには、今のところ婚約者は数人いるもののルビアナフェル以外の妃はいないのだ。いや、ルビアナフェルもまだ妃にはなっていないから、未婚といってよい。

（アシッドグレイン様）

（いったいどんなかたなのかしら）

　アシッドグレインについては、この地への道中、騎士エストファリンからいろいろと聞いた。だから今のルビアナフェルは、アシッドグレインについて、ずいぶん詳しい。今年十八歳になったばかりだというから、未婚であるのも不自然ではない。

　そのアシッドグレインに会うのは、〈聖なる癒やしの儀〉を無事乗り越えてからなのだが、結局この地に着いてから数日間、侍女たちを除けば会った人は、パルクグレインとヴルナーだけであり、ルビアナフェルは、ごくごく落ち着いた環境のなかで体調を整え、〈聖なる癒やしの儀〉を迎えることができたのである。
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　赤く長い絨毯を進み、階段の手前でルビアナフェルは立ち止まった。

　深く深く淑女の礼をする。

　この礼は、特別の貴婦人しか行うことができず、格別の貴人に対してしか行うことができない礼だ。

「巫女みこよ、階きざはしを上れ。しかして我に癒やしの奇跡を与えよ」

　パルクグレインの言葉に小さな礼で応えて、ルビアナフェルは階段に足をかけた、最初の段は〈大地〉であり、二つ目の段は〈人〉であり、三つ目の段は〈国〉を示す。ただしこの場合の〈国〉とはザカ王国のことではなく、〈ユフ神聖王国〉のことである。

　三つの段を上りきると、目の前の玉座にパルクグレインが座っており、向かって右側には騎士エストファリンが、左側には神殿長が立っている。

　神殿長が歩み寄って、杖つえを差し出した。ルビアナフェルが愛用してきた杖である。

　その杖を受け取って、ルビアナフェルはユフ侯爵パルクグレイン・シャドレストの前に進み出る。

　パルクグレインが、椅子に座ったままこうべを垂れる。

　その頭上に杖をかざし、呪文を唱えた。

「大き慈愛の神ライコレスよ。愛し子のため天上の光を垂れ、癒やしの奇跡を現したまえ。〈回復キリーム〉」

　杖の先に大きく明るい緑色の光球が顕現した。

　ルビアナフェルは、ほっとすると同時に、少しいぶかしく感じた。

（癒やしの光の色が以前より濃い気がする）

（それに気のせいかしら）

（少し青みがかっているような気がするわ）

　緑色の光球は、音もなく下降してパルクグレインの頭部を浸し、その身体を内側から照らしながら、ゆっくりと下方に進んだ。人の体が内側から光り輝くさまは、まさに神の祝福そのものである。術をほどこしたルビアナフェル自身も、目の前の光景に畏い怖ふしていた。

　やがて光球はパルクグレインのなかに消え、静寂が残った。

「神のみわざは賛ほむべきかな。今ここに聖女は帰還した。ようこそ、わが子よ」

　神殿長はしわ深い顔にやわらかな笑みを浮かべた。

　ルビアナフェルは背後にざわめきを聞いた。もしもそのとき振り返ったなら、広間にいるすべての貴族たちが、膝をついて拝礼していることを知っただろう。

　かくしてルビアナフェルは、〈聖なる癒やしの儀〉を無事終えることができたのだった。
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「俺はヴァンダム。銀級だ。こいつはゼキ。同じく銀級だ。二人とも、チェイニー商店の専属だ。今回の護衛では、俺がリーダーをさせてもらう」

　ヴァンダムはレカンには少し及ばないが長身で、やせてはいるがしっかりした骨格の持ち主だ。黒い顎あごひげが男ぶりを引き立てている。つばの広い帽子をかぶり、長い剣を背中に背負っている。ゼキは鼠ねずみ色のフードをかぶり、いかにも魔法使い然とした小男だ。黒い髪を切り詰めていて、目つきは鋭い。

「久しぶりだね、ヴァンダム。あたしたちはあんたの指示に従うよ」

「そう言ってもらえると助かる。ニケ、あんたが一緒で心強いよ」

「あたしのことは説明するまでもないね。こっちの強面こわもてはレカン。みての通り剣士だけど、裏技もあるよ。索敵能力も高い。こっちのエダは弓使いさね。二人とも銅級さ」

「二人ともよろしく。とにかく出発しよう。それで隊列だが、俺、レカン、エダ、馬車、ゼキ、ニケの順でいいかな？」

「うむ」

「じゃ、出発だ」

　昨日、レカンは周辺地域の地図を買った。それでみると、ヴォーカの南西にバンタロイがあり、バンタロイの南東に迷宮都市ツボルトがある。ヴォーカからバンタロイまでと、バンタロイからツボルト迷宮までは、若干ツボルト迷宮までのほうが遠いが、そうちがいはない。ヴォーカからツボルトまでは、乗合馬車なら一か月かかるというが、今回、ヴォーカからバンタロイまで馬車で七日の旅程だ。ツボルト迷宮は思ったより近い。

　そしてまた昨日、レカンは、〈ザカ王国迷宮地図〉なるものをみつけて買った。この地図によれば、この国には、管理迷宮、つまり貴族に管理されている迷宮が三十二ある。そのうち八つは、階層百を超える大迷宮だ。また、貴族に管理されていない小迷宮は地図には載っていないが、百五十ほどはあるらしい。

　ツボルト迷宮は、百二十階層を持つ堂々たる大迷宮だ。ヴォーカの町の南東にはニーナエという迷宮がある。時間ができたら行ってみるつもりだ。

　馬車が町から出てしばらくすると、責任者のオルストがヴァンダムに命じて馬車を止めさせた。

「さてあらためまして、私はチェイニー店長の代理人のオルストです。御ぎょ者しゃは商店の専属で長年勤めているゲットーです」

　オルストの説明によれば、今回の主要な商品は、レカンがゴルブル迷宮で手に入れた迷宮品だ。バンタロイの有力商人とのつながりを深くすることが最大の目的であり、何としても荷物を無事届けなければならない。

「実は、ある筋からの情報によれば、当商店を憎んでいる相手が襲撃を計画しているというのです。その相手は金持ちであり、襲撃者は質が高いと予想されます」

　この説明を聞いてレカンは納得した。レカンとニケとエダへの報酬は、三人で金貨五枚という高額なのである。今回は多少利益を削っても安全を確保しなければならない理由があるのだ。

　エダはよく歩いた。以前一緒に護衛の仕事をしたときは、無駄な動きが多く、すぐに疲れていたが、今は早足での移動にすっかり慣れたようすで、無理なくついてきている。

　オルストが野営場所を確保するように指示を出した。今夜は次の村まで行くはずだったが、予定を変えたようだ。ヴァンダムは意外な顔もせず、さっさと野営場所を決めた。

「あたいが〈着火ウテル〉や〈灯光パーム〉は受け持つよ。これでも魔力量はばかみたいにあるそうなんだ。ゼキさんは、魔力を温存しといてくれよ」

「助かる」

　エダが薪たきぎに着火すると、思わずという感じでゼキが聞いた。

「待て。詠唱はどうした」

「え？」

「呪文の詠唱をしなかった」

「いや、したよ。〈着火〉って」

「それは発動呪文だ。魔力を集め、魔法を構築するための準備詠唱がなかった」

「え？　あたいは師匠からこういうふうに教わったから、こういうもんだと思ってたけど？」

　そのあとエダが、キャンプ場所の四隅に一つずつ〈灯光〉の光をつけると、ゼキは目をみひらいて驚いていた。オルストも驚きを口にした。

「いや、これは驚きました。見事な制御ですね。こんなにいくつも同時につけて、こゆるぎもしないとは。魔力は大丈夫ですか？」

「全然問題ないよ。一晩中つけとくね」

「寝ているあいだは消えるでしょう」

「え？　寝てるあいだもついてるよ」

「そ、そうですか」

　レカンは薪を集め、かまどを作った。ヴァンダムは四隅に魔獣よけのポプリを置き、料理を作った。オルストは荷物のそばを離れない。ゲットーは馬車の馬の世話をした。ゼキは自分の馬とヴァンダムの馬の世話をした。エダは周囲の警戒をしている。ニケは皆の仕事を少しずつ手伝った。

　護衛の旅は、ひとまず順調に滑り出したようだ。

　ヴァンダム、ニケ、レカン、ゼキ、エダの順で見張りをした。

　その夜、襲撃はなかった。
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　朝が来て一行は出発した。朝食は移動しながら取る。

　小さい山に差しかかったとき、レカンが厳しい声で警告を発した。

「ヴァンダム。魔獣だ」

「なにっ」

「約百匹の魔獣がこちらに向かっている。先頭は千歩少しの所まで迫っている。速度は速い」

「百匹だと？　それに、千歩少しだと？」

　ヴァンダムが疑わしげな目をレカンに向けた。

「レカンがそうだと言うならそうなのさね。対応を」

　ヴァンダムはさすがにベテランだけあって、切り替えは早かった。

「五十歩下がって森から離れる！　急げ！」

　五十歩下がるなり、次の指示が飛んだ。

「オルストは扉の鍵かぎを閉めて馬車に閉じこもれ！　ゲットーは馬が暴れないよう管理！　ゼキ！　前に出ろ。一発大きいのをぶっ放したら馬車の後ろに下がって援護射撃。ニケは最前列！　右後ろに俺、左後ろにレカン！　エダは……」

「あたいは馬車の上に」

「よし」

　ゼキは早々に馬を前に進め、胸に差し込んでいた短い杖つえを右手に持ち、柄つかの部分についた宝玉を額に押し当てて、詠唱を始めた。

「大いなる叡えい智ちよ、火と風の支配者よ、わが願うは地上の太陽、わが捧げるは生け贄にえの血、まつろわぬ者どもを討ち滅ぼし、神の栄光を証あかす者に祝福を与えよ」

　敵の姿がみえた。赤猿ウルドゥと蜘蛛猿インドゥだ。木々の高所を伝ってやってくる。こちらが木々の近くにいたら、高い木の枝から直接飛びかかってきただろう。しかし森から距離を取っているため、いったん地面に降りなければ攻撃できない。

　猿どもの先頭が地に降りたころ、ゼキは魔法を発射した。

「〈獄炎ゲルバン〉！」

　巨大な炎の塊が飛んで行った。それは段々大きくなり、最終的には差し渡し三十歩ほどの大きさになって猿どもに襲いかかり、二十匹以上の猿に大怪け我がをさせた。

　それでも敵の数は多い。怒ど濤とうの勢いで襲いかかってくる。

　目にもとまらぬ連射で矢が射ち込まれた。エダの攻撃だ。驚異的な速射だが、さらに驚くべきは、その精度である。すべての矢が魔獣たちに的中した。

　エダの矢をもくぐり抜けた魔獣たちが、いよいよ馬車に迫ってくる。

　ニケが剣を抜いた。その剣身が白く光り、剣の長さがぐうんと伸びた。剣を取り巻く魔法の光が伸びたのだ。

　三匹の赤猿がニケに飛びかかる。ニケは手前の二匹の首を魔法剣で刎はね飛ばすと、すばやく右に移動して後ろ側の一匹の首を薙ないだ。それはとても届かない距離だったはずだが、魔法剣が二倍の長さに伸びた。首を失った三匹の魔獣の死体は、今までニケがいた場所に落下した。

　息つくまもなく、四匹の蜘蛛猿が殺到する。ニケの魔法剣はさらに伸び、地を這はうような斬ざん撃げきが四匹の小型魔獣を一度になぎ払った。右に左に自在に移動しつつ、長さの変わる剣を、ニケは縦横無尽に振った。すさまじい勢いで魔獣たちが殲せん滅めつされてゆく。

　その左右を通って馬車に殺到しようとした魔獣たちは、レカンとヴァンダムの剣の餌え食じきになった。レカンは〈ラスクの剣〉を持ち、一振り一殺で敵を屠ほふる。ヴァンダムは、まず足を斬きって機動力を殺しつつ、手のすいたときに地を這う敵にとどめを刺している。馬車の陰から打ちもらしを狙おうとしているゼキには出番はない。

　レカンは一撃必殺の剣をふるいながら、ニケの動きを観察していた。

　驚くべきは魔法剣の操作だ。あの長さは魔力によるもののはずであり、長さが変わるということは、魔力の操作によって調整していることになる。あんなにも瞬時に、あんなにも的確に剣の長さを変えることができる、そのことこそ驚異的だ。
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　敵の攻撃が途切れた。だがレカンは森をじっとにらんでいる。

　ひと息つきかけたヴァンダムも、レカンのそのようすをみて表情を引き締めた。

　来た。

　のしのしと歩いてきたのはレカンの知らない大型の猿の魔獣だ。数は三頭。この魔獣は体毛も顔も真っ黄色であり、盛り上がった筋肉は恐ろしい力を秘めているだろう。もしかするとこれが猿鬼族第三階位の黄猿鬼パウドゥグなのかもしれない。

　ニケとレカンとヴァンダムは、それぞれ一人一頭を相手にした。

　まず接敵したのは中央のニケだ。敵の間合いの外から首を刎ねた。

　レカンは〈ラスクの剣〉を右手に持って敵に突っ込んでいったが、攻撃しようとしたとき、奇妙な感覚を覚えた。その感覚に従って剣を前に突き出すと、頭のなかに何かが言葉を形作った。

〈刺し突とつ〉

　不思議なほどあっさり、〈ラスクの剣〉は魔獣の喉のど元もとに入り、突き抜けた。目にもとまらぬ速度でその剣を引き抜き、レカンは後ろに跳びすさった。

　ゆっくりと魔獣は倒れた。

　このときレカンは知った。あの金色のポーションで得た技能は〈刺突〉だったのだ。

　ふと横をみると、ヴァンダムが大きな猿にとどめを刺すところだった。

　オルストが馬車から出てきて感激の声を上げた。

「なんという、なんという見事な戦い！　今回の戦力は頼りになるとは思っていましたが、ここまでとは！　素晴らしい！　本当に素晴らしい！」

「へっ」

　馬車の屋根の上で、エダが右手の親指で鼻をこすって自慢げな顔をしていた。

「自然の群れじゃないねえ。数が多すぎるし種類も雑多だ。何より遠くからまっしぐらに襲ってきた」

　レカンはオルストに聞いた。

「昨日予定外の場所で野営したのは、これを予想していたからか？」

「襲撃があるだろうとわかっていましたからね。予定を少し変えてみました」

　ヴァンダムは少なくない手傷を負った。

　ニケはヴァンダムの診察をして、レカンを呼んだ。

「レカン、治してやんな」

「わかった。〈回復キリーム〉」

「えっ？」

「なにっ」

　オルストとゼキが驚きの声を上げた。

　ヴァンダムの傷がみるみる癒えてゆく。傷きず痕あとは完全に消えた。

「驚いたなあ。そういえば裏技もあるとか言ってたか。まさか剣士で〈回復〉持ちとはなあ。助かったよ。ありがとう、レカン」

「ああ」

　その後何事もなく一行は進み、山を越えた場所にある村に着いたが、その村には泊まらず先に進み、川のそばで野営した。

「明かりが多いと安心感がちがうな」

　食事のあとのゆったりした時間に、ヴァンダムがぽつりと言った。

「それにしてもニケのパーティーはすごい。ニケは魔法剣を自在にあやつって無敵だし、レカンはとんでもない距離から索敵ができて、近接戦では化け物みたいな破壊力があり、しかも〈回復〉持ち。エダは手数の多い遠距離攻撃ができるし〈着火〉や〈灯光〉も使える。戦闘特化なら特級になれるんじゃないか？」

「え？　特級って、何？」

「はは、〈千本撃ちのエダ〉も、それは知らなかったか。冒険者単独じゃあ、金銀銅という級があるだけだが、パーティーにはそれと別に特級認定というのがある。ヴォーカじゃみかけないが、大きな町では特級パーティー限定の依頼も多くて、報酬がすごくいいんだ」

「それ、どうやったらなれるの？」

「実績をみて協会が評価するんだ。バランスがよく信頼度の高いパーティーだけが特級認定される。これから行くバンタロイには、護衛を得意とする特級パーティーがいくつもある」

「報酬がいいんだ。それ、いいなあ。それ、目指したい」

「いや。自分で言っといてなんだが、レカンは迷宮専門なんだろう？　いくら特級パーティーの報酬が高いといっても、迷宮の稼ぎとは比較にならん」

「えーーー？　レカン、お前、どうなんだよ。やるよな。あたいと特級パーティー目指すよな」

「やらん」

「まあまあ、ちょっとお待ち。レカン。特級を目指すかどうかは別にして、あたしたちはいいパーティーだよ。ヴォーカの町中じゃ教えにくいことも、依頼で外へ出てりゃ教えてやれるしねえ。あんたはばあちゃんのもとで修業中だけど、その合間に三人で依頼を受けたり討伐をこなしたりしていくといいさね」

「レカンが修業中？　シーラ殿のもとで？　薬くす師しの？」

　ヴァンダムの疑問に答えたのはオルストだった。

「そうです。ヴァンダムさん。今までシーラ様はただの一人もお弟子を取ってこられませんでした。先代ご領主様直々に弟子を派遣しようとされても拒否なさったのです」

「それは聞いてる。ごり押しするつもりなら町を出ると言ったそうだな」

「はい。先代ご領主様は若くて才能のある薬師を派遣したのですが、その薬師は非常にプライドが高く、いきなりシーラ様の製法にけちをつけたのだそうです」

「ありゃあ」

「しかもそのあとの対応もまずかった。先代ご領主様は謝罪の使者を送ったのですが、その使者が、〈ご領主様は、希望通りの謝罪金を支払い、また新たな弟子については破格の指導料を払うと仰せである。ありがたく心得よ〉という調子で口上を述べたのです」

「けんかを売ってるような物言いだな」

「そんないきさつもあり、これまでかたくなに弟子を拒否してこられたのです。しかもこれは最近になってわかったことですが、シーラ様は、今この国にいる最高峰の薬師のかたがた何人かのお師匠でいらっしゃるのです。そんなシーラ様にはじめてお弟子ができたという情報が、今町を駆けめぐっていて、関係者のあいだでは大変な評判なのです」

「話の途中悪いけど、ちょっと教えておくれでないかい。あた……シーラばあちゃんが、この国の大物薬師たちの師匠だなんてでまかせは、どこから出てきた話なんだい」

「王都のスカラベル導師が、シーラ様の作った薬をごらんになり、シーラ様のことを聞いて、〈その人は私の師だ〉とおっしゃったのだそうです。スカラベル導師や薬師ワインゲム様、薬師ロキシマム様など、この国を代表する薬師のかたがたが同門らしいというのは有名な話ですからね。そのかたがたのお師匠はシーラ様であったのか、ということになったのです」

「あのガキのせいか……いや、それはおかしいと思うけどねえ。スカラベルのやつが今何歳か考えてごらんな。うちのばあちゃんの弟子なわけはないさ」

「シーラ様は、今おいくつなのですか？」

「女の年を聞くもんじゃないよ」

「これは失礼いたしました」

「とにかく、その噂うわさは迷惑だから、これ以上吹聴しないようにしておくれでないかい」

「わかりました。チェイニーにはそう伝えます。しかし、この噂が段々広がっていくことは避けられないと思います」

「ねえねえ、レカン。特級パーティー目指そうよう」

「お前は空気を読め」

　それにしても、エダの異常な成長ぶりには驚いた。話にならないほどひどかった弓の腕が、こうも短期間にこれほどに上達するとは。

　だが考えてみると、もともとエダはすぐれた反射神経を持っていたし、敏びん捷しょう性も高かった。弓を武器に選ぶぐらいだから、適性もあったのだろう。

　金がなくて矢が買えないエダは、練習もままならなかったし、いざ本番になっても、矢を失うことが怖くて、のびのびとした射撃はできなかった。ところが〈イシアの弓〉が手に入り、矢の代金を気にせず練習ができるようになった。魔力量は多いのだから、いくらでも矢の雨を降らせることができる。その条件が整ったとき、急激に成長したのだろう。

　その日は早めに野営をした。
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　三日目の朝、出発するときオルストが言った。

「すいませんが今夜も野営にさせてもらいます。明日の午前中に町に入ります」

　どんな理由でオルストがそう判断したのかわからないが、依頼主側からの指示だ。誰も異議は唱えない。

　何度か馬車や旅人とすれちがったが、特にあやしい相手はいなかった。

　昼過ぎごろ、〈生命感知〉に引っかかったものがある。街道の脇の丘に、誰かがいる。

「ヴァンダム。前方左側の丘の向こう側に誰かが隠れている。一人だ」

「む。横腹をさらしたときに上から遠距離攻撃をくらうのはいやだな。丘の上から道まで約百歩か。上からなら矢で充分届く。馬車は矢を通さないが、恩おん寵ちょうつきの武器だと厄介だ」

　エダが口を挟んだ。

「丘の上にそいつが顔を出して、攻撃してくるようなら、あたいが魔弓で撃つよ」

「よし、それでいく。みんな！　前方左側の丘に不審者がいる！　警戒しつつこのまま前進！　攻撃してきたら反撃する！」

　エダは馬車の上に乗った。がたがた揺れる馬車の上でバランスを取りながら片膝ひざで座り、早くも弓をかまえて魔法の矢を生成している。いつでも攻撃できる体勢だ。

　丘の真横に馬車が来たとき、丘の上にのそりと立ち上がった者がいる。

　その姿をみて、ヴァンダムが悲鳴のように叫んだ。

「エダ！」

　エダが矢を放った。その矢はまっすぐに丘の上の襲撃者に突き進み、胸に突き立った。ところが襲撃者は倒れるどころか、痛がるそぶりもみせない。

　異様な男だ。上半身は裸で小さなベストを着ている。下半身はだぶだぶの布のズボンをはいている。信じられないほど太った体つきで、顔も体も黒光りしている。

　ヴァンダムは馬を駆って斜面を登り始めている。ただし、エダの射線を塞がないよう、少し右から回り込んでいる。

　丘の上の男が、足元に置いた袋から黒い小さなものを右手で取り出し、ぽんと上にほうった。そして左手に持っていた大きなハンマーを両手で持ち、ぶうんと振り回した。

　このときエダの二射目が男の腹に命中したが、やはり何の効果もない。

　振り回したハンマーが黒くて丸い小さなものにぶつかったとき、どごんと音をさせて爆発が起き、その黒いものは馬車めがけてまっしぐらに飛んできた。

　レカンの視力と反射神経をもってすれば、その飛来物をかわすことはたやすい。だが、かわせば馬車かエダに当たるかもしれない。

「〈炎槍バンドルー〉！」

　それはほとんど無意識の攻撃だった。そして今まで撃ってきたどの〈炎槍〉よりも、素早い発動だった。まばたきをすることもできないほど短い時間で、しかし魔力はきちんと循環して収束し、魔法構造は正しく組み立てられ、高威力の攻撃魔法が現出し、馬車の手前二十歩ほどで黒い弾丸と衝突した。

　どごん、と腹に響く音がして、黒い弾丸が爆散する。

「〈炎槍〉！」

　続けざまに発せられた魔法攻撃は、異様な速度で敵に着弾した。後ろで馬に乗って目撃していたゼキの目には、敵とレカンの手のあいだが光の直線で結ばれたようにしかみえなかった。

　炎の槍は敵の胸の真ん中に大きな風穴を開け、敵はそのままゆっくり倒れた。

　ヴァンダムはその敵を知っていた。

「〈破砕槌グァドバグーのブフズ〉という冒険者だ。もとは迷宮専門だったが、相棒が死んでからは後ろ暗い仕事を高額で引き受けるようになった。いくつかの町では指名手配されてると思う。すまん。俺の判断ミスだ。先制攻撃をするか、せめて馬車を止めて偵察するべきだった」

「レカン」

　横から話しかけてきたのは、魔法使いのゼキだ。

「さっきの〈炎槍〉、準備詠唱がなかった。一発目はひそかに準備したかもしれないが、二発目は準備できるような時間はなかった。どうやったんだ」

　どう答えようかと思っていると、ヴァンダムが口を挟んだ。

「ゼキ。冒険者が手の内を明かすわけねえだろ。それ以上聞くな」

「むう」

「いいですか」

　声をかけてきたのはオルストだ。

「こういう場合、戦利品の権利は護衛全員にあります。この場合は恩寵品のハンマーですね。現物を受け取るか、売って金を受け取るか判断していただかなくてはなりません」

「レカン。このハンマーを自分のものにしたいか？」

「いや、いらん」

「そうか。なら売ろう。悪いが護衛全員で均等にわけさせてもらう」

「ああ」

「では、お手数ですが、威力を実際に確かめてみたいので、レカンさん、このハンマーであの木をたたいてみてもらえませんか」

　レカンはハンマーを振り上げ、横から木をたたいた。すさまじい爆発が起きた。ハンマーがはじき飛ばされそうになり、レカンは反射的に握る手に力を入れた。太い幹が大きくえぐられ、そのまま枝葉をつけた上側が倒れてきて、けたたましい音を立てた。

「見事な威力ですね。ヴァンダムさんも試していただけますか」

「わかった」

　レカンからハンマーを受け取ったヴァンダムは、思わずハンマーを取り落としてしまう。

「なんだ、この重さ！」

　落ちたハンマーを拾い上げたヴァンダムは、それでもさすがにハンマーをぐっと持ち上げ、近くの木にたたき付けた。爆発が起き、反動でハンマーは飛んでいったが、木は折れて倒れた。

「ありがとうございました。だいたい威力と問題点がわかりました。競売にかけると時間がかかります。もしも今当店にお売りいただけるなら、金貨四枚で買い取らせていただきますが、いかがでしょう」

　ヴァンダムがレカンのほうを物問いたげにみた。

「ヴァンダム。あんたが決めろ」

「すまんな、レカン。オルストさん、買ってくれ」

「まいどありがとうございます」

　一人当たり大銀貨八枚の臨時収入である。ヴァンダムもゼキも、うれしそうだった。
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　その夜の野営で、レカンは、ザカ王国の迷宮について、あれこれニケに質問した。

「ツボルト迷宮は百二十階層もあるんだな」

「まあ、自分の目で確かめてみるこったね」

　翌朝起きると、ヴァンダムが不思議そうな顔でレカンに尋ねた。

「その外がい套とう。えらく綺き麗れいだな。猿どもを斬ったとき、だいぶ返り血を浴びてたはずだが」

「血が目立ちにくい材質なんだ」

　午前中の早い時間に町に着いた。

　町を離れると、また山道に差しかかった。

　峠を登り切って、下りるときになって、レカンがいきなり馬車の屋根に飛び乗った。

「れ、レカンさん。何事だね？」

　御者のゲットーの声を聞いて、ヴァンダムも馬上で振り返った。

「レカン？」

　レカンは返事もせず、じっと下方に続く森をみつめている。

　すっと右手を上げると、呪文を発した。

「〈炎槍〉！」

「レカン!?」

　炎の槍は、何百歩も先のほうに着弾して破裂音を上げた。

「何があった。何がいたんだ、レカン」

「行けばわかる」

　その場所に着くと、一人の男が死んでいた。上半身がちぎれ飛び、下半身はほとんど残っていない。服装からすると魔法使いのようだ。杖も落ちている。

　死んだ魔法使いを、ゼキは知っていた。

「こいつは〈邪眼のジバ〉だ。〈幻覚マリフォズ〉という魔法の遣い手だ」

　オルストは杖を拾った。また、魔法使いの持ち物を探った。

「この杖は値打ちがありそうですね。それにこの暗殺者は〈箱〉機能のある袋を持ってます。なかに金目の物があるかもしれません。すいませんが、この杖と袋は、私に預けてもらえませんか」

「ああ」

「そのほうが助かる。よろしく頼む」

　レカンとヴァンダムが同意して、話はまとまった。

「それにしても、三日連続で襲われるとは」

「金もかかってるぞ。ブフズと、ジバと、魔獣使い。これだけ集めるのは大変だったろう」

「先を急ぎましょう」

　結局その後も一度も村にも町にも泊まらず、すべて野営となった。

　四度目の襲撃はなく、一行は八日目にバンタロイに着いた。当初の予定より一日遅れだ。

　到着したのが午後遅くなので、商品の引き渡しは翌日になった。

　ヴァンダムとゼキは、オルストと同じ部屋に寝て商品を守った。レカン、ニケ、エダの三人は、それぞれ向かいの部屋と両隣に泊まって警戒した。

　翌日、三つの取引先を回った。

　その夜、ニケとレカンとエダは、オルストから相談を受けた。

「最初の予定では、来たときと同じメンバーで帰ることになっていましたが、事情が変わりました。ヴァンダムとゼキには、馬を走らせて至急ヴォーカに戻ってもらいます。帰りの護衛は三人ということになりますが、差し支えありませんね？」

「まかしといてくださいっす。この三人なら、道中何があっても大丈夫っす！」

「異存はないよ」

　レカンは黙ってうなずいた。

　翌朝早く、ヴァンダムとゼキは宿をたった。

　オルストは、二軒の商家を回り、この日の午後、一行は帰途についたのである。

「先頭はやっぱりレカンに頼みたいね。その後ろにエダちゃんがいれば、支援射撃ができるだろ。あたしは馬車の後ろを歩いて、後ろからの襲撃に備えるよ」

　ニケがそう言ったので、レカンはエダと前後になって歩いた。道の広い場所ではエダはレカンの隣に来て話しかけた。

「おい、レカン。帰ったら〈回復〉教えてくれよな。絶対だぜ」

「ああ」

　復路では常に村か町に泊まった。町ではうまいものが食べられたので、エダは大喜びだった。

「そういえば、ニケ。ゼキはどうして〈回復〉のとき準備詠唱がなかったことには驚かなかったんだろうか」

「〈回復〉は準備詠唱なんて学ばないやつも多いからね」

「それは、なぜだ」

「だいたいにおいて〈回復〉は、偶発的に顕現するからさ。自分の親や兄弟が怪我や病気で苦しんでいるとき、必死で祈りを込めて、〈キリーム〉と唱える。〈キリーム〉って言葉は〈癒やしを〉って意味だからね。そんななかで適性のあるやつが、〈回復キリーム〉を発動する」

「学ばなくても魔法構築ができるのか？」

「〈回復〉は特殊なんだよ。構築のうまさじゃなくて、祈りの深さが発動の鍵になるんだ」

「ほう？」

「あんたは理詰めで〈回復〉を習得したから、ぴんとこないだろうけどね。そのうちわかるさ」

　七日でヴォーカに帰着した。

　魔獣使いがもう一度襲撃してくるのではないかと心配していたが、襲撃はなかった。

　驚いたことに、魔獣使いはヴォーカの町で逮捕されていた。魔獣使いだけでなく、魔獣使いに指令を出していた者や、その一味も何人か逮捕されていた。

　ヴォーカの町に帰り着いたその日、レカンはチェイニーに誘われ、夕食を共にしていた。オルストも同席している。ニケは来なかった。

「三度、襲撃がありましたが、あれは移動予定を知らなければできない襲撃でした。ところが、いつ出発できるかは、いつ護衛が集まるか次第でした。私自身、出発の前日まで、いつ出発できるか見通しが立っていなかったのです」

「ほう」

「なぜ、あのような日時に、あのような場所で襲撃ができたのか。それは襲撃の指示を出した人物が、この町にいたからです。では、最初の襲撃の実行犯だった魔獣使いは、どこに行ったのでしょう。馬車を追いかけた？　いいえ、いいえ。そんなはずはありません。ここに戻ったにちがいないのです。そう考えるのが論理的です。ここまでは、実のところオルストの手紙に書いてあったのです」

　チェイニーが大げさにオルストに手を振ってみせ、オルストはグラスを置いて会釈した。

「私はただちに領主館に参じて、ご領主様に申し上げました。三年前と二年前に街道に強力な魔獣が突然出現した事件について、その実行犯かもしれない人物が今町にいると思われますとね。疑わしい場所のめぼしはついていたのです。ザイカーズ商店と縁故のある、ある商店ですよ。そこを守護兵たちが急襲し、魔獣使いも指示を出していた者も捕縛しました。ミドスコ様の部下も一人いましたよ」

「ミドスコの件は、まだ片がついていないのか」

「それが、存外手間取っているのです。たぶん屋敷に踏み込めば、ぐうの音も出ない証拠が出るはずなのですが、ご領主様も、そこが決断できません。何か確証があればいいのですがねえ、確実にこれはみつかる、これは言いわけのしようがない、というような確証が何か」

　横目でちらりとレカンをみた。

「何の話でしたかね。ああ、思い出しました。証拠の品もたくさん押収されましたし、捕らえた者たちからは、証言を得ています。ザイカーズ商店のヴォーカ支店の支店長は、重罪をまぬがれないでしょう。この機会に、ザックの息のかかった商人たちは、この町から消えてもらおうと思います」

　チェイニーが乾杯を催促したので、応じた。

「ザックにまでは追及が及ばないでしょう。それはしかたありません。しかし、ザイカーズ商店のヴォーカ支店は取りつぶしです。今回のことでザックは少なくない金を消費しました」

「なるほど」

「このたび、わがチェイニー商店は、バンタロイに支店を置くことになりました。責任者には、このオルストを派遣いたします。どうぞオルストのこともよろしくお願いいたします。それから、これを差し上げます」

「これは……依頼達成のコイン？」

「今回のことは、冒険者協会を通した依頼という形にしてます。それを冒険者協会に持っていくと、実績に加算されます」
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「というわけだ、ニケ」

「なるほどねえ。言いわけのしようがない何かねえ」

「おい、〈回復〉教えろよ。〈回復〉」

「ところで、こんなものがある。使えるか？」

　レカンは〈収納〉から、奇妙な形の魔道具を取り出した。炎の魔法を撃ち出す武器だ。

「どこで手に入れたんだい」

「話、まだ終わんねえのかよ。早く練習しようぜ」

「最初にチェイニーの護衛をしたとき、襲撃してきたやつから奪った」

「なるほど。こいつは使えるねえ」

「〈回復〉使いになれる日が来るとは、夢にも思わなかったぜ」

「ミドスコは、これが壊れたと言ってるようだな」

「そうさ。不良品だから試験したら粉々になったと言い張ってる。そのくせ、破片を持ってこいと言ってやったら、そんな物は捨ててしまったとくるからね」

「冒険者で〈回復〉が使えるなんてったら、そりゃもう引っ張りだこだろうなあ」

「これがその品だと証明できるのか？」

「一個一個ちがう番号が刻印してあるのさ。ほら、ここさ。あたしが領主に渡したうちの一つに間違いないよ。これがミドスコの屋敷で発見されたら、どうなるかねえ」

「か、い、ふ、く。か、い、ふ、く」

「領主が大枚はたいて買ったこの上なく強力な武器を、無理言って預かったのに壊した、というだけでも重罪だろうな」

「そうさね。そのうえ、壊したというのが噓うそで、ほんとは隠し持っていたとなると」

「そういえば、あたい魔法使うとき杖使ってないけど、いいのかなあ」

「謀む反ほんの罪を問われるな」

「エダちゃん。杖は便利なものさ。魔法の構築もらくになるし、大きな力を引き出してくれる。でも杖を常用してると魔法の技術は成長しにくいし、魔力も増えにくい。成長してる最中の魔法使いはね、杖なしで魔法が使えるなら、そのほうがいいのさ。いずれいい杖をみつくろってあげるよ」

「ありがとうっす」

「レカン。あたしはちょっと用事があるから、エダちゃんに〈回復〉を教えてあげるんだよ」

「やたっ」

「いや。その前に冒険者協会に行く。ついて来い」

「なんでだよ」

「お前、ほんとに人の話を聞かないな」

　レカンとエダが冒険者協会に行くと、アイラが対応してくれた。

「依頼達成おめでとうございます。報酬は依頼者から直接お受け取りください。なお、今回の功績で、レカンさんは銀級に昇格されます。明日冒険者章を受け取りに来てください」

「えっ。あたいは？　あたいは昇格できないの？」

「できません」

「そんなあ。アイラちゃん。そりゃないよう。あたい、レカンよりたくさん依頼達成してるじゃん」

「初期の連続失敗が響いてるんです。レカンさんは依頼達成率百パーセントで、しかもすべて高評価ですから」

「ううっ。なんとかしてよう」

「なんともなりません。ところでレカンさん、孤児院から指名奉仕依頼がはいっています。またこどもたちを遊ばせてほしいそうです」

「断る」

　シーラの家に帰ると、ニケが先に帰っていた。

「あの件はどうなった？」

「手配はしておいたよ。あとどうするかは領主次第だね」

「そうか」

「じゃあ、レカン。エダちゃんに〈回復〉伝授の一回目といこうかね」

「レカン師匠！　お願いしまっす」

　レカンは考えた。自分が受けたと同じような説明をしても、絶対にエダには理解できない。もっと直感的で、もっと実践的なやり方がいい。

「エダ」

「何だい」

「お前の大事な人が、ここにいるとする」

「だ、大事な人って、何だよ。そんなのいねえよ」

「母親とか、父親とか、兄弟とか、仲のいい友達とかだ。今は生きてない人でもいい」

「ああ？　あ、なんだ、そういう意味か。じゃあ、とうちゃん、かな」

「その父親が怪我をしてる」

「ええっ」

「怪我をして痛がってる。苦しんでる。だけど誰も助けられない」

「ど、どうしてだよっ。どうして誰も助けてやらねえんだよっ」

「誰にも助けられないんだ。そういうことはある」

「な、何とかならねえのかよ」

「方法はある」

「教えてくれっ」

「両手を出せ」

「こ、こうか？」

「両手を合わせて、少し丸めろ。落ちてくる泡雪をつかまえるように」

「何をつかまえるって？」

「水をすくうように」

「お、おう。こんな感じか」

「その手のひらのなかに、温かい光を生み出せ」

「ひ、ひかり？」

「お前の思いを光に変えるんだ」

「わ、わけがわかんねえ」

「わからなくていい。感じるんだ」

「感じる？」

「お前が父親を救いたいという思いが本当なら、光が生まれる」

「ほ、ほんとだな？」

「やわらかで、何もかもが満たされて、幸せになる光だ」

「幸せの……光」

「父親の怪我を治したいと心から思うなら、その思いが光になる」

「思いが……光に」

「そして、唱えるんだ。〈癒やしをキリーム〉」

「き、キリーム」

　ぽわっ、と音がして、エダの丸めた手のなかに、一つの温かい光が生まれていた。

「で、できたっ！　できたよ、レカン！」

　レカンは目をむいて驚いた。レカン自身、三日のあいだ、ニケのつきっきりの指導を受けながら、何度も何度も繰り返して挑戦し、やっと小さな光をともすことができたのだ。それをエダはたったの一回で、しかもレカンのいいかげんな指導で成功させた。レカンは、少し誇らしげな気持ちでニケをみた。
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　ニケはひどく厳しい顔をしていた。だが、すぐにやさしい表情を作った。

「エダちゃん。よかったねえ」

「あ、あたい、あだい。うれじいっず。ぐずっ」

「町のなかじゃ、誰かにみられるかもしれないから、練習の続きは町の外でするのがいいね」

「続き、町の外でするっす」

「じゃあ、すまないけど、冒険者協会に行って、討伐か採取で日帰りじゃないやつを探してきておくれでないかい。三日か四日、あるいは五日か六日ぐらいかかる依頼がいいね。もちろん銅級のだよ。報酬は安くてかまわないから。依頼を受けちゃだめだよ。いくつかのなかからあたしが選ぶから」

「わかったっす！　行ってくるっす！」

　エダは元気に飛び出していった。
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「困ったことになったねえ」

「〈回復〉が使えるということがか？」

「詳しく説明するからよくお聞き」

〈回復〉は、日常生活のなかで家族の怪我や病気の回復を祈るなかで発現することが多い。つまり、何の準備も覚悟もないまま、その能力を得てしまうことが多い。発現した時点では力は弱く、ごく浅い傷を治したり痛みをやわらげる程度の力だ。そういう〈回復〉持ちは、家にそのまま住んで、家族親戚や近所の人の役に立っていればいい。

　もう少し強い力、つまり大きな傷を治したり、重篤ではない病気を癒やしたりできるようになると、大きくいって三つの道がある。神殿に行くか、貴族のもとに行くか、施療師のもとに行くかである。

　さらに強い力、つまり命に関わる傷を癒やしたり、重い病気を治せる力を持った者は、神殿も貴族もほってはおかない。神殿や貴族に仕えれば贅ぜい沢たくな暮らしができるが、拘束される。神殿では、〈回復〉持ちをかき集めて、貴族や民衆への施療に使う。また、多くの〈回復〉持ちを抱える神殿ほど神からの愛が深いとされ、発言権が増大する。貴族家では、一族の健康保持と長寿のため〈回復〉持ちを欲しがる。それは当主の権威を高めることにもつながる。

　そして、〈回復〉を高いレベルで使えるようになった魔法使いは、〈浄化フィーラ〉を使えるようになることがある。高位の〈浄化〉は〈神薬〉に匹敵するともいわれるが、そこまでいかない低位の〈浄化〉でも、若干の若返り効果がある。この若返り効果こそ神殿の最大の武器である。年老いた高位貴族や富豪たちは、わずかの若返りと引き換えにあらゆるものを神殿に支払う。九大神殿にはそれぞれ何人かの〈浄化〉持ちがいるにちがいないが、神殿ではその人数も名前も年齢も秘匿している。

〈浄化〉持ちになれば、外出はもちろん面会も極端に制限され、神殿の指示にない行動をすることはほぼ許されない。大貴族家のなかには、〈浄化〉持ちを抱えている家があるといわれているが、その存在が明るみに出ることはない。

　この国では九柱の神が大神としてあがめられていて、王都には九大神すべての神殿がある。裁きの神であり天の支配者であるエレクス神の神殿は王都にしかない。

　一つの町には一つしか神殿が置かれない。つまり、町ごとに八柱の神のいずれかの神殿が置かれる。神殿のない町もある。神殿のない町は、格の低い町とみなされる。どの町にどの神殿を造るかは神殿長会議で決まるが、神殿の勢力と序列は、〈浄化〉持ちと中級以上の〈回復〉持ちの数によって決まるのであり、その数が多い神殿ほど、多くの有力な町に神殿を造ることができるのだ。ゆえにどこの神殿も、目を皿のようにして才能のある〈回復〉持ちを探している。

　ニケによれば、エダは〈回復〉の才能がありすぎる。それが問題なのだという。

「レカン。あんたならいいんだ。あんたぐらい力のある冒険者なら、大病を治せるほどの力を得ても、神殿や貴族にやすやす拘束されたりしない。だけどエダちゃんじゃ、そうはいかない」

「禁ずればいい。〈回復〉を使うことも、練習することも」

「レカン。あんた、誰かに剣を使えって命令されて剣士になったのかい？」

「いや」

「剣というものを知った以上、手に入れ、使わずにはいられなかったんだろう？」

「そうだ」

「あの子も同じだと思うよ」

「ふむ。貴族や神殿の庇ひ護ごを受けて贅沢な暮らしをするのも悪くはない」

「一度縛られたら、そこからは抜け出せない。縛られる暮らしを望むか、縛られない暮らしを望むか。それを選択できるだけの力と時間をあの子に与えてやりたいと、あたしは思ってる」

　レカンは黙り込んだ。

「レカン。あんたには、万能薬と、かぜ薬と、毒消しの作り方を教えた。もう自分で作れると思うけど、できればもう一回ぐらいあたしのもとで練習したほうがいい。それと、シュラ草を使った傷薬の作り方は教えたけど、チュルシム草やポウリカ草を使った作り方は教えてない。どんな季節にも作れるようになりたいなら、ポウリカ草が生え始める八月までは待ってもらわなきゃならない。体力回復薬に使うキュミス草が採れるのは五月から七月、魔力回復薬に使う材料が全部そろうのは、九月か十月。つまり、あんたが学びたいことを学ぶには、今年いっぱいかかるってことさ。そのあいだは、ここを拠点にしながら、迷宮に行くなり依頼を受けるなりしたらどうかと思うんだけどね」

「そうさせてもらえると、ありがたい」

「そのあいだは、つまりあたしの弟子でいるあいだは、エダちゃんのようすをみまもって、助けられるところは助けてあげてくれないかねえ」

「わかった」

　レカンは面倒なことが嫌いである。縛られることが嫌いである。だから、エダも人生を縛られるようなことがなければいいと思う。だがそのために自分自身がエダに縛られるのもいやである。その点、シーラの弟子でいるあいだは、ということなら気が楽だ。そのあとのことなど今から決めたくはない。

　それに、自分を受け入れ、惜しみなく知識と技術を教えてくれているシーラの頼みなのである。レカンは誰かにこんなに恩義を受けたことがない。そのシーラが頼むことなのだから、少々の手間や面倒さはがまんできる。

　レカンの意識としてはその程度のことであったが、とにもかくにも、このときレカンとニケとエダのパーティーは成立したのである。

「それにしても、あんた、教え方うまかったねえ。舌を巻いたよ。エダちゃんにぴったりの、素晴らしい教え方だった。孤児院のこどもたちにも、えらく気に入られたみたいだし、もしかしてあんた、小さい子の面倒をみるのが天職なんじゃないかい」

「それはない」
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「ただ今帰りましたっす」

　玄関のほうで声がした。エダの声だ。

「帰ってきたみたいだね」

「そのようだ」

「うほっ」

　ジェリコも会話に参加している。時々、人間の言葉がわかるのではないかと思うときがある。

「ニケ」

「何だい？」

「ジェリコは何だ」

「何だっていっても、みたとおりの長腕猿ザンバルドゥだよ」

「特殊な能力を与えたりはしていないのか」

「してないよ。人間にも、馬鹿もいれば頭のいいやつもいる。ジェリコは長腕猿のなかで、特別に頭がいい個体なのさ」

　エダが部屋に入ってきた。輝くような笑顔だ。

「ただいまあ。えへへっ。喜んでくれよ。すごくいい依頼を取ってきたぜ」

「取ってきただと？」

「そうさ、レカン。聞いて驚くなよ。片道五日の護衛、一人あたま金貨一枚だぜ！」

「エダ」

「おう、何だい？」

「お前、何を聞いていた」

「何を聞いていたって、誰から？」

「ニケの指示を受けて、お前は冒険者協会に行った。そのとき、ニケは何と言っていた？」

「あんた、物覚え悪いな。依頼を探してこいって言ったに決まってるじゃないか。あたいたち三人で受ける依頼をさ。銅級でいいって言ってたな。何日間か町の外に出るような依頼だ」

「そうだ。依頼を探してこいとニケは言った。討伐か採取をな」

「そりゃ確かに、討伐か採取がいいって言っていたけど、護衛はだめだとは言ってなかっただろ」

「何のために、町の外に出る依頼を受けるか、わかってるのか」

「…………え？」

「お前の魔法の練習を町の外でするためだ」

「お、おう。そうだよな。あたいの魔法の練習のためだ」

「護衛で出れば、依頼人と一緒だ。他人がみているところで練習はできない」

「で、でも、森のなかとかで、依頼人のみてない場所でなら練習できるだろ？」

「お前は護衛の仕事を受けて、その護衛中に、護衛対象から離れるつもりか？　それにニケは、こうも言った。依頼を受けてはだめだ、いくつかのなかから自分が選ぶと。まさかお前は、その依頼を受けてきてしまったんじゃないだろうな」

「う……受けちゃった」

「断ってこい」

「できるか、今さら！　すごくいい仕事だったんだ！」

　すごくいい仕事が聞いてあきれる、とレカンは思った。この世界の常識にまだ自信はないが、普通の護衛で一人金貨一枚はあり得ないことぐらいはわかる。チェイニー商店の馬車をバンタロイまで護衛する仕事は、三人で金貨五枚だったが、あれは普通の護衛ではなかった。

　レカンは、ため息をつきながら、エダの顔をみおろした。

「な、なんだよう。人の顔みてため息つきやがって。失礼なやつだな」

「エダちゃん」

　ニケの声が、硬く、冷たい。

「あんたは、やっちゃいけないことを二つやった。一つは指示を守らなかったことだ。もう一つは危険な仕事に、あたしとレカンを巻き込んだことだ」

「えっ？　危険な仕事……って、どういうことっすか」

「レカン。教えてあげな」

　また面倒なことを、とレカンは思ったが、この流れでは断るわけにもいかない。

「エダ。そんな大金を払って引き合うほどの利益を、依頼人はどこから得るんだ？」

「え？」

「そんな大金を払ってもらえるほどの信頼を、お前は受けているのか？」

「そ、そりゃ、もちろんだよ。ノーズさんは、あたいの名前を知ってて依頼を回してくれたんだよ。〈千本撃ちのエダ〉の名をさ」

「ノーズさんというのは誰だ？」

「冒険者だよ。ドボルさんとこの護衛をしてるって」

「ドボルさんとは誰だ？」

「依頼人だよ。この仕事の。商人さ」

「すると、その商人は、専属の護衛がいるのに護衛依頼を出したのか？」

「大事な荷物らしいぜ。だから、護衛は、ノーズさんと、リッツさんと、ヌメスさんに、あたいたち三人が加わるんだ」

「護衛が六人だと？　依頼内容を詳しく話してみろ」

「雇い主は、商人のドボル。荷は馬車一台。目的地はコグルス。仕事は片道だけさ。道中四泊五日で、うち三泊は野営になる。道を外れて山のなかを進むんで、野営が一日増えるかもしれない。その場合は片道六日ってことさ」

「荷は何だ」

「その馬車は何を積んでる」

「え？」

「軽い物か。重い物か。かさばる物か。小さい物か」

「そんなこと知らないよ」

「護衛対象は何人だ？」

「守るのは馬車だって言ってるだろ」

「では、依頼主たちが怪け我がをしても、依頼は達成となるんだな？」

「え？　いや、そりゃ、まずいだろ」

「なら、護衛対象が何人でどういう人間なのかがわからなければ、話にならん。それと、食事は依頼者が用意するのか？」

「え？　そりゃ、当然そうだろ」

「確認したか？」

「え？」

「護衛の者の食事は依頼者側で準備するかどうか、依頼書に書いてあったはずだ」

「そういうのは、ふつう依頼者側が準備するもんじゃないのかい？」

「みせろ」

「え？」

「依頼書をみせろ」

「依頼書は、ねえよ」

「なに？　依頼書のない依頼を、お前はどうやって受けた」

「依頼書を出しに来たノーズさんから、あたいが直接に依頼を受けたんだよっ」

「お前、馬鹿だろう」

「なんだと！」

「エダちゃん」

「何すか、ニケさん」

「あんた、さんざんなぶりものにされて、売り飛ばされるよ」

「ええっ？」

「〈イシアの弓〉も売り飛ばされるだろうねえ」

「の、ノーズさんたちは、悪いやつなんすか？」

「真っ黒だね」

「そ、そんなあ」

　エダは、ひどく落ち込んだ。

「契約を、解除してくるっす」

「お待ち。いったん引き受けた依頼を、なかったことにするのかい？」

「しかたないっす」

「約束ってのは、そんなに軽いもんじゃないよ」

「えっ？」

「結んだ約束を守らないやつは、くずだよ。信用をなくしてしまい、もう冒険者は続けられない」

　そんなことはないだろう、とレカンは思った。危険だと思ったら引き際を誤らないのが生き延びる秘ひ訣けつだ。約束を破らなければならないことなど、いくらでもある。この場合、たかが口約束にすぎない。だがニケは、エダに約束を守ることの大切さを教えようとしているのだ。

「だからエダちゃん。歯を食いしばっても、この依頼は達成するんだ」

「う、うん」
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「オレはレカン。こっちはニケだ。あんたがノーズか」

「ああ」

「それで、リッツとヌメスというのは？」

「ぼくがリッツだ」

「わしがヌメスじゃ」

「ドボルはどこだ？」

「ドボルさんは馬車のなかだ。さあ、行こうか」

「いや、まず、ドボルと顔を合わせ、契約の確認をしてからだ」

「何だと！」

　レカンは、怒るノーズを無視して、馬車に向かって呼びかけた。

「ドボル、出てこい」

　馬車のドアが開いて、すらりとした長身の男が降りてきた。その男の顔をみたとき、レカンは奇妙な既視感のようなものを覚えた。以前に会ったことはない。なのに、どこかみおぼえがあるような気がする。

「依頼人を呼びつけるとは、礼儀がなっていませんね」

「あんたがドボルか？」

「私がドボルです。これで満足しましたか」

「あんたが依頼人かどうか、確認をしたい」

「ほう？」

「ここにいるエダが、昨日、ノーズを通じて、あんたの依頼を受けた。依頼内容は、コグルスまでの馬車の護衛。報酬は、一人につき金貨一枚。それに間違いないか」

「間違いありませんよ」

「確認しておくが、道中での食事は、依頼人が準備するんだな」

「おやおや。ノーズはそんな約束はしていないはずですがね」

「二泊目は宿に泊まるそうだが、その費用は依頼人持ちか？」

「そんな約束をしたなどと、誰が言いました？」

「なるほど。護衛対象は馬車の荷物か」

「そう言ったはずですがね」

「荷物は何だ」

「そんなことは知る必要がありません」

「では、品目についてオレたちは感知しない。つまり、襲撃を受けても、馬車そのものが持ち去られたり、馬車そのものが大きく破壊されたりしないかぎり、荷物を守るという契約は果たされたことになる」

「荷物の一部が盗まれたら護衛の責任ですよ」

「荷物の一部が盗まれたかどうかはオレたちには確認しようがないから、その仮定は意味がない。もちろん、護衛任務中あんたの許しを得ない人間が馬車に入ろうとしたら、それを阻止するのはオレたちの仕事だ」

「ほう。あなたは、疑うたぐり深い性格をお持ちのようだ」

「また、護衛であるノーズ、リッツ、ヌメスの身の安全について、オレたちは無関係だ」

「私の護衛をどうしようというのですか？」

「どうもしない。守らないと言ってるだけだ。護衛対象は、馬車の荷物とあんた、ということでいいんだな」

「御ぎょ者しゃのギドーも護衛対象に加えてもらいましょうかね」

「よかろう。馬車と、あんたとギドーをコグルスの町に無事に送り届けた時点で契約は完了だ。いいな？」

「けっこうです」

「コグルスのどこが目的地だ？」

「それはコグルスに着いてから指示します」

「そんなあいまいな条件では護衛はできん。どこに着いた時点で契約は完了するんだ？」

「だから、コグルスの町ですよ」

「町のどこだ？」

　ドボルは、目を細めてレカンをにらんだ。

「コグルスの門をくぐったときに、到着したとみなします」

「よかろう」

　レカンは振り返って、後方に控えていた人物に声をかけた。

「アイラ」

「はい」

　そこには冒険者協会の職員であるアイラがいた。アイラは前に進み出ると、板に貼り付けた紙に、さらさらと契約条項を書き付けて、レカンに差し出した。レカンは、それの内容を確認してから、ドボルに渡した。

「内容を確認してサインしてくれ」

「冒険者協会に仲介を依頼した覚えはありません」

　むっつりした表情をみせて拒否するドボルに、アイラが説明した。

「冒険者協会は、協会のなかで結ばれた任意契約について、確認をとったり干渉したりする場合があります。この場合、レカンさんからの依頼で、ドボルさんとレカンさんのパーティーの結んだ契約内容を確認させていただきます。手数料はレカンさんからいただきます。あなたがサインを拒否した場合、契約は無効となります」

　ドボルは、爬は虫ちゅう類るいのような目を細めてアイラをにらみつけ、板とペンを受け取り、サインをして、レカンに返した。レカンは、それをちらりとみたあと、ニケに渡した。

「サインの所に肩書を書き足してもらえないかねえ。ザイカーズ商店ヴォーカ支店臨時支店長とね」

「着任したばかりなのですが、情報が早いですね。ニケ、といいましたね。まさか、〈彗すい星せい斬ぎりのニケ〉ですか？」

「そんなふうに呼ぶやつもいるねえ」

「あなたは銅級ではないでしょう」

「あたしが銅級だなんて、誰かが言ったのかい？」

　ドボルは振り返ってノーズをみた。ノーズの顔色が青い。

　ドボルは、依頼書に肩書を書き加え、レカンに戻した。レカンはそれを確認してアイラに渡した。アイラは、内容を確認して、サインした。

「余分な時間を取りました。さっさとでかけましょう」

　ドボルは馬車に乗り、一行は出発した。

　馬車の前をニケとレカンとエダが進む。むろん、徒歩だ。

　ノーズとリッツとヌメスは、馬車の後ろだ。こちらも徒歩だ。

　御者をしているギドーは、ひどく陰気な老人で、レカンがあいさつしても、暗い目でにらむだけで、あいさつを返そうともしない。

　一行は、まっすぐ西に向かっている。途中、平原で野営し、二日目の夜はゴルブルの宿屋に泊まる。そのあと、街道を外れて山のなかを突っ切ってコグルスに向かうのだ。
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　一泊目の野営地は、ひどく街道からはずれた場所だった。

「何してる。かまどの準備をしろや」

「食事は別々じゃないのか」

「お前たちは、雇われ護衛だろう。俺たちのかまどの準備をするのは仕事のうちだぜ」

「なるほど。わかった」

　ニケとレカンとエダは、ノーズの指示に従い、石と土でかまどを作り、枯れ木を拾った。

　エダが魔法で火をつけると、近くにいたリッツが口笛を吹いた。

「おおっ。〈千本撃ちのエダ〉は、魔法もいけるんだったなあ。すげえもんだ」

　ノーズたちは、肉を取り出して焼き始めた。生肉は日持ちがしないので、こういう旅の食料にするのは贅ぜい沢たくといえば贅沢だ。

「へへっ。どうした。うらやましいかい。欲しけりゃ、売ってやるぜ。一切れ銀貨一枚でよ」

「いや。いらん」

「何か食べ物もってんのか？」

「飯食わなきゃ力が出ねえぞ」

「みろよ、この肉。うまそうだぜ」

　どうもレカンたちを、食事つきの仕事だと思い込んで食料を用意してこなかった愚か者と思っているらしい。だが、レカンの〈収納〉には、三人なら数週間はもつほどの食料が入っているのだ。

　レカンたちは、二十歩ほど離れた場所に手早くかまどを作って枯れ木を集め、鍋を出して水を入れ、あらかじめ刻んでおいた具材を投入した。〈収納〉から品物を取り出すのを直接にはみせないようにした。

　焼ける肉もあるので取り出そうかとレカンが考えていると、ノーズがやって来た。

「おいおい。こんなとこで火なんかを燃やしてくれちゃ、困るじゃねえか。その火をみてよからぬやつらが寄ってきたら、どうしてくれるんだよ」

　レカンが口を開いて返事をする前に、ニケが返事をした。

「そうか。わかった。〈創水ソグシュート〉」

　ニケが呪文を唱えるなり、二十歩離れたノーズたちのたき火に大量の水が落ちた。けたたましい音を発して炎は消え、灰が大量に飛び散った。たき火の前に座っていたドボルとギドーとリッツとヌメスは、たちまち灰まみれになった。

　ドボルは、無言で立ち上がり、顔や服にべっとりついた灰をぬぐおうともせず、レカンたちのところに歩いて来た。何かを言おうとして、むせかえり、口の周りの灰を左手でふきとって、冷たい声で言った。

「今のは、あなたがたのしわざですか」

「あたしだ」

「ニケさん。これはどういうことですか」

「ノーズの指示さ。こんなところで火なんか燃やすと、悪いやつらが寄ってくるから、困るんだそうだ。雇い主を危険にさらしちゃいけないからね。そっちの火は消してあげたよ」

　ドボルは、ぎろりとノーズをにらんだ。ノーズの顔は蒼そう白はくだ。

「こちらの火は消さないんですか、ニケさん」

「考えたんだけどね。そんな危ないやつらがいるんじゃ、おちおち旅もできやしない。だから、おびき寄せて倒してやろうと思ってね」

　ドボルは、しばらくニケをにらみつけてから、ノーズのほうに向き直り、手に持っていた肉串をノーズの胸にたたき付けた。

「その指示は取り消します。もう、たき火は消さないでください」

「そうかい。わかったよ」

　このあとノーズとリッツとヌメスは、新しい枯れ木を集めて回ることになった。ノーズとリッツとヌメスは、灰のついた肉を食べるよう命じられた。一生懸命灰を落として焼き直したが、落としきれない灰が、ひどく味を損ねていたようで、泣き言を言ってはドボルにしかられていた。ドボルとギドーは、新しい肉を出して焼いていた。

　エダが〈灯光パーム〉の魔法を唱えようとしたが、ニケが止めた。

「エダちゃん。その魔法は禁止だ。この旅じゃあ、もう〈着火ウテル〉以外の魔法を使っちゃだめだ。どうしても使いたいときは、あたしの許しを得てからにするんだ」

「え？　どうしてっすか」

「あんたの安全のためだ。わかったね」

「わかったっす」

　ゆっくりと食後の茶を楽しんでいると、ノーズがやって来た。

「おい。俺たちは依頼者側だからな。お前たち三人で見張りをするんだ。わかったな」

「わかった」

　三人交代での不寝番なら、大した負担ではない。

「何しろ大事な荷物だからなあ。見張りが一人じゃ心もとねえ。二人ずつ起きて、見張りをするんだ」

「わかった」

　無意味で意地の悪い命令だ。

「そっちのたき火はどうなってもいいけどよう。俺たちのたき火が消えないよう、薪たきぎを継ぎ足すんだぜ」

「わかった」

「へっ」

　唾つばをはき捨ててノーズは去った。

「エダ。お前は最初に眠れ」

「そうだね。それがいいね」

「え？　それじゃ悪いっすよ」

「時間が来たら起こす」

「そ、そうかい。それじゃ、先に眠らせてもらおうかな」

　エダが横になると、ニケが言った。

「あたしが先に火の番をするよ、レカン」

「わかった。頼む」

　レカンは座ったまま、目を閉じて呼吸を整えた。こうしていれば、見張りをしながら休むことができる。

「レカン、火を頼むよ」

　一刻ほどのち、ニケに言われてレカンは目を開けた。

「わかった」

　それからレカンは、時々立ち上がり、両方のたき火に枯れ木を足した。ニケは座ったまま目を閉じて休んでいる。

　ドボルが横になったままこちらのようすをうかがっているのに気づいた。

（やはりこいつ、暗殺者の臭いがする。かなりの腕利きだな）

　ギドーも眠りこけてはいない。この老人も相当腕が立つ。

　感心なことに、エダが目を覚まして、見張りを交代すると言った。

「じゃあ、エダちゃん、頼むね」

　ニケはさっさと横になった。それが擬態なのか本当の眠りなのか、レカンにはわからなかった。




[image: ]




　二日目の夕刻前に、ゴルブルに着いた。

「〈白はく亜あ館かん〉に行きます」

「わかった」

　それはどこだと聞き返すことはしなかった。レカンは、〈白亜館〉を知っている。この迷宮都市きっての高級宿であり、前回レカンが宿泊した宿だ。

　レカンは先頭をきって〈白亜館〉に入った。油断なくあたりをうかがいながら、ドボルが受付に歩み寄るのをみまもる。その後ろにノーズが従う。ニケとエダは、リッツやヌメスとともに、外で馬車を守っている。ギドーは御者台だ。

「ようこそおいでくださいました、ドボル様」

〈白亜館〉の支配人がドボルを出迎えた。

「世話になります。私と御者のギドーは、同じ部屋にしてください。荷物を運びますので、広さのある安全な部屋をお願いします」

「かしこまりました」

「荷物は部下が運びますので、部屋の場所を表の馬車にいる部下に教えてください」

「かしこまりました」

「常雇いの護衛が三人います。私の部屋の近くに一部屋取ります」

「かしこまりました」

「夕食はそれぞれ部屋で食べ、夜が明け次第に出発します。携帯食を五人分用意してください」

「かしこまりました」

「臨時雇いの護衛が三人います。部屋と食事はそこにいる本人と相談してもらいます」

「かしこまりました」

「臨時雇い三人の料金は、本人から受け取ってもらいます」

「かしこまりました」

　これ以上追加の指示がないと判断して、支配人は、部下に声をかけた。

「ジューム。ドボル様をご案内しなさい」

「はい。ドボル様、こちらにどうぞ」

　ドボルは振り向いてレカンに話しかけた。

「レカンさん。今から出発まで、護衛の任務を解きます。出発は明日の夜明けです」

「わかった」

「ただし、この宿以外で宿泊することは許しません」

「わかった」

「お気に召す部屋があるといいですね」

　そう言いながら、ドボルはかすかな笑みを浮かべ、自分の部屋に向かった。

　ドボルをみおくってから、レカンは支配人に向き直った。

「ようこそおいでくださいました、レカン様」

「支配人、世話になる」

「光栄に存じます」

　支配人は、右手を胸にあて、深く頭を下げた。

「オレには前と同じ部屋を。仲間のニケとエダは女だ。二人には、オレの近くの部屋を」

「かしこまりました。ところで、差し出がましいことではございますが」

「うん？」

「ゴルブル迷宮最初の踏破を祝し、今回のレカン様とご同行者様がたのお部屋は、当館でご用意させていただきたいのですが、お許しいただけましょうか」

「ほう。かまわん」

「ありがとうございます。失礼ではございますが、料金は当館からの心ばかりのお祝いでございます」

「わかった。礼を言う」

「もったいないことでございます」

　その後支配人がさりげなく教えてくれたところによると、ザイカーズ商店は、〈白亜館〉の上取引先であり、年間何度かは格安料金で宿泊できる契約を結んでいるという。この宿を定宿にすることで、近隣の貴族や有力者に格をみせつけているのだ。

　この夜、レカンは静かに休むことはできなかった。ゴルブル警備隊長のダグが訪ねてきたのである。さらにはゴルブル伯爵の長男である騎士トマジ・ドーガが、側近二人を連れて訪ねてきた。トマジはしきりにレカンを領主館に誘ったが、レカンは護衛の仕事の途中であるからと固辞した。ならばというので、トマジは〈白亜館〉の食堂でレカンへの饗きょう応おうを申し出た。

　ゴルブル迷宮の第二十一階層で、レカンはトマジに会ったことがある。そのときは変なやつだとしか思わなかったが、酒食をともにしてみると、豪快で包容力があり、好人物だった。

　結局レカンたちの宿代は、領主からのもてなしということになった。迷宮の主を倒したあと七日間迷宮は休止状態だったが、踏破者が出たことで多くの腕利き冒険者が集まってきて、今この都市は好景気に恵まれているのだという。

　翌日早朝に一行は〈白亜館〉を出発し、街道をはずれて山に入ったところで休憩した。

「いや、まさかレカンさんが、ゴルブル迷宮の初踏破者だとは存じませんでした」

　ドボルが、笑顔を貼り付けた顔でレカンに話しかける。

「それにしても、優秀なお仲間がおられたのですね。ニケさんもご一緒だったのですか？」

「いや、あたしは一緒じゃなかったよ」

「ほう。すると、ほかのお仲間は、どこにおられるのですかな？」

「さあな」

　昨夜、会食のなかで、レカンは、ある情報を得た。〈破砕槌グアドバグー〉のブフズは、以前ゴルブル迷宮に潜っていたというのだ。

（ザイカーズ商店は、この迷宮都市でブフズとつながりを持ったんだな）

　突然、レカンはドボルが誰に似ているのか思い出した。

（他人のそら似か？　それとも……）

　この日の野営は、全員が同じたき火を囲むことになった。食材は全部ドボルが提供した。不寝番は六人で分担するよう、ドボルは指示した。

「エダさんよう。今日、蜘蛛猿インドゥを仕留めたわざは見事だったなあ」

「あれが噂うわさの魔弓かい」

「すまねえが、後学のために、あの魔弓をみせちゃもらえねえかなあ」

　ノーズとリッツとヌメスは、しきりに〈イシアの弓〉をみたがった。エダは、おだてに乗って、魔弓を〈箱〉から取り出しかけた。

「エダちゃん。〈イシアの弓〉の持ち主はレカンだ。あんたは借りてるだけだ。人にその弓をみせるなら、レカンの許可をもらわなくちゃいけないよ」

「え？　あ、そうか。悪いな、ノーズ。レカンの許しをもらってくれ」

「え？　あ、あのよう、レカン」

　ノーズがレカンに話しかけようとした。レカンは右目に殺気を込めた。

「い、いや。何でもねえ」

　翌日も山のなかで野営した。これが最後の夜となる。

　この夜、ノーズたち三人は卑屈といっていいほど低姿勢でレカンに接し、やたらとレカンたちを持ち上げた。そして案の定、ぐっすり寝ているふりをしているレカンのもとに、ノーズとヌメスがやってきた。リッツはニケに向かっている。

　振り下ろされた短剣を、レカンは〈貴き王おう熊ぐま〉の外がい套とうで受け、起き上がるなりノーズとヌメスを殴りつけて昏こん倒とうさせた。

「〈光明テラパーム〉」

　レカンが呪文を唱えると、まばゆいばかりの光が、あたりを照らし出した。

　ニケのほうはとみると、短剣を振り下ろした姿勢でリッツが石像のように静止している。〈硬直ガスト〉の魔法だ。

　レカンは短剣を鑑定した。やはり毒が塗ってある。〈平白蛇ウラスリン〉の毒だ。

「ドボル、起きろ」

　レカンが声をかけたが、ドボルは目を開けない。レカンは、ノーズの首をつかんで、顔をたき火に突っ込んだ。ノーズは、この世の終わりかと思うような凄せい絶ぜつな悲鳴を上げた。

「うるさいですねえ」

　ドボルも観念して寝たふりをやめた。

「な、何があったんだよ、レカン」

　エダも起きた。

「ノーズとリッツとヌメスが、毒の短剣でオレとニケを襲った。殺していいか」

「しかたありませんね。殺してください」

　ドボルの許しを得ずにノーズたちを殺せば、レカンは非難される理由を作ってしまう。罪に問われることになるかもしれない。

　たぶんもともとは、エダを護衛に雇って殺し、〈イシアの弓〉を奪うつもりだった。レカンとニケが加わったことでノーズたちに勝ち目はなくなったのに、なぜ襲撃を中止させなかったのかがわからないが、たぶんドボルはレカンの手の内をみたかったのだ。あるいは、ノーズたちは用ずみで、どのみち始末する予定だったのかもしれない。

　夜明けを待って、ノーズとリッツとヌメスを殺した。

　血の臭いで魔獣が集まる前に一行は出発して、無事コグルスに着いた。

　コグルスは大きな町だった。広さでいえば、ヴォーカと同じぐらいか、少し大きいかもしれない。入り口の門はいかめしく、外壁は堅固だ。

　御者のギドーが何かを門番にみせたところ、税金も払わずなかに入ることができた。

　にぎわいがある。商店も多い。

「レカンさん。今、契約は完了しました。護衛任務は終わりです。ありがとうございました」

「ザイカーズ商店というのは、どこにある？」

「全部がそうですよ」

「全部？」

「この町にあるすべての店は、ザイカーズ商店です」

「ほう」

「本店は、ということなら、もう少し奥になります。報酬を支払いますので、ついてきてください」

「わかった」

　やがて裕福そうな家が建ち並ぶエリアに入り、馬車はさらに奥に進んだ。

　そして、大きな屋敷の前で止まった。平民の家の造りではない。貴族の家の造りだ。

　正門の脇には通用門があり、出て行く人と入ってくる人がいる。出入りの多い屋敷のようだ。

　しばらく待合室で待たされたあと、当主の部屋に案内された。

　そして、レカン、ニケ、エダの三人は、ザック・ザイカーズと対面したのである。
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「座ってくれ。お前がレカンか」

「そうだ」

「わしはザック・ザイカーズ。ほかの二人を紹介してくれぬか」

　ザックは、かなりの年配で、やせこけて骨張っており、猛もう禽きんを思わせる風ふう貌ぼうをしている。

「オレの右側に座っているのがニケ、左側に座っているのがエダだ」

「ふむ。〈彗星斬りのニケ〉と、〈千本撃ちのエダ〉、それに〈魔王レカン〉か。ドボル。ずいぶん豪華な顔ぶれを護衛に雇ったものだな」

「申し訳ございません」

「よいとも。今回の荷には、それだけの価値がある。それにレカンには会ってみたいと思っておった。さて、まず謝罪をせねばならん。レカン。ニケ。エダ。このたびは、雇い人であるノーズ、リッツ、ヌメスの三人の冒険者が、希少な武具欲しさにお前たちを襲った。このことについて謝る。おい」

　ザックの指示を受けて、左後ろに待機していた執事とおぼしき人物が、三つの小さな袋を、レカンと、ニケと、エダの前に置いた。

「金貨が三枚ずつ入っている。一枚は、今回の依頼の報酬じゃ。一枚は、今回の失態のわびじゃ。最後の一枚は、お前たちを襲った三人の持ち金や持ち物の代金じゃ」

　襲撃者を倒した場合、相手の所持する財産は、倒した者のものとなるのがふつうだ。今回は、ドボルの申し出によって、その分け前はあとで精算することになっていたのだ。

「き、金貨三枚だってえ」

　エダが驚いている。

「今回のことについては、これで終わりとさせてもらう。茶を持て」

「はい」

　執事が音もなくドアに歩み寄り、外に声をかけると、メイドが四人入室してきて、レカンとニケとエダとザックの前に茶と菓子を置き、退出した。

「飲んでくれ」

「〈鑑定アベル〉」

　レカンはいきなり茶を鑑定した。

「これは驚いた。〈鑑定〉が使えるのか。しかも、準備詠唱もなく。レカン。お前はいったい何者だ？」

「オレはオレだ」

「なるほど。で、〈鑑定〉して、茶の良し悪しはわかったか？」

「チムニーとかいう所で採れた茶葉だということはわかったが、どちらにしても、オレに茶の良し悪しなぞわからん」

「ほう？　では、〈鑑定〉して、何がわかった？」

「毒が入っていないということがわかった」

「ふふ。ふふふふ。ははは。はっはっはっはっ。いや。笑わせてもらった。なるほど。それがお前の自己紹介か」

　ニケは静かに茶をすすり、菓子をかじっている。エダはもう菓子を食べ終えてしまい、ちらちらとレカンの菓子に視線を送っている。

「お前がヴォーカにやって来たために、わしの計画はひっくり返ってしもうた。このドボルは遠方で仕事をしておったのだが、ヴォーカでの後始末をさせるために呼び戻した。出来事のあらましは伝えてあるが、レカンよ、お前のことは話しておらん」

　レカンは沈黙したまま茶をすすった。エダがレカンの菓子に手を伸ばした。

「チェイニー商店に雇われ、バンタロイ行きの馬車の護衛をしたのは、お前たち三人だったな」

「ああ」

「その少し前に、やはりチェイニー商店の馬車を、流れ者の冒険者が護衛したという情報がある」

「ほう」

「黒い服を着た大男で、おそろしく剣の腕が立ち、驚くほど素早い動きをしたそうじゃ」

「いったいどこから、そんな情報を手に入れた」

「ふむ。その質問への答えの値段は、金貨一枚じゃ」

「では、いらない」

「ふふ。その馬車の御者だったエイフンという男は、どこかの回し者だったそうでな。正体をみぬかれ、右手を斬きり落とされて捕らえられたそうじゃ」

「ほう」

「これもその黒い大男のしわざじゃろうな」

「そうかもしれんな」

「敵の回し者などを信用して長年重用しておったチェイニーにはあきれたものじゃ。このぶんでは、店の秘密もどれだけ漏れておるか、わかったものではない」

「なるほど」

「エイフンという男が、どこから差し向けられたのかは知らんが、主人のために必死で務めを果たしたのじゃろうなあ。そんな男が死ななければならぬようになったのは、まことに気の毒なことじゃ」

「まだ死んではいないだろう」

　受け答えをしながらレカンは、ずっとドボルに注意を向けていた。ドボルの表情は一瞬こわばり、鋭い殺気が放たれたが、次の瞬間には平静な顔を取り戻した。それでレカンの知りたいことはわかった。

　レカンは残り少なくなった茶を飲み干した。

「さて、話したいことは、それだけか。ならばオレたちは帰る」

「まあ、待て。もう少し話しておきたいことがある。茶の代わりを用意させよう」

　レカンは目の前の菓子皿をみた。空になっている。エダが食べたのだ。

「菓子のお代わりももらえるか」

「もちろんだとも」

　新しい茶が供され、菓子が大皿に山盛りにされてレカンの前に差し出された。レカンはそれをエダの前に置いた。エダは素早く菓子を一つ取ったが、そのあと考え込んでいるような雰囲気があった。

（この菓子を持って帰れないか考えているな）

「ザック・ザイカーズ」

「何かな、レカン」

「この菓子を持って帰っていいか」

「ほう？　いや、持ち帰りの分は別に用意させよう。その菓子は遠慮なく食べてくれ」

「すまんな」

　エダはレカンを拝むしぐさをして、喜々として菓子に手を伸ばした。

「昔、ザイカーズ家は、コグルスの領主であった」

「ほう」

「知らなんだのか。やはり遠い所から来たようじゃな。ひどく遠い所から」

「そうだな」

「だが、ある男が、領主を裏切り、陥れ、一族を皆殺しにして領主の座を奪った。うまく立ち回ったので、王もこれを認めた」

「なるほど」

「領主には何人かの側室がおった。そのうちの一人は実家の商家に帰されて、ひそかに男の子を産んだ」

「うむ」

「それがわしの祖父じゃ」

「ほう」

「祖父には商いの才能があった。店の当主となり、店を大きくし、力をつけた」

「それで」

「祖父は、コグルスの町の経済を牛耳るまでになった。そしてついに、簒さん奪だつ者しゃとその一族を罠にかけ、皆殺しにして財産と権力を取り戻した」

　その簒奪者とやらにもザイカーズ一族に復ふく讐しゅうするような理由があったのではないか、とレカンは思ったが、口に出しては何も言わなかった。

「じゃが、再び領主交代を王に認めさせるのはむずかしかった。また、祖父は、領主として権力を握ることは、いろいろな意味で制約も多いと思い知った。そこで祖父はザイカーズ家を再興して父を当主に据え、みずからの商店をザイカーズ家の傘下に置いた。簒奪者と縁故のあった家から領主を立て、みずからの腹心たちを領主補佐として差し向けた」

「大したものだ」

「そうだ。大事業だ。祖父はそれを一代で成し遂げたのじゃ」

「それはよかったな」

「ザイカーズ家は、商売を商売として行うのではない」

「ほう？」

「ザイカーズ家にとり、商売は戦争なのじゃ」

「商売は戦争だと思っている商家は多いような気がするがな」

「ザイカーズ家の商売は、商売上の慣行や倫理にはとらわれぬ」

「犯罪も遠慮しないということか？」

「かつてザカ王国が誕生する前、都市の君主同士は戦争で領土を奪い合った」

「そうだろうな」

「国ができた今は、武力で相手を屈服させ、支配し、土地を奪うことはできん。今は、モノとカネによって戦うのだ」

　レカンにも、ザックの言うことがわかってきた。ザックいうところの〈商売〉は、個人と個人の財産獲得のせめぎ合いではない。商店と商店の競争でもない。それは領地同士の奪い合いであり、戦争そのものなのだ。生きるか死ぬかの戦争なのだから、スパイも使うし、暗殺も用いるだろう。噓うそもつくし約束を破りもするだろう。弱い者は遠慮なく食う。ザックは、それを少しも悪いとは思っていないのだ。

「ふむ。あんたの考え方はわかった。だが、なぜわざわざそれをオレに話したのかがわからない」

「わしの敵は未知の強力な冒険者を雇い、その冒険者の力量がわしの用意を上回った。次の戦いでは、わしはその冒険者を雇いたい。そのため、わしが恨みや憎しみをまったく持っておらんことを、その冒険者に伝えておきたかったのだ」

「理解した」

「それはよかった。お前には直接会って話をしたいと思っていたのだ。だが、ここに呼び寄せる方法を思いつかなかった。今回お前がドボルの護衛を引き受けてくれたことは、わしにとって僥ぎょう倖こうだったよ。たぶんそうだろうと思っていたが、お前は筋金入りの冒険者だ。損得をみきわめられる男だ」

　ザックの考えはわかった。だがレカンがザックに雇われるには、障害がある。ドボルだ。そこをザックはどう思っているのか。レカンは、一歩踏み込んでみることにした。

「マラーキスという男には、息子はいたのか」

　マラーキスというのは、チェイニー商店の御者だったエイフンの本当の名だ。〈冷血〉というあだ名で呼ばれる犯罪者で、処刑されたはずなのに生き延びて、チェイニー商店に潜入して情報を流していたのだ。マラーキスはチェイニーを殺そうとしたので、右手を斬り落として捕らえた。

「懐かしい名だ。その名を、遠い国から来たお前が、どうして知っておる」

「本人が、そう名乗った」

「そうか。だが、それは聞き間違いだと言っておこう。さもなければ偶然同じ名前だったのだ。わしの知るマラーキスは、忠実なわしの腹心だった。わしを害そうとした者に手を出してしまったのだが、目撃者も多く、かばいようがなかった。わしは、あの男が処刑されるのを、この目でみた」

「何度もうっかり手を出してしまったんだろうな」

　部屋のなかには緊張感がただよっている。そのなかでエダは、空になった皿をひっくり返して、菓子の粉を手の上に集めている。

「オレの質問に答えていないな。マラーキスに息子はいたのか」

「いたかもしれんな」

　ザックはニケに話しかけた。

「〈彗星斬りのニケ〉がこんなに若いとは意外じゃった」

「そうかい」

「薬くす師しシーラの孫と聞いたが、そうなのか」

「まあね」

「薬師シーラには、何度も取引を持ちかけたが、色よい返事はもらえておらん」

「らしいね」

「お前にも、仕事を依頼することがあるかもしれん。そのときはよろしく頼む」

「そりゃ、そのときのことだね」

　話が途切れたので、レカンは立ち上がった。

「茶と菓子を馳ち走そうになった。帰る」

「また会いたいものだ」

「さあな」




[image: ]




　レカンたちは、もう夕刻が近い時間だというのに宿泊はせず、コグルスの町を出た。町を出るのにかなり高額な税金を取られた。早足で移動して山に入った。

　少し開けた場所で、レカンは立ち止まった。

「よし。オレはここで野営する。お前たちは先に行け」

「えええっ？　わけがわかんねえよ。あたいたちもここで野営するよ」

「だめだよ、エダちゃん」

「何がだめなんすか？」

「あたしたちは先に行くんだ」

「どうしてっすか？」

「魔法の練習をみてあげるよ」

「行くっす」

　ニケはひと声かけて立ち去った。

「がんばんな」

「ああ」

　レカンは、枯れ木を拾い集めると、魔法で点火した。倒木を腰掛けにして、たき火に手をかざしていると、〈生命感知〉に表示されている二つの赤い点が、レカンのほうに近寄ってきた。〈生命感知〉がなければ接近に気づかなかっただろう。何か気配を消すスキルのようなものを持っているのかもしれない。

　相手は時間をかけて距離を詰めた。そして、二十歩を切る距離に近づいてからは、一つの赤い点はそこに止まり、もう一つの赤い点は、大回りして反対側に移動した。

「マラーキスは、いい父親だったのか？」

　少しの時間を置いて、闇のなかからドボルが返事をした。

「あんな男を父だなどと思ったことはありません」

「なのに復讐をするのか」

「復讐といえば復讐です。ただしマラーキスの復讐などではない。ザイカーズ商店は、長い時間と手間暇とお金をかけて、ヴォーカに地盤を築いてきました。その地盤をあなたは壊してしまった。そのことに対するけじめをつけなければなりません」

「オレはザイカーズ商店に恩も恨みもない。地盤を壊すようなこともしていない」

「あなたのせいで、ヴォーカ支店長は死にました」

「そいつは今捕らえられて取り調べの最中なんじゃないのか？」

「そして、八人もの貴重な戦力が、あなたによって失われました」

「八人？」

「短い期間とはいえ、臨時支店長に任じられた私は、あなたを黙ってお帰しするわけにはいかないのですよ」

　レカンは立ち上がって、たき火越しに闇のなかのドボルと向き合った。

「これはザックの指示か？」

「いいえ。私の判断です」

「〈炎槍バンドルー〉！」

　背後の敵が急速に接近してきたので、レカンはだらりと下げた右手の手のひらから、背後に向かって〈炎槍〉を放った。そしてその右手で剣を抜くと、たき火を跳び越えて、前方のドボルに襲いかかった。

　だがドボルは身をひるがえして森のなかに消えた。その姿を追って森に飛び込もうとしたレカンの頭部めがけて、前方から何かが飛んでくる。

　反射的にそれをかわしたが、その物体は軌道を変えて襲いかかった。レカンは動物的な反射神経で頭をひねったが、額のあたりを凶器がかすめた。

　左に跳んだレカンに、今度は後ろから何かが飛んできた。背後の襲撃者が、レカンの〈炎槍〉をかわして攻撃してきたのだ。

　くるりと身をひるがえして、レカンは後ろから飛んできたナイフをかわした。

　またも前から凶器が飛んでくる。〈立体知覚〉により、凶器のおよその正体はわかっている。ドボルは、細い紐ひものようなものを操っていて、その紐の先には尖とがった錘おもりのようなものがついている。先ほど軌道が変化したのは、木立に糸を接触させて曲げたのだ。

　レカンは前方の敵との距離を詰めた。後ろからナイフが飛んでくるが、かわそうともしない。

　その行動は、わずかにドボルの意表を突いたようで、凶器を投とう擲てきするタイミングが少し遅れる。その遅れはレカンからみれば致命的な遅れだ。レカンの背中をナイフが直撃したが、〈貴王熊〉の毛皮で作った外套は、そのナイフを通さなかった。

　レカンは前から飛んでくる凶器をかわすと、紐を断ち切ろうとした。恐ろしく丈夫な紐で、切ることはできなかったが、凶器のコントロールをドボルは一瞬失った。その一瞬でレカンはドボルに肉薄し、白刃を振り下ろそうとした。

　突然、全身がしびれた。

（ばかな！）

　レカンが左手に着けている銀の指輪は、〈状態異常耐性〉と〈毒耐性〉と〈呪い耐性〉を与えてくれる。この指輪を装着しているのに、しびれが起きるとは、何事か。ドボルの凶器に塗布してあった毒は、指輪の与える耐性を上回るものだったのだろうか。それとも、毒以外の何かだったのか。

　レカンの硬直をみのがすドボルではない。短剣を抜いて顔に突き刺そうとした。

　しびれて自由にならない顔を動かして、レカンはその時点でできる最大の防御をした。頰ほお骨ぼねで短剣を受けて、切っ先をそらそうとしたのだ。

　その試みはなかば成功した。ドボルの繰り出した短剣は、レカンの顔面に深々と突き刺さる代わりに、頰の肉を深くえぐって頰骨を削った。この短剣にも毒が塗布してあるにちがいない。銀の指輪が無効なら、わずかな時間ののち、レカンはまったく身動きできなくなるだろう。

　今やドボルはレカンの内懐に飛び込んでいる。

「〈炎槍〉！」

　レカンは、左手の手のひらから〈炎槍〉を放った。至近距離から放たれた魔法の槍は、レカンの腹に突き込まれようとした短剣ごとドボルの右手を吹き飛ばし、胸に大穴を開けて森に吸い込まれた。

　背後の敵は、すぐ後ろに迫っている。細くて長い剣のような物を持って。

「うおおおおおおおお！」

　レカンは振り向きざまに、大きく剣を振った。レカンの身長は高く、腕は長い。そのため剣の攻撃半径も大きい。相手は身を沈めて剣をかわそうとしたが、レカンは自分の体を倒し込むことで剣の軌道を修正した。

　後ろの敵は、胸のあたりで体を真っ二つに断ち切られて即死した。

　ギドーだった。来がけの馬車で御者をしていた老人だ。暗殺技能の持ち主だろうと見当はつけていたが、ここまでの手て練だれだとは思わなかった。

　体が焼けるように熱い。ポーションを取り出そうとしたが、体の自由が利かない。このまま気を失うわけにはいかない。

　誰かが近づいてくる。ニケとエダだ。

　レカンは意識を手放した。
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　ぱちぱちと火がはじける音で目を覚ました。

　たき火だ。

　人がいる。二人だ。

「起きたのか？　レカン！　起きたのかい？」

　エダだ。やかましい女だ。そのやかましい女が泣きながらすがりついてきた。

「よかった。ほんとによかった。あんたが死んでしまいそうになって、あたい、あたい」

「やかましい」

「いったいどうしたっていうんだよ。あんたは誰にも負けないだろ？　あんたは誰より強いだろ？　そして憎たらしくって、ふてぶてしくって」

「重たい。どけろ」

「いつも偉そうにしていて、何が起きても動じないで」

「オレの首に、鼻水をこすりつけるな」

「どんな敵が現れても、平然として踏みつぶしていくんだ。苦しくても、胸を張って、自分のやり方を変えないで。あたい、あんたがうらやましくて」

「ほんとにいいかげん、どけろ」

「あんたのように強い冒険者になりたいって思ったんだ。そうしたら、あたいも、誰にもばかにされず、誰からもこづき回されず、生きてゆけるって。それに、あんたはやさしいから」

「お前には冷たいぞ」

「冷たそうにみえても思いやりがある。不公平なこと、不公正なことを、あんたはしない。いやらしい目であたいをみたりもしない。あんたこそ、ほんとの冒険者だ。だから、あんたと一緒にいれば、あたいも変われるんじゃないかって、そう思って」

「…………」

「死ななくてよかった。ほんとによかった」

　エダはレカンの首にますます強くしがみついてきた。

「レカン」

　ニケの声だ。

「あんたはエダに礼を言わなくちゃいけない」

「うん？」

「あんたは、呪いつきの恩おん寵ちょう品にやられて死ぬところだった」

「呪い……だと？」

「〈呪い耐性無効〉と〈毒耐性無効〉って呪いさ。そして毒も塗られてた。〈五頭大蛇ザルゴズテラー〉の毒さ。おっそろしく希少で、目の玉が飛び出るような値のつく猛毒だね」

「そうか」

　レカンが持つ指輪の〈呪い耐性〉では、その恩寵品の〈呪い耐性無効〉に抵抗できなかったのだろう。相反する効果がぶつかるときには、効果の高いほうが勝つ。あたりまえのことだ。

「〈斑蜘蛛ハドリン〉の糸に恩寵品の短剣を結び付けた暗器だね。いやらしい武器だ。使いこなすのは、相当にむずかしいだろうけどね」

「呪いにかかったオレを、エダが助けてくれたのか？」

「そうさ。必死に〈回復キリーム〉をかけ続けたのさ」

「〈回復〉では呪いは解けないと、あんたに教わったが」

「そうさ。ふつうは〈回復〉じゃ、呪いは解けない。でも、解ける場合がある」

「どんな場合だ」

「使い手が〈浄化フィーラ〉の才能を持っている場合さ。そういう使い手が、呪いにやられた患者に必死で〈回復〉をかけると、〈回復〉に〈浄化〉の効果が加わることがある。めったにないことだけどね」

　ここにエダがいて、眠った才能を覚醒させてくれなければ、レカンは死んでいたのだ。

「それと毒のほうもね。あたしが緑ポーションを持ってたから飲ませたけど、たぶんエダちゃんの〈回復〉のほうが毒にも効いてる。たいした娘こだよ、ほんとに。レカン。あんたほどの冒険者でも、死ぬときは死ぬ。恩寵品には妙な効果があるものがあるから、油断ならないんだよ」

「肝に銘じる」

「暗殺者と木立のなかで戦ったのは、なぜなんだい」

「そうだな。広い場所に誘い出すべきだった」

「あんた、高精度の探知能力を持ってるみたいだし、素早いから、狭い場所での乱戦は得意だろ？」

「ああ」

「その自信があんたを滅ぼすよ」

「ニケさん。もういいじゃないすか。レカンも反省してるっす」

「エダちゃんがそう言うなら、今夜はこれで勘弁してやろうかね」

「恩に着るっす」

「腹が減ったね。飯にしようかね」

「それがいいっす」

　レカンはまだ少しぼんやりする思考のなかで、左手で自由に〈炎槍〉を操れるようになる必要がある、と考えていた。そして呪いに抵抗できる装備がいる。できるだけ早く手に入れなければならない。〈ザナの守護石〉には〈呪い無効〉という効果がある。この石の性能からして、相当に強力な効果だと考えられる。しかし、普段はこの石を装備せずに地力を上げていくつもりなのだ。だから、ほかに呪いに抵抗できる装備が欲しい。

　もといた世界では、呪いというのは手間暇のかかるものであり、かけられそうになれば気づくことが多かった。だが、こちらの世界では、ちょっとようすがちがうようだ。

　それにしても、〈呪い耐性無効〉などという呪いがあるとは。

　食事のとき、ひどく頰と口のなかが痛んだ。手をあててみれば、大きな傷きず痕あとが残っている。しかしここはもっとひどく切り裂かれていたし、骨がむき出しになるほど削られていたはずだ。

「エダちゃんのおかげさ。あんたの頰を、丁寧に丁寧に、何度も何度も治療したのさ」

「そうか、エダ。ありがとう」

「えへへへへ」

「今日明日のうちに、少しずつ時間をあけて、何度もかけ直してみるといいよ。たぶん完全に傷痕は消える。エダちゃんのいい練習になるしね」

「えへへへへ」

「〈回復〉についちゃあ、もうレカンよりエダちゃんのほうが上だね」

「えへへへへ。あっ、そうだ。二人とも、聞いてほしいっす」

「何だい、エダちゃん」

「名前つけたらいいと思うんすよ、このパーティー」

「ああ、そりゃいいね。それで、エダちゃん。何かいいパーティー名を思いついたのかい？」

「これ、どうかと思うんすよ」

　エダは、懐から大事そうに小さな袋を取り出した。なかから出てきたのは、ごく小さな石ころだ。

「これは、〈虹石ウィラード〉だね」

「〈幸せの虹石〉っす」

「ウィラード？」

「ウィルの〈石アード〉さ」

「石はわかる。ウィルとは何だ？」

「雨のあと、空に生じる七色の発光現象さ」

「ああ、なるほど。虹ウィルか。〈虹石ウィラード〉だな。わかった」

「白乳石に、赤や緑の鉱石が混入してできるものなんだけどね。これは赤、オレンジ、黄、緑、青、紫と、綺き麗れいにそろってるねえ。白を入れると七色だよ。ふうん。ちょっと珍しい石だね」

「〈幸せの虹石〉っす」

「それはいったい何なんだい？」

「これを持ってると、いいことがあるんす」

「誰かからもらったのかい？」
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「父ちゃんが母ちゃんにあげて、あたいは母ちゃんからもらったっす」

「それで、お前のおやじと、おふくろと、お前は、幸せになったのか？」

「そうさ」

「なるほどねえ。縁起のいい石なんだね。よし、いいじゃないか。〈ウィラード〉が、今からあたしたちのパーティー名だよ」

「やったー！　やったっすっ」

「エダ」

「うん？　何だい、レカン」

「お前、何歳だ？」

「え？　十四歳だよ」

「ええええっ？　ほんとかい、エダちゃん」

「ほんとっすよ」

「せいぜい十五歳ぐらいにしかみえないと思ってたが、十四歳だったか」

「ちょっとお待ち。十四歳じゃ、冒険者章は発行してもらえないだろ？」

「あ、冒険者協会じゃ、十五歳ってことになってるっす」

「あきれたねえ」

「お前の父親は、もう死んでるんだな」

「うん」

「母親は、存命なのか？」

「ぞんめい？」

「生きてるのか？」

「いや。母ちゃんが死んで、村長のぼんくら息子に乱暴されかかったんで、ぶんなぐって村を出たんだ」

「チェイニーの馬車の護衛を、オレと受けたな」

「うん」

「あれは、何度目の依頼だったんだ？」

「最初の依頼さ！」

「ふうん。ほんとにエダちゃんの石は、幸運を呼ぶ石かもしれないねえ」

　こんな世間知らずで、力も知識も後ろ盾もないわずか十四歳の娘が、一人っきりで村から出てきて、だまされもせず、悲惨な目に遭うこともなく、今やいっぱしの冒険者として地位を築きつつある。〈イシアの弓〉という魔道具も借りられたし、魔法の師匠にも出会えた。確かに幸運だ。

「やっぱり、そうっすか！　そうっすよね！」

「お前、絶対意味わかってないだろう」

「いいんだよ！　あたいは幸運で、だから今幸せなんだ」

「そうだね。それが大事だね」

「はいっ」

「頭が痛い。オレは寝る」

「あ、寝る前に〈回復〉かけてやるよ」

「……頼む」

　寝ながら考えた。あの襲撃は何だったのかと。

　ザックは、レカンとの対談にドボルを同席させた。それはレカンが父親のかたきだと教えるためだろう。その結果、ドボルはギドーを伴ってレカンを襲った。

　襲わせるために同席させたのだろうか。それとも、レカンが父親のかたきだと知っても動じないほどの覚悟がなければ、これから先やっていけないと思っていたのだろうか。もしかすると、マラーキスが死んだあと、ドボルをもてあまして、レカンに始末させたという可能性も、なくはない。

　いずれにしても血も涙もないやり方だ。だが、血も涙もない人間は雇い主としては悪くない。情に厚い雇い主は、関係がうまくいっているあいだはよいが、まずくなったときは妙なことになることがある。その点、血も涙もない人間は、状況や関係が変化しても約束は守る。もともと約束で縛り合うだけの関係なのだ。

　レカンはザックが好きではない。しかし直接チェイニーに害を及ぼすことでなければ、報酬次第では一度か二度依頼を受けてもいいというほどには、ザックのことが理解できた気がした。それをレカンに理解させた点で、今回の邂かい逅こうはザックの勝ちだ。
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　ゴルブルに着くまで、山で二泊した。

　その道中、レカンを実験台にして、エダはニケから〈回復〉の手ほどきを受けた。

　エダの魔力量は尽きるということがないかのようで、あきれるほど繰り返して〈回復〉を発動した。魔法というのは、使えば使うほど上達する。ふつうは魔力が回復するまで時間がかかるため、上達の速度もそれほど速くならない。その点、エダはいかさまじみた才能の持ち主だといえる。

　ゴルブルに着いたときには、レカンの傷は完全に跡形もなく消えていた。しかも体調が異常にいい。エダのおかげである。

「エダちゃん。ここの宿代は、レカンが全部出してくれるよ」

「ほんとかい、レカン？」

「ああ」

　命を救われ呪いも傷もきれいさっぱり治療してくれたのだ。〈白亜館〉の宿代では安いぐらいだ。

「これは、レカン様。ようこそおいでなさいませ」

「支配人。また世話になる。オレには最初に泊まったときと同じ部屋を、女二人には、近くの部屋を頼む。料金はオレが全部払う」

「かしこまりました」

　食事はレカンの部屋でとった。ニケは高いワインを次々にがぶ飲みした。レカンは蒸留酒をあおった。

　夜更けにレカンは目をさました。

　迷宮に行きたい。強烈に、そう思った。

〈白亜館〉を出て迷宮に向かった。

　あくびをしていた警備隊員の前を通り過ぎる。

「おい。今の〈黒衣の魔王〉じゃなかったか？」

「あ、そうかもしれん」

「〈魔王〉が迷宮に来たら隊長に連絡することになってるぞ」

「隊長が今夜どこで飲んでるか、お前、わかるか？」

「見当はつくけど、ちょっと遠いかもな」

「朝が来て交代の時間になったら、宿舎に行って、たたき起こして報告しよう」

「そうだな。そうしよう。どうせ魔王は深層に潜るだろうから、何日かは出てこないしな」

　レカンは迷宮に入り、第二十六階層に転移した。そして第二十七階層、第二十八階層、第二十九階層を、敵を避けながら通過して、最下層に到着した。

〈ザナの守護石〉は装着していない。今度こそ、レカン自身の実力であの強敵を倒すのだ。

　やはり中央の部屋に主はいた。立ち止まりもせずレカンは、〈大剛鬼ウルガング〉に近寄ってゆく。

　今度も寝ている。十歩の距離まで近づいて、レカンは剣を抜き、声をかけた。

「起きろ」

　すくっと大剛鬼は身を起こした。圧倒的な武威がレカンに向かって放たれる。

　ぞくぞくした。

　同じ大剛鬼なのだが、前のときとはわずかに姿がちがう、少し前より細身だし、体毛の色も黄色がかっている。だが、武威の強烈さは変わらない。

　大剛鬼は動こうとしない。

　レカンも動かない。

　お互い、もう半歩近づけば、相手の間合いだと知っている。

（前回はこちらに決め手となる攻撃がないため勝負が長引いた）

（だが今度は）

　大剛鬼が、両の手を振り上げ、指に力を入れた。わずかに十本の爪つめが発光した。スキルを発動したのだ。今やあの爪は、〈聖硬銀レシャラード〉の剣に匹敵するほどの切れ味を持っている。

　予備動作もなく、大剛鬼が飛び出した、それを受けてレカンも飛び出した。いや、飛び出しは同時だったかもしれない。

　レカンは、大剛鬼の喉のど元もとただ一点をみすえていた。

　これは以前にはなかった感覚である。どこをどう突けばよいのかをレカンは知っている。

　一瞬ののち、両者は交差し、レカンの剣は、大剛鬼の喉を貫いていた。

　やはりそうだ。

〈刺し突とつ〉のスキルは、刺突の際に攻撃力と正確さが大幅に上昇するのだ。

　レカンにとって、これは奥の手の一撃となる。それが大剛鬼との再戦で証明された。実力が同じ程度の相手と死闘を行うとき、決め手となるのは、抜きん出た必殺技だ。その決め手を、今こそレカンは手に入れたのだ。

　大剛鬼が消え、宝箱が現れた。

　開けた。短剣が入っている。鑑定した。

〈ハルトの短剣〉という名だった。

　効果は、呪い無効。この短剣を装備していると、ほとんどの呪いにかからない。それでも呪いにかかってしまった場合、短剣で自分の体に傷をつければ、短剣が呪いを吸い取ってくれる。

「行きがけに寄ればよかった」
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「ニケ様。おはようございます」

「ああ、おはよう」

「レカン様から、お手紙をお預かりしております」

「へえ？」

「どうしたっすか？　手紙に何が書いてあるんすか？」

「…………エダちゃん」

「はい？」

「レカンは一足先にヴォーカに帰ったよ」

「えええええっ？」

「宿代は払ってあるそうだ」

「あ、それはよかったっす」

「ゆっくり買い物して帰れってさ」

「望むところっす」

「おめでとうございます」

「へえ？　何がだい？」

「レカン様は、またも迷宮を踏破なさったようでございます。レカン様が夜明け前に帰って来られ、急いで出立されました。その直後に、迷宮の魔獣が消えてしまった、またも迷宮が踏破された、と大騒ぎになったのでございます」

「……へえ」

「これは予測にすぎないことでございますが」

「何だい？」

「まもなくここに、領主様のお使いがおみえになるのではないかと思います」

「あたしたちは、レカンと何の関係もない。そういうことにしといておくれな」

「おそれながら、それはむずかしいかと存じます」

「どうしてだい？」

「先ごろ、当館において、ご領主様からのご接待をお受けになられたとき、ニケ様とエダ様も同席しておられたからでございます」

「そうだったね」

　ニケは手紙を破り捨てた。

「あの野郎」

「何？　何？　何が起こったんす？」

「エダちゃん」

「はい？」

「とりあえず、飯を食おうかね」

「はいっ。賛成っす」
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　シーラの作った体力回復薬を飲みながら、レカンは走った。

　ちょうど門が開いた直後に到着した。

　シーラの家に帰ってジェリコにあいさつし、食料を〈収納〉から出して軽い朝食をとり、それから冒険者協会に足を運んだ。

「あ、レカンさん。お帰りなさい」

「アイラ。行きがけには世話になった。礼を言う」

「いえ。あんなことが協会のなかで行われるなんて、失態もいいところでした」

「依頼は無事完了し、三人とも約束通りの報酬を受け取った」

「それはけっこうでした。ちょっとこちらに来ていただけますか」

　アイラは物陰にレカンを連れ出し、こう言った。

「神殿がエダさんを探しています。そのようすが、ちょっと普通ではありません。ぜがひでも探し出して連れ帰りたいようすなんです」
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「神殿はエダに何の用事がある」

「エダさんがギョームさんという冒険者の傷を治したことはご存じですか？　エダさんがコグルス行きの依頼を受けたその日のことです」

「いや、知らん。どの程度の傷をどういうふうに治したんだ？」

「だいぶひどい傷だったようです。それを一瞬で治したということと、たぶん中級以上の〈回復キリーム〉なのに準備詠唱もなかったということを耳にしてます。ただ、ここでその話をしていた人たちは、いずれも伝聞のようで、直接その場面をみた人を私は知りません」

「ギョームというやつは、今町にいるか？」

「いえ。依頼で遠出しています。それで、その治療から二日たった二十日、カシス三級神官が神殿兵を連れて協会に来ました。エダさんが帰還したら、ただちに神殿に出頭するように伝えよ、隠せば罪に問うと言うのです。以来、毎日来てます」

「なぜ兵を連れている？」

「わかりませんが、抵抗しても強制的に連行できる態勢ですね」

「カシスとやらは、エダがどこに誰と行ったか知っているのか？」

「十九日に、ザイカーズ商店の馬車の護衛をして町を出たという情報は私が伝えました。同行者や期間について聞かれましたが、協会が斡あっ旋せんした案件ではないので、詳細については答えようがない、と回答してあります」

「わかった。情報提供に感謝する。また、協会の庇ひ護ごに感謝する」

「では、孤児院の指名奉仕依頼の件、お受けいただけますか」

「……考えておこう」

「それと、あちらに」

　振り向くと、入り口の近くにみおぼえのある男がいた。チェイニー商店の番頭の一人で、ダンスという名だった。ダンスはレカンと目線を合わせると、そのままドアを開けて外に出た。

「また来る」

　レカンはそのあとを追った。ダンスは二百歩ほど進んで右に曲がった。レカンも右に曲がった。するとダンスが立ち止まって振り返った。

「ご無事のお帰りを主人が喜んでおります」

「オレの帰着が、よくわかったな。それに、冒険者協会にいることが、なぜわかった」

「一昨日から、西門には店の者が張り付いておりました。先ほど店の者が西門に行ったところ、レカン様が今朝早く帰ってこられたことがわかったのです。そこで、レカン様の行きそうなところ何か所かに店員が向かいました」

「それは手間をかけさせたな。何の用事だ」

「エイフン、つまりマラーキスが死にました。領主館の牢ろう獄ごくのなかで殺されていたとのことです」

「ほう」

「あまり驚いておられませんね」

「いや。領主の部下の間抜け具合に、大いに驚いた」

「これは、これは。それから、ザイカーズ商店のヴォーカ支店長と、魔獣使いのビトーという男と、そのほか一味の三人も牢獄にいましたが、同じく殺されたとのことです」

「領主の面目は、丸つぶれだな」

「まったくその通りです。暗殺は今月の十八日、つまりレカン様がたが町を離れる前日の夜に行われたとのことです」

　突然レカンは、ザック・ザイカーズの言葉を思い出した。

〈エイフンという男が……死ななければならぬようになったのは〉

　そして、ドボルの言葉を思い出した。

〈あなたのせいで、ヴォーカ支店長は死にました〉

〈八人もの、貴重な戦力が、あなたによって失われました〉

　知っていたのだ、エイフンと支店長が死んでいたことを。いや、殺したのだ、ドボルとギドーが。

　肌に粟あわが立つのを感じた。ドボルは、父親を処刑したのだ。実際に手を下したのはギドーのほうかもしれないが、同じことだ。ザックが言った〈後始末〉とは、このことだったのだ。

〈八人の戦力〉というのは、最初にチェイニーを襲った四人とマラーキス、ブフズ、ジバ、ビトーの八人だ。失敗に対する罰ばつという意味もあったのかもしれない。だからこそドボルは、マラーキスを失敗させたレカンを憎んだのだ。

　ダンスは言葉を続けた。

「十九日に、領主様の兵がミドスコ様の屋敷を捜索しました。あってはならない物があるのが発見されたとのことで、領主様はただちにミドスコ様を逮捕し、投獄しました。そして裁判が行われ、かの多くの証拠や証人を突き付けられ、謀む反ほんを企たくらんでおられたことが明らかとなり、ミドスコ様は処刑されました。二十四日、つまり一昨日のことです」

「ほう、ついにやったか。ずいぶん早い処刑だったのだな」

「ぐずぐずしていれば、アーバンクレイン家からの横やりが入りますから」

　アーバンクレイン家はミドスコの実家だ。ミドスコは領主奥方の従兄弟だったはずだから、アーバンクレイン家は奥方の実家でもある。どこの貴族なのかは知らないが。

「この件については、主人が直接レカン様にお話ししたいことがあるそうでございます。しかし、それは急を要する話ではございません。急を要する話は、別にございます。ケレス神殿が、エダさんを神殿に迎えることを決めました。ケレス神の祝福を受けた可能性があるとのことです」

「祝福というのは、何のことだ？」

「中級相当の〈回復〉持ちだと判定されたのです」

「なぜそのように判定されたのか、チェイニー商店の情報網には引っかかっているか？」

「ギョームという冒険者がいます。複数の女との浮気がばれて妻に刺されました。冒険者協会に行って赤ポーションを借りようとしたらしいのですが、途中で力尽きて倒れました。そこにエダさんが通りかかって、あっというまに傷を治しました。十八日のことです」

「ろくでもない男だな」

「評判のよくない男ですが、女にはもてます。仲間三人と護衛依頼を受け、翌日には町を離れました。妻の怒りが冷めるころに帰ってくるだろうと、噂うわさされています」

「エダが治療したということが神殿に知られたのは、なぜだ」

「ギョームが神殿に通報したのです。いくらか小銭をせしめたようです。それから、目撃者が何人かいました。大量の出血をして死にかかっていた人が、あっというまに治療され、何事もなかったように歩き去ったのですからね。翌日、神殿は調査を行い、事実関係を確認しました」

「それで」

「二十日に、神官が神殿兵を伴い、エダさんが定宿にしていた宿屋と、冒険者協会を訪問しました。以来毎日両方を訪ねています。エダさんが来たら神殿に出頭するよう伝えるように命令をしています。隠し立てをすると罰するぞ、と脅しまでかけています」

「なに？　この町では、領主に断りなく、神殿が人を罰することができるのか？」

「この国では、神殿に対する罪は神殿が裁きます」

「そうか。シーラの家は荒らされていなかった。神官とやらは、シーラの所には来なかったのか？」

「それは私どもにはわかりません。ただ、レカン様の定宿には神官が訪れてはいないようです」

「わかった。ほかには」

「今のところ、お伝えすることは、これだけです」

「これを伝えるために、わざわざ店員を門に張り付かせてくれたのか」

「事前情報なしにエダさんが町に戻った場合、面倒なことが起きる可能性もあります。それはレカン様にとっても、ニケ様にとっても、不本意なのではないかとわが主人は考えたのです」

「チェイニーに伝えてくれ。レカンが感謝していたと」

「確かに承りました」

「それと、こちらからも伝える情報がある」

「何でしょうか」

「十九日にヴォーカを出た馬車には、ザイカーズ商店ヴォーカ支店の支店長代理にごく最近就任したドボルという男が乗っていた。また、御ぎょ者しゃはギドーという男だ。この二人は暗殺技能の持ち主で、かなりの腕利きだった」

「だった？」

「馬車がコグルスに着いて護衛依頼が完了したあと、死んだ」

「……承知しました」

「ドボルはマラーキスの息子だ」

「えっ」

「オレはコグルスで、ザック・ザイカーズに会った」

「会われましたか」

「今のところはこんなところかな。神殿への対処はニケと相談する」

「それから、レカン様」

「なんだ？」

「主人が、シーラ様にお話があると申しております。シーラ様は、どこにおられるのでしょう」

「それは言えん」

「失礼しました。レカン様に余裕ができましたら、主人とお会いくださいませ。シーラ様にも、主人がお会いしたがっていたとお伝えください」

「わかった」

「では、失礼いたします」

「オレとニケとエダが西門を通ったことを、守護隊は神殿に通報するだろうか」

「それはありません。領主の兵と神殿の兵の仲は、きわめて険悪です」
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　ニケとエダが西門をくぐる前に合流しなくてはならない。レカンの探知能力をもってすれば、この町のなかからでもニケを察知することはできる。なにしろ、けた外れに大きくて特徴的な魔力の持ち主なのだから、それとわかる。ただし、みのがす危険もないとはいえない。

　いろいろと考えたすえ、西門から出て、五千歩ほど離れた場所で街道をはずれ、丘に囲まれた地形をみつけて野営の準備をした。ここならニケが通り過ぎるのをみのがすことはなく、ニケのほうでもレカンをみのがすことはない。

　そしてひたすら、左手で〈炎槍バンドルー〉を撃つ練習をした。

　存外むずかしい。もちろん発動自体は問題ないし、威力も充分にある。

　だが正確さが足りないし、発動速度ときてはお話にならない。

　繰り返し撃って、魔力が尽きてきたところで昼食にした。

　それから少し寝た。起きると魔力がだいぶ回復していた。

「ふうむ。最初から〈炎槍〉の練習をしても、制御が荒くなるだけかもしれん」

　左手を使った〈灯光パーム〉の練習に切り替えた。もうレカンは、呪文を唱えるだけで好きな場所に〈灯光〉を発現できるのだが、あえて指先に光をともした。

　魔力が体のなかから抽出され、ぐるりと回って左腕を通り、指先に集まっていくのが、はっきりとわかる。魔力を回すところまでは問題がないのだ。左腕を通して指先に集めようとする段階で、操作がぎこちなくなる。これがスムースに流れるようになればいいのだ。

　立って左腕をだらんと垂らし、指を握り込んで人差し指だけを立てて、その指先に光をともす練習をした。繰り返し繰り返しゆっくりと、なめらかな制御を心がけて訓練を続けた。

　そうしているうちにすっかり暗くなったので、たき火をして肉を焼き、酒を飲んで夕食を楽しんだ。

　今日のうちに帰ってくるとは、最初から思っていない。今夜ニケとエダは、ゴルブルとヴォーカのあいだで野営するはずだ。もしかすると、ゴルブルで買い物をしてもう一泊したかもしれない。

　翌朝目覚めてから、左手による〈灯光〉の練習を思う存分繰り返した。今いる場所は街道からはずれているし、四方を丘に囲まれていて、旅人の目にはつかない。そもそも、ゴルブルとヴォーカのあいだを行き来する旅人はあまり多くない。

　昼食のあとは、左手で〈火矢ベイアーツ〉を撃つ練習をした。いろいろ試してみた結果、左手を持ち上げ、人差し指だけを突き出して撃つのが最も発動が速く、制御もうまくいくことがわかった。

　シーラの魔力回復薬を飲んで練習を続けた。五つの魔力回復薬をもらったが、これが最後の一個である。

　たき火をたいて夕食を取っていると、魔獣が三匹近づいてきた。〈緑狼オージェ〉だ。串に刺さった肉をほおばり、串を投げ捨てると、もぐもぐと咀そ嚼しゃくしながら、右手を剣の柄つかに添えた。

　三匹の緑狼が気配を殺して忍び寄る。レカンは、ふと、あることを思いついた。

　魔獣三匹が飛びかかってきた。

「〈火矢〉」

　ぼそりとレカンがつぶやくと、左手の人差し指と中指と薬指から〈火矢〉が飛び出して、三匹の緑狼の体をそれぞれ貫いた。二匹は即死したが、残る一匹は足に被弾しながらも、レカンの喉のど元もとに食いつこうとしてきた。

　レカンはひらりと身をかわし、剣で狼の喉を切り裂いた。以前の剣であれば、委細構わず頭をたたき砕いただろうが、この剣には自動修復の機能がない。不必要な負担をかけてはいけない。

「ふむ」

　これは使える、とレカンは思った。

　同時に複数の〈火矢〉を使ったことはない。だが使えるような気がして、ふと使ってみたのだ。すると、できた。基本の発動を繰り返し練習したおかげで、左手での魔力の通りがかなりスムースになった。だから、突然の思いつきを実現できた。

「待てよ」

　たしかシーラから、一度に何百本もの〈火矢〉を使った魔法使いがいた、という話を聞いたような気がする。だが、一人の人間に、手の指は十本しかない。

　レカンは、新しい肉串を地面から引き抜いて、じゅうじゅうと脂が焼けているところをかじり取り、うまみを口のなかで味わいながら、左手の人差し指を立てた。

「〈火矢〉」

　人差し指の先から、五本の〈火矢〉が飛び出して、夜の空に消えていった。

「おお」

　こんなことができるのだ。

　次にレカンは、左手を前方に突き出し、五本の指を広げた。そして五本の指のそれぞれから五つの〈火矢〉が飛び出していく光景をイメージした。

「〈火矢〉」

　二十五本の〈火矢〉が飛び出した。たかが〈火矢〉ではあるが、これだけの数が同時に発動したのだから、〈炎槍〉をも上回るまぶしさであり威力だ。〈火矢〉は、たき火の上を通過して、正面の丘に撃ち込まれ、丘を大きくえぐり取った。

　これは使える、とレカンは思った。

　数日前の戦いで、背後からレカンを襲ったギドーは、〈炎槍〉をかわしてのけた。あれは目でみてかわせるものではない。しかし、かわした。恐ろしく勘がよく、そして素早い男だった。

　ああいう敵とは、今後も出会うだろう。それは人間かもしれないし、魔獣かもしれない。

　百本の〈火矢〉を同時に撃ち込む広範囲攻撃ができれば、ああいう敵に、非常に効果的だ。

　レカンは串の肉をほおばって串を捨て、もぐもぐとかみしめた。そして、ごくんと飲み込んだ。肉の塊が喉を通り腹に落ちてゆく充足感をじっくり味わう。

　立ち上がった。両手を高々と天に差し伸べ、指を開いて、放つべき魔法をしっかりとイメージした。

「〈火矢〉！」

　地上に太陽が現出したかと思うほどの発光が起き、百とはいわないまでも、それに近い数の〈火矢〉が虚空に消えていった。

（できた！）

　喜びが湧わいた。そして、頭がくらっとした。

（あ、しまった）

　そのまま意識を失って、レカンは倒れた。

　そして目を覚ました。

　たき火は燃え尽きておらず、肉も焦げ落ちてはいない。意識を失っていたのは、わずかな時間のようだ。魔力も多少回復している、魔力回復薬の効果が残っていたのだろう。

　それにしても、意識を失うほど魔力を使ってしまうとは不覚だった。

　焼けすぎの肉をかじりながら、この二日間の練習の成果を振り返ってみる。

　やはり基本の練習が大事だ。それを痛感した。むずかしくて複雑なことをうまくなりたいときは、それを簡単で単純なことに落とし込んで、徹底的に磨き込んでゆくべきなのだ。

　それから、着想というものが大事だ。〈火矢〉などという魔法は、初心者か魔力量の少ない魔法使いしか使わない魔法だと、軽くみていた。だが、そんなことはなかった。もちろん、〈火矢〉は貫通力が弱く、たとえ千本同時に撃てても、迷宮深層の魔獣には通用しない。だが、人間相手の面制圧には有効だ。使い方を工夫することで、魔法の可能性はどんどん広がる。

　実験と練習も大事だ。いきなり本番で百本の〈火矢〉は撃てないし、実戦で使うためには技術も磨いておかなくてはならない。

　ふと思いついた。

　シーラから教わった魔法は、すべて体全体で魔力を練ったあと、腕に魔力を集めて実行する。ところが、〈突風〉はちがう。これは、もといた世界で身につけた能力だが、〈突風〉の発動では魔力を腕から放出したりしない。ただ呪文を唱え、発動させる。

（もしかしたら）

　レカンは、目の前の何もない空間に意識を集中した。

　魔力を体内で練ることはせず、起こるべきことをイメージした。

「〈火矢〉」

　何もない場所から〈火矢〉が生まれ、たき火に突き刺さり、枯れ木が真っ二つに割れた。

「できた」

　発動も遅い。威力も弱い。それでもこれは、もとの世界で〈突風〉を習得していたからこそ生み出せた、まったく新しい魔法技術なのかもしれなかった。

　翌日は、起きるなり魔法の練習を始めた。魔法の練習が楽しくてたまらない。魔力量に恵まれたことを、あらためて感謝した。

　左手で素早く〈炎槍〉を撃つ練習をした。威力のある〈炎槍〉は右手で撃てばいい。左手で撃つ〈炎槍〉は、戦いが膠こう着ちゃくしたときに使う攻撃だ。威力は大きくなくていいし、精度もそれほど気にする必要はない。必要なのは発動の速さと確実さだ。

　まず右手で剣を振り、実戦のときに左手がどういう動きをしているかを確認した。次に、その動きのなかで、左手の手のひらに〈灯光〉を発動させる準備をする。そして、左手を前方に突き出し、〈灯光〉を発動させる。この三つの動作を、繰り返し繰り返し行った。

　そして最後に、実際に剣を振る動きのなかで〈炎槍〉を発動させてみた。かなり満足のゆく結果が出た。

　昼食にしようかと思ったころ、〈生命感知〉に異常に光の強い赤点と、かなり強い赤点が表示された。

　ニケとエダが帰ってきたのだ。
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「やあ、レカン」

「お帰り、ニケ」

「レカーン。どうして先に帰っちゃったんだよ！　えへへ、あんた、損したな」

「損？」

「うん！　あたいたちは、領主様の館に呼ばれて一泊して、すんごいごちそうを食べさせてもらったんだぜ！」

「それはよかったな」

　ニケがぎろりとレカンをにらんだ。

「言うことはそれだけかい、レカン」

「置き去りにして悪かった。とりあえず食事にしないか」

「そうだね。そうしようかね」

　食事が終わってから、レカンはニケに、問題が起きていることを告げた。

「神殿がエダに出頭命令を出している」

「何だって？」

「十八日に、エダは冒険者協会に行って、コグルス行きの仕事を受けた。その帰り道、ギョームというろくでなしの治療をした」

「ギョームさんは、ろくでなしじゃないぜ。とってもやさしい人なんだ」

「ギョームは複数の女性と浮気をしていて、それが妻にばれて刺された。刺された場所が悪かったのか、動き回ったのが悪かったのか、とにかく大量の血を流して動けなくなったところにエダが通りかかり、〈回復〉で治療した。死にかかった人間が元気に歩いていけるほどに回復したんだ。当然噂になる」

「いや。あたい、ギョームさんに、このことは秘密にしてくれって頼んだんだ。ギョームさんは、命に代えてもこの秘密は守ると誓ってくれたんだぜ」

「目撃者が複数いて、噂はすぐに広がった。ギョームは、神殿にエダを売った」

「えっ？　まさか。だって、ギョームさんは……」

「神殿は、中級の〈回復〉に相当する魔法を、エダが準備詠唱もなく行使したことを知っている。ギョームは小銭をせしめたそうだ」

「神殿がどうしたっていうんだよう」

「カシス神官とかいうやつが、神殿兵を連れて、二十日以降毎日冒険者協会に来て、エダを出せ、帰ったらすぐ知らせろ、隠すと罰を与えると、脅しをかけている。エダの泊まっていた宿屋にも行ったそうだ」

　ニケが怖い顔でエダをにらんだ。

「エダちゃん」

「は、はい」

「あたしは言ったね。魔法のなかには、それが使えることを知られたら、たちまち地獄に落ちるようなものもある、今後、許可してない魔法は決して外で使ってはならないと」

「はい。……あれ？　それ言ったの、ニケさんだったっすか？」

　そういえば、その会話をしたのは、シーラの姿をしていたときだったような気がする。人の話を聞かないくせに、必要でないことは覚えているやつだ。

「エダ。お前は約束を破って、勝手にギョームを治療した」

「う、うん。でも……」

「しかも何人もの人がみている前でだ。その結果、神殿がお前に出頭を命じている」

「ど、どうして神殿が」

「神殿は、優秀な〈回復〉持ちを欲しがっているからだ。もし神殿に行けば、お前は、おだてられ、褒められ、〈回復〉で人を助けるように言われる」

「人助けができるのか」

「そうだ。ただし治せるのは神殿が選んだ者だけだ。つまり神殿に金をたっぷり払った者だけだ。お前は閉じ込められ、勝手に外出することもできない」

「えっ」

「給料はたくさんもらえるだろう。綺き麗れいな服も着させてもらえるだろう。うまい食事をたっぷり与えられるだろう。ただし、神殿の命じた仕事以外はできない。神殿が選んだ男と結婚し、こどもを作ることになる。もちろん、オレとも、ニケとも、もう二度と会えない」

「えっ？」

「それでかまわないのなら、神殿に行け。そのあとのことは、もう知らん」

「行けって言われても」

「どちらを選ぶかは、お前自身で決めなくてはならない。たとえお前が十四歳だとしてもだ。さあ、選べ。神殿に行くか。もう少しオレたちといるか」

　エダは困った表情で黙り込んだ。助けを求める顔つきでニケをみたが、ニケはレカン以上に厳しい表情をしている。

　うつむいたまま、ずいぶん長いあいだ考え込んでいたが、やがて顔を上げてレカンに告げた。

「あたい、レカンと一緒にいたい。ニケさんやシーラさんと一緒にいたい」

「わかった。なら、オレが守ってやる」

　レカンは、じっとエダの顔をみた。

　どんな経験を、これまでしてきたのだろう。

〈あたいは、みそっかすじゃない。魔法使いなんだ！〉

〈そうしたら、あたいも、誰にも馬鹿にされず、誰からもこづき回されず、生きてゆけるって〉

〈不公平なこと、不公正なことを、あんたはしない〉

　みそっかすだと言われてきたのだ。馬鹿にされ、こづき回されてきたのだ。不公平だと感じるような体験をし、不公正な目に遭わされてきたのだ。

　確かにエダは、判断力がないし、迷惑なことをする。だがそれは、正しい判断を教える者がいなかったからであり、人に迷惑をかけたり、間違った行いをしたときに、きちんとしかってやる者がいなかったからだ。ならばこれからは、きちんとしかってやろう。

　だがその前に、言うべき言葉がある。

「エダ。お前はやさしいな」

「え？」

「ギョームが気の毒だったんだろう？」

「う、うん」

「そのままでは死んでしまうと思ったんだろう？」

「うん」

「だから治した」

「そ、そうだよ」

「金はもらったのか？」

「い、いや。その代わり、このことは絶対秘密だって」

「そうか。お前はやさしい。それは、よいことだ」

「あ、ああ」

「ただし、ギョームは、そのやさしさにふさわしい男ではなかった」

「う、うん」

「ギョームは、お前と約束をしたその足で神殿に行き、お前を金で売った」

「…………」

「ギョームは、そういうやつだった。それをみぬけなかったお前が悪い」

「う、うん」

「今回のコグルス行きの仕事は、いい仕事だとお前は思ったんだな」

「うん。ごめんよ」

「この仕事を、ニケとオレのために取りたいと思ったんだな」

「そう。そうなんだ」

「ニケとオレが喜ぶと思ったんだな」

「うん！」

「だから、人に取られる前にと、仕事を引き受けてしまった」

「ごめん。悪かった」

「その気持ちを、オレはうれしく思う」

「……え？」

「ありがとう、エダ」

　エダは、とまどったような表情でレカンをみつめている。

「ただ、やはり引き受けてしまう前に、ニケの判断を仰ぐべきだった。この仕事を受けていいかと、オレに聞くべきだった」

　エダは、目に涙をうかべて、こくりとうなずいた。涙がほろりと落ちた。

「今までは、お前に教えてくれる人がいなかったんだな。何がいいことなのか。何が悪いことなのか。物事をどう受け止め、どう判断すればいいのかを」

　エダは、ぼろぼろ涙をこぼしながら、じっとレカンの目をみつめている。

「オレが教えてやる」

　エダの目は大きくみひらかれた。

「これからは、オレが教えてやる。オレは、今年いっぱい、シーラのもとで、薬の調合を学ぶ。そのあいだ、お前はオレの弟子だ」

「弟子？」

「そうだ。魔法と、それから冒険者稼業の弟子だ。わからないことがあったら、オレに聞け。自分で抱え込むな」

　ひどく力を入れて、エダはうなずいた。

「お前はまだこどもなんだ。おとなに頼っていいんだ」

「うん」

「来年になれば、お前は十五歳になる」

　貴族は誕生日がはっきりしており、誕生日に年齢が変わる。庶民には誕生日を記録したり祝ったりする習慣がなく、年が明けたとき年齢が変わるのである。今が四月の中旬だから、エダが十五歳になるまでには六か月以上の日にちがある。

「うん」

「来年、オレは自分がどうするか、まだ決めていない」

「うん」

「お前も、そのあとどうするかは、そのとき決めればいい」

「うん」

「あらためてどこかの神殿に行ってもいい」

「うん」

「今は決めるな。今は学べ」

「うん。レカン」

「何だ？」

「ごめんね。ありがとう。そして、よろしく」

「ああ」

　エダは確かに、早まったことをする。だがそこに悪意はない。過ちの原因となっているのは、善意と素直さであり、純粋さだ。その純粋さゆえに〈浄化〉に適性があった。つまりその純粋さにレカンは救われた。半年ぐらいはつきあってやろう、とレカンは考えたのだった。
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「レカン。あんた、やっぱりこどもの相手が天職だよ」

「そんな天職はいらん。それより、これからのことだ」

「ああ、そうだね」

「この町の神殿がエダを所属させたいというのを断ると、他の町に行ったとき、どうなる？」

「どうもならないね。〈浄化フィーラ〉持ちならともかく、〈回復〉持ちが他の町に行ったからって、情報は伝わらないさ。むしろ他の神殿には隠すだろうさ。ただ、用心のために、ケレス神殿のある町はさけたほうがいいかね」

「ケレス神殿？」

「あんた、まさか、この町の神殿が何神殿か知らないのかい？」

「知らん」

「あきれたね。神殿の孤児院には行ってるくせにね」

「ケレス神というのは何の神だ？」

「そっからかい。疫病の神にして冥めい神しんさ」

「冥神？」

「死後の世界をつかさどる神さね」

「ほう。勢力はあるほうなのか？」

「さあねえ。よくは知らないけど、中ぐらいだと思うよ」

「ケレス神殿に乗り込むのに、何か知っておくべき教義や作法があるか？」

「今さらの話だねえ。気にせずにお行きな。あ、そうだ。エダちゃんはあんたの弟子で、エダちゃんの魔法は全部あんたが教えた、ということを強調したほうがいいね」

「ほう？　なら、そうしよう」

「あんたにいくつか言っておくことがある。まず、才能のある〈回復〉持ちがどんな目に遭うかについてあたしが説明したことは、何一つ間違っちゃいないけど、ちょっと大げさに言った面もある。貴族や神殿に飼い殺しにはされるけど、大事にされて安全で恵まれた生活はできるんだ」

「それはそうだろうな」

「それからね、神殿てのは、やっぱり必要なものさね。神々を正しく祭らなきゃ、何が起きるかわからない。神殿は人々の心の支えになってるし、神官がいなきゃ、何かと不便だ。それに、貧しい者、弱い者に寄り添う働きを実際にやってるのは、なんといっても神殿なんだ」

「ああ」

　それはよくわかっている。神殿の孤児院を訪ねたときには、こんなに温かで豊かな孤児院があるのかと思った。もしもレカンが育った孤児院が、あの半分でも暮らしやすい場所だったら、レカンの人生は、まったくちがうものになっていただろう。あの孤児院をつぶすつもりはない。

「ただ、組織が大きいだけに腐敗もある。困ったことに、質のいい神官は地位や権力に無関心だったりする。だから、一部の強欲なやつらが上のほうに行きやすいのさ」

「そういうものだろうな」

「ヴォーカのケレス神殿は、まともなほうさ。ただ、ここ十年ばかり、妙なことになってきてる」

「ふん？　このカシスとかいうやつのせいか？」

「カシス三級神官が、妙な動きの代表さね」

「それで、どうすればいい？」

「あんた、エダと一緒に神殿に乗り込んで、エダを神殿で面倒みると言われたら、断る気なんだろ？」

「そうだ」

「なら、それでいい。あんたが一緒に行ってくれるなら安心だ。神殿の呼び出しに応じたという格好もつくしね。その銀の指輪をしたままで行くんだよ」

「なにっ？　そういう相手なのか？」

「そういう相手なのさ。たぶん、神官何人かによる判定になるはずだけど、そのとき、こう言うんだ。ケレス神殿法第三十五条により、判定には二人以上の三級神官が参加することを要求する、とね」

「ケレス神殿法第三十五条だな。わかった」

「それからね、交渉事には弱みがあっちゃ不利になる。結果次第じゃこの町を出る覚悟で行くことさ」

「もちろん、そのつもりだ」

「あんたたちが神殿に町を追い出されるなら、あたしも町を出る」

「ほう」

「〈利口な兎うさぎは四つの巣穴を掘る〉っていうだろ。あたしも、いくつかの拠点は確保してあるさ。それからね。腐れ神官は敵に回してもいいけど、神殿を敵に回しちゃだめだよ。人前で神官を殺すのもだめだ。あと、副神殿長は話のわからない女じゃない」

「副神殿長は女なのか？」

「女は神殿長になれないからね。実績からいえば神殿長になってていい女さ」

「三級神官というのは何だ？」

「一級神官、二級神官、三級神官は上級神官と呼ばれ、神殿の運営会議で発言できる。神殿兵の指揮権も持ってたと思うよ。神殿長になると二級神官になる。一級神官てのは、国中に数人しかいなくて、総神殿長の選挙権を持ってるのさ」

「手ごわいやつはいるか？」

「戦闘で、っていうことかい？　いないと思うよ。この町の神殿にはね」

「エダ。これから神殿に行く」

「うん」

「お前に言っておくことがある」

「うん」

「何を聞かれても答えるな」

「え？」

「レカンに聞いてください、と言うんだ」

「あ、なるほど。わかった」

「レカン」

「何だ、ニケ」

「もしも町を出ることになった場合だけどね。この前回った薬屋を回って伝えておくれ。もう薬の納品はないってことをね。冒険者協会にも伝えといてもらおうかね」

「わかった」

「領主には、あたしが自分で言いに行くよ」

「それで思い出した。十八日、つまりオレたちが町を出る前の日の夜、マラーキスと魔獣使いが牢獄で暗殺された。ザイカーズ商店のヴォーカ支店長とかいう男も牢獄で暗殺されたそうだ」

「情けないね、と言いたいとこだけど、相手があのドボルとギドーじゃ、領主の兵には荷が重かったか」

「十九日に、領主の兵がミドスコ邸を捜索し、あってはならないものがみつかった。裁判が行われ、謀反の罪で二十四日に処刑された」

「やっとかい。ずいぶんかかっちまったね」

「チェイニーがシーラに会いたがっている」

「ふうん」

「それだけだ」

「あ、あたしも思い出したよ」

「何をだ」

「騎士トマジ・ドーガに招待されて、あたしとエダちゃんは、領主の館に一泊した。これは一つ貸しにしとくよ。それでね、行きがけのとき、トマジは、あんたが一人で迷宮を踏破したことを信じてなかっただろ」

「ああ、そうだったな」

「ところが今度は迷宮警備隊の兵士があんたの顔を知ってた。確かに一人だったこともみた。それと行きがけにあたしの名前を聞いたときはぴんとこなかったみたいだけど、そのあとで、金級冒険者だとわかったみたいでね」

「ほう？」

「そのあたしを残したまま迷宮に潜って、しかも踏破だ。ほんとにソロであの迷宮を踏破したってことに気づいたみたいだよ」

「ソロだと何か問題があるのか」

「何か大騒ぎしてたね。頼み事は全部断ったんだけど、一つだけ承知せざるを得なかった」

「それは何だ」

「迷宮の主を倒したとき何が出たかを教える、ってことさ」

「ああ。〈ハルトの短剣〉だ」

「へえ。いいもんが出たね。あたしから騎士トマジに伝えとくよ。相場はよく知らないけど、少し前に出たときには白金貨一枚で王家が買ったとかいう噂だったね」

「白金貨っ？」

「おや、エダちゃん。すごい顔してるよ。〈ハルトの短剣〉は、王太子が決まったとき王が記念に下賜する宝物の一つだしね。呪いに対抗する装備としては一番有名で効果も高い。まあ、そんな値段がつくこともあるだろうさ」

「白金貨というのは、金貨何枚分の値打ちだ？」

「百枚さ」

「そうか。ところでニケ」

「何だい」

「もらった魔力回復薬と体力回復薬がなくなった。追加をもらえないか」

「もうないよ。だけどあんた、〈回復〉が使えるだろ」

「あ」

　レカンは、〈回復〉は体力も回復させることを、すっかり忘れていた。

　しかも、〈回復〉を自分にかけたことがない。これは、もといた世界にあった回復魔法が、自分自身にはかけられなかったためだ。だが、この世界の〈回復〉は、自分にもかけられるのだ。

　魔力回復については、魔石から直接魔力を吸う力をレカンは持っているが、シーラの作る魔力回復薬は非常にすぐれた効果を持っているので、ぜひ作り方を習得したい。

「さてと。あたしは用があるからこれから町に帰るけど、あんたたちはもう一晩野営してから帰ったほうがいいね」

「ほう？　なぜだ」

「今から帰ったんじゃ、神殿に行くのにはちょっと遅い。かといって、宿にいるところに神殿兵に踏み込まれるのはうまくない。それに、神殿との話によっては、その足で町を出ることもあるだろうからね」

「なるほど」
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　翌日の朝、レカンとエダはヴォーカの町に入り、神殿に来た。

　神殿の入り口は石段になっており、その両側に大きな石像が立っている。右側の石像は人の姿をしており、右手に杖つえを、左手に麦の穂を持っている。左側の石像は、まがまがしい魔獣の姿をしている。魔除けの像なのだろう。どちらの像も魔法がかかっている。たぶん保護しているのだ。

　石段を登ると入り口がある。入り口には、巨大で頑丈な開き戸があり、両側に大きく開かれたままになっている。レカンとエダは、石段を登り、扉のなかに入った。

　そこは広間で、祭壇があり、人々が思い思いに神に祈りを捧げていた。

　神殿の職員らしい男が立っている。

「オレはレカン。オレの弟子のエダを、神殿が呼んでいると聞いてやって来た。カシス三級神官に会いたい」

　若い神官見習いに案内され、小さな部屋で待たされたが、ほどなくでっぷり太った神官がやって来た。福々しい顔に、にこにこと笑顔を浮かべている。

「これはこれは。私がカシスです。あなたがエダさんですかな？」

「それはレカンに聞いてください」

「はあ？」

「名前は答えていい」

「うん、わかった。あたいがエダです」

「そうですか。お会いできてよかった。あなたはレカンといわれるのですな。ご苦労さまでした。帰ってくださってけっこうです」

「ならばエダも連れて帰る。さらばだ」

「待ちなさい。エダさんはここに残ってもらいます」

「エダはオレの弟子であり、オレのパーティーの一員だ。エダに用事があるなら、オレも同席する」

「これは神殿の問題なのですよ。冒険者ふぜいの関知することではないのです」

「呼び出した用事を早くすませろ」

「はあ？」

「エダを呼び出した用事を早くすませろと言っている」

　いったんカシス神官の顔から笑みが消えた。そしてもう一度笑みが浮かんだが、薄く開いた目には酷薄そうな光が浮かんでいた。

「はは。そういうわけでしたか。私としたことが、これは失礼いたしました。おい」

　後ろに控えていた少年が、小さな袋をカシス神官に差し出した。

「さあ、それを持ってお帰りなさい。あなたにケレス神のご加護を」

「そうか。じゃあ帰るぞ、エダ」

「うん」

「お待ちなさい。わからない人だな。その袋には神様のお恵みが入っているんですよ。あなたの何日分もの稼ぎだ。その袋はエダさんと引き換えです」

「〈鑑定アベル〉」

「えっ？」

　少年が持つ袋の上から中身が〈鑑定〉ができるのか急に興味が湧わいたので、やってみたら、できた。

「ほう。大銀貨一枚か。ではカシス神官は大銀貨を取れ。オレはエダを取る」

　すでに立ち上がっていたので、そのままエダの手を引いて、ドアに向かった。

　カシス神官が邪魔なので、押しのけた。カシス神官は、あっけにとられ、それから顔を真っ赤に染めた。

「神殿のみつとめを邪魔するというのですね」

「エダをここに呼びつけた用事は何だ」

　カシス神官の顔色は、赤を通り越してどす黒くそまった。

「エダさんには、ケレス神の祝福が降りた可能性があります。それが事実であるかどうか調べ、事実であるなら、エダさんには、しかるべき待遇と修行と奉仕が用意されます」

「その調査というのは、今ここでお前一人によって行われるのか」

「尊き神官を敬うことも知らぬ下げ賤せんの者め。きさまのような者に神殿の法を説いてもしかたないが、祝福の判定は神官三人以上によって行われる」

「ケレス神殿法第三十五条により、その判定に二人以上の三級神官が参加することを要求する」

「なっ」

　カシス神官は、しばらく憎々しげにレカンの顔をみあげていたが、やがて身をひるがえしてドアに向かった。

「用意ができたら使いが呼びにくる。それまでここで待っていろ。どこにも行くでないぞ」

「カシス神官」

　なかばドアを出かけたカシス神官が、レカンの呼びかけに足を止めた。

「息が喉を通るとき、ひどい音を立てている。太りすぎで喉がしまっているんじゃないか。少しやせたほうがいいぞ」

　ドアは激しく閉じられた。
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　立派な机が並ぶその後ろに、五人の神官が座っている。

　全員が魔力持ちである。机の五歩ほど前にレカンとエダが立っている。

「今からケレス大神の恩おん寵ちょうに関わる祝福判定の儀を執り行います」

「待て。オレはこの判定に、ケレス神殿法第三十五条により、二名以上の三級神官が参加することを要求した。その要求は満たされているのか聞きたい」

　四人の神官が顔をみあわせた。

「カシス神官？」

「……パジール神官を呼べ」

　神官が一人部屋の外に出て、しばらくして、一人のいかめしい顔をした神官が部屋に入ってきて右端に座った。この老人がパジール神官なのだろう。魔力はカシス神官より少し上だ。

「今からケレス大神の恩寵に関わる祝福判定の儀を執り行います」

「真実と」

「恵みと」

「慈悲を」

「安らぎの神の名のもとに」

　五人は、肩、目、鼻、口に手をあてながら聖句の応答を行い、全員が一斉に聖印を結んだ。

　左端の若い神官が口火を切った。

「さて、あなたがたが、冒険者エダと、その保護者の冒険者レカンですね」

「保護者というのは不正確だ。オレはエダの師匠であり、パーティーリーダーだ」

「では、あなたがたは、冒険者エダと、その師にしてパーティーリーダーである冒険者レカンですね」

「そうだ」

「冒険者エダ、返事をしなさい」

「レカンがお答えします」

「この娘は確かに冒険者エダだ」

「本人に答えさせろ！」

「カシス神官、落ち着いてください。冒険者エダ、なぜ自分で答えないのですか」

「レカンがお答えします」

「エダはオレの弟子であり、庇ひ護ご下にある、この審問を受けるにあたり、すべての問いには師であるオレが答える」

「しかし、本人でなければ答えられないこともあるでしょう」

「その場合は、オレがエダに確認してから答える」

　またもやカシス神官がわめいた。

「そんな茶番は不要だ！　神殿の権威をもってエダ本人に答弁を命じる！」

「オレたちは、神殿の突然の要求に応えようと、長い仕事の旅から帰ったその足で、疲れた体を引きずってここにやって来た。そして最大限の誠意をもって質問に答えようとしている。エダに答えさせないのは、未熟な答えをしてしまい、場を混乱させ、ケレス大神に不敬をせぬためだ。それをすら認めないというなら、オレたちは帰る」

「カシス神官。とりあえずは冒険者レカンに答えさせればよいではないですか」

「そうです。不都合が起きれば、その時点でエダ本人に発言させればよい」

「誰が何を答えようと、神の判定はくつがえらないのですから」

　四人のうち三人がこう言ったので、カシス神官もしぶしぶうなずいた。

「では、冒険者エダ。あなたが〈回復〉を発現させた、というのは事実ですか」

「レカンが答えます」

「事実だ」

「冒険者エダ。どのような場面で、どのように発現したのか、答えなさい」

「レカンが答えます」

「十八日の昼ごろ、エダは冒険者協会を訪れた。その帰りに、冒険者ギョームが血を流して苦しんでいるのをみかけた。ギョームは女ぐせの悪い男で複数の女と浮気しており、それが妻にばれて刺されたのだ。ギョームは冒険者協会で赤ポーションを借りようとしたが、途中で力尽きた。エダの〈回復〉により、ギョームはすぐに歩けるほどに回復した。そのあとギョームはこの神殿を訪れ、エダのことを報告して報酬を得た。だからギョームがどの程度の傷であり、どのように回復したのかは、神殿のほうで詳しく把握しているはずだ」

「あなたは、仕事の旅から帰った直後だとおっしゃった。そのわりに、十八日に何が起きたか、とても詳しくご存じですね」

「オレたちがコグルスに出発したのは十九日だ。そして冒険者というのは、さまざまな情報を得るつてを持っているものだ」

「なるほど。では、冒険者エダ。冒険者ギョームの傷のぐあいはどの程度であり、それがどの程度回復したのかを、あなたの目からみて答えなさい」

「レカンが答えます」

「この質問は、あなたでなければ答えられません」

「いや、その質問には、オレが答えるべきだ。なぜなら、第一に、エダは人の怪け我がや傷について客観的に説明できるような知識がない。第二に、〈回復〉はかけたものの、その効果を確認するまもなくギョームが立ち去った。第三に、エダは禁じられていた行為をしたことに動転していて、正常にものを観察したり判断したりできる状態ではなかったからだ」

「禁じられた行為？　それは何のことですか」

「エダが他人に〈回復〉をかけることを、オレが禁じた」

「なんですって！」

「なにを、ばかな」

「なにゆえ、そのような冒ぼう瀆とく的なことを！」

「冒険者レカン、あなたは何の権利があって、神の恵みにして神聖なる〈回復〉のわざを禁じたのですか」

「なぜなら、エダの使う〈回復〉の魔法は、オレが教えたものであり、まだまだ未熟であるからだ」

　場が一気に静かになった。

「冒険者レカン。あなたは、神のみわざである〈回復〉を、冒険者エダに教えたのがあなたである、とそう言ったのですか」

「そうだ」

　カシス神官は憎々しげな顔をしてレカンをにらみつけ、パジール神官はあいかわらず目を閉じ無言だ。他の三人は、ざわざわと協議を始めた。カシス神官の顔のしわは段々深くなり、ついに爆発した。

「このような茶番は、もうたくさんだ！　エダという小娘は、かたじけなくもケレス大神の祝福によって〈回復〉のわざを、その身に宿したという光栄極まる可能性を指摘されておるのだ。今すぐ、そのわざを証明させよ！　話はそれだけのことなのだ！」

「カシス神官」

「なんだ！」

「エダが〈回復〉を使えることは証明してやってもいい。だが、その〈回復〉がケレス神の祝福だと、お前は証明できるのか？」

「な、なにい！」

「エダ」

「はい」

「お前はケレス神殿に参拝したことがあるか？」

「ないよ」

「ケレス神を拝んだことがあるか？」

「ないよ」

「お前は〈回復〉を身につけたとき、ケレス神の祝福を感じたか？」

「いいや。べつに」

「お前は〈回復〉を発動するとき、ケレス神の名を呼ぶか？」

「呼ばないよ」

「聞いたか、カシス神官。エダが〈回復〉を身につけたのも、使うのも、ケレス神とは無関係だ」

「ふ、ふふ、ふふふふふっ。何を言うかと思えば。神の恩寵は広大なのだ。お前たち下賤の者が気づこうと気づくまいと、ケレス大神の大みかげは、あまねく万物をうるおし給たまうのだ。エダ本人が知らずとも、〈回復〉のわざが舞い降りているならば、それはケレス大神のおぼしめすところであるのだ」

「何を言っているのかよくわからんから、端的に聞く。この世のすべての〈回復〉は、ケレス大神の祝福によるものだと、お前は言っているのか」

「なっ」

「あらゆる術者が使う〈回復〉は、ケレス神が与える祝福であり、他の神々の祝福による〈回復〉などはこの地上に存在しないというのが、ヴォーカの町のケレス神殿の見解なのか」

「ば、ばかなっ。そのようなことは言っておらん！」

「では、ケレス神の祝福以外による〈回復〉が存在することを認めるのだな」

　ぎりぎりと、歯をかみ合わせる音が聞こえる。

「認める」

「では、エダが〈回復〉を使えるかどうかという問題に移ろう。これは結局、実際に術を行使してみるしかない」

「おお、それだ」

「とにかく、みてみなければ」

「本当にあの男が言ったような重傷が一瞬で治るとは信じられん」

「じゃが、服にべたべたついておった血と傷きず痕あとがまるでそぐわなんだのだ」

「だいたい準備詠唱がなかったなどと。それでは深手が癒えるわけがない」

「静まれ！」

　急ににぎやかになった三人の神官を、カシス神官が制した。

「冒険者エダ。今から〈回復〉を実演してみせるのだな？」

「レカンが答えます」

「実演するとも、ただしオレがな」

「なにっ。ふざけるな！」

「カシス神官。オレの話を聞いていなかったのか？」

「な、なに？」

「エダの〈回復〉は、オレが教えた。そして修得は不充分だ。だから他人の前で使うことは禁じている。禁じているものをこの場で実演させられるわけがない」

「なにっ。なんだと！」

　ここではじめてパジール神官が質問を発した。

「冒険者レカン。教えてくれ。〈回復〉で人を癒やす善なるわざを、未熟だからといって人前で行うことを禁じたのはなぜだ」

「それは怪我人のためであり、エダのためだ。わざは充分に身についていないし、心も育っていない。だから血をみれば動転し、術が失敗するかもしれない。そうなればエダは臆病になり、〈回復〉の習得に支障が出る。だから禁じているのだ」

「ふむ」

「屁へ理り屈くつを言うな！　とにかくエダに〈回復〉を行使させてみればいいのだ！」

「失敗したら、どうするのだ、カシス神官」

「なにいっ」

「こんな場でやれと言われても、緊張のあまり失敗するかもしれない。そして二度と発動できなくなるかもしれない。〈回復〉の使い手をこの世から一人消したいのか、カシス神官」

「なっ、なっ」

「カシス神官」

　若い神官が話しかけたが、カシス神官はレカンのほうをにらんだままだ。

「まずは冒険者レカンのわざをみてみましょう。そのあとのことは、それからでよいではありませんか」

　カシス神官は黙り込んだ。そして低くざらついた声を絞り出した。

「やってみろ」
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（やっとここまでこぎつけた）

　レカンは、心のなかで、ふうっと大きく息をついた。

　どう話を運ぶかをここに来る道中考え、エダに〈回復〉を使わせてはならないと気づいた。

　エダの〈回復〉は〈浄化〉を含んだものになる可能性がある。神官たちはその道の専門家だ。みのがしてもらえるとは思えない。だから、レカンが〈回復〉を実演することにしたのだ。

「では、〈回復〉を使ってみせよう。この右手の上に顕現させる。よくみてくれ」

「なに？　杖は？」

　レカンは右手を大きく前に突き出して手のひらを上に向けた。

　五本の長い指を、大きく開く。

（頼む）

（成功してくれ）

　実のところ、レカンが実際に〈回復〉で人を治療したのは、バンタロイへの旅の途中でヴァンダムに施術したのが最初で最後だ。その後も練習は重ねているし、エダが高次元の〈回復〉に覚かく醒せいしてから、その実験台になって発現のようすを何度もみている。しかし、それだけだ。

（もしもオレが失敗してしまったら）

（オレの言葉に説得力はなくなり）

（結局エダのほうに矛先が向く）

（それではまずいんだ）

（だからエダのために）

（頼む！）

「〈回復〉」

　静かな、しかし決然とした発動呪文のあと、レカンの右手の上には、緑色の光の玉が発現した。

「おお！」

「なんという」

「なんという強い光でしょう」

「なんという巨大さ」

「こ、これは」

　神官たちが驚いている。それほど巨大で力強い〈回復〉だ。

（ありがとうよ、神様）

　何の神とも知らず、レカンは自分を助けてくれた神に感謝を捧ささげてから、右手を一振りして緑の燐りん光こうを消し去った。

「おい。今の〈回復〉」

「準備詠唱が、ありませんでした……」

「ばかな！」

「確かに、発動呪文だけであった」

「カシス神官」

「何だ、レカン」

「今のは、オレの、正真正銘精いっぱいの〈回復〉だ」

「確かに〈回復〉だった」

「ケレス神殿の基準では、今のは初級か？　中級か？」

　カシス神官は無言だったが、パジール神官が答えた。

「あきらかに中級以上じゃ」

　ほかの神官も言葉を添えた。

「しかも、あの光球の大きさ。とてつもない回復量じゃろう」

「あれなら死にかけた怪我人の深手を一瞬で治したというのも信じられます」

　レカンは大きく息をついた。これで山は越えた。

「オレの弟子であるエダは、今みせたほどではないが、あれに近い〈回復〉ができる」

「おお！」

「素晴らしい」

「神のみわざは賛ほむべきかな」

「みた通り、オレの流儀では準備詠唱はない」

「そ、それじゃ！」

「いったいどうやって、あのような」

「そ、そうじゃ。偶然発動するような弱い〈回復〉ならいざしらず、今のような〈回復〉が準備詠唱なしで発現できるわけがない」

「ということは、ケレス神殿には、準備詠唱なしで〈回復〉を行使できるわざはないのだな」

　沈黙が降りた。

　答えたのはパジール神官である。

「準備詠唱は、術の精度を高め、効き目を強めてくれるのだ。当神殿では丁寧で正確な準備詠唱を重視しておる」

「神殿では、そうだろうな。だが、迷宮ではちがう」

「迷宮、だと？」

「そうだ。迷宮では一瞬が生死をわける。だからオレは、すべての魔法で準備詠唱を行わない」

　カシス神官が割って入った。

「すべての魔法で、だと？　レカン、きさまは魔法使いなのか？」

「本業は剣士だ。だが魔法も使う」

　再び長い沈黙が訪れた。今が撤収の好機である。

「今、オレが〈回復〉を使うという証明はしてみせた。エダはオレの弟子であり、〈回復〉も、その他の魔法も、まだまだ未熟だが成長している。いつか今みせたのと同じ〈回復〉もできるようになるだろう。お前たちの疑問には、これで答えた。オレたちは帰っていいか？」

「ま、待てっ」

「待つのだ、冒険者レカン！」

「カシス神官。どうしたらよいのでしょう」

　カシス神官が、ぐらぐら煮えるような目で、レカンをみあげている。

「レカン。エダも今のと同じわざが使えるのだな」

「同じではない。効果も弱いし制御も甘い。だが、質は同じだな」

「ならば当神殿として、冒険者エダの〈回復〉のわざは、ケレス大神の祝福であると認め、冒険者エダを当神殿の神官見習いとして受け入れることを提議する」

「カシス神官の提議に賛同します。新たな同胞の誕生です」

「あのわざが、わが神殿のものに。もちろん賛成です」

「即戦力だ。いや、いずれはさらなる高みに。私も大賛成です」

　パジール神官だけが、少しちがう判断を示した。

「冒険者エダのわざはケレス大神の祝福であるという証明はされていない。ただし、当神殿の神官見習いとして受け入れることは、本人と師の同意があれば賛同する」

「四対一で提議は承認された。冒険者エダ。お前は当神殿の神官見習いに迎えられる」

「断る」

「レカン。きさまには聞いておらん。きさまの用はすんだ。エダを置いて帰れ」

　やれやれ結局こうなるのか、とレカンは思った。だが今日の猿芝居はむだではない。この町に残るため、精いっぱいの努力をした。それはエダにも伝わったはずだ。そして神官たちの理不尽さや、神殿という場所の恐ろしさも、思い知ったにちがいない。

（さて、帰ろう）

（それにしても疲れた）

（これだから人間の世界はいやなんだ）

（迷宮に潜りたいなあ）

「エダ。行くぞ」

「うん」

　エダが手を差し出した。レカンは、その手を取った。まるでお姫様の手を取るように。

「どこに行く気だ、レカン」

「町を出る」

「出られると思っているのか？　ははは。出てもいいぞ。お前の家族がどうなってもいいならなあ」

「オレもエダも家族はいない」

「友人たちがいるだろう。その者たちも、この町では暮らせなくなるぞ」

　パジール神官がたしなめた。

「いいかげんにせよ、カシス神官。あなたの言葉は、とても神官が口にするような言葉ではない」

「ご老体はお黙りいただけますかな」

　パジール神官は、厳しい目でしばらくカシス神官をにらみつけたあと、身をひるがえして後ろのドアから退出した。

「カシス神官。お前、オレたちのことを調べてないな。オレたちがこの町に来たのはつい最近だ。友人などいない。いるとすればジェリコぐらいだ」

「ジェリコ？」

「猿だよ。男前の長腕猿ザンバルドゥだ」

　レカンは左手でエダの手を引き、右手でドアを押し開けた。

　後ろから、喉が破れるような大声が響いた。

「神の兵士たちよ！　その無礼者を捕縛せよ！」

　三人の神殿兵が駆け寄って、レカンに槍やりを向けた。エダの手をつかんだまま、レカンは前に進む。

　神殿兵たちは槍を構えたまま、後ずさる。

「何をしておる！　男は殺してもよい。女は生かして捕らえよ！」

　神殿兵たちが突きかかってきた。レカンはエダの手を放した。わざわざ〈収納〉から剣を出すような相手ではない。そのまま素手で三本の槍をさばき、一撃ずつ入れた。三人は吹き飛ばされ、壁や床に打ち付けられた。

　さらに一つドアを通ると細い回廊に出た。回廊の端にはドアがあり、張り番がついている。何か言いたげなようすではあったが、力づくでレカンを止めようとはしなかった。

　通路を何度か曲がり、やっと広間に通じるドアにたどりついた。もっと近い順路があるにちがいないが、案内された順路を逆にたどればこうなるのだ。

　広間に通じるドアを開けて祭壇の横に出た。来たときと同じように、参拝者たちがいた。だが、祈りを込めているのは二、三人で、あとの人間は、何か恐れを帯びた目でレカンをみている。

　一人の男がレカンに近づいて来て、小さな声で話しかけた。

「レカンさん。い、今、カシス神官が神殿騎士と神官と神殿兵を連れて正面扉から出ました。扉の前で迎え撃つって言ってましたよ。あなた、いったい何をやったんです？」

　レカンはこの男を思い出した。長腕猿の調教師で、パレードの主人だ。名は忘れた。

「このエダを神殿で引き取りたいと言うので、断った」

「えっ」

　レカンはそのまま正面扉に向かった。

　二つの扉は、来たときと同じように大きく開かれている。

　石段の下には、半円形に十人の神殿兵が立ち並び、槍を構えている。

　その後ろには立派な鎧よろいに身を包んだ男が二人いる。この二人は相当に腕が立つ。

　その横に二人、神官が立っている。二人ともかなりの魔力量だ。

　そしてカシス神官がいる。先ほどは着けていなかった首飾りを着けている。何かの恩寵品だろう。宝玉のついた腕ほどの長さの杖も持っている。先ほどより大きな魔力を感じる。

　レカンは石段を下りていった。

　カシス神官が、杖を掲げて呪文を唱えた。たぶん、準備詠唱はあらかじめ唱えてあったのだろう。

「〈硬直ガスト〉！」

　びりびりと体がしびれるのをレカンは感じた。しかし次の瞬間には体の異常はぬぐい去られ、レカンは、何事もなかったかのように次の石段に足を踏み下ろした。

「な、なに？」

　レカンは階段を下りきった。エダがあとに続いている。

　カシス神官は何やら呪文を唱えている。次の魔法の準備詠唱なのだろう。レカンは、立ち止まって準備詠唱が終わるのを待ってやった。

「〈睡眠スパール〉！」

　一瞬、意識が白いもやに包まれかかったが、すぐに異常は押し流された。この〈睡眠〉は、マラーキスが使ったのと同じ魔法だ。たしか初級のうちは、相手の体にふれていないと使えないと聞いた。ということは、これだけ離れた位置から撃てるカシス神官は、中級以上の使い手なのだろう。

　だが、マラーキスのほうがうまかった。あのときは、ほんの一瞬だが意識を失った。カシス神官は魔力量は多いかもしれないし、魔法の位階も高いかもしないが、使いこなしがぬるい。

「〈混乱ユトーレ！〉」

　一瞬、意識が濁るが、わずかな時間ののちレカンは正確な判別力を取り戻した。

「状態異常を起こさせる精神系魔法ばかりだな。カシス神官」

「ば、ばかな。どうして効かんのだ。そんなことがあるわけが」

　レカンは一歩前に進んだ。十人の神殿兵が、さっと槍を上げてレカンに突き付けた。

　このとき、レカンの胸のうちに、突然遊び心が湧いた。

　試してみたいことを思いついたのだ。

〈立体知覚〉で、十本の槍の穂先の位置を確認する。ほぼ静止している。いける。

「〈火矢〉」

　呪文を唱えたレカンの胸の前から十本の〈火矢〉がほとばしり、十本の槍の穂先は消し飛ばされた。

「おおっ」

「うわっ」

　神殿兵たちは、驚きをあらわにして後ずさった。

「な、何だ、今のは。今のは何なのだ」

　カシス神官があわてふためいている。

　二人の神殿騎士は剣を抜いた。

（いい剣だ）

（そして、いい闘気だ）

　レカンは、左手で外がい套とうの襟を立て、その内側に右手を入れて、〈収納〉から〈ラスクの剣〉を引き抜いた。

　そして目の前の敵集団に、全力の殺気を浴びせた。

　最前列の十人の神殿兵は硬直し、神殿騎士二人は足を止め、神官二人は詠唱を中断した。

（まてよ）

（神官を殺してはならないと言われていたんだったな）

（手足を斬きり落とすぐらいはかまわんのかな）

　そのとき、静かな、しかし凛とした女の声が響いた。

「あなたがたは何をしているのですか」
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　石段の上に、三人の神官が立っている。

　中央に立っている神官は老人で、立派な服を着ている。

　右側はパジール神官だ。首飾りを着け、大型の杖を持っている。

　左側にいる小柄な老女神官は孤児院の院長だ。質素な服を着ている。今の声の主だ。

「カシス神官。神殿長に断りなく神殿騎士や神殿兵まで駆り出して、いったい何をしていたのかしら」

「副神殿長。私は私の判断で、神のみつとめを果たしていたのですよ」

　あの老女神官が副神殿長だったのだ。

「そのみつとめとは何ですの」

「あなたと私は同格の三級神官。問い質ただされる覚えはありませんな」

「これは神殿長のご意志のもと、お聞きしているのですよ。そうですね、神殿長」

「うむ」

「答えてくださいな、カシス神官」

「神殿長、お喜びください。わがケレス大神の祝福を受けた、新たな〈回復〉持ちが誕生しました。ところがこの大男が、〈回復〉持ちの少女を誘拐して、そのまま町を出ようとしている。ですから私は、神殿騎士と神殿兵に、少女を助けるよう命じたのです」

　エダは、後ろからレカンに抱きついた。

「少女はずいぶん大男になついているようねえ」

「脅されているに決まっているでしょう！　この大男がどんなやつか、みればわかるではないですか！　荒くれ男だ！　無法者だ！　神を神とあがめることを知らず、人の情など持たない男だ！　生きる価値などない、ごみくずのような男だ！」

「ちがう」

　見物している参拝者たちのなかに、ぽつりとつぶやいた者がいる。その男は周囲の注目を集めてしまったことにあわてた。副神殿長はその男に聞いた。
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「ドニさん。何がちがうのですか？」

「れ、レカンさんは、やさしい人です。ぼくはパレードを森に逃がそうとしたけど、レカンさんは、パレードにとっての本当の幸せは何かを考えろと言ってくれました。そしてパレードを鍛えてくれました。だからパレードは勝てたんです。レカンさんは、しなくていい面倒を買って出て、ぼくとパレードを助けてくれたんです。み、みかけは魔王みたいだけど、レカンさんは心の温かい人です」

「そうなのね。よく教えてくれました。ザカルさん。あなたも言いたいことがあるようね」

「えっ？　おいらですか。いえ、あの。その黒い大きな冒険者さんは、フォベアじいさんの家を片付けてくれた人です。おいら、みてました。誰も動かせなかった大きなたくさんの石を、たった四日ほどで全部きれいに片付けちまった。奉仕依頼の安い報酬で。近所のもんは、みんな感心してます。冒険者にも、あんないい人がいるんだなって。か、顔はこわいけど」

「そうですか。よくわかりました」

「だ、だまされているんだ！　脅されているんだ！　そうでなくても、そんな愚かでくだらんやつらの証言に、意味などありはせん！　レカンは人でなしだ！　聖職者への礼節など知らん男だ！」

「いいかげんにしなさい。カシス神官。あなたは、ケレス神殿法第三条を知っていますか」

「無礼な！　わしは神殿法のすべてをひと言の間違いもなく覚えておる！」

「では暗唱しなさい」

「〈ケレス神殿は、他の祝福を祝福する〉！　どうだ！　これで満足か！」

「その条文の第一解釈は、他の神殿と争わないということです。これは今はいいです。第二解釈は、領主の権限を侵さないということです。エレクス大神に授けられ王権によって定められた領主と争うことは、ケレス神がお喜びにならないからです」

「そんなことは、今さら講釈してもらうに及ばん！」

「では、二度にわたってこの町を救い、領主の推薦によって冒険者協会から金級を授けられた冒険者を、あなたは何の権利があって町から追い出すのですか」

「…………は？」

「冒険者レカンと冒険者エダは、金級冒険者ニケと三人でパーティーを組んでいます。レカンさんとエダさんが町から出ていかなくてはならなくなったら、ニケさんも町を出ます。領主に何の断りもなくこの町唯一の金級冒険者を排斥する行為は、明らかにケレス神殿法第三条第二解釈に抵触します」

「ま、待て」

「第三解釈は、冒険者と争わないということです。神の恩寵があふれる迷宮を探索して、恩寵の品々を地上にもたらす冒険者は、神に祝福された存在であり、地上の法とは別の領域で生きているからです。今まで神殿がどれほどの犠牲をはらってこの第三解釈にたどり着いたか、あなたはご存じないのかしら」

「ちがう！　それはちがう！　第三解釈が適用されるのは、ごく一部の本当に力ある冒険者だけだ！　迷宮の深層を探索する真に強力な冒険者だけだ！」

「〈炎槍バンドルー〉」

　石段の左側の巨大な魔獣の石像が、台座だけを残して消し飛んだ。レカンのしわざである。

「ば、ば、ば……ばかな」

「あらあら、すごい破壊力ね。魔法の防御もものともしていないし。それに準備詠唱なし。とんでもないわねえ。レカンさんが本気になったら、この神殿も、あっというまに瓦が礫れきにされそうね」

「ああ」

「でも、今のは余分だったわね」

「…………」

「カシス神官。レカンさんは、ゴルブル迷宮を二度踏破して、迷宮の主から金ポーションと〈ハルトの短剣〉を得た凄腕冒険者よ。しかも二度ともソロだったの」

「な、な、な」

「そんな強力な冒険者を敵に回すことは、明らかに第三解釈に抵触します」

　口をぱくぱくさせるカシス神官に、副神殿長は、さらにたたみかけた。

「エダさんはケレス神に祈ったことも神殿に足を踏み入れたこともない。だからエダさんの力はケレス神の祝福ではない可能性が高い。にもかかわらず、あなたはケレス神の祝福だと決めつけた」

「し、神官による合議だ」

「そして当人が神殿への所属を拒否すると、家族がどうなってもいいのか、友人もこの町にいられなくなるぞと脅しをかけた」

「そ、それは、周囲から説得してもらうという意味だ。それに、才能ある〈回復〉持ちの保護は、神殿の義務であり権利だ」

「カシス神官」

「なんだ」

「レカンさんを神殿が町から追い出すなら自分も町を出る、と薬くす師しシーラさんがおっしゃっています」

　これを聞いて、カシス神官は驚きを顔に浮かべた。神殿長とパジール神官も、ぎょっとした顔をした。

「レカンさんは、この町ではじめてシーラさんが弟子にした人よ。とっても目をかけていて、今秘伝を伝授している最中なの。シーラさんが町を去れば、シーラさんの薬が薬屋に卸されることもなくなる。薬屋たちが献納してくれている薬も質や量が落ちる。献納自体がなくなるかもしれない。そうなれば神殿の体面にも大きな傷がつくし、施療活動は深刻な打撃を受けるわね。町の有力者たちの怒りも買うことになる。これほど大きな不利益を、神殿はがまんできない」

　もはやカシス神官の顔は蒼そう白はくだ。

「神殿長。ご判断を」

「うむ。カシス神官の神官位を一時的に剝はく奪だつする。正式の処分は神官会議で決める。神殿兵は、カシス元神官を拘束せよ。法具はすべて取り上げるのじゃ。わしが許可する者以外と面会させてはならぬ」

　神殿兵たちがカシス神官を連行していった。それをみおくってから、副神殿長は笑顔をレカンに向けた。

「さてと、レカンさん」

「うん？」

「神殿があなたとエダさんに働いた失礼をおわびするわ」

「ああ」

「でも神殿は、そんなに恐ろしい場所じゃないのよ。〈回復〉持ちを集めているのは確かだけど、所属したからといって監禁するわけじゃないし」

「そうか」

「でも今回は、ちょっとやり過ぎだったわね。今後、当神殿は冒険者エダに対し、所属するよう強制しないことを、お約束するわ」

「助かる」

「ところで、あなたは今ゾーグス神の神像を破壊してしまった。これはまずかったわ。守護神を壊されて、ドニさんが悲しんでいるわよ」

「魔獣の像だと思ったんだ。何の神の像だったんだ？」

「あらあら。そこからなの。魔獣神ゾーグスよ。あらゆる動物の繁栄と幸福を支えみまもる神なの」

「そうか。神像を壊したことは謝罪する。新たに像を造る経費は献納させてもらう」

「謝罪は受け取ったわ。献納は喜んで受け取ります。でも、お金の問題ではないのよ。このままでは、冒険者レカンは、ケレス神殿の神聖を認めず、神殿の活動に不満を持ち、神像を破壊するという冒ぼう瀆とくを行って悔いもしない不敬の徒ということになり、ケレス神殿は、神殿長と副神殿長まで出ていながら、冒険者レカンの誤解を解き悔い改めさせることもできなかった、ということになってしまうわ」

「どうすればいい」

「そうねえ。九日間の奉仕を命じます。孤児院でのね。こどもたちが、あなたを待ちわびているの。奉仕日はあなたの好きにしていいわ」

　そんな目に遭うぐらいなら、このまま町を出たほうがましだ、とレカンは思った。

　しかし、その場合、エダは責任を感じてしまうだろう。それに、シーラが町を出る理由がなくなった。となると、レカンもこの町にとどまらないと、薬のわざを学ぶことがむずかしくなる。

「……承知した」

「そう。よかったわ。こどもたちも大喜びね」

　副神殿長は、しわだらけの顔をにっこりとほころばせた。
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　シーラの家に行くと、ニケではなくシーラがいた。

「お帰り」

「ああ」

「あっ！　シーラさん。帰ってたんですね」

「久しぶりだね、エダちゃん」

「うほっほ」

「ジェリコもひさしぶり。ほら、お土産の干し果物盛り合わせだよ」

「ほっほーー」

「ちょうどお茶が入ったところだよ。飲もうかね」

「シーラさんのお茶はおいしいから、大好きです」

（うん？）

（いつのまにかエダの口調が変わっているな）

　シーラの茶はうまかった。疲れがとれる味だった。

「うまくいったね」

　レカンとエダは神殿からまっすぐにここに来た。だがシーラは、神殿で何があったかをすでに知っているようだ。

「レカン、よく頑張ったね。ご苦労さん」

「ああ」

「だけど、最後にゾーグス神像を壊しちゃったのは、まずかったね」

「ああ」

「おかげで無償奉仕をしなくちゃならなくなった。九回もね」

「ああ」

「あんた、馬鹿だね」

「…………」

「シーラさん、孤児院の仕事って、無償なんですか？」

「今回の場合はそうだろうね。仕事じゃなく奉仕さ。レカンが神殿の孤児院に無償奉仕することで、神殿を敬ってるってことになるのさ」

「そうなんですね。ところで、ニケさんはどこに？」

「ニケはあたしが用事を頼んだんで、しばらく町を出てる」

「シーラ。聞きたいことがある」

「何だい」

「オレとエダが神殿に行く必要があったのか？　オレが迷宮踏破者であることと、オレとエダが町を出ればニケとシーラも町を出るということを神殿に伝えれば、それですんだんじゃないのか？」

「レカン」

「うん？　どうした、エダ」

「あんたとあたいが町を出たらニケさんも町を出るとは言ってくれた。でもシーラさんは、そんなこと言ってないよ。副神殿長はそんなこと言ってたけど、あたいたちは、このことをシーラさんと話し合ってさえいない」

「お前」

「うん？」

「急に頭がよくなったな」

「エダちゃん。それはニケからあたしが事情を聞いて、副神殿長に伝えたのさ。レカン、それじゃだめだよ」

「何がだ」

「それじゃ、カシス神官が収まらない。自分が目をつけた〈回復キリーム〉持ちの勧誘を禁じられてしまうんだからねえ。その場合、あんたやエダちゃんの弱みを探し、からめ手で、じわりじわりと攻めてきただろうよ。そういうのとやり合うの、あんた、嫌いだし苦手だろう？」

「嫌いだし苦手だ」

「あの手合いはね、裏でごちゃごちゃやらせたら、そりゃあもう面倒なんだ。だから手っ取り早く怒らせて、ぼろを出させてたたきつぶすのが一番いいのさ」

「オレが行けば、やつが怒ってぼろを出すと思っていたのか」

「そりゃ、そうなるだろうさ。あんたは神官の権威なんかへとも思っちゃいないし、カシス神官のような種類の聖職者は、自分を敬わない人間を許せないからね」

「副神殿長とのあいだで打ち合わせができていたわけか」

「あのばばあは、能力は高いくせにめんどくさがり屋でね。でも、今回はドブネズミを檻おりに入れる絶好の機会だからってんで、協力してくれたんだよ。といっても、カシス神官は、悪評もあったけど、神殿への貢献度も高いし、いろいろ人脈もある。後始末は大変さね」

「シーラ」

「何だい？」

「知覚系魔法に〈遠耳ボイドロウ〉というのがあったな」

「あるね」

「どのぐらい遠くの物音や会話が聞けるんだ？」

「普通は隣の部屋とかの会話を聞ける程度だね。砂漠のなかで人がいない所なら、何千歩も先の声が拾える場合もあるけどね」

「歴史上最もすぐれた魔法使いなら、ここから神殿の会話を聞けるかな」

「その魔法使いが神殿の位置や形を正確に把握してたらできるかもしれないね」

「なるほど。ところでカシス神官は追放されるのか」

「なんでそんな危険なことをしなくちゃならないんだい。あんなものを野放しにしちゃいけないよ」

「ということは、ここの神殿で飼い殺しにするのか」

「そうだろうね」

「そうだ。聞きたいことがあったんだ」

「へえ？」

「オレは、何十本もの〈火矢ベイアーツ〉を同時に撃つことができた。だが、ちゃんとした撃ち方がわからないし、それ以上の数の〈火矢〉を同時に撃つやり方がわからない。イメージがつかめないんだ。撃ち方を教えてほしい」

「うーん。あれをねえ。まあ、いいか。近いうちに教えたげるよ。それより、あんたたちのこれからのことだ」

「オレたちのこれから？」

「あたいたちの？」

「〈回復〉の上達には、やっぱり実際に怪我や病気を診て、それを治す経験を積むのが一番いい。エダちゃんが〈回復〉を使えることは、もう噂うわさになってるし、神殿のほうも取りあえずは心配しなくていい。となると、施療師のとこに修業に行っても何の差し支えもないだろうさ」

「ほう」

「施療師、ですか」

「この町にノーマっていう女施療師がいる。魔力量は少なくて、魔法の才能も低い。だけど、病気と治療と薬草に関する知識は大したもんだ。そこにひと月ほど、あんたたちを貸し出そうと思ってるんだよ」

「貸し出す？」

「ってどういう意味ですか？」

「深い意味はないよ。あんたたちは、あたしの弟子で、治療の実際を学ぶために、一時的にノーマの弟子になる。ノーマはあんたたちの〈回復〉と魔力を利用して、自分の施療だけじゃ治せない患者を治す。給料も出ない代わり、授業料も払わない。だからまあ、貸し出しさね」

「期間は？」

「どれくらい行くんですか」

「十日や二十日じゃ中途半端だ。四十日、つまり一か月でどうかと思う。まあ、先方との相談次第だけどね」

「シーラ。エダを迷宮に連れていきたい」

「えっ」

「ほう。何でだい？」

「オレが教えられる一番得意なことは、やはり迷宮探索だ。それに、エダに少し稼がせてやらないと、装備もそろえられん」

「そうだねえ。今の装備じゃ、何をするにもお話にならないねえ」

「え？　今の装備じゃだめなの？」

「だめだ。その服には、まるで防御力がない。いくら遠距離が得意でも、接近戦をしないわけにいかない。それと武器も買わないといけない。取りあえず弓と短剣だな」

「えっ？　〈イシアの弓〉は、もう返さないといけないの？」

「あの弓はやる。だが主武器にはするな」

「どうして？」

「〈イシアの弓〉は威力の上限が決まっていて、いくら強く引いても一定以上の威力が出ないから、強い敵には通じない。それに〈イシアの弓〉を使ってると、普通の弓を使う距離感が狂うし、弓使いにとって最も大切な、引く力が育たない。何より、使っていれば、いずれは壊れる。そうしたら、どうする気だ？」

「そうか、いつかは壊れちゃうんだ」

「特定の装備に頼り切った戦いしかできない者は、その装備を失ったとき、死ぬ」

「え」

「それが冒険者だ」

「それが……冒険者」

「なるほどね。そういうことなら、いいんじゃないかい、迷宮探索」

「どこの迷宮がいいだろうか」

「スケルスの北に迷宮があって、そこなら近いけど、物足りないだろうねえ。やっぱりニーナエかねえ」

　ニーナエ迷宮はヴォーカの南東にある。領主は子爵だ。距離的にはバンタロイよりずっと近い。

「ニーナエか。たしか四十五階層だったかな」

「いくらあんたでもソロで踏破はできないだろうね。エダちゃんの訓練がてらに行くんなら、いいとこ二十階層どまりかね」

「よし。そこにしよう」

「じゃあ、ノーマのところでの研修が終わったあと、一か月あげるよ。それだけありゃ、ニーナエまで行って、ある程度探索して、戻ってくることができるだろうよ。そのあとは次の薬草採取が待ってる」

「わかった」

「ノーマのところに一か月といっても、毎日行くわけじゃないだろうからね。時々はあたしのところに顔をお出し」

「わかった」

「わかりました」

「ジェリコとレカンには、それより先にやってもらわないといけないことがある」

「ほ？」

「何だ？」

「できた薬を薬屋に届けてほしいのさ」

「うほうほっ」

「それからねえ、レカンとエダ。あんたたち、引っ越したらどうだい」

「うん？　どこにだ」

「それって、もしかして、一緒にってことですか」

「チェイニー商店が、ここの近くに持ってる貸家が空いてるんだ。あそこなら、ジェリコを使いに出せるしね。あんたたちの今の宿は遠すぎるし、六か月はこの町にいるんだ。家を借りちまったほうがいい」

「なるほど」

　レカンは、ジェリコとともに、五つの薬屋に薬の詰まった樽たるを届けた。どこの店でも、泣かんばかりに喜ばれた。シーラの薬は品切れになっていて、顧客の要望に応えられなかったからだ。

　レカンとジェリコが薬を運んでいるあいだ、エダはシーラから、〈火矢〉の手ほどきを受けたが、発動の気配もなかった。エダはこの系統に適性がないのかもしれない。

　そのあと、チェイニー商店の番頭の一人であるダンスに案内され、レカンとエダは貸家をみた。

　古くてこぢんまりした家だが、井戸もあるし、一通りのものはそろっている。何より頑丈で高い外壁を持ち、玄関扉が分厚くてかんぬきもしっかりしているのがいい。値段も安い。すぐに契約を決めた。

　レカンはすぐ住むつもりだったが、エダは掃除をしたり、家具を調えたりしなければならないと言う。結局エダに準備を任せ、レカンは三日後に合流することになった。
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「おや、どうしたんだい、レカン。なんか、ぼろぼろって感じだよ」

「孤児院に行った」

「そりゃ、ご苦労さん。エダちゃんも一緒だったのかい？」

「いや、エダは家の掃除と買い物をしてるはずだ」

「お金は渡したのかい」

「……いや」

「あとでちゃんと渡すんだよ」

「ああ」

「それで、孤児院は、どうだった」

「オレの顔をみると、こどもたちが歓声を上げて群がってきた」

「よかったじゃないか。好かれてるんだ。たった一回行っただけで大人気だね」

「群がってきたのが〈赤猿ウルドゥ〉だったのなら、皆殺しにできたんだが」

「孤児院に奉仕に行って、こどもたちを皆殺しにしてどうするんだい」

「わかっている。だから剣を抜くのはがまんした」

「あたりまえだよ。それで？」

「そのうち、しゃがめ、しゃがめと言い出した」

「へえ？」

「反論するのが面倒だったので、しゃがんだ。すると、肩やら頭やらにこどもが登り始めた」

「目に浮かぶようだね」

「押し合いをするので、次々にこどもが転落する。それをやわらかく受け止めるのがむずかしかった」

「あんたほどの反射神経なら、むずかしくはないだろうさ」

「うっかり力を込めると握りつぶしてしまいそうで、相当の注意が必要だった」

「あ、なるほどね」

「うるさいんだ」

「うん？」

「こどもというのは、うるさいんだ。果てしなく」

「そういうもんさね」

「耳のすぐ横で、けたたましい声を上げ続けるんだ。あれは一種の精神攻撃なのだろうか」

「そんなわけないだろう」

「その次は、歩け、歩け、とわめき立てた」

「まあ、それが順序ってもんだね」

「オレは考えた。一人ずつだと大変な時間がかかってしまうと」

「うん？　それで？」

「一度に五人を乗せて歩いた。ほかの子は、あとからぞろぞろついてきた。両足には一人ずつしがみついていた」

「なんとまあ、やるもんだね。まあ、あんたはでっかいからねえ」

「こどもの数は二十九人だった。六回で終わった」

「おめでとうさん」

「だが、終わりではなかった」

「へえ？」

「やっと終わったと思ったオレに、こどもたちは言った。もう一回、と」

「ありゃあ」

「三度目の行進が終わったとき、オレはたまらず、〈収納〉から赤ポーションを出して飲んだ」

「それはちょっとちがうんじゃないかい」

「それをみて、こどもたちの一人が言った。ぼくたちには、お菓子ないの、と」

「飴あめ玉か何かにみえたんだろうね。赤いしね」

「オレは思い出した。ザイカーズ商店でもらった菓子の袋を」

「あたしたち一人一人に一袋ずつくれたね」

「それを取り出して、配り始めた。こどもたちは正気を失ったように騒いだ。あれは狂化の一種なのだろうか」

「ちがうと思うよ」

「ところが、大変なことが起きた」

「へえ。何だか聞くのが楽しくなってきたよ」

「二十五個しかなかったんだ。菓子が」

「それで？　それで、どうしたんだい？」

「最後のほうのこどもたちは、自分たちに菓子が行き渡らないのではないかと気づき始め、次第に不安そうな顔になっていった。オレも、菓子がなくなったらどうすればいいんだろうと思いながら、菓子を渡していった」

「うんうん。それで？」

「二十五人目の子に菓子を渡したとき、あとの四人は、もう泣きそうな顔になっていた。だが、その瞬間、オレは思いついたんだ」

「何をだい？」

「〈赤猿〉の群れが襲ってきて、矢の数が足りなかったら、どうするか。決まっている。ナイフを投げるんだ。ナイフがなければ石でも棒でもいい。とにかく投げつけるんだ」

「まさか石を投げつけたんじゃないだろうね」

「そんな非常識なことはせん」

「あんたに常識を説かれるとは思わなかったよ」

「オレは、四人のこどもに、にっこり笑いかけた。こどもたちの顔は引きつった」

「あんた、自分の笑顔の威力をわかってないよ」

「オレは言った。よく最後までがまんしたな。最後まで待った者には、一番いいものがある」

「よけい期待させてどうするんだい」

「そう言いながら、〈収納〉に右手を突っ込み、必死で念じた。何かうまい物をと」

「もはや隠そうとしてないね、〈収納〉を」

「オレの右手は干し肉の塊をつかみだした」

「あ、あの干し肉かい。あれはうまかったねえ」

「オレは、二十六人目の子に言った。手をお椀の形にしろ」

「ふん？」

「そしてオレは立ち上がり、左手に干し肉の塊を持ち、右手で〈収納〉から聖硬銀レシャラードの剣を出した」

「すごいものを持ち出したね」

「持っているなかで一番切れ味のよい剣なんだ。剣を手にすると、オレの心は落ち着いた」

「装備に頼るなって、誰かに説教してなかったかい？」

「そして、干し肉を放り上げ、剣を振るった。干し肉は四つに切れて、二十六人目のこどもの手のなかに落ちた。みまもるこどもたちから歓声が上がった」

「お見事」

「すると、二十七人目のこどもも、立ち上がって手をお椀の形にして、期待に目を輝かせた」

「そうなるだろうね」

「オレはまたも干し肉を取り出し、同じことをした。二十八人目のこどもにも、同じことをした。二十九人目のこどもにも同じことをしようとしたが、もう干し肉がなかった」

「おやおや、弾切れかい」

「もう食べ物はなかった。ちょうど〈収納〉のなかの食べ物を整理した直後だったんだ」

「そのピンチを、どう乗り切ったんだい？」

「それでも、食べ物をと念じると、岩塩が出てきた」

「そりゃ、お菓子の代わりにはならないねえ」

「オレは、その岩塩をみて、あることを思いついた。むかしある王宮でみた美しい宝玉の色とよく似ている、と」

「へえ？」

「左手でひょいと岩塩を空中に放ると、聖硬銀の剣で削った。またも左手で岩塩を投げ、剣で削った。何度も何度もそれを繰り返した。そのときオレの頭にあったのは、あの美しい宝玉を再現するという、そのことだけだった。気がつくと、あの宝玉そっくりの色と形をした岩塩が手の上にあった」

「あんたは結局問題を剣で解決するしかない男なんだねえ」

「オレは剣技の新しい境地にたどり着いたかもしれん」

「それはどうでもいいよ。こどもの反応はどうだったんだい？」

「オレは二十九人目のこどもに岩塩を渡し、これはしょっぱいけど、とてもおいしい菓子だ、と言った」

「噓うそじゃないか」

「その子は目を輝かせながら、食べるのなんてもったいない、と言った」

「もしかして、二十九人目の子は、女の子だったのかい？」

「そうだ」

「あんた、ついてるよ」

「オレは言った。そのしょっぱい菓子を食べれば、その菓子のように美しくなれると」

「急に口がうまくなったもんだ」

「ところが、その二十九人目のこどもが、こう言った。狼のおじちゃん、今日は、お花はないの」

「お花？」

「この前孤児院に行ったとき、森で採取した花を〈収納〉にしまっておいて、それを目の前で取り出して渡したんだ」

「へえ。しゃれたことをするじゃないか」

「オレは、今日は花はない、と答えた」

「それはちょっと冷たいね」

「前回花を土産にした。今回同じことをしてもつまらんだろう」

「女はね、何回でも花を贈ってほしい生き物なんだよ」

「なに？　とにかく、二十九番目のこどもは悲しそうな顔になり、泣き出してしまった」

「あちゃあ」

「すると、ほかの子たちも泣き出してしまった。ついには女の子全員が泣き出した」

「そりゃ困った」

「オレは大声で叫んでしまった。今度来るとき、女の子全員に花を持ってくると」

「そうしたら、どうなった」

「こどもたちは、ぴたりと泣きやんだ。二十九番目のこどもが言った。狼のおじちゃん、お花は一つだけなの」

「ありゃまあ」

「オレはそのとき、少し意識が飛びかけていたかもしれん。つい、一人に二つやると言ってしまった。女の子たちは、きゃっきゃと喜んでいた」

「その次に何が起きたか、予想がつくよ」

「二十六番目の子が言った。おっちゃん、男にも何かくれよと」

「むしられてるねえ」

「もう、あそこには行きたくない」

「やれやれ。まあ、仕方ないさね。いさぎよく、〈つけた火に炙あぶられる〉んだね」

「なんだ、それは？」

「昔話だよ。旅人が森で炎狼バンジェ、つまり炎バンをはく狼ジェと出くわしてね、炎狼につけさせた火で炎狼を焼いて食っちまう話さ」

「炎狼という魔獣がいるのか」

「そっちかい。魔獣じゃないよ。神獣さ。正しくは炎狼じゃなくて白炎狼スルバンジェというんだけどね。実際にみた人はいないよ。そういう伝説があるだけさ」

「ただの言い伝えなのか」

「そういうことになってるね」

　すすけてうつろな目をしているレカンが気の毒になったのか、シーラはねぎらいの言葉をかけた。

「お疲れさんだったね」

「ああ」

「ところで、施療師ノーマのほうは、いつでも来てくれと言ってる」

「そうか。エダは、家の掃除と準備に今日明日かかると言っていた」

「ふうん。じゃあ、明後日からだね」

「明後日、家に行って、エダがいいと言えば、その足でノーマのところに行くことにしよう」

「てことは、あんた、明日は暇なんだね」

「ああ」

「じゃあ、魔法の稽古をつけたげるよ」

「それはうれしい話だ」

　レカンはすっかり元気になった。
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　翌朝、レカンとニケは、西門を出て南西に向かった。

「よし。ここならいいだろう。さてと」

　ニケは、杖つえを取り出した。握りの部分に碧あおく大きな宝玉がついている。

「見本は一度しかみせない。よくみて心に焼き付けるんだ」

　ニケは杖を顔の前に構えて目を閉じた。

　ゆっくりと魔法を体の中心に集めている。

　レカンに理解しやすいよう、速度を落として実演しているのだ。

　腹の底にためた魔力をぐるぐる回している。

　魔力が渦を巻いて増幅してゆく。

　よどみなく、むだなく、魔力は移動してゆく。その動きのなめらかさは、みとれるほどに美しい。

　魔力は右腕を通り、吸い込まれるように杖にたまる。たまった魔力はじっとしているわけではなく、杖のなかを旋回しながら、新たな魔力を呼び込んでいる。

　連続的に送り込まれた魔力は、杖のなかで練り上げられ、圧縮されてゆく。

「〈驟火ガイルベイ〉！」

　毅き然ぜんとした呪文とともに宝玉は閃せん光こうを放ち、何千という火の矢が飛び出し、高々と空に舞う。そして曲線を描いて方向を変えたかと思うと、空の高みから圧倒的な威力をもって、大地に降りそそいだ。

　けたたましい音を立てて大地は削られ、土煙が高く舞った。

　収まったとき、木々は無残にへし折られ、大地はえぐられて、風景が一変していた。しかもその範囲の広さがただごとでない。

「威力があるようにみえるけどね。膨大な魔力を使うわりに、一撃一撃の貫通力は大したことない。いい装備をした敵なら倒せない。それでも使い方によっては一撃で戦況を変えられる。ふつう、この魔法を使うときは、魔法陣を描いて数人がかりで魔力をためて、巨大な魔石を使いつぶして発動する。準備詠唱も、ちょっとややっこしい。だけど」

　持っていた杖をレカンに渡した。

「今のあんたなら、魔法陣なしに撃てるはずさ」

　レカンは杖を右手で持ち、頭の前に掲げて目を閉じた。

　感じる。

　額のすぐ下、目と目のあいだあたりから自分の魔力が流れ出て、杖の宝玉と共鳴している。うっかりすると、魔力をごっそり吸い取られそうな気配がある。充分に時間をかけて、レカンは杖の特性と自分の魔力をなじませた。

　ゆっくりとレカンは魔力を腹に集めていった。そしてある程度の量が集まってから、ぐるぐると回し始めた。体中から流れ込む魔力という魔力を、一つの巨大なかたまりに凝縮してゆくのだ。

　ここからがむずかしい。

　さきほどニケがやってみせた何げない魔力の移動は、扱う魔力が多ければ多いほどむずかしい。たぶん、ふつうは大きな魔力の損失が起きるため、それを補うために、魔法陣や魔石を使う。

　ここでレカンは最初の驚きを味わった。もう限界に近い量の魔力を下腹に送り込んだと思ったが、魔力のかたまりは、まだまだ多くの魔力を要求している。

　驚きながらもその要求に応え、レカンは連続的に魔力をそそいでゆく。体のあちこちがはじめての事態に困惑しながらも、レカンの要求に応じて魔力を生み出してゆく。

　まさかこれほどの魔力を一度に扱えるとは。もちろんこれは、杖が助けてくれているのだ。

　そしてその魔力を右腕を通して杖に送り届けようとして、二度目の驚きを味わった。困難そのものに思えたその作業が、するりと何のさまたげもなく成功したのである。

　杖というのが魔法の行使においていかに有用な道具であるか、レカンはこのときはじめて知った。

　そうしているあいだにも、魔力は次々に杖に送り込まれてゆく。一方では体から集めた魔力を体内で循環して圧縮し、他方では圧縮した魔力を右腕から杖に送り届け、さらに杖は魔力に螺ら旋せんを描かせて蓄積してゆく。この杖には、レカンの膨大な魔力をいともあっさり受け入れるだけの容量があるのだ。

　もはや発動のときは近い。

　レカンは先ほどニケが現出した光景を、鮮明に頭のなかに思い浮かべた。

　千本どころか万本にも達する〈火矢〉が、杖の宝玉から生み出されてゆく光景を。

　力強く飛び出した無数の〈火矢〉が、空高く舞い上がる光景を。

　そして急速な曲線を描いて軌道を変え、すべての〈火矢〉が大地に襲いかかる光景を。

　来る。

　来る。

　魔力が完全に集束を終え、爆発的な展開をしようとする、その瞬間が。

　そして、その時は来た。

「〈驟火〉！」

　杖も自分も粉々に砕け散ってしまうのではないかと思えるほどの暴力的な噴出が起きた。だが、制御はしっかりと握ったままである。万本の火の矢がたった一つの杖から生み出され、すさまじい勢いで上昇する。

（今だ！　曲がれ！）

　レカンの心が命じた命令にしたがい、火の矢たちは一斉に方向を転換した。

　大地に地獄が生まれた。

　それほどの閃光と爆発であり、衝撃音だった。

　静まらぬ土ぼこりに包まれて、くらっと意識がゆらぐのを感じる。

　あわてて〈収納〉から青の大ポーションを取り出して飲んだ。

　一個目の青ポーションの効果は絶大で、枯渇した魔力をたちまちのうちに補充してくれた。

「まあまあってところかねえ。ちょっと力任せだけど。これが、〈火矢〉を発展させた光熱系上級攻撃魔法〈驟火〉さ」

　このあとは昼食時間となった。たき火をたいた。寒くはないのだが、たき火の熱は心地よい。

　ニケはスープを飲みながら、独り言のようにつぶやいた。

「むかし、魔法の才能のあるぼうやがいてね、ひょんなことからあたしが面倒をみることになって、あたしはその子に魔法を教え込んだのさ」

　レカンは、炙った塩漬け肉をかじりながら、聞くともなしに聞いていた。

「やがてその子は成長し、一人で〈驟火〉を発動させ、敵の歩兵を壊滅状態に追い込むことができるほどになった」

　それでは以前聞いた魔法使いというのは、ニケの弟子だったのだ。

「ところがその子は、何もかも力ずくでやるようになっちまってねえ。味方だった貴族に憎まれて、そりゃあみじめな死に方をしたのさ」

　ニケは〈移動トリムル〉で、端にあった薪たきぎをひょいと中央に移動した。ぱちぱちと音を立てて火の粉が舞った。

「どんなに強いやつでも、呪いの一つ、毒の一つ、裏切りの一つで、簡単に死んでしまう。人間てのは、そういうもんだ」

　レカンはニケをみた。ニケはたき火をじっとみつめている。

「だからあんたは人と折り合いをつけることを学べ、なんてことは、あたしは言わない」

　ニケは、まっすぐにレカンをみた。

「あんたは強くなれ。誰よりも強くなれ。何よりも強くなれ。世界を踏みにじるためじゃなく、世界に踏みにじられないために強くなれ。強さの地平を超えるんだ」

　強さの地平の向こう側。到達したとき、そこにはどんな風景が広がっているのだろう。

「この魔法は、宮廷魔術師たちが何人かで戦争のはじめに撃ったもんだ。魔法陣を使ってね。最近じゃ使ったって話を聞かないから、失伝しちまってるのかもしれないね」

「大勢でやり、魔石の力も加えれば、もっと威力は強くなるのか」

「いいや。結局は〈火矢〉だからね。魔術師ごとに、一矢の破壊力は決まってる。集団で撃てば、一矢一矢の威力は平均値ぐらいになるね。魔石や魔法陣を使うと、範囲が広くなり、矢の数が多くなるのさ。あんたの〈驟火〉は、一人で撃ったとは思えないほど範囲が広いし、一発一発の威力が高いねえ。魔力効率はいまひとつだけどね」

　このあとニケは、〈雷撃グィンバル〉を教えてくれた。発動には至らなかったが、このぶんなら習得できるだろうと言ってくれた。

〈雷撃〉は、〈炎槍バンドルー〉と並ぶ、代表的な光熱系中級攻撃魔法だ。〈炎槍〉と同じようにまっすぐ飛ばすこともできるし、一定の範囲を〈雷撃〉の網で囲み、その範囲のなかにいる人や魔獣を攻撃する、というような使い方もできる、使い勝手のいい魔法である。

「その杖はあげるよ」

「ずいぶんいい杖のように思うが」

「あたしが全力で使うと壊れちゃうんでね。誰かにあげようと思ってたんだ」

「杖がこんなにいいものだとは知らなかった」

「杖がなくても使える魔法は、杖なしで練習するこったね。握りの太い杖や宝玉を埋め込んだ杖は、高い威力の魔法を使うときに使う。細く削り込んだ杖は、繊細な制御の必要な魔法を使うときに使う。ノーマの魔法から学ぶことは多いと思うよ」

「楽しみにしている。あ、そういえば、〈獄炎ゲルバン〉という魔法はどの系統の魔法なんだろう」

「〈獄炎〉？　ああ、あれかい。あれはね、〈炎槍〉だよ」

「なに？　同じ魔法とは思わなかった」

「〈炎槍〉に思いっきり魔力をそそいで、飽和させて爆発させるんだよ。発動そのものももたもたしてるし、飛んでいく速度も遅いけど、派手だから、相手を驚かせる効果があるね」

「さんざんな評価だな」

「いやいや。集団戦では、脅かしたり意表を突いたりするのは、とても大事なことさ。あれも才能ある魔法使いが使うと、なかなか恐ろしい威力になるよ」

「魔法陣というものを知らないが、どういう場合に使うものなんだ」

「魔法陣てのは、特定の魔法ないし魔法群に特化した、使い捨ての魔力増幅装置兼制御装置さ。要するに汎はん用ようではない杖なのさ。杖は一人で使うものだけど、魔法陣は二人以上で使う。儀式魔法では、どうしても魔法陣を使うことになるね」

「オレにも使えるか？」

「ううーん。興味があるんなら、簡単な魔法陣の一つぐらい教えてあげてもいいけど、あんたの場合、覚えてもあんまり意味がないと思うよ。さて、町に帰ろうか。ノーマの家の場所を教えておくよ」

　翌朝、レカンは借りた家に行った。

　塀のなかに入ると、家を間違えたか、と思うほど、小さな庭が綺き麗れいに片付いていた。

「あ、レカン。おはよう」

「うむ」

「レカンの部屋は一番奥だよ」

「わかった」

「朝ご飯は食べたの？」

「ああ」

「じゃあ、あたい、作って食べるから、ちょっと待っててね」

「ああ。それとこれを」

「これは何？」

「買い物の金だ」

「こんなにいらないよ」

「取りあえず受け取って、いることがあれば使ってくれ」

「なら、そうする。ありがとう」

　エダが淹いれてくれた茶を飲みながら、エダが食事をするのを待った。

　出かけるとき、塀の門を閉めたあと、レカンは〈移動〉を使ってかんぬきをかけた。

「今、何をしたの？」

「かんぬきをかけた」

「あの重いかんぬきを？　ドアの外側から？」

「ああ」

「あたいが帰ったとき、どうやって入ればいいのかなあ」

「オレが開ける」

「レカンが一緒にいないときなら？」

「飛び越えろ」

「できるか！　いや、できなくはないけど、何が悲しくて自分の家に入るのに塀を乗り越えなくちゃいけないんだよ」

「小さい鍵だけでは不用心だろう」

「かんぬきは、はずしてちょうだい」

　結局、かんぬきは、町の外に出るようなときだけかけることになった。
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「君がレカンか。いやあ、ほんとに大きいね。私がみあげなくちゃならない人は久しぶりだ。そして君がエダだね。よろしく」

　ノーマは、白っぽい飾り気のない服を着た長身の女性だった。すらりとしていて姿勢がよく、男性的な美しさがある。きびきびとしてむだのない挙措をみていると、女剣士のような印象を受ける。もっとも、武芸の心得がないことは一目瞭然であり、戦闘力は低いだろう。

「ノーマ様。お客様ですか」

「ああ、ジンガー。シーラさんから紹介のあった〈回復〉持ちのお二人が来てくれた。今日から約一か月ほど、この施療所の手伝いをしてくれる。私のほうでも病気や怪け我がの治療を教えるから、給金もないかわり、授業料もない。レカン、エダ。こちらの老人はジンガー。この施療所の裏方一切を引き受けてくれている」

「ジンガーです。よろしくお願いします」

「ああ」

「この人はレカン。あたいはエダです。お世話になります」

　ジンガーという老人は、もと上級の兵士か、ひょっとしたら騎士だ。瘦やせてはいるが、歩き方に隙すきがなく、筋肉は強きょう靱じんさを残している。動作はわざと崩しているようなところがあるが、筋目正しい動きに慣れているようにみてとれる。そして独特の気品がある。

「さて、レカンは薬くす師しの修業を少しはしていると聞いている。お手数だけど、お二人、庭に出てもらえるかな」

　見事な中庭だった。広く奥行きのある中庭を、薬草が埋め尽くしている。

「レカン。この庭に生えている薬草の、名と効能を挙げていってほしい。君の知識がどの程度か知っておきたいんだ」

「わかった」

　レカンは、庭を歩きながら、知るかぎりの薬草について、その名前と効能をノーマに告げた。

　三人はそのあと施療所の待合室で、ジンガーが淹れてくれた茶を飲んだ。

「すごいな、レカンは。庭に生えている薬草の三分の二ぐらいを知っていたね。希少な薬草も多いし、平地ではふつうみかけることのない薬草もあったんだけどね。しかも、マメツブグサや、リュウノイブキや、ジゴクソウまで知っているとは」

「その三つの毒草は、シーラの家の庭にもある」

「えっ？　なんて危険な」

「シーラの家の庭に生えているのは、ほとんど毒草だから、毒耐性を持たない者は最初から入らない。この庭では、薬草と毒草が入り交じっている」
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　そう言いながら、レカンはあることに気づいた。ジェリコは毒耐性を持っている。間違いない。

（何者だ、あの猿は？）

「ははは。私とジンガーしか入らないようになっているからね。だけど、このぶんなら、レカンにも薬草の手入れや採取は頼めそうだね。効能についての知識も大したものだ。シーラさんに弟子入りして、どのくらいになるんだい？」

「二月の初旬からだから、二か月半だな」

「へえ？　それでそれだけ勉強しているとは。よほど密度の高い勉強だったんだろうね。さて、今日は往診日なんだ。これから患者の家をめぐる。二人は、弁当は持ってきてるかい？」

「ああ」

　レカンの〈収納〉には二人分の弁当が入っている。今朝、エダがこしらえてくれたものだ。

「けっこう。ではまず、手をしっかりと洗ってもらう。井戸の脇に洗い粉が置いてあるから、しっかり手にこすりつけて洗うんだ。手先だけじゃなく、肘ひじから先を全部ね。それから、きれいな手ふきを持っているかい？」

　最初の往診先は、ポルチムという老人の家だった。

「うんうん。ポルチムさん。ずいぶん顔色がよくなったじゃないか」

「へえ。先生のおかげです」

「今日は素晴らしい力を持った助手が二人もついてくれていてね。ポルチムさんは運がいい。今日は研修中なので、この二人が無料で〈回復〉をかけてくれるんだよ」

「へえ？」

「ははは。心配はしなくていいよ。私がきちんと指導する。それに〈回復〉は、かけ間違えたからといって病気が悪化したりはしない。さて、レカン」

「うむ」

「君の眼力で、ポルチムさんのどこが悪いかわかるかな」

「足腰が弱っている。腰にはほとんど肉がついていない。歩いていないと思われる。顔色の悪さとはく息の臭いから、臓ぞう腑ふに問題があると考えられる。たぶん、食物を体に取り込んでいく働きをする臓腑だ」

「これは驚いた。レカンには医学の知識があるのかい」

「いや。ちゃんと学んだわけではない」

「だが、正しいよ。よし、ではまず、ポルチムさんの体全体に、弱く〈回復〉をかけてもらおう。むずかしいかもしれないが、手応えを感じながらやるんだ。弱い〈回復〉をかけると、患者の体の反応が返ってくる。その反応から、どこに悪い部分があるかを突き止めてゆくんだ。施療師の初歩だよ。これは、〈回復〉を発動させなくても、魔力を杖にまとわせるだけでもできるんだけど、〈回復〉を発動させながらやるほうが、より細かな情報が得られる」

「わかった」

「では、やってみたまえ」

「〈回復〉」

「えっ？」

　レカンはごく弱い〈回復〉を発動させて、ポルチムの体にかけていった。頭から始めてゆっくりと足先までかけた。ノーマは両目を大きくみひらいて、ぽかんと口を開けている。

「腹のまんなかあたりに悪いところがある。それ以上のことはわからなかった」

「なんて強い光だ。あんな〈回復〉を、たっぷり全身にかけられるなんて、レカンはとんでもない魔力量の持ち主なんだね。というか、杖は？　いや。その話はあとだ。ポルチムさん。どんな感じかな？　体に何か変わった点はあるかな？」

「あ、あったけえ光が頭のてっぺんから、足の爪つま先さきまで、ほかほかに温めてくれて、そりゃもう、何ともいえんいい気持ちでした。何だか体が軽くて、起きられそうな感じがします」

「いや、起きるのは無理だと思うけど。いや、待てよ。どの程度体を起こせるかな？」

　ポルチムは、完全にベッドに起き上がり、そればかりか、ベッドから降りて歩いてみせた。そのようすをみたポルチムの妻が泣き出した。

「あんた！　あんた！　歩けるんだね。歩けるようになったんだね！」

　そのあと、ノーマはポルチムをベッドに寝かせて、診察をした。

　ポルチムが、腹が減ったと言い出したので、やわらかい物を食べさせるようにと告げ、診察を終えた。

　家の外に出てから、ノーマはあきれたような声でレカンに言った。

「魔力切れの症状は出てないかい？　だいじょうぶかい？」

「言われたとおり、極小の魔力で〈回復〉を行った」

「あれのどこが極小の魔力なんだ！　あれが極小なら全力を出したらケレス神殿だって吹っ飛ぶよ！」

「あれだけ広いと、完全に吹き飛ばすことはむずかしい。だが、昨日覚えた上級攻撃魔法なら、拝殿と付属舎ぐらいなら一撃で破壊することはできるかもしれん」

「じょ、上級攻撃魔法っ？　き、君は、君は何者？」

「ただの剣士で冒険者だ」

「なんで剣士が上級攻撃魔法を使えるんだ」

　次の往診先は、マツギという石工の家だった。

「マツギさん。腕は痛むかい？」

「いえ。おかげさんで、だいぶ落ち着いてきました」

「そうかい。マツギさんは、運がいいよ。ちゃんとした〈回復〉持ちが二人も研修中でね。今日はただで〈回復〉を受けられるんだ」

「へ、へい。そりゃあ、また」

「ははは。安心して任せてよ。私がついてるからね。さて、エダ」

「はい」

「マツギさんは、二か月前、仕事中の事故で、右腕を折ってしまった。そのとき、骨が変な具合に折れてしまい、そして木の破片がたくさん腕のなかに入ってしまった」

「はい」

「私はその木の破片を、時間をかけて取り除いていった。だけど骨の具合はもとに戻らず、今では肘を曲げるだけでひどく痛む。そして細かな細かな破片はまだ腕に残っている」

「はい」

「まずは痛みをやわらげる治療が必要だ。そしてできるだけ右腕を健全な状態に戻してゆくんだ」

「はい」

「では、まずマツギさんの左腕を調べるんだ。呪文は唱えず、やわらかく魔力をまとわせて、左腕の状態、特に肘のすぐ上あたりの状態を確認するんだ」

「はい。やってみます」

「あれ？　杖は？」

「あ。持ってません」

「えっ？」

「杖なしじゃいけませんか？」

「ないならしかたがないね。今は杖なしでやってみようか」

「やってみます」

「うん。そうそう。上手だ。それでいい。次にマツギさんの右腕に、そうっとさわって、やわらかく魔力を手にまとわせて、右腕の状態を確かめてゆく。そして左腕とどこがちがうかを分析するんだ」

「ぶ、ぶんせき？」

「心のなかで比べるのさ。右腕の状態を、左腕の状態に近づけていけばいいんだ」

「な、なるほど」

「やさしくね。君の大事に思う人が苦しんでいると思って、心を込めて悪い所を探っていくんだ」

「大事な……人が、痛がって苦しんでいる」

「そうそう。その調子だ」

「助けなきゃ。〈回復〉」

「えっ？」

「うわわっ。まぶしいぞい」

　巨大な緑の光球が生じ、しばらく光り続け、そして収まった。

「あ、痛みが。痛みが消えましたわい、先生！」

「え？」

「動く！　右腕が、右腕が動きます！　ほら！　ぐるぐる回しても、何ともねえ！」

「はい？」

　ノーマはマツギを診察した。そして感激して泣いているマツギの娘が、昼食を食べていってくれと言うのを振り切って、レカンとエダを連れて外に出た。

「広場で弁当を食べようか」

「あの、お疲れのようですね。〈回復〉をかけましょうか？」

「〈回復〉を？　今かけたばっかりなのに、もう使えるのかい？」

「あれぐらいなら、一日百回でも」

「ええええええっ？」

　午後には八か所の往診をして、三人は施療所に帰った。

　昼食前にエダがノーマにかけた〈回復〉は、とてもよく効いたようで、帰り着いたとき、ソファーに深く身を沈めながら、もう一度かけてくれとノーマはエダに頼んだ。

「なんて気持ちいいんだ。体のすみずみまで洗われ、清められていくようだ」

　ノーマはがばりと起き上がった。

「君たち、全然研修の必要がないよね？　怪我や病気の仕組みなんて知らなくても、〈回復〉をかけるだけで、全部治ってしまうじゃないか。しかも魔力は無尽蔵ときた」

「オレたちは冒険者だ。迷宮では、原因や症状に合わせた細かな〈回復〉より、手っ取り早く怪我を治す〈回復〉が必要とされる場面も多い。だが、やはり症状や原因の分析についての知識を持っておくことは有用だ。そう考えてシーラはオレたちをあんたのもとに差し向けたんだと思う」

「うーん。まあ、知識はむだにはならないか。私と患者たちにとっては非常にありがたいが」

「誰を診察し治療するかは全面的にあんたに任せる。オレたちは、あんたの指導で施療を学びたい」

「わかった。明日は休みにしよう。明後日は施療所での私の診察と治療を見学してもらう。では、明後日の朝、ここに来てくれ。あ、昼食はこちらで用意するからね」

　施療所からの帰り道である。

「明日休みだって。レカン、どうする？」

「孤児院に行くかな。言い忘れていたが、一昨日、一度行った」

「あ、そうなんだ」

「疲れた」

「レカンにこどもの世話をしろなんて、むちゃにもほどがあるよね」

「それをあの副神殿長は理解していないんだ」

「でも、おかしいなあ。一度行ったのに、また行かされるんだよね？」

「オレもそう思う。どうして九回も行かされるんだ？」

「さあ？」

「まあいい。オレはこれから森に行って、花を採ってくる」

「花？」

「約束があるんでな」

「じゃああたいは、お掃除の続きをして、晩ご飯の用意しとく」

「頼む」
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「狼おおかみのおじちゃんだー！」

「きたぞー」

「にがすなーーー」

「ほういちろーー」

　たちまち駆け寄ってきたこどもたちにレカンは包囲され、しがみつかれ、身動きできなくなる。

「す、すごい人気だね？」

　エダが当惑している。

「しゃがんでよー、おじちゃん！」

「しゃがめ、しゃがめ！」

「しゃがめー、しゃがめー」

「かたぐるまーー」

「はやくー」

　もはや、レカンが来ると肩車の行進が始まることが恒例になっているようだ。

　今、年長組十一人は柴しば刈り作業に出ているので、ここには十歳に満たない子十八人しかいない。しかし百人規模の歩兵が上げる喚声に匹敵するように、レカンには思われた。

「よーし。五人ずつだ。最初は誰だ？」

「あたし」

「ぼく」

「おれ」

「わたしよっ」

「今日の順番を決める！」

　レカンがびしりと言い放つと、力の限りの大声で騒いでいたこどもたちが、しんとした。

「背の低い子から順番だ。みんな、背の順に並べ！」

　わーっと声を上げて、こどもたちが一列に並ぼうとする。少しでも背を低くみせようとして、しゃがんでは身長をごまかして前に出ようとする。

「足を伸ばせ！　背を伸ばせ！　ごまかしした子は、肩車をしない！」

「えーーっ？」

「おーぼー」

「ぶーぶーぶー」

　ぶうぶうわいわい言いながらも、こどもたちは一列に並んだ。

「先頭から五人、来い」

「わーい」

「いちばんのりー」

「頭さげて、はやく、さげて」

「あたまはぼくだよ。お前は肩にいけー」

「あたちがあたまー」

　騒ぐこどもたちを、レカンは容赦なくむんずとつかんで、頭と肩に乗せ、力こぶを作るように腕を曲げて、こどもたちをしがみつかせた。左側のこどもは小さくてうまく腕をつかめないので、レカンは大きな左手でその子をつかんだ。頭にしがみついているのは、少し大きめのこどもだ。その両側のこどもは、頭にしがみついているこどもにしがみついている。

「今日の行進の目的地は、神殿入り口の石段だ！」

「おじちゃん、またかみさまをこわすの？」

「なぜそれを知っている」

「だって、みんな言ってる」

「オレは壊したくて壊したんじゃない」

「じゃあ、どうしてこわしたの？」

「オレのほうが神様より強かったから、向こうが勝手に壊れたんだ」

「いや、レカン。その理屈むちゃくちゃだよ」

「このおねえちゃん。おじちゃんのいーひと？」

「そんなわけないじゃん。むすめだよ」

「さらってきたのー？」

「ゆーかいはん？」

「静まれ！　行進を開始する！」

　五人のこどもを乗せたまま、レカンはゆっくり歩いてゆく。その後ろをこどもたちがついてゆく。

「狼部隊、しゅつどー」

「わるいやつは、ふみつぶせー」

「ふみつぶせー」

「いっち、に。いっち、に」

「ものども、つづけー」

「ちゅじゅけー」

「おー」

「おー」

　エダは、ぽかんとしながら、こどもたちを引き連れて歩き去るレカンをみていた。

「むちゃくちゃなじんでる……」

　そのあとレカンは、女の子たちに花をあげた。

　エダは、色つきの細ほそ紐ひもを用意していて、動物や植物の形を作る遊びを教えて女の子たちを喜ばせた。

　レカンは、蔦つたを丸めて作った大きな球を両手で投げ合う遊びをして男の子たちを楽しませた。

　昼食前に年長組が帰還し、食事のあとは一緒に昼寝をした。

　こどもたちに一斉に木の実を放らせてレカンが〈火矢〉で撃ち落とす芸をみせていたら、副神殿長がやってきて、レカンをしかりつけた。こどもたちは、レカンより強い副神殿長に歓呼の声を浴びせていた。

　家に帰り着くなり、レカンは強い酒をあおった。エダが料理を作った。

「お前、ほんとに料理うまいな」

「えへへ。ありがとう」

　質素で素朴な料理だが、うまかった。
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　翌朝、施療所に出勤すると、ノーマは調薬室の案内をした。

「すごい引き出しの数ですね」

「はは。エダは字が読めるのかな？」

「はい」

「うん。それはいい。レカンは？」

「読める。だがこの引き出しの言葉には読めないものもあるようだ」

　文字自体は三十五しかないので、覚えるのはむずかしくない。ただし、いくつかの文字の組み合わせで、変わった発音をする場合があり、薬草の名などは、相当にむずかしい部類に入る。

「よし。では、まず引き出しに張ってある名前を一通り読んで、何がどこにあるのか覚えてほしい。わからないものは聞いてくれたまえ。名前の左に〈か〉と書いてあるのは乾燥させた薬草で、〈こ〉と書いてあるのはすりつぶして粉にしてある薬草だよ。〈な〉と書いてあるのは生の薬草だけど、今は空っぽだ。必要ができたとき、少し多めに採って、洗って乾かして入れておくんだ。〈は〉とあるのは半生の薬草だ。この状態が薬効の高い薬があるんだ」

　レカンとエダは、端から引き出しの名を読んでいった。

　それから診察が始まった。

　待合室には、もう十人以上の患者が集まって、世間話をしながら順番を待っている。

　診察が始まると、レカンとエダは、ノーマの両横に立って、診察のようすを見学するように言われた。

　ノーマは、やわらかく魔力を杖にまとわせ、患部や体の各所を診察する。そして、どの部分にどういう問題があるかを、声に出して説明する。たいていの場合、悪い部分だけでなく、胸や腰も診察した。

「お年寄りや長患いをしてる人にはね、心の臓か、息の腑か、食の腑かのどれかに問題がある場合が多い。こういう臓腑は段々に悪くなるもので、治療もじっくりと時間をかける必要がある。そこを治してあげないと、痛いところだけを治療しても、すぐにまた悪くなってしまうんだ」

　ノーマの説明は的確で簡潔で、とてもわかりやすかった。

「病気は、起こる場所によって系統もちがうし、使う薬草の種類もちがう。そこをつかんでおけば、すぐに対処の方法もわかってくるさ」

　多くの場合、診察のあとその場で薬を調製した。怪我をした患者には塗り薬をつけることが多く、病気の患者には煎せんじ薬を渡すことが多かった。塗り薬を練るには、水を使うか、生の葉の粘りを利用する。

「この粘りだよ。この粘りに傷を治す秘密があるんだ」

　昼食は、パンや野菜を落としたスープだった。

（む？　魔力回復の効果がある薬草が入っているな）

「はは。レカンは気づいたようだけど、このスープには魔力回復の効果がある。体力回復の効果もね。私はほんとに魔力量が少なくて、あんな治療でも消耗してしまうんだよ」

　失礼するよ、と言ってノーマは長椅い子すに横たわった。しばらく寝て、魔力を回復させるのだろう。

　確かにノーマの魔力量は少ない。だが魔力操作は芸術の域だ。細くて短い杖の先から少しずつ放出される魔力は、完全に制御されきっており、実体のある物質のように明確な形をとった。

　レカンは、〈魔力感知〉を働かせながら、ノーマの診察をみまもっていた。ノーマの魔力が患者の骨を伝って患部を走査したり、筋や筋肉を素早く駆けめぐって情報を得ていくさまは、圧巻だった。

　人体というのは巨大な迷宮のようなものだ。極小の世界に入り込めば、その探索は冒険そのものといってよい。レカンは、ノーマにいざなわれ、人体の深層を冒険した。レカンはこの冒険に夢中になった。

　もちろん、レカンにはノーマのような知識はなく、患部に何が起きているかはわかっても、その原因はわからない。しかし、悪い部分をどうすればよくできるかは、直感的にわかった。何がどう悪いかさえわかれば、あとは〈回復〉の使いこなしの問題なのである。

　はじめのうちは、引き出しから薬草を取り出すのも、庭に薬草を採りに行くのも、すべてノーマが行った。途中から、何と何をどれだけ調薬皿に入れて持ってこいとか、何々の葉を何枚採ってこいとか指示が出て、レカンやエダが動くようになった。

「とにかくしょっちゅう手を洗うことだね。目にみえない弱い毒が世界にはあふれている。手を薬草の粉で洗って清潔にすること。これが一番大事な心得だよ」

「弱い毒って何ですか？」

「食べ物は食べれば体が作られ、元気が出る。しかし、腐った食べ物は人を病気にする。つまり毒だ。世界は人間の力と存在を支える恩おん寵ちょうで満ちている。だけどその恩寵は、状態によっては毒によく似た働きをするんだ」

「調剤のとき、しゃべってはいけないというのは、なぜですか」

「これは施療師のあいだでは、古くから伝えられている鉄則なんだ。精気が逃げる、とか、邪気を呼び込むというような言い方をするね。実のところ私にも理屈はよくわからないんだ。だけど、薬を作るとき、ぺちゃくちゃしゃべってはいけないというのは、たぶん正しい。君たちも守ってほしい」

「わかった。それと、薬を調製するとき、〈回復〉を込めたらどうかと思うのだが、どうだろうか」

「調製する全部の薬に〈回復〉を込められるというのかい？　いや、そんなむちゃな。でも、君たちには、それができるんだね。とんでもないね。うーん。魅力的な提案だが、お断りしておこう」

「なぜだ」

「これから一生涯私が使う薬すべてに、君たちが〈回復〉をかけることはできない。とすると、品質の不均一が起こる。ある薬は一の効果しかないのに、ある薬は十の効果ということになる。十の薬を使った人が、次に一の薬を使ったら、どう思うだろうね」

「ふむ。薬の効き目が落ちた、と思うだろうな」

「そうだね。それは患者の心に悪い影響を与える。それに、私としても、薬の効果が自分の制御や予測を超えてしまうのは、ちょっとつごうが悪いね」

「なるほど。了解した」

「君たちの〈回復〉に活躍してほしいのは、重篤な症状の患者を往診するときだよ。まあ、よほど例外的な場面では、この施療所でも使ってもらうかもしれないけどね」

　その例外的な場面は、翌日訪れた。

「先生！　ノーマ先生！　助けてください！」

「うちの子が！　うちの息子が！」

　騒がしく施療所に飛び込んできたのは、十歳ぐらいの男の子を抱えた男と女だ。

「おや。ユッボさん。奥さん。マジフ坊やに何かあったのかな」

「貴族の馬車にひかれたんだ！　足が、ぼうずの足が！」

「レカン！　長椅子に毛布を敷いて！　エダ、体を拭かないといけない。桶おけに水。それにタオルだ！」

　こどもはぐったりしている。泥にまみれていて、右足が奇妙な角度に曲がっている。

「レカン。タオルをぬらしてマジフ君を拭いて。泥をきれいに落とすんだ」

「わかった」

「エダ」

「はい」

「〈回復〉を使ってもらう」

「はい」

「いいか。よく聞くんだ。使う〈回復〉は三度。連続じゃあきついけど、君ならできる」

「はい」

「今、マジフ君の足には、たくさんの泥や小石が入り込んでる。これをそのままにして〈回復〉をかけると、泥や小石を体のなかに閉じ込めてしまうことになり、体がなかから腐ってしまう。だから、最初の〈回復〉は、体のなかの泥や悪いものを、体のそとに押し出すように使うんだ。悪いもの、邪魔物を追い出すんだ」

「は、はい」

「レカン。もっとしっかり拭くんだ。遠慮しちゃだめだ。水を替えて。傷口がはっきりみえるまで」

「わかった」

「エダ。二度目の〈回復〉が、一番むずかしい。マジフ君の右足は、骨が折れて、つぶれて、曲がっている。それを正しい状態に直しながら治療をする必要がある。こういう状態で弱くて下手な〈回復〉をかけると、曲がったままで骨がくっついてしまい、一生もとに戻らなくなることがある」

「ええっ？」

「だからね。杖に、じゃなくて手に魔力をまとわせて、左足の状態を調べて、それと同じように右足の骨だけを、まず直すんだ」

「はい」

「三度目の〈回復〉では、筋肉や筋や血の管を治療する。骨さえちゃんと治っていれば、それは自然にできるはずだ」

「このぐらいでいいか」

「上等だよ、レカン。さあ、エダ。やりなさい」

「はい。〈回復〉」

　ノーマは短い杖を構えて、エダの〈回復〉がどう働いているかをみまもっている。

「うまいっ。それに、速い。みるみる異物が押し出されている。レカン。出て来た泥や小石を拭き取るんだ」

「わかった」

「もう少し、もう少しだ。すごいぞ、エダ。君は素晴らしい」

　エダは、真剣な目つきで患部を凝視しつつ、一生懸命〈回復〉を制御している。

「よしっ。エダ。左手に魔力をまとわせて左足を調べるんだ」

「はいっ」

「その状態を覚えて、右足を……えっ？」

　今やエダの両手には、それぞれ緑色の光が宿っている。片方の光は左足に、もう片方の光は右足の折れた部分を浸している。

「そんな……〈回復〉の同時複数発動？」

　驚きをあらわにしたノーマだが、すぐに気を取り直し、患部を調べ始めた。

「そうだ。その調子。骨がどんどん戻っている。正常だ。いいぞ。……えっ？　粉々になって散ってる骨が、集まって新しい骨になってる？　こんなばかな」

　こどもがうんうんとうなって汗を流している。母親がタオルで顔の汗を拭いてやっている。父親は、がんばれ、がんばれと、声をかけて励ましている。

「よし。エダ。骨はもういい。さあ、いよいよ三度目の〈回復〉だ」

　エダは呪文を唱えて新しい〈回復〉を発動させ、少年の筋肉や皮膚を修復していった。破れてつぶれた肉が、もりもりともとの姿を取り戻していくさまは、まさに魔術的な光景だった。

　そのあとノーマは四度目の〈回復〉を指示し、少年の体全体の調子を整えさせた。

　午後には、吐血した中年の女が担ぎ込まれた。

「食の腑に穴が開いてる。レカン。臓腑に開いた穴をふさいでもらわないといけない」

「わかった」

　レカンは、〈立体知覚〉で、女の腹のなかを探った。

「なるほど。この真下にある臓腑に穴が開いているな」

「えっ？　場所は正しいけど、どうしてわかるんだい？　君、魔力を使ってないだろう？」

「オレには、みえないものの形や位置がわかる能力がある」

「えっ？　なんて便利な」

「血の塊のようなものがあるが、これを放っておいていいのか？」

「といっても、取り出しようがないよ。体の自浄作用に任せるしかないね」

「口まで運んで取り出そうか？」

「いやいや。そんなこと不可能だよ。できるなら素晴らしいんだけどね」

「〈移動トリムル〉」

「えっ？」

　しばらくのち、女の口から、赤黒い血の塊が飛び出して、ふわふわと宙を泳いだ。

「どこに捨てる？」

「今、私は、何をみてるんだ？　まぼろしか？」

「どこに捨てるかと聞いている」

「レカン殿、こちらに捨ててください」

　ジンガーが小さな壺つぼを差し出したので、レカンはそこに血の塊を落とした。

「では、ふさぐ」

「あ、ああ」

　翌日は、急患が四人、運び込まれてきた。

　もうノーマは直接手を出さず、レカンとエダに指示だけ出した。

「レカンもエダも、素晴らしい能力であり、才能だ。二人とも〈回復〉を発動させる技術そのものは、中級か、あるいは上級の入り口だね。そして魔力量は特上級だ」

「あたし、治療というのがこんなにむずかしいものだとは知りませんでした」

「オレも、ここでの四日間に学んだことは多い」

「二人ともすぐれた〈回復〉使いだけど、しいていえば、エダは病気を治すのがうまい。人間の持つ治癒力を内から引き出すのにすぐれているね」

「ありがとうございます」

「レカンは外からの力を加えて、患部を除去したり、臓腑の穴や傷を修復するのがうまい。たぶん、レカンが体のなかを調べる力は、この国のどんな施療師にも負けないレベルにある。それに加えて、あの〈移動〉の魔術だ。私が知っている〈移動〉と、君の〈移動〉は、全然ちがう。〈移動〉というのはふつう、もっと大ざっぱな魔法なんだ。どうしてあんな精密な制御ができるんだい？　杖も使わずに」

「わからん。やってみたらできた」

　それはたぶん、〈立体知覚〉と併用できるからだ。だが、その秘密をノーマに教える気はなかった。

「明日は一日休みにする。私も休養して、少し調べ物をするよ。明後日は往診に出かける。四人の往診を予定しているが、いずれも重篤な症状を持つ患者だ。それと、君たちの〈回復〉の操作は、まだまだ上達の余地があると思う。杖を用意してほしい。明後日にはまにあわなくていいけどね」

「わかった」

「わかりました」

　その後、二人は、シーラの家を訪ね、ノーマの施療所での現状を報告し、杖について相談した。

　シーラは、二人に一本ずつ、細い杖をくれた。

　レカンの杖は濃い茶色で、エダの杖は薄く茶色がかった白だ。

「レカン。あんたが忙しそうだから、シアリギの若芽は、あたしが採取して処理しといた。処理の方法は、二月に採取したニチア草と同じだから、あらためて教える必要はないだろうさ」

「それはすまなかった」

　ニチア草もシアリギも、魔力回復薬の材料である。四月にはシアリギを採取すると言われていたのだが、忘れていたのだ。あとは、九月から十月に採れるターゴ草と、年中採取可能であるザハード苔で、材料がそろう。

「ちょっとついといで」

　シーラについて庭に出た。シアリギが生えている場所だ。

「ほら、このぐらいの、根元が薄緑色に色づいてぷっくりしてきたのが採取しごろなのさ。これを、こうやって」

　シーラは若芽をつまんでむしり取り、外皮を丁寧にはがした。

「なかみを出してやる。あとは二日ほど乾かしてすりつぶして、それからしっかり乾かす。覚えときな」

「わかった」

　レカンとエダは家に帰って夕食を食べた。

「明日は休養日にする？」

「いや。孤児院に行く。いやなことは早くすませたい」

「いやがってるようにはみえないんだけどね」

「お前の目は節穴だな」

「ひどいよ、レカン」
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　翌日、孤児院に行くと、レカンの前には例によって肩車の行列だ。

　エダはといえば、女の子たちに囲まれ、十本の指を駆使して色つきの細紐で鳥やけものの形を作ってみせている。女の子たちは、もう夢中だ。エダの指の器用さは大したもので、目の前でみていても、なかなかまねができないようだ。

　レカンは、杭の上に木の実を置いて、蔦を丸めた球を投げつけて落とす遊びをこどもたちに教えた。年齢によって、杭までの距離を変える。最初はおとなしく遊んでいたが、途中から蔦の球のぶつけ合いになってしまった。しかも最終的な標的はレカン一人である。反撃するわけにもいかず、ただ逃げ惑うレカンだった。

　昼食のあと、エダが地面に石で絵を描いた。意外にも、とても上手だった。

　これをみて、男の子も女の子も、地面に絵を描き始めた。

「今日は、エダのおかげで、ずいぶん助かった」

　家に帰って、早めの夕食を食べ、酒を飲みながらレカンはエダに感謝の言葉を告げた。

「レカンて、ほんとにこどもたちに懐かれてるね」

「十四歳の子が、肩車を喜ぶというのは、オレには意外だった」

　最年長の子は十四歳だ。今、十四歳の子は二人いて、二人とも男の子だ。

「レカン」

「うん？」

「十五歳になったら、孤児院を出て働かなくちゃならない」

「ああ、そうだな」

「たとえ職場で、どんなにつらい目に遭っても、くびになっても、もうあそこには戻れない」

「ああ」

「だから今がおとなに甘えられる最後の時間なんだ」

「ふむ」

「それと、もしかしたら」

「うん？」

「あそこにいる子のほとんどは、親の顔を知らない」

「そのようだな」

「お父さんがいたら、こんななのかな、なんて思ってるんじゃないかな」

「……エダ」

「なんだい？」

「お前がいくつのとき、お父さんは死んだんだ」

「十歳のとき」

「そうか」

　考えてみれば、孤児院の最年長の子と、エダは同じ年だ。本当ならエダも、まだ親に甘えたい年頃なのだ。

「肩車」

「え？」

「してやろうか？」

「いらない」
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「いやいや、まいったよ。昨日は休診だったのに、二人も急患が担ぎ込まれてね」

「ほう」

「どうなったんですか？」

「一人は痛み止めを処方して帰した。慢性の病気が急激に悪化したんだけど、正直言って手の打ちようがない。もう一人は怪我でね。応急手当てして、神殿に行くように言ったよ」

「神殿で治してくれるんですか？」

「どこの神殿でも、怪我人や病人の治療は行う。そしてお金を取る。神殿は、薬だけで治すのはいやがる。〈回復〉も受けるよう、強く勧める。まあ、神殿の教義からすれば、〈回復〉は神のみわざだからねえ」

「高いんですか？」

「高いね。最低でも〈回復〉一回に銀貨五枚は取る。いろんな怪我や病気があるわけだけど、〈回復〉一発で治せるのは、よほど腕のいい術師だけだ。つまり二回か三回かかることが多い。神官二人がかりの〈回復〉ともなれば、金貨を要求されることもある」

「赤ポーションを買ったほうが安上がりだな」

「どこに売っているんだい、そんなもの？」

「売っていないのか？」

「この町の店に赤ポーションが並んだなんて、一度も聞いたことはないな。待てよ。君たちは冒険者だね。しかもレカンは凄すご腕うでだろう。もしかして赤ポーションを持ってるかい？　持ってるなら、小赤ポーションを少し売ってもらいたいんだが」

「あるぞ。ただし小赤ポーションはない。中か大ならある」

「中ポーションじゃあ手が出ない。残念」

「金なぞいらん。あんたには世話になってる。持っている分をやる」

「いやいや。患者にポーションを使えば、患者から代金をもらわないといけない。相場より明らかに低い金額だと、まずいんだよ」

「では、次に迷宮に行ったら、小赤ポーションを取っておく」

「ありがたいね。だけど、自分で使う分は、ちゃんと取っておいてくれたまえよ」

「オレには小赤ポーションでは、ほぼ効き目がない。大赤ポーションでも、効果はあまり大きくない」

「何だって？　そんなことがあるとしたら、レカン、君は……そうか。その左目は」

「ノーマ様。お迎えが参りました」

「ああ、もうそんな時間か。では、レカン、エダ、往診に出かけよう」

「ああ」

「はい」

　馬車が迎えに来ていた。しゃれて、こぢんまりとしており、御ぎょ者しゃの服装もごく上質のものだ。

　エダはノーマとともに馬車のなかに入ったが、レカンは体が大きいので、馬車のあとをついて歩いた。

　馬車は、貴族の屋敷に着いた。執事のような姿をした老人が迎えてくれた。

「ノーマ様。ご足労をおかけします」

「おじゃまします。プラド様のご容体はいかがですか」

「一進一退というところでしょうか」

　応接室に通され、茶が出された。ノーマは執事に小さな壺を渡した。

　皿に載った蒸しタオルが出てきた。

「レカン。エダ。タオルで手をしっかり拭くんだ」

「これは、この家の習慣なのか？」

「いや。私が頼んだんだ。月に一度往診に来るけど、必ず診察の前に蒸しタオルで手を清める」

「そうか。患者はプラドというのか」

「プラド・ゴンクール。ゴンクール家のご当主だよ」

　やがて執事が来て、三人は当主の寝室に案内された。

「ノーマ殿か」

　ベッドに寝た老人が、顔だけをドアに向けて、そうつぶやいた。

　レカンは不審に思った。貴族家の当主が庶民の施療師を自宅に呼ぶことはあるかもしれない。だが、〈殿〉づけで呼ぶのは不自然だ。

「ご無沙汰いたしております。今日は〈回復〉を使える術者が二人も同行してくれました。レカンとエダです」

「ほう」

　瘦せ細っている。目の周りが黒く落ちくぼんでおり、死相に近いものがただよっている。

　ノーマはやわらかそうな掛け布団をめくり、杖を取り出して診察を始めた。

「臓腑の働きは安定しているようです」

「気休めはいらん」

「いつもの薬を持ってきました」

「あれのおかげで今日まで生きられたようなものだ」

「もう少し強い薬を使えるようになりますよ。さて、レカン。エダ。プラド様は、臓腑がいくつかうまく機能していない。そのため、食物を体に取り込む力が弱い。また、体にたまるよくないものをきれいにする力が弱い。君たちの〈回復〉は、一時的に大きな効果を上げるはずだ。そうすれば体に元気も戻るし食欲も出る。体を元気にできれば、少し強い薬も使える」

　これは、レカンとエダに聞かせているようで、患者本人に聞かせているのだ。

「二人に来てもらったが、今のプラド様のごようすからすると、エダ、やはり君に頼むのがいいようだ」

「はい」

「シーラさんからもらった杖を構えて、弱く魔力をまとわせて、胸から腹にかけてを中心に、全身をやわらかく調べるんだ」

　エダも、診察のしかたは理解し始めている。じっくりと体全体を調べていった。

「どんなふうにみたてたかな」

「弱っています。そして、毒がたまっています」

「毒、だと？」

　プラドが目をみひらいて言葉を発した。すかさずノーマが答えを与える。

「毒というのは、この場合、自分の体から出るよくないもののことです。自分の体から出たものに、自分の体が苦しめられているのですよ」

「ああ」

　再びプラドが目を閉じた。

「では、まず臓腑を中心に、よくないものを洗い流すんだ。そして次に、体全体に健康と元気をあげる。できるね？」

「はい。〈回復〉」

　杖の先に、というより、杖を中心に腕全体を包み込んで、緑の光球が生まれた。

　プラドも光に驚いて目を開けた。

　緑の光球は、ゆっくりとプラドの胸に吸い込まれ、綿に水がしみこむように、体全体を浸していった。

「おお。おお」

　プラドが小さくうめき声を上げた。思いもよらぬ心地よさから、ついこぼれ出たのだ。

　薄暗い部屋のなかで、プラドの体全体が緑の燐りん光こうをまとっている。ずいぶん長い時間、その燐光は消えなかった。そしてその燐光が消えたとき、エダはもう一度呪文を唱えた。

「〈回復〉」

　先ほどにも増して巨大な光球が生まれた。ただし、その色は緑ではなく、青かった。

「え」

　小さく声を発したのは、ノーマだ。

　エダは施療に集中している。青い光は、とろりとしたしずくとなって、プラドの胸にしたたり落ちた。

　そのしたたりは、ゆっくりと体をおおいつくし、そしてしみこんでゆく。

「ああああああああ」

　感に堪えない声が上がった。

　長い時間のあと、青い光が消えたが、そのときには、プラドは安らかな寝息を立てており、その表情は幸せそのものだった。ノーマは震える杖をプラドに向け、診察をした。

「なんてことだ」

　プラドに布団を掛け、ノーマは振り返った。

「レカン。エダ。帰るよ」

　執事が入室してきた。後ろにはワゴンを押した使用人が続いている。

「診察と施療は終わりました。プラド様は大きく回復されましたよ」

「おお」

「今日はほかにいくつも往診がありましてね。失礼してすぐに帰らせていただきます。施療所に一度帰りたいので、施療所に送っていただけますか」

「しばらくお待ちを。お茶を召し上がっていただくあいだに、お礼を用意しますので」

「本当に急ぐんです、カンネルさん。お茶はまた今度。お礼は届けさせてください」

「わかりました。すぐに馬車を用意させます」

　施療所に帰り着いたあと、ノーマは次の往診に出かけようとはしなかった。

　レカンは、何が起きたのか、うすうす感じていたが、あえて別のことを質問した。

「あの老人は金持ちのようだったな。それこそ赤ポーションでも手に入れて飲めばいいんじゃないか」

「買ったとも。飲んだとも。もう何度もね。二年前には赤の大ポーションを飲んだ」

「それでも治らないのか？」

「治ったとも。健康になったとも、いったんはね。だが、そのあとに苦痛が訪れ、病状は再び悪化した」

「なに？　なぜ再び悪化したんだ」

「病気の根が切れないからだよ。赤ポーションは、病気の症状はことごとく消し去ってくれる。体力も健康な状態にほぼ戻してくれる。だけど、赤ポーションは、病気の根を取り払ってはくれない。あそこまで深く病気が根を下ろしていると、それは、〈回復〉でもできないんだ！」

　沈黙が降りた。

「あの。あたい、何か失敗したの？」

「失敗？　いや、とんでもない。あれは失敗なんかじゃない」

「〈浄化フィーラ〉だったんだな？　いや、〈浄化〉を含んだ〈回復〉か」

「呪文は〈回復〉だった。だけどあれは、どうみても〈浄化〉そのものだったよ、レカン」
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「あと三人だな」

「え？」

「今日の往診は四人だと言ったろう」

「何を言ってるんだ、レカン！　そんなことしてる場合だと思ってるのか！」

「ありがとう、ノーマ」

「え？」

「エダのことを心配してくれているんだな。〈浄化フィーラ〉を発動させてしまったことがばれたら、おおごとになると」

「レカン。君は」

「オレは、エダに〈浄化〉の才能があることを知っていた」

「え？」

「呪いにかかったオレを、エダが〈回復キリーム〉で救ってくれた。その〈回復〉には〈浄化〉が混じっていたんだ」

「そんなことがあったのか」

「オレはエダが弟子でいるあいだエダを守ると決めた。だから、神殿や貴族が何を言ってこようと、エダを守り抜く。誰かがエダを奪いに来れば戦う。それだけのことだ」

「君は……君は、強いな。そうだな。起こってもいないことを心配してもしかたがない。今日は今日できることを精いっぱいしなくてはね。よし！　レカン、エダ。往診に行くよ」

「わかった」

「はい」

　ドアの脇にジンガーが立っている。

　上品そうな口ひげを生やした口元が、厳しく引き結ばれていた。

　それから二番目の往診先に出かけた。なかなか立派な家だった。

　患者は老婦人で、ベッドから起き上がることもできず、瘦せこけて、顔が不健康な黄色に変色していた。臓腑の病を抱えているのと、背骨に異常があるのが、この病状の原因だという。ノーマはレカンに、問題となる臓腑の本来の働きや、現在どのような異常が起きているのかを、丁寧に説明した。

　レカンは、ノーマの説明を頭にたたき込みながら、ごく弱い〈回復〉を、時間を置いて三度かけた。以前シーラから、〈回復〉の効果はかける側の魔力とかけられる側の生命力に依存するので、かけられる側の生命力が尽きてしまうと、もうそれ以上〈回復〉が効かなくなる、という話を聞いた。生命力が弱っている相手には、本当に必要な部分から慎重に〈回復〉をかけてゆくのがよいのだ。

　三度目の〈回復〉のあと、患者の顔色は目にみえてよくなり、起き上がることができた。付き添いの侍女が泣いて喜んだほど、劇的な回復だった。

　昼食を用意してくれていたので、好意に甘えることにした。

「レカン。赤ポーションと〈回復〉のちがいがわかるかな」

「赤ポーションは、大中小の大きさごとに、その効果の量は決まっている。〈回復〉の効果は、術に込められた魔力量と、術を受ける側の生命力に依存する」

「これは驚いた。シーラさんは、ずいぶん君に本格的な知識を教授しているみたいだね。いや、それもそうか。なにしろ君は、シーラさんが唯一弟子入りを認めた人なのだものね」

「この町に来る前には、何人か弟子がいたようだがな」

「ほう。そうなのかい。では、レカン。赤ポーションを使うと、かえって苦しみを与える場合もある、ということは知っているかな」

「なに？　いや、それは知らない。そんな馬鹿なことが起こり得るのか」

「ごく特殊な事例だ。実は、プラドさんが、その特殊な事例なんだ」

「ほう」

「病気というのが、体という大地に生えた木だとしよう。枝や葉は症状だ。つまり、痛みであり、苦しみであり、動かない手であり、みえない目であり、穴の開いた臓腑だ。病気のもとであり原因である根は隠れていてみえない」

「うむ」

「赤ポーションは枝や葉を一瞬で消し去ってしまう。それはもう、どんな理屈も通用しない、不可思議な出来事だ。ただし、赤ポーションの効果量より枝や葉の量が多ければ、枝や葉は残ってしまう」

「理解した」

「赤ポーションは根には影響を与えない。だけど、枝と葉が完全に取り払われたら、ふつう根は枯れてしまう。あるいは枝や葉を伸ばす力を失う。それは病気が治ったのと同じことだ。ところが、根の力が強いと、また枝葉が伸びてくる」

「プラドがそれなのか？」

「いや、そうじゃない。急がないでくれたまえ。とにかく、いったんは症状が消えて健康そのものにみえる状態になっても再び症状が出てくる場合がある、と覚えておいてほしい。ただ、その場合でも、症状が再発するまでに患者に体力をつけさせて対応することができる」

「なるほど」

「さて、ここからは仮説だ。まだ実証されていない仮説だ。体が病との戦いに疲れ切ったとき、病であることが正常であるかのようにふるまうことがある。私はこれを〈書き換え〉と呼んでいる」

「うん？　よくわからん」

「病が侵略軍だ。体はいじめられ、苦しむ。そして降参するんだ。〈私どもはあなたの支配を受け入れますから、もういじめないでください〉とね」

「すると、どうなる？」

「平衡状態になる。つまり、苦しいことは苦しいが、それ以上の悲惨なことは起きにくくなる」

「敵に占領された状態だな」

「まさに、それだよ。さて、ここで赤ポーションとは何かを考えてみよう。赤ポーションとは、人間の身体を正しい状態に復元する魔法、といえる」

「魔法？」

「そうだよ。あれは薬なんかじゃない。魔法そのものなんだ。ここに、〈書き換え〉が起きた病人がいる。赤ポーションを飲む。何が起きる？」

「病気が治るだろう」

「生命の根源の働きは、赤ポーションに命ずる。病の枝葉を取り去り体を正しい状態に戻せと。病に降伏している体は言う。病の枝葉があるのが正しい状態だから、枝葉を再生してくれと」

「なに？　……ふむ。少しわかってきた」

「あたいはわかりません」

「大赤ポーションのような大きな魔法を使うと、枝葉はいったん完全に消滅する。ところが、〈書き換え〉が起きている人の場合、ただちに枝葉の再生が開始される。重篤な病状に至るには何年も何十年もかかるわけだけれど、その何十年分の苦しみが、いっときに襲ってくるわけだ」

「たまらんな」

「よくわからないけど、かわいそう」

「最初に小赤ポーションを使うとき、私は反対したんだ。だけどゼプスさんは受け入れなかった」

「ゼプス？」

「プラドさんのお孫さんで、ゴンクール家の後継者だ。祖父は〈見捨てられた者〉などではない、と言ってね」

「〈見捨てられた者〉とは？」

「君はどこから来たんだい、レカン？　神の恩おん寵ちょうからみはなされた人、つまり〈回復〉も赤ポーションも効かない病人をこの大陸では、〈見捨てられた者〉と呼ぶ。実際には、そんな人間はいないんだけどね。ただの伝説だ」

「なるほど」

「ゼプスさんは、小ポーションを二度試してプラドさんが苦しむのをみたあと、これは効果が小さいからだと言って、大ポーションを手に入れた。私は今度も反対したが、服用するときには立ち会った。いったんはよくなったようにみえた。だがすぐに苦しみがやってきた。それはもうみていられない苦しみ方だった。さて、そろそろ次の家に行かなくてはね。続きはあとにしよう」
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　午後に往診した二軒は、いずれも貧しい家だった。

　レカンの〈回復〉は、めざましい効果を上げた。

　施療所に帰り着いて、ジンガーの淹いれてくれた茶を飲みながら、レカンは聞いた。

「赤ポーションについてはわかった。〈回復〉はどうなんだ？　どんなふうに働くんだ？」

「〈回復〉は、生命の根源の働きと相談しながら、生命の根源の働きが命じるように、肉体を再構築してゆく働きだ。肉体の様態の多様性を許容する、実に柔軟な働きなんだ」

「さっぱりわからん」

「あたいも」

「〈回復〉は、病の枝葉を滅ぼしてゆく。〈回復〉は、病の枝葉を復元しない。〈回復〉は、病の根さえも、ある程度取り去る」

「ふむ」

「いいことだらけなんですね」

「そうでもない。未熟な赤ポーションは存在しないけど、未熟な〈回復〉は存在する。下手な術者が重篤な患者を治療すると、最善ではない状態に〈回復〉させてしまうことがある。ただし、迷宮のなかでの怪け我がについては話が別だ。充分な魔力量をそそいだ〈回復〉なら、どんなひどい怪我も治る。だから迷宮では〈回復〉が重宝されるんだ」

「ちょっと待て。数日前、馬車にひかれた少年の治療のとき、あんたは言った。こういう状態で下手な〈回復〉をかけると、妙な具合に骨がくっついてしまい、もとに戻らなくなると。また、まずは体のなかの泥や悪いものを追い出せとも言った。それなのに、今日は、迷宮では魔力量さえあればどんなひどい怪我も治ると言った。どちらが正しいんだ？」

「どちらも正しいんだよ、レカン。迷宮のなかでの常識と、外での常識はちがうんだ。迷宮では、どんどん魔獣を倒して魔力量や生命力が増えていく。青ポーションも手に入る。かけられる側に旺盛な生命力があって、かける側がふんだんに魔力をそそげるなら、細かいことは気にしなくていいんだ。体を洗うのに、ひとしずくの水しかなければ、タオルに含ませてごしごし拭くけど、よごれたタオルで拭けばかえって体がよごれてしまう。でも、大樽だる一杯の水を使えるなら、じゃぶじゃぶ洗い流せばいい。充分な魔力をそそげば木くずや小石を体のなかに残したままでも問題なく動けるように治せるし、さらに魔力量が豊かなら木くずや小石さえ消し去ってしまう」

「ふむ。今教えられたことは、あとでゆっくり考える。プラドに赤ポーションが禁物だとして、〈回復〉や薬草は、どうなんだ」

「いい質問だ。〈書き換え〉が起きると、上級の〈回復〉でも根を取り去ることはできない。だが、枝葉を取り去ることはできる」

「逆に枝葉を再生したりはしないんだな」

「しない。〈書き換え〉が起きた人にも、〈回復〉は悪影響は与えない。ただし、根を取り去ることはできないから、いったん回復した体が、徐々に病にむしばまれてゆく。それでも、いったん体を回復させてくれれば、食事も受け付けるし、さまざまな治療もできる」

「薬草はどうなんだ」

「薬草は、ごく徐々にではあるが、生命の根源の力に働きかけ、その働きを増幅し、そのことによって体を癒やす。素晴らしいものだよ、自然の働きというのは。自然から生まれた薬草こそが、実は万能なんだ」

「なるほど。では、今日の治療では、実際には何が起きたんだ？」

「それはもう、レカンにはわかっているんじゃないかな」

「あたいにはわかりません」

「あんたの口からはっきり教えてもらいたい」

「プラドさんを苦しめていた諸症状は消え去ったようにみえる。そして、病の枝葉が伸びてくる兆候がみとめられなかった。目が覚めたらみちがえるような回復ぶりをみせるだろう。そして、これからは薬草がしっかりと効き目を現すことになる」

「病の根は刈り取られたんだな」

「そのようにみえた。ただし時間を置いてじっくり診療しなければ確かなことは言えない」

「それをゴンクール家ではどう思う？」

「今回の治療効果は劇的なものになるだろう。私は何年もプラドさんの治療に通っているが、劇的といえるほどの効果が出たことはない。だから、プラドさんに健康をもたらしたのは、私以外の誰かだと気づくだろうね」

「オレとエダのどちらが治療したのかは、わかるだろうか」

「プラドさん本人がみていた。ごまかしは利かない」

「そうだったな。そういえば、治療のとき、家人が一人もついていなかったのは、なぜだ」

「私を信頼しているからだろうね」

「ほう？」

「私はね、プラドさんの孫なんだよ」

「そういえば、顔が少し似ていたような気もする」

「君は驚きもしないんだね。私の母は、プラドさんの子だ。ただし、母の母が身分が低かったため、正式の子とは認められていない」

「なるほど」

「今、私が住んでいる施療所は、施療師だった父が買い取って改修した建物だ。父と母は恋に落ち、結婚した。プラドさんは、お祝いに母に高価な杖つえを贈ってくれた。この杖がそれだよ」

「ふむ。子として愛情を感じてはいたのだな」

「母には、〈回復〉の才能があったが、大した才能ではなかった。でも、この杖の助けを借りて、母は父の仕事を手伝った。やがて私が生まれたんだが、父と母は赤ん坊の私を連れて、マシャジャインの町に行くことになった」

「それはどこにあるんだ？」

「知らないのか？　驚いたな。侯爵領だよ？　ここからいえば、王都の手前だね」

「なぜその町に行った」

「父は侯爵の六男だった。父の母も身分は高くなかったので、父は自由が利いた。気楽な暮らしがしたくて、この町で施療所を開いたんだね。侯爵が重い病の床につき、かわいい末っ子に会いたいと言った。それで父はマシャジャインに帰った。一時的な帰還になるはずだった」

「そうならなかったわけか」

「ある日母のもとに贈り物が届いた。開けるとなかから平白蛇ウラスリンが出てきた。母を殺せば父の妻の座を狙いやすいと考えた、ある貴族のしわざだ。危篤の侯爵に呼ばれたのだから、何か財産や地位を譲り受けると勘違いしたんだね。母を襲うはずの蛇は、母に抱かれた私にかみついた」

「それで？」

「母は必死で私に杖を向けて、〈回復〉の呪文を唱えた。そのとき生まれた光は、大きくはなかったが、明るく輝いていて、そして青色をしていた」

「なるほど」

「母は〈浄化〉を発動したんだ。その代わり、魔力枯渇で倒れてしまった。平白蛇の毒なら、〈回復〉で解毒できた。〈浄化〉なんて発動する必要はなかったんだ。でも、私を思う気持ちのあまり眠っていた才能が開花したことを、どうして責めることができるだろう」

「思いの深さ、か」

「たぶん最初、何が起きたか理解してたのは父だけだった。だが父は、純粋すぎる人だった。母が目覚めたとき、私が助かったことを教え、母の新しい力を祝福したんだ。数日後、母は父の指示に従って〈浄化〉を発動した。父は、翌日、病床の侯爵に〈浄化〉をかけさせた」

「どうなったんだ？」

「侯爵はかつてないほどの心地よさを感じた。翌日も、その翌日も、母は〈浄化〉をかけた。母の魔力量では、一日にたった一回の弱い〈浄化〉をかけるのが精いっぱいだったんだ。七日目に、侯爵はベッドから起き上がって食事をした。危篤状態の老人が、健康を取り戻したんだ」

「皆のみている前で〈浄化〉の呪文を使ったのでは、もう隠しようがないな」

「うん。だけど父は侯爵のお気に入りだったから、理不尽な扱いを受ける心配はなかった。父は新しい屋敷を与えられた。私はそこで十七歳まで育ったんだよ。十日に一度、母は侯爵に〈浄化〉をかけた。そのときは、父と私も同席した。それは何かの儀式のようでもあったが、侯爵はにこやかにほほえんでおり、われわれは確かに一つの家族だった」

　ノーマは、ひどく遠方をながめる目つきをしながら、淡々と語った。

「望めば何でもかなった。父はありとあらゆる薬草を庭で育てた。希少な文献が取り寄せられ、患者までが差し向けられた。あれほど恵まれた環境で研究できた施療師は珍しいだろうね。母も幸せだった。私も幸せだった」

　ノーマは冷めた茶を飲み干し、空になったカップをみつめながら言葉を続けた。

「だが、変化は少しずつ訪れていた。最初は十日に一度だった〈浄化〉は、八日に一度になり、六日に一度になり、五日に一度になった」

　カップをテーブルに置いた。

「レカン、君には想像もつかないだろうね。老いて自由に動けなくなり、体のあちこちが休みなく痛みにさいなまれる肉体というものを。だけど、そんな肉体が、〈浄化〉をかけてもらえば、痛みも苦しみもなくなる。若いころのように動き、考え、仕事ができるんだよ」

　ジンガーが、空のカップに新しい茶をそそぐ。

「ところが、一日たち、二日たてば、体はおとろえ、痛みや苦しみが襲ってくる。どうしたらいい？　決まってる。〈浄化〉の間隔を短くするんだ。はじめ十日に一度だった〈浄化〉は、次第に間隔がせばまり、やがて二日に一度までの頻度になっていた」

　ノーマは、カップを持ち上げ、鼻の前でくゆらせて、香りを楽しんだ。

「母には何もかもが与えられた。秘宝級の杖。魔力を底上げする首飾り。呪いを無効化する指輪。最高の服飾職人の仕立てた服。豪華な食事。そして騎士ジンガーという護衛」

　レカンはジンガーをみた。しわの刻まれた顔には感情のゆらぎはみとめられない。

「破滅は何げない形でやってきた。ある日、父に与えられた患者が、父の前で吐血したんだ。母はその患者に〈浄化〉をかけた。かけてしまった。日に一回の貴重な〈浄化〉を無為に消費してしまい、そのために侯爵に〈浄化〉をかけられなくなったらどうするのか、と父と母は周囲から責められた」

「青ポーションを飲めばすむことだろう」

「もちろんだ。実際、母は、そのとき青ポーションを与えられたよ。だが、青ポーションを連続して使えば効果は落ちるし、そもそも母の魔力量は、あまりにもわずかだ。もしも母が青ポーションを使って日に二度、侯爵以外の人間に〈浄化〉をかけたらどうなる？」

「それは心配のしすぎだ。それに、そんなことは、お前の母の自由だ」

「侯爵家の人々は、そう考えなかった。君は、有能で実績があり、周囲ににらみのきく最高権力者が、健康で元気にあふれていることの価値がわかるかな？　町は繁栄を謳おう歌かしていた。極論すれば、その繁栄は、母によって支えられていたんだ」

　レカンも茶を飲み干した。ジンガーが新しい茶をつごうとしたが、手ぶりで断った。

「母は私と父から引き離され、特別な建物に住むことになった。体のいい幽閉さ。待遇はまさに最高だったけれどね」

　にっこり笑ってレカンをみた。いたましい笑顔だ。ノーマは、椅い子すに深く座り直し、両手の指を腹の上で組み合わせた。

「母は毎朝、青紫のポーションを飲んで、侯爵に〈浄化〉をかける。そして、小青ポーションを飲んで、午後には別の誰か一人に〈浄化〉をかける。その誰かとは侯爵家に何か大きな貢献をした人であり、かつ一回につき金貨五枚の寄付ができる人だ。いつのまにか、そういうことになっていた」

　青紫のポーションは、魔力を一時的に増幅する。レカンもゴルブル迷宮で手に入れて試したことがあるが、レカンの場合たいして魔力は増えなかったし、魔力の自然回復が遅くなるという副作用があったので、その後は使っていない。

　エダが質問をした。

「侯爵は、今でもお元気なんですか？」

「いや。母を閉じ込めた四年後、老いが侯爵に追いついた。最後は〈浄化〉も、ほとんど効かなかったらしい。だが、死が十四年間も引き延ばされ、死の直前まで健康で働けたんだ。〈浄化〉というのは、本当にすごい魔法だよ」

「それで、お母さんは解放されたんですか？」

「いや。長男が侯爵家を継ぎ、母も受け継いだ。もう母は侯爵家の財産になっていたんだ。当主が代替わりしたあと、父は、母に会わせてほしいと頼んだことがある。そのとき新侯爵は、こう聞いたそうだよ。いいけど、お前、金貨五枚が払えるのか、とね」

「なんて、ひどい」

「ひどいとも何とも思っていないところが、実にひどいね。侯爵家などというものは、そういうものなんだよ。領地と自家を守り繁栄させるための機械なのさ。当主といえども歯車であって、全体の動きに逆らうようなことはできないんだ」

「だって、ノーマさんのお父さんと新侯爵は兄弟でしょう？」

「血筋の上ではそうだね。だけど、家柄の上ではそうじゃない」

「いつ、なぜ、ここに来た？」

「私が十七歳のとき、母が死んだ。すると侯爵家では、私の結婚の相談が始まった。私のこどもに〈浄化〉の才能が現れるかもしれないという小さな期待のためだ。魔法の才能というのは、こどもに受け継がれることがあるものだし、同じ血筋には同じ系統の魔法が発現しやすい」

「どうやってのがれたんだ」

「新侯爵が父に言った。町を出たいなら、そのように取りはからってやる。ただし、財産は持ち出せないとね。先代侯爵と母との約束だったのだそうだ、父と私を束縛しないというのが。私が十七歳のとき、つまり九年前に、父と私はこの町に来た。財産は持ち出せないと言われていたが、それでも、数多くの薬草や本を持ってくることができた。まあ、侯爵家の基準からすれば、そんなものは財産のうちに入らなかったのだろうね。翌年、父は決闘で死んだ」

「なにっ」

「ええっ？」

「母を平白蛇で殺そうとした貴族がいた、という話をしたね。その貴族家の当主と娘は、事件の少しあと、侯爵家に呼び出され、むごい死に方をした。母は侯爵家の秘宝となったわけだからね。その母を殺そうとした父と娘を、侯爵は許さなかった。みせしめの意味もあったと思う」

「そのことと決闘と、どういう関係があるんですか？」

「その貴族の息子は、父がこの町に帰ったのを知って、父が侯爵家から追い出された、と考えたんだろうね。その貴族家の騎士が父に名誉ある決闘を挑んだ。父は決闘を受け、一太刀で殺された」

「お前の父は、家名を捨て、平民としてこの町で暮らしていたのではないのか」

「母の形見の杖が盗まれてね。決闘に応じれば、杖を返すと言ってきたのさ」

「その行いのどこに名誉がある」

「まったく同感だよ。しかも相手は、父を殺したあと、私を拉致しようとした。ジンガーが助けてくれなければ、私はさぞ悲惨な末路をたどったことだろう」

　レカンはジンガーをみた。あいかわらず静かにたたずんでいて、感情のゆれなど、どこにもみえない。

「その貴族は、新侯爵の気質や思考を読みちがえていた。新侯爵は激怒したんだ。体面を傷つけられたと考えたんだろうね。貴族家の当主の首はすげかえられ、何人かが罪を問われて処刑された。結果として、私の安全は保証されたといえる。この杖も戻ってきた」
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「聞きたいことが、いくつかある」

「どうぞ」

「赤ポーションや〈回復〉は、毒には効かないと思っていたが、ちがうのか？」

「君のような筋金入りの冒険者からそんな質問を受けるとはね。毒に対して赤ポーションは、一時的に効く。〈回復〉は、多くの場合、毒に効果がある」

「ふむ？」

「赤ポーションは、毒の症状を一度消してくれる。ただ、毒そのものは消さないから、すぐにまた毒による異常が起きる。効き目の弱い少量の毒なら、赤ポーションで治るだろうね」

「なるほど」

「〈回復〉は、鉱物性の毒など、体内で異物であり続ける毒を除けば、ほとんどの毒を癒やす可能性がある。理屈を説明するとむずかしいんだが、赤ポーションとちがい、〈回復〉は、ある一定時間連続的に作用するからなんだ」

「ふむ。少しわかるような気がする」

「あたいは全然わかりません」

「実践的にいえば、〈回復〉で毒を除去しようとするなら、強く短く〈回復〉をかけるのでなく、ある程度長い時間〈回復〉をかけ続けるといい」

「なるほど」

「よくわかりました」

「まあ、強くて速く効く毒に弱い〈回復〉をかけていたらまにあわないから、一般に、毒に〈回復〉は使わない。冒険者なら、緑ポーションを手に入れられるだろう。解毒には何といっても緑ポーションにまさるものはないよ」

「わかった。それから、ノーマがゴンクール家に往診するのはなぜだ」

「先ほども言ったように、プラドさんは、私の母の父だ。ただし私がそれを知ったのは、母が死んでこの町に来てからだ。父が死んだあと、ゴンクール家から往診の依頼があった。そのときジンガーが、プラドさんと母の関係を教えてくれた」

「ふむ」

「ゴンクール家に行くと、ふつうに診療と治療を依頼され、今後は継続的に往診してほしいと言われた。祖父だとも従兄弟だとも名乗られたことはないが、少なくとも、プラドさんと、ゼプスさんと、執事のカンネルさんは、私とゴンクール家の関係を知っている」

「一族の者だから、施療にかこつけて呼び出し、つながりを保とうとしているのか？」

「うーん。そういうふうにも感じないんだけどね。自分で言うのも何だけど、私は施療の知識と技術にかけては、相当のレベルにある。この町には、領主家を除いて五つの貴族家がある。あ、いや、アーバンクレイン家が去ったから、四つか。その四つのうちで、中級の〈回復〉持ちを抱えていないのはゴンクール家だけなんだ。だから、知識と技術があり、初級の〈回復〉が使える私を抱え込んでおくというのは、不自然なことではないね」

「あんたが〈浄化〉を発現する可能性がある、と期待しているわけではないのか？」

「考えたこともなかった。しかし、そうか。母上も、魔力量も少なく、もとは弱い〈回復〉しか使えなかった。それが、あるとき、〈浄化〉に目覚めた。ううーん。なるほど。そこに期待している可能性は、ないとはいえないね。実際にはあり得ないほど低い可能性だけれども」

「ゴンクール家は、あんたの母親が〈浄化〉を発現したことは知っているんだな？」

「知っている。知っているにちがいないと思わせることを、プラドさんが言った」

「そうか。それで単刀直入に聞くが、ゴンクール家は、エダをどうするだろうか？」

「そこが問題だね。私も思わぬ事態に驚き、母のことが頭をよぎったものだから、すっかり動転してしまったが、冷静に考えてみれば、そこまであわてるような事態ではなかったようだ」

「ほう。そうだろうか」

「そうだとも。貴族といっても、ゴンクール家は領主家にも他の貴族家にも気を遣わねばならない立場だ。そうむちゃはできない。プラドさんは、目覚めれば、体調が非常によいことに気づくだろう。だが今までにも、時々神官を呼んで〈回復〉をかけてもらっているから、そのことにそれほど驚きはしないと思われる」

「ふむ」

「だが、二、三日、あるいは三、四日すると気づく。いったんよくなった体調が、いつもならすぐに悪くなってゆくのに、今回はそうでないと。そのとき、エダがかけた〈回復〉の色が、ほかの〈回復〉の色とはちがうということに、思い至るかもしれない。ただ、魔法の色というのは個人差がある。それに、エダは〈回復〉の呪文を唱えたのだから、あれは〈回復〉だと考えるはずだ」

「ふむ。そうかもしれん」

「同じ〈回復〉なのに、神官の〈回復〉より効果が高い。これはなぜかということになる。そのときゴンクール家は、どうするだろう。私を呼んで聞くだろうね。この体調のよさの理由は何かと。私は何と答えればいい？　あれは〈浄化〉でしたと答えるのは、絶対にだめだ。それを知ればゴンクール家が欲望にそまるかもしれない。とすると、どう答えればいい？　ふむ」

　ノーマは、右手の五本の指を広げて両目をおおった。白く、細長い、美しい指だ。女性の手にしては大きな手だが、その大きさが美しさを引き立てている。やがてノーマは顔を上げた。

「あれは〈回復〉だったんだ。ただし、上級の〈回復〉だ。そして、長年にわたって服用してきた薬草が、今やっと本当の効果を現してきたんだ」

「それで通じるかな」

「私に理論で勝てる相手は、この町にはいないと思う。噓うそはつかないよ。今日まで研究した理論を総動員して、こういうことならあり得たという一つの仮説を提示するのだ」

「それならうまくいくかもしれんな」

「相手は私の説明を、一応は信じるほかないと思う。だが、どの程度信じるにせよ、信じないにせよ、もう一度エダを呼びたいと言い出すのは間違いない。レカン、エダ」

「何だ？」

「何ですか？」

「君たちは、近々、ある程度の期間この町を離れるような予定はないのかな？」

「実は、ノーマのもとでの研修が終わったら、ニーナエの迷宮に行くことになっている。オレとエダの二人でだ。期間は行き帰りも含めて一か月程度と、シーラには言われている」

「それだよ！　ぜひ、すぐに行きたまえ。研修はいったん卒業だ！」

「それは早すぎるだろう」

「もっと教えてもらいたいです」

「この件が落ち着いたら、ぜひ研修を再開しよう。君たちは、実に教えがいがあるし、君たちの〈回復〉に接することで、私の研究も大きく進む。私の患者たちも救われる」

「この町を離れたからといって問題は消えない。戻ってくれば同じことじゃないのか」

「今欲しいのは時間だ。プラドさんの病状が、この数日でどう変わるか、十日先には、二十日先にはどうなっているか、そこがわからなければ、次の手の打ちようがない。ぜひ迷宮に行きたまえ」

「その提案に乗ろう。シーラに相談する」

　実はもう一つ聞きたいことがあった。それは、ジンガーはなぜここにいるのかということである。ジンガーは、侯爵家の騎士だ。そのジンガーが、なぜここにいるのか。

　だがそれはノーマの内情に立ち入った質問となる。そもそも、説明すべきことであるなら、ノーマのほうから説明したはずだ。そう思えば、ここでその質問を発する気にはならなかった。

　相談をしているうちに、遅い時間になった。

　ノーマは、夕食を食べていくよう勧めたが、レカンは考え事があるからと断って、エダを連れて施療所を出た。

　家に帰る途中、食堂に寄った。レカンがいくつもの料理を注文して、ワインをがぶ飲みしているかたわらで、エダはレカンの皿から少しずつ料理を取り分けては、幸せそうな顔で口に運ぶ。

「うーん。このお野菜の煮付け、すごく味がしみておいしいね。どういう手順でお料理するんだろう」

　レカンは、いいかげんな相づちを打ちながら、今日ノーマから教わった知識を頭のなかで反はん芻すうした。

〈回復〉と赤ポーションについての情報は、きわめて重要だ。今日の一日だけでも、今まで不明確だった点や、勘違いしていた点が、いくつも明らかになった。

（そういえば）

（自分にかける〈回復〉と、人からかけてもらう〈回復〉に、何か差はあるんだろうか）

　考え始めると、あとからあとから聞きたいことは湧わいてきた。

「だからやっぱり、少し深いお鍋も買わなくちゃいけないね、レカン」

「ああ、そうだな」

「レカン」

「うん？」

「今、あたいが、何を買うって言ったか、聞いてた？」

「……何だったかな？」

「もう！　人の話はちゃんと聞かなきゃだめだよ」

「お前」

「え？」

「お前、ほんとにエダか？」

「それはどういう意味なの？」

「その、なの、という語尾があやしい」

「あたいは、もともとこういう口調だよ？」

「オレの知ってるエダは、そうじゃない」

「それは、冒険者になろうとして無理してたんだってば」

「どうして冒険者になるのに、口調を変える必要がある」

「自分を変えたかったんだよ。だから背伸びしていたんだ。でも、まだ今は無理しなくっていい、って言ってくれたから」

　あの少年のような口調や、飛び跳ねるような話題の転換が、妙に懐かしいレカンだった。
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「なんだって？　往診に行って〈浄化〉を発動しただって？」

「ああ。昨日のことだ。ゴンクール家という家で、プラドとかいうひどく弱った老人にエダは〈回復〉をかけたんだが、青く澄んだ色に発光した。ノーマはそれをみて、〈浄化〉そのものだと言っていた」

「なんてこった」

「えへへへへ」

「ノーマは、オレとエダがしばらくこの町を離れるのがいいと言った。プラドの病状がどうなるか、十日か二十日ほどは推移をみて、対応を考えたいということだ。迷宮に行く話があるというと、ぜひ行ってこいと言った」

「そういうことなら、いいんじゃないかい、迷宮」

「行ってもいいか？」

「行っといで。予定より遅くなると、次の薬草採取に差し支えるけど、早くなるぶんにゃ問題はない。ニーナエへの道はわかるのかい？」

「地図は買ったが、道は書いていなかった。聞きながら行けばいいだろう」

「冒険者協会には、道を書いた地図を売ってるよ」

「なに？」

「道を書き込んだ地図や、町のなかのおもだった建物がわかるような地図を売ることは、領主が禁じてる。どこでもそうさ。だけど冒険者協会じゃ、目的地にたどり着かないといけない依頼も多いだろ？　だから特別に地図の販売を許されてるのさ」

「なるほど」

「あんた、興味のないことは、とことん気にしない人だものね」

「うむ」

「そこは威張るところじゃないよ。道の書いてない地図は、今持ってるかい？」

「これだ」

「ちょっとお貸し」

　シーラはペンを取り出して、ちょこちょこと道を書き込んでくれた。そして、途中で寄れそうな村や、目印になりそうな山などを教えてくれた。

「あの。レカン」

「どうした、エダ」

「ニケさんに連絡とれないかな」

「何か用事か？」

「何か用事かじゃないよ。あたいたち、パーティーを結成したんだよ。それなのに、ニケさんが帰ってきたら、あたいたちはいないわけでしょ？　しかも一か月も。ひと言断っていくべきじゃないかな。それと、もしニケさんの予定が合うなら、迷宮探索に合流してもらってもいいし」

「エダ、お前……」

「え？」

「気配りを習得したんだな」

「レカン。何かのスキルを身につけたみたいな言い方はおやめ」

「いや、そういうシーラも、かなり驚いた目でエダをみていたぞ」

「シーラさん。ニケさんは、いつごろ帰ってくるんですか？」

「エダちゃん。ニケのことを気にしてくれてありがとうよ。ニケがいつごろ帰ってくるかは、あたしにもわからないさ。でもね、ニケは迷宮には行かない」

「え？」

「ちょっと事情があってね。あたしもニケも、迷宮は嫌いなのさ」

「そうなんですか。もちろん、シーラさんのようなおばあちゃんを迷宮で働かせたりしないですけど」

「おやおや。エダちゃんは、やさしいねえ。ありがとうよ」

「そうだ。シーラ」

「何だい？」

「知覚系魔法に〈図化コズニット〉というのがあっただろう。あれはどういう魔法なんだ？」

「あれは妙ちきりんな魔法でね。建物なら建物の間取りが、簡略化された図面になって頭に浮かぶのさ。建物なら、一つの建物の一つの階しか図化されない。町全体を図化することもできるけど、その場合は建物の内部は図化されない」

「ふむ。微妙な調整ができないということか？」

「まあ、そうだね。あれは迷宮で使うために存在する能力なんじゃないかと思うよ。迷宮で使うと、その階層が図化される。つまり、どこをどう通ればいいかがわかる。表示できるのは、自分がいる階層だけだ。その場所を離れたら、その場所の図をみることはできない」

「実は神殿に行ったとき思ったんだ。どこが通れるかわかるような能力があればなと」

「え？　あんた、かなり精度の高い空間探査能力を持ってるだろ？」

「どこに壁や通路があるかはわかる。だが、鍵かぎがかかっていれば通れない」

「鍵？　あんたがどうして鍵なんか気にする必要があるのさ。〈移動〉を使えるだろ？　それで、高精度の探査能力もある。たいていの鍵は開けられるんじゃないかい？」

「あ」

　言われてみればその通りだ。

「あの、レカン？」

「どうした？」

「あたい、先に帰るよ。お鍋も買いたいし、おうちの片付けもしたいから」

「そうか。ならば、そうするといい」

「シーラさん、帰ります」

「そうかい。またおいで」

「はい。じゃあ。ジェリコ、ちょっとお別れね。元気でね」

「ほっほ」

　エダが帰ったあと、レカンはシーラに〈図化〉を教えてくれと頼んだ。

「〈図化〉ねえ。どうやって教えたらいいんだろう」

「なに？」

「今、〈図化〉を使ったんだけど、わかったかい？」

「いや」

「そうだろうねえ。〈図化〉ってのは、術者のなかで完結してるからねえ。こういう術だとみせてやることができない」

「あんたはどうやって覚えたんだ？」

「あたしかい？　あたしは……はて。どうやって覚えたんだろう？　……だめだ。思い出せない。もう三百五十年以上たつからねえ」

「何かコツのようなものがあるのか」

「コツねえ。そうだねえ。とにかく迷宮でいろいろ試してみるこったね。迷宮を鑑定するようなつもりで、迷宮のその階層がどんな造りになってるかを心に思い描いてみるのさ。それがコツといえばコツかねえ」

「わかった。やってみよう」

　そのあとしばらく、レカンはシーラにいろいろ魔法のことを聞いた。

　シーラの家を辞したあと、レカンは孤児院に向かった。途中屋台で串焼きを買って食べた。また、干し肉と野菜と硬いパンと水を買った。迷宮への道中の食料には充分な量だ。迷宮のなかで食べる物は、迷宮都市に着いてから買ったほうがよい。

　孤児院に行くと、こどもたちにみつかってしまい、引きはがすのに苦労した。ちょうど副神殿長がいたので、一か月ほど町を離れる旨を伝えた。

　それから家に帰った。もう暗くなっていた。
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　帰り着いてみると、エダがいなかった。

　レカンは〈立体知覚〉で家のなかを調べた。

「うん？」

　エダの部屋に〈箱〉が置いてある。〈イシアの弓〉が入っている〈箱〉だ。

（これを放り出したままエダが外出する？）

（ありえん）

〈生命感知〉に意識を集中した。だが、エダではないかと思えるような人間は、千歩以内にはいない。

　そう広くもない家を、レカンは歩き回った。

　小さな庭の隅の木の陰も調べた。台所をのぞけば四つしかない部屋もみた。井戸のなかもみた。

　だが、いない。エダがいない。どこにもいない。

　レカンは左隣の家の前に行き、戸をたたいた。

　左側の家には中年の夫婦が住んでいる。右側の家には少し前まで足の悪い老人が住んでいたらしいが、今は空き家だ。

　出てきた中年の妻は、レカンをみあげて、ひっ、と悲鳴を漏らした。

「こんな時間にすまんが、エダをみなかったか？」

「さ、さあ？　昨日も今日も会ってないよ。あ、でも」

「でも？」

「今日昼過ぎに、なんかえらく立派な馬車が、あんたたちの家の前に止まってたけどねえ」

「そうか。礼を言う。邪魔したな」

　馬車が止まっていた。それは、どういうことだろう。

　ここは、馬車が通るような道ではない。馬車で訪ねるような家もない。

　来るはずのない馬車が来たという情報と、いるはずのエダがいないという状況を重ね合わせれば、エダはその馬車で連れ去られたのではないか、という推測が成り立つ。

　今エダを誘拐する相手といえば、二つしか思いつかない。ケレス神殿とゴンクール家だ。

　だが神殿は、副神殿長が強制はしないと約束したのだ。そして副神殿長は、レカンが怒れば神殿が瓦が礫れきになると知っている。

　ゴンクール家はどうか。

　早すぎる。あまりに早すぎる。

　ゴンクール家に往診に行ったのは、昨日の昼前だ。プラド老人は、久々の安らかな眠りを、すぐに終わらせはしなかったはずだ。目が覚めて体調のよさに驚いたかもしれない。だがそれは、早くて昨日の午後であり、今日の朝かもしれない。たった半日で、その体調のよさが今までにないものであり、その原因がエダの〈回復〉にあると気づけるものだろうか。そして、誘拐という非常手段も辞さないほど思い詰め、レカンとエダの住まいを探しあて、馬車を差し向け誘拐してのけるなどということが、はたしてあり得るのだろうか。

　考えてみると、家が荒らされていないということがおかしい。エダは、反射神経は悪くない。不意をつかれたにせよ、まったく反撃もせず拉致されるような女ではない。

　とすると、やはり自らの意志で出ていったと考えるのが自然だ。大事な荷物を置いているのだから、去ったのではない。用事に出たのだ。何か急に用事を思いついたのだ。

　だが、もし相手が、ドボルやギドーのような暗殺技能持ちだったらどうだろう。気づかないうちに侵入され、接近され、意識と体の自由を奪われるというようなことも、ないとはいえない。

　それにこの世界には、さまざまな恩寵品や魔道具がある。離れた位置から人を気絶させるような恩寵品があるかもしれない。侵入者の姿や物音を隠してしまう魔道具があるかもしれない。

　いったい、どう考えるべきなのか。

（オレはどうしてこんなに思い悩んでいるんだ？）

（オレは、動揺……しているのか？）

　レカンは目を閉じ、エダのことを振り返った。

　最初の出会いは、好印象とは遠いものだった。一緒に護衛をしたが、最後の最後まで役立たずだった。二度目に会ったのは、ヴォーカの町のなかだった。突然呼び止められたのだ。冷たくあしらったが、ふと、お前は魔力持ちだと教えてしまった。それが三度目の出会いにつながった。エダはレカンを探し出してシーラの家に訪ねてきたのだ。

　それからなし崩しのように、エダはレカンとともにいた。未熟な冒険者だったが、あとで十四歳だと知って驚いた。十四歳であれだけの動きができ、魔法弓が使いこなせれば、むしろ有能だ。

　コグルスでのことを思い出した。

　ザイカーズ商店本店の応接間で、ザック・ザイカーズやドボルたちが放つ異様な重圧をものともせず、ぽりぽりと小動物のように菓子をむさぼり食っていたエダ。その姿をみて、レカンは心地よかった。あの場面では、よほど肝の据わった冒険者でなければ、萎縮して茶も飲めないはずだ。だが、あれでちぢこまるようでは大成できない。あの傍若無人さこそ、冒険者としての得難い資質だ。あのとき、レカンはエダを仲間として認めたといってよい。ザックも、エダの度胸には感心したはずだ。エダには、ザックの威圧はまるで効かなかった。ある意味、あのときエダはザックに勝っている。

　そのふるまいができたのは、生来の資質もあったかもしれないが、レカンを心底信頼していたからだ。だからあの場で、ああも奔放にふるまえた。

　そうだ。エダはなぜか、レカンを信じ、レカンに懐いた。

　どうしてだろう。どうしてエダは、レカンを信じ、レカンについてこようとしたのだろう。

　そんなことはわからない。だが、レカンは、エダが寄せる信頼を不快には思っていない。むしろ、こころよく思っている。

　となれば、話は簡単ではないか。その心に従って動けばいいのだ。

　自発的に外出し、あるいは何かやむを得ぬ事情で家を空けたのなら、いずれ戻って来る。そうではなく、意志に反して連れ去られたのなら、今エダは窮地にある。

　悪いほうの事態を想定して動くべきだ。

　一番あやしいのはゴンクール家だ。ならばゴンクール家に行けばよい。行って調べればよい。邪魔するやつがいるなら倒すまでだ。立ちふさがる扉があれば、壊すまでだ。

　もしもエダがゴンクール家にいなければ、次は神殿を探せばよい。ゴンクール家と神殿を探しているあいだに、エダが無事にここに戻ってくるなら、それはそれでいい。何の問題もない。

　レカンは右目に光を宿して、にやりと笑った。

　猛獣の笑いだった。
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　レカンは、ゴンクール家の門の前に着いた。

　もう夜なので、門は閉まっており、門番もいない。周りは暗い。

〈ザナの守護石〉を取り出して胸ポケットに入れてボタンをかけた。

〈雷竜の籠こ手て〉を取り出して左手にはめた。

〈ラスクの剣〉を腰からはずして〈収納〉にしまい、聖硬銀レシャラードの剣を取り出した。

　左手には銀の指輪がはまっている。

　腰のベルトには〈ハルトの短剣〉が差してある。

　小粒と中粒の魔石がびっしり詰まった小さな布袋を取り出して、ベルトに結ぶ。

〈立体感知〉で門を調べた。観音開きになっていて、内側から太いかんぬきで止めてある。かんぬきを破壊すれば、扉は開く。

　レカンは左手をかざして、呪文を唱えた。

「〈炎槍バンドルー〉！」

　夜の闇に突如生まれた光こう芒ぼうが、巨大な正門の中央を貫き、かんぬきもろとも扉の中央部を大きく破壊して、そのまま五十歩ほど前方にある屋敷の正面扉に着弾して爆発した。

　レカンは、左手をかざしたまま、呪文を唱えた。

「〈移動トリムル〉」

　ぎいっ、ぎいっ、と音を立てて、左右の門が開いてゆく。

　左手を腰の布袋に突っ込むと、無造作に小さめの魔石を十個つかみ出し、魔力を吸収すると手を振って投げ捨てた。石を敷き詰めた通路に空魔石がぱらぱらと音を立てて落ちる。今夜は魔石を使い捨てにして、消費した魔力を補充する。使い惜しみはなしだ。

　夜の風が、〈貴き王おう熊ぐま〉の外がい套とうの裾すそを、ばさばさとめくり上げる。

　二人の護衛兵が飛び出してきた。

「狼ろう藉ぜき者！」

「思い知れ！」

　レカンに剣をたたきつけてくる。

　レカンは二人の護衛兵の剣をたたき斬きった。聖硬銀の剣の切れ味は素晴らしく、ナイフで紙を斬るほどの抵抗も感じなかった。

　左手に魔力を込めて二人の頭をなでた。〈雷竜の籠手〉が〈雷撃グィンバル〉を発し、二人の護衛兵は声も上げずに崩れ落ちる。

　レカンは、まだ、この屋敷を襲撃しているつもりはない。今はまだ、エダがいるかどうか探している段階なのだ。エダがいたら、この屋敷の人間を皆殺しにしてもよいが、いなければ殺す必要はない。まだ暴力をふるう時ではないのだ。

　三段の石段を一またぎで登ると、目の前には破壊された正面扉の残骸が、だらしなくへばりついている。

「〈炎槍〉」

　軽く魔力を込めて残骸を吹き飛ばす。

　エントランスホールに踏み入り、正面の階段に進む。

　この屋敷のなかで最も強い赤点は、屋敷中央部後方にある。たぶん二階か三階だろうが、〈生命感知〉では高低は判別できない。

　階段を上り始めると、エントランスホールの端に顔を出して、こちらのようすをうかがう者たちがいた。だが、攻撃してこようとはしない。たぶん戦闘要員ではない。

　階段を上りきると、屋敷の奥のほうからこちらに近づいてくる者がある。

　廊下のところどころに燭しょく台だいがあり、近づいてくる者たちの姿が照らし出される。

　三人だ。

　先頭中央の男は、昨日往診に来たとき対応してくれた執事だ。たしかカンネルとかいったか。

　カンネルは立ち止まり、厳しい顔でレカンをねめつけながら言った。

「このような夜分に当家に押し入り、いったい何のご用か」

「探しものをしている。通るぞ」

　カンネルの後ろにいる男二人は胴体にだけ軽けい鎧よろいを着けていて、すでに抜剣している。

　二人は、執事のカンネルをかばうように前に出た。

　委細構わずレカンは前に進む。

　二人は剣を振り上げ、左右からレカンに襲いかかる。

　レカンは素早く右に動いて、右側の男の剣を斬り落とし、素早く剣を振り上げて、左側の男の剣も斬り落とした。

「〈火矢ベイアーツ〉」

　レカンの左手の指から二本の〈火矢〉が飛び出し、二人の剣士の右足の甲をそれぞれ貫いた。二人は短く悲鳴を上げて床に倒れた。

　カンネルの横を通って奥に進んでいくと、廊下が行き止まりとなった。

　右に行けばいいのか、左に行けばいいのか。

　右に行くと上に上る階段がある。左に行くとそのまま二階の奥に進む。

　右に進んだ。階段を上って三階を進む。

　前方に強い赤点がある。この階で正しかったようだ。

　もうすぐだ。もうすぐ赤点の人間がいる部屋に着く。

　着いた。

　扉の前で〈魔力感知〉を発動する。

　エダだ。

　この魔力は、エダだ。間違いない。

　やはりこの屋敷にさらわれていたのだ。

「エダ！」

　呼びかけるが返事はない。ベッドに寝ていることは〈立体感知〉でわかっている。

　左手で取っ手をつかんで回そうとしたら、鍵かぎがかかっていた。

　右手には剣を持ったまま、左手の拳こぶしで鍵穴を軽く打ち抜いた。

　ごく軽い打撃のつもりだったが、〈ザナの守護石〉が破壊力を倍加したため、扉の一部と壁の一部が悲鳴を上げながら吹き飛んだ。

　壊れた部分から扉をつかんで開こうとしたが、ぎいぎいといやな音を立てるだけで動こうとしない。衝撃で蝶ちょう番つがいがねじ曲がってしまったのだろう。扉を根本から引きちぎり、廊下の奥に捨てた。

　天てん蓋がいつきのベッドにエダが寝ている。

　部屋の隅で、侍女らしい女が一人、うずくまって震えている。

「エダ」

　その名を口にしたとき、自分の顔にわずかな笑みが浮かんだことを、レカンは意識していたろうか。

　騒々しい音がして、向かいの部屋の扉が押し開けられ、全身鎧を着けた敵が重そうな剣を振り上げて突進してきた。かわして斬り捨てようかと一瞬思ったが、それでは騎士はエダの寝るベッドに激突してしまうかもしれない。

　レカンは振り向きざまに騎士の腹を左こぶしで打ち据えた。敵は後ろに吹き飛び、崩れかけていた壁の一部をさらに破壊して廊下の壁に激突し、そのまま崩れ落ちた。

　天蓋の下に顔を入れ、エダをみた。

　安らかな寝顔だ。

　だが、これだけの騒ぎが起きているのに目を覚まさないというのは、やはりおかしい。

　レカンは剣を左手に持ち替え、右手を〈収納〉に差し込んで、黄色のポーションを取り出し、エダの顔の上で握りつぶした。状態異常を解くポーションである。

　半透明の液体が顔にかかると、すぐにエダはぱちりと目を開けた。そしてレカンをみつけた。

「レカン！」

　エダはそのままの姿勢から跳ね起き、レカンの首に抱きついた。そして、すぐに体を離した。

「ここ、どこ？」

「ゴンクール家だ」

「ごんくーる？」

「昨日往診に来た家だ」

「あ、あのおじいさんのお屋敷？」

「そうだ。いったい何があった？」

「いや、それが、レカンに用事があるって人たちが訪ねてきて、一人があたいと話してるときに、もう一人が後ろから何かしてね。びりっときて意識が遠くなって。やられたと思ったけど、遅かったの」

「そうか。動けるか？」

「うん」

　小動物のような、しなやかで素早い動きで、エダはベッドを降りた。

　エダは、ベッドの脇に置いてあった靴を履くと、たん、と立った。

「お待たせ！　帰ろうか」

「そうだな。だが、その前にやることがある」
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　レカンは剣を鞘さやに収め、歩き始めた。後ろにエダがついてきている。

　三階から二階に下り、玄関のほうには進まず、二階の奥に進みかけたところで、五人の男が襲いかかってきた。武器は持っているものの、あきらかに戦いの素人だ。五人ではうまく動けず、お互いが邪魔になっている。

「〈火矢〉」

　レカンの左手から五本の〈火矢〉が放たれ、五人が武器を握る手に、それぞれ着弾した。

「うわっ」

「ぎゃっ」

　五人は悲鳴を上げ、武器を放して悶もん絶ぜつする。

「レ、レカン？」

「うん？」

「今の〈火矢〉、曲がったよね？」

「ああ」

　そういえば、〈驟火ガイルベイ〉で魔法を曲げて撃つわざを覚えたので、深く考えもせず〈火矢〉を曲げて撃ってしまった。

「待て待てー！　手を出してはならん！」

　執事のカンネルだ。カンネルは、レカンの前に立ちふさがった。

「どけ」

「レカン様。どこに行かれるのですか」

「当主の部屋だ」

「ご当主を、どうなさるおつもりか」

「エダを誘拐したむくいを受けてもらう」

「このたびのことは、ご当主のまったく存じあずかられないことなのです」

「お前は、盗賊がナイフで人を殺したら、盗賊ではなくナイフを罰するのか？」

　当主が誘拐を知らなかったなどというばかげた言い訳を信じる気はないが、かりに知らなかったとしても、屋敷の人間が人をさらい、屋敷に監禁している責任が、当主にないわけがなかった。

「あなたのおっしゃることはわかります。だが、最後の釈明をさせていただきたい。おい」

　カンネルが近くにいた従僕に話しかけた。

「ゼプス様を、当主様のお部屋にお連れしなさい。急ぐのだ！」

「は、はい」

　急ぎ足で立ち去る従僕をみおくって、執事カンネルはレカンに頭を下げた。

「ご案内いたします」

　廊下を端まで歩くと、奥に立派な扉の部屋があった。当主の寝室だ。

　その前に男が立っている。剣士だ。剣を腰に吊つり、右手を添えて、いつでも抜剣できる体勢だ。

「カンネル殿。まさかその男をこの部屋に入れるつもりではないでしょうね」

「アリオス殿。レカン様を、当主様にお引き合わせいたさねばならぬ。そのうえで、当主様にもご事情をお話しし、レカン様に釈明させていただく」

「そのように殺気をただよわせた者を、この部屋に入れることはできません」

「アリオス殿。このかたは、ゴルブル迷宮を二度にわたってソロで踏破された〈黒衣の魔王〉レカン様だ。抵抗すれば、この家は滅びる」
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　アリオスはカンネルに返事をしなかった。その目はただまっすぐにレカンに向けられている。

　ただならぬ気配をまとった男だ。もしかすると、この世界に来て出会ったなかで、最も腕の立つ剣客かもしれない。しかしレカンは剣士である前に冒険者である。わくわくするような戦いをしたいという欲求はあるが、今はのんびり決闘ごっこをしている気分ではない。

「〈火矢〉」

　レカンがさらりと呪文を唱えると、百本に達しようかという〈火矢〉が左手から生じた。アリオスとかいう名の剣士は、驚いたことに、至近距離で突然生まれた暴力的な数の魔法の矢のほとんどをかわしたが、何本かが肩や腹や足に突き刺さって爆発した。わずかに動きを止めたアリオスの体を、レカンの聖硬銀の剣が両断した。両断するはずだった。

　妙な手応えだった。服の下に、きわめて強きょう靱じんな防御力のある何かを着ていた。聖硬銀の剣でなければ断ち斬れないような何かを。その何かをもってしても、聖硬銀の切れ味を防ぎきることはできなかったが、体を両断するはずの剣筋はそらされ、深々と左肩から右脇腹を斬り裂くにとどまった。

　だが、いずれにしても致命の一撃である。死んだも同然のアリオスは、後ろに跳びすさった勢いのまま、大量の血を噴き出しながら後方に崩れ落ちた。

　抜かれることのなかったアリオスの剣を、レカンは死体からもぎ取り、そのまま〈収納〉にしまった。これは間違いなくよい剣だ。勝負に勝ったレカンに所有権がある。

　はずれた〈火矢〉は、壁や床に少なからぬ損傷を与えた。特にアリオスが立っていた後ろ側の壁は穴だらけになり、燃えている。

　レカンは中型魔石を二つ取り出し、魔力を吸って捨てた。

　カンネルが扉を開けた。

「当主様。失礼いたします。冒険者のレカン様をご案内いたしました」

「今の音は何だ。何があった」

「アリオス殿が、私の頼みに反してレカン様に剣を向けようといたしました。そして、死にました」

「なにっ」

　レカンはカンネルを押しのけて、部屋に入った。右手には抜き身の剣が握られている。

「レカン……それにエダか。昨日は世話になった」

「その返礼が誘拐か？」

「なにっ？」

「しばらく。しばらくお待ちください、レカン様。当主様。ゼプス様が、エダ様をこの屋敷にお連れしたのです。ご本人の意に反する方法で。そしてレカン様は」

　レカンはアリオスの血にぬれた聖硬銀の剣を、カンネルの首に突き付けた。

「噓うそをついて油断させ、魔道具で昏こん倒とうさせて誘拐するのを、この家では、お連れする、というのだな」

「申し訳ございません」

「ま、待て。待ってくれ。カンネルを殺さないでもらいたい。しかし、誘拐だと。まさか。そんなばかなことをするわけが」

　部屋の外であわただしい物音がする。わめいている者がいる。

「これは、これはいったい何が起こったのだ。アリオス殿？　まさか！」

「ゼプス様！　当主様のお部屋にお入りください」

　立派そうな剣を左手に持って、壮年の男が部屋に入ってきた。この男がゼプスなのだろう。気取った口ひげを生やしている。

「カンネル。おじいさまの寝室に暴漢を入れるとは」

　ベッドの上で上半身を起こしている当主のプラドが、孫の言葉をさえぎった。

「ゼプス。エダ……殿をかどわかしたというのは事実か」

「事実ではありません。保護したのです」

「保護、だと？」

「はい。神々の寵ちょう愛あいを受けた才能ある少女を暴虐な無法者から保護したのです」

　この言葉を聞いて、レカンは目の前が真っ赤にそまるほどの怒りを覚えた。

　言ってやりたい言葉があった。だが、怒りが喉のどを詰まらせ、話すことができない。だから話す代わりにこの男を殺すことにした。ゼプスの首を刎はねるべく、レカンが右手を動かそうとしたそのとき、レカンの後ろでエダが声を発した。

「あたいは最初、レカンに出会って別れたあと、レカンを探しました。二度目に出会ったあとは、ほんとに一生懸命探しました。レカンこそあたいを助けてくれる人だと、あたいを導いてくれる人だと思ったからです」

　ゼプスが、傲ごう岸がんな顔をエダに向けた。

「三度目に出会ってから、レカンはあたいに、いろんなことを教えてくれました。あたいの〈回復〉は、レカンに教えてもらったんです」

「それは知らなかった」

「あなたはゼプスさんですね」

「そうだ」

「あなたの使いという人は、レカンに用事があると噓をついて家に入り込み、後ろからもう一人の人が何かの道具を使ってあたいを気絶させました。あたいの話なんか何一つ聞こうとしなかったんだから、あたいの事情や気持ちなんて、ご存じのわけがないですよね」

　エダがゼプスに告げる言葉を聞いているうちに、レカンの心は静まった。まだ腹は煮えているが、頭には冷静さが戻った。

　いる。

　誰かが天井の上にいる。

　この寝室の天井は高く、ごてごてした膨らみや飾りがついている。その膨らみはところどころ空洞になっていて、先端には穴が開いている。その空洞の一つに一人の男がいて、筒のようなものの先端を穴に当てている。

（吹き矢だな）

「君はこの無法者にだまされているのだ。もしや脅されているのか？」

　エダに話しかけながら、ゼプスはちらりと天井に目をやった。

　この男は天井裏に暗殺者がいるのを知っている。おそらくこの男が、暗殺者への命令を出したのだ。

「あなたはあたいが〈回復〉の持ち主でなくても、あたいのことを気にしてくれましたか？」

「この屋敷で君は幸せに暮らせる。給金は望みの額を与えよう。どんな服でも作らせてやる。美味な食事と素敵な男たちが君を待っている」

「その代わりに、すべての自由を奪うんですね。ノーマさんのお母さんがされたように」

　ゼプスは顔に憤怒を浮かべた。

「わが家の秘事を、あの女は、べらべらとしゃべったのだな」

　天井裏の暗殺者が息を吸い込んだ。吹き矢を放つつもりだ。

「〈炎槍〉！」

　膨大な魔力を込めた特大の〈炎槍〉が、天井を突き破り、屋根を貫いて、天に噴き上がった。本来〈炎槍〉は、女の手首ほどの太さだが、今放たれたそれは、人の体全体を包み込んであまりあるほど太かった。

　屋根と天井には円い穴が開いていて、ばらばらと破片が落ちてきて降りそそぐ。

　一瞬、誰もが沈黙した。

「天井裏の暗殺者が吹き矢を吹こうとしたので排除した。話を続けろ」

　ゼプスの顔が恐怖にゆがんだ。

　エダは首を振った。

「もう話すことなんてないよ」

「そうか。なら、オレのほうから聞きたいことがある」

　腰の袋に左手を突っ込んで、中型魔石を四個ほどつかみ取ると、魔力を吸って床に捨てた。魔力を失って空になった魔石が、からころと音を立てて床に転がった。

　レカンは剣をゼプスに向けた。白銀の剣身に、アリオスを斬った血が幾筋か流れ、凄せい絶ぜつな美しさだ。

「ひ、ひぃ、ひいいいいい」

　後ろに下がろうとして足がもつれ、ゼプスは尻しり餅もちをついた。レカンは一歩進み出て、剣先を下げた。切っ先は、まっすぐゼプスの顔に突き付けられている。鮮血が一滴、白いシャツに落ちてしみを作った。

「エダがそうであることを、どうやって知った？」

「それはわしじゃ」

　しわがれた声が斜め後方から聞こえた。当主のプラドの声だ。

「今上陛下の戴たい冠かんの折、王都のエレクス神殿で祝福の儀が行われた。そのときわしは、〈浄化〉をみた。じゃから、エダ殿のわざが〈浄化〉であると、すぐにわかったのじゃ。それにこの体の回復ぶりは、いかに中級上級の〈回復〉であっても、あり得ぬ」

　レカンはゼプスをみすえたまま、次の質問をした。

「オレが迷宮踏破者であることを、いつどうやって知った。オレたちの家を、どうやって突き止めた」

　この質問には執事のカンネルが答えた。

「ゼプス様は、ノーマ様の身辺を常にみはらせておいででした。あなたがたが研修されることになったとき、すぐにそのことを存じになり、ご当主にも報告なさいました。その日のうちに、お住まいも突き止めておられたのです」

　ということは、つけられていたのだ。それには気づかなかった。

「当家には当家の情報網があり、ゴルブル迷宮二度目の踏破については、たしか今月の三十五日に知りました。しかしその時点では、〈黒衣の魔王〉とあなたさまが同一人物だとは気づかず、今日の昼前、チェイニー商店の番頭がまいりまして、その者と話しているときに、あなたこそが、あの〈黒衣の魔王〉だとわかったのです。私はただちにご当主にそれを報告し、若様にもお伝えしました。ですがそのときにはもう、若様は部下をエダ様に差し向けておられたのです。エダ様をお迎えしたとお聞きしたときも、どう説得してお連れしたのか疑問には思いましたが、まさか誘拐であったとは」

　ゼプスは、耳にさわる声で、レカンに提案をしてきた。

「だ、大金貨をやる。に、二枚だ。それでこの娘を譲れ」

　レカンがゼプスの言葉に答える前に、カンネルがレカンに話しかけた。

「レカン様」

「何だ」

「失礼ながら、その剣はもしや聖硬銀ではありませんか？」

「ああ。シーラはまじりけなしの聖硬銀だと言っていたな」

「カンネル。お前もこの男を説得しろ。大金貨二枚といえば、冒険者が一生かかっても拝めない大金だ」

「ゼプス様。レカン様がお腰に差しておいでの〈ハルトの短剣〉に、六年前、王家は白金貨一枚の値をおつけになりました」

「な」

「今レカン様が右手にお持ちの聖硬銀の剣ともなれば、白金貨何枚の価値があるか、見当もつかないほどのものでございます」

「な、な」

「あなた様は、迷宮深層を探索する冒険者がどういう存在であるか、まったくおわかりになっておられません。聖硬銀の剣と〈ハルトの短剣〉と、その二振りの剣だけでも、当家が動かせる資金を超える価値があるのです」

「ば、ばかな」

「その貴重な品々を、無造作に使い捨てて戦うかたがたなのです。しかも命を捨てて戦うかたがたなのです。勝つことはできませんし、勝てても犠牲が多くて引き合いません。だから、どこの貴族家も争いません。争うとしたら、同じかたがたを陣営に引き入れるか、せめて迷宮騎士を育成する必要があります」

　もはやゼプスは、口をぱくぱくするだけで、声を出すこともできない。

「あなたは誤りを犯されました。その責任は、私にあります。あなたの廃はい嫡ちゃくに反対すべきではなかった。弟君を継けい嗣しとすべきでした。結局私には、あなた様を次期当主としてお育てする力がなかったのです」

「話は終わったか」

「はい」

　レカンの剣が一いっ閃せんし、ゼプスの首が刎ね飛ばされた。
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「ゼプス……」

　プラド・ゴンクールの声は苦渋に満ちていた。

　レカンは剣を鋭く振って血を払い、鞘に収めて、プラドのほうを向いた。

　執事のカンネルが、厳しい気配を放ち、レカンの挙動をみまもっている。

（オレが当主を殺そうとしたら）

（かなわぬまでも一矢むくい）

（少しでも当主の命を永らえさせようと考えているな）

（こういうやつは）

（思わぬ出来事を引き起こすことがある）

　レカンは一歩当主のほうに進んだ。カンネルが殺気を放つ。

　カンネルは短剣を隠し持っている。レカンは、短剣の位置と形状を、〈立体知覚〉で確実に把握している。

　カンネルの顔を、レカンはもう一度じろりとみた。

　この男が誘拐に気づいていなかったとは信じられない。レカンが迷宮踏破者だと知ったときには、もう部下と馬車は出たあとだったと言った。あれは、もしもあらかじめレカンが迷宮踏破者だと知っていたら、部下も馬車も出させなかったと言っているにひとしい。運ばれてきたエダに意識がないことも当然この男は知っていたはずであり、本人の意志に反して連れてきたことは理解したはずだ。

　そのあたりを、この男は認めようとしない。主人を守るために。

「プラド」

　レカンの呼びかけに、当主は孫の遺体から目を離し、レカンをみた。

「ノーマにはりつけてある監視を解け」

　プラドは執事のほうをみた。

「レカン様。その件については承知いたしました。ただし、誰が監視役だったのかは調べてみなければわかりません」

「今度ノーマを誰かが監視しているのをみたら、プラドとお前を殺す」

　ということは、今は殺さないということだ。カンネルは、胸に手を当てて深く頭を下げた。

「ありがとうございます」

「プラド。二度とエダに手出しはしないと、お前の信ずる神に誓え」

　プラドは深く息を吸い、右手を肩の高さに上げて、五本の指をきれいにそろえて、手のひらを前に向けた。左手は心臓に当てられている。

「公正にして厳格なるみ父、天のいと高きところよりなべての人のわざをみそなわす裁きの神エレクスよ。われプラド・ゴンクールは汝神の前に誓う。われ及びわが家は、今後何があろうと冒険者エダの自由を奪い、その意志に反して何事かをさせることはない。もしもこの誓いを破りたるときは、わが魂を十三に引きちぎりて地獄の業火に投げ入れ、わが家を断絶させたまえ。イェール」

「エダを気絶させた道具をみてみたい」

「は？　はい。少々お待ちください」

　カンネルは部下に指示を出し、部下は急ぎ足で立ち去った。

　部屋のなかには、ゼプスの血の臭いが立ち込めている。

「レカン。あの人に〈回復〉をかけてみてもいいかな？」

　エダが言う〈あの人〉とはアリオスのことだ。

「むだだ。もう死んでいる」

「うん。そうだと思う。でも、やってみてもいいかな？」

　レカンは感動した。エダが、思いつきを実行に移す前に、やってみてもいいかと聞いたのだ。

「やってみろ」

　部屋の外に出ると、燃えていた床も壁も消火されていた。さすがにカンネルのような男に率いられているだけあって、この家の使用人たちは優秀だ。

　エダは、仰あお向むけに倒れたアリオスのそばにひざまずいた。

〈生命感知〉に映るアリオスの赤点は消えていない。

（かろうじて生きているのか？）

（命いのち冥みょう加がなやつだ）

（だがあの傷で助かるわけがない）

「〈回復〉」

（エダの声はこんなに透き通った声だったかな？）

　レカンは、何げなく〈魔力感知〉を発動させた。

（なにっ？）

（いったい何だ、これは？）

　エダは細くて白っぽい杖つえを掲げて魔法を行使している。その杖からは、エダの魔力が奔流のようにアリオスに流れ込んでいる。それだけでなく、エダの全身から細い細い魔力の糸が伸びて、アリオスの体の至る所につながっている。その無数の糸から流れ込む魔力がアリオスの体を浸している。降り続く雨が庭の草木をうるおし、よごれをすべて洗い流し、新たな生命の輝きを与えるように、たえまない魔力の雨が、アリオスに降りそそいでいる。

　こんな魔力の使い方は、レカンにはできない。どうやればできるのか見当もつかない。たぶんノーマのもとでの研修で、エダはエダなりに大きく成長したのだ。

（うん？）

　不自然なことがある。アリオスの体内の魔力が、胸のあたりに収束して、勢いを増して体中をかけめぐっているのだ。そこに小さな宝玉のようなものが埋まっている。

「〈鑑定アベル〉」




〈名前：命めい根こんのしずく〉

〈品名：宝玉〉

〈恩寵：生命力維持、回復作用増幅〉

※胸に当てて魔力を通すと体内に取り込まれる

※致命的なダメージを受けたとき最低限の生命力を残す

※生命力が低下しているとき回復作用を増幅する




（〈命根のしずく〉だと？）

（何だこれは）

「う、う」

　アリオスがうめき声を上げた。蘇そ生せいしたのだ。エダは〈回復〉をかけ続けた。

　レカンは青の中ポーションを出してエダの口に押し付けた。

　エダはそれをごくりと飲み干し、なおも〈回復〉をかけた。

　やがてアリオスの傷はふさがり、顔色も生気を取り戻し、呼吸も正常になった。

　レカンは、〈収納〉からアリオスの剣を取り出し、血にぬれない場所に置いた。

　アリオスは生き延びたのだから、この剣はアリオスに返さなければならない。

「レカン様。これを」

　執事のカンネルが、銀色の短い筒を差し出した。レカンは、エダの意識を奪った道具をみたいと言ったことを思い出した。

「〈鑑定〉」




〈名前：ヤックルベンドの気絶棒〉

〈品名：魔道具〉

〈効果：気絶〉

〈魔石残量：小〉

〈耐久度：良好〉




「魔石を入れて、この突起を押し込み、細い先端を相手の体に近づけると、相手が気絶します。大きな魔石を入れれば何度も使えます」

「ろくでもない魔道具だな」

　レカンは気絶棒をカンネルに返した。カンネルは少しとまどったように受け取った。レカンが魔道具を返してくるとは思っていなかったのだろう。だがレカンはこの魔道具が欲しかったわけではない。この世界にどういう魔道具や恩おん寵ちょう品があるのか、その情報を得たかっただけなのだ。
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　レカンとエダが夜道をとぼとぼ歩いている。

「あの玄関と門扉にはびっくりしたよ」

「そうか」

「すごい破壊力だね」

「そうか」

「レカンって、〈黒衣の魔王〉って呼ばれてるんだね」

「そうか」

「さっきから、そうか、ばっかりだよ？」

　注意を別のことに向けていたため、会話が少しおざなりになってしまったようだ。

「パン、食うか」

「あ、食べる、食べる！　おなかぺこぺこなんだ」

　エダにパンを渡すと、もう一個パンを出してレカンも食べ始めた。

「ちょっと硬いね」

「保存の利くやつだからな」

「干し肉、ある？」

「あるぞ」

　二人は両手にパンと干し肉を持って、むしゃむしゃ食べながら歩いた。

「よくプラドさんを殺さずにすませたね」

「まあな」

　プラドを殺すのと殺さないのと、どちらが面倒か。レカンが考えたのはそこだ。プラドを生かすことで、ゴンクール家の者がレカンとエダに手出ししないよう監督してくれるなら、そのほうが面倒が少ない。

　ただしほかにもレカンの判断を後押ししたものがある。

「プラドさん、ノーマさんのおじいさんだもんね」

「ああ」

「それに、カンネルさん」

「うん？」

「カンネルさんも殺さなかった」

「ああ」

「レカン。好きでしょ、ああいう人」

　カンネルは、筋を通す男だった。ああいう男は、嫌いではない。

「レカンて、ほんと、自分の好きに生きてるよね」

「ああ」

「レカン」

「うん？」

「助けにきてくれて、ありがとう」

「ああ」

「それにしても、よくあたいが、あの屋敷にいるってわかったね」

「いや。わからなかった」

「えっ？」

「とりあえず、ゴンクール家を調べてみただけだ」

「じゃ、じゃあ。あんなことしておいて、もしあたいがあの屋敷にいなかったら、どうしたの？」

「そのときは、神殿を調べるつもりだった」

「神殿にもいなかったら？」

「そのときは家に帰って、お前が帰ってくるのを待つことにしていた」

「レカン」

「うん？」

「あんた、むちゃくちゃだよ」

「そうだな」

　エダは、ごそごそと懐を探り、小さな袋をつかみ出した。

「これ、持ってて」

「うん？　これは、〈幸せの虹石ウィラード〉じゃないか」

「うん」

「お前の大切なものだろう」

「うん。だから、あげない。あずけとくだけ。レカンには、それがいると思うから」

「そうか。では、借りておく」

　レカンは、〈幸せの虹石〉を〈収納〉の奥深くに大切にしまった。胸の奥が温かいような気がした。

「迷宮行き、延期になっちゃったね」

「ええっ？」

「なんて反応すんのさ。レカン、まさかこのまま迷宮に行くつもりじゃなかったよね？」

「なぜこのまま迷宮に行ってはいかんのだ」

「いかんに決まってるでしょ。ノーマさんは、今日起きたことを、何も知らないんだよ？」

「それは知らんだろうな」

「知らないまま、レカンのために、あれこれ考え、動いてくれることになるんだよ」

「まあ、そうかもしれん」

「かもしれん、じゃなくて、そうなんだよ。申し訳ないと思わないの？」

「申し訳ないかもしれん」

「なら、そんな目に遭わせちゃだめだ。明日朝、ノーマさんの所に行って、今日何があったか説明しなきゃ。迷宮のことはそれからだよ」

「…………」

「わかった？」

「わかった」

　エダが気遣いできる人間になったのは、よいことだ。だが気遣いできないエダのほうが付き合いやすかった。それは間違いない。

（さてと。ここらがいいだろう）

　突然、レカンは立ち止まった。

「エダ。すまんが、一人で帰ってくれ」

「ええっ？　一緒に帰ろうよ」

「男には、一人になりたいときがあるんだ」

「もしかして、立ちション？」

「いいから先に帰ってくれ」

「はあい」

　手を振りながらエダは去って行った。

　エダがみえなくなってから、後方の暗がりから現れた者がある。

　ジンガーだ。

「お気遣いいただき、かたじけない」

「すごい殺気だな、ジンガー」

　ジンガーは、剣を腰に吊っている。胸には革鎧を着けている。左手に手甲のようなものをはめている。

「騎士ジンガー・タウエル。冒険者レカン殿に、決闘を申し込む」

「受けてやろう」

　ジンガーが剣を抜いた。重く、長く、幅広で、厚みもある剣だ。非常な業わざ物ものだと察せられた。

　左手を突き出して呪文を唱えた。

「〈展開パシュート〉」

　たちまち、ジンガーの左手には、文様の刻まれた上等そうな盾が現れた。手甲が盾に変じたのである。

「ほう」

　面白い武具だ。しかも、かなりすぐれた盾のようにみえる。手に入るものなら手に入れたい。

　レカンも剣を抜いた。〈ラスクの剣〉だ。すでに、聖硬銀の剣も、〈ザナの守護石〉も、〈ハルトの短剣〉も、〈雷竜の籠手〉もしまっている。装着しているのは銀の指輪ぐらいだ。

　ジンガーは、盾と剣を構え、少し身をかがめた。

　そのとたん、ジンガーの姿の大部分が、盾の陰に隠れてしまったかのように、レカンには思えた。

　盾の使い方がうまい相手と戦うと、こういう感覚を覚えることが、ままある。なぜ盾の陰に体が隠れてしまうかというと、どの剣筋で攻撃しようとしても、盾に阻まれるという結果しか予測できないからだ。つまりジンガーは、こちらにそう感じさせるほど盾の使い方に熟達している。

　魔法を使えば、簡単に倒すことができるかもしれないし、できないかもしれない。だがレカンは、ちょっとばかり決闘ごっこに付き合ってやりたい気分だった。

　レカンは、いきなり大きく踏み込んで、上段から威力のある斬ざん撃げきを振りおろした。その攻撃は、見事に盾に防ぎとめられ、その次の瞬間、盾の陰からジンガーの剣が繰り出された。

　それは、格別に速い一撃というわけではなかった。だが、レカンには、それをかわすことができなかった。ジンガーの剣は、レカンの左横腹をしたたかに打ち据えた。

　その一撃は深々とレカンの体をとらえた。骨の一、二本は折れただろう。着ているのが〈貴王熊〉の外套でなかったら、ダメージはこんなものではすまなかった。

　レカンは再び踏み込んで、今度は連続攻撃を浴びせた。

　連続攻撃で相手の動きを封じながらレカンは、ジンガーの右手に握られた剣をみつめた。その剣は反撃の瞬間を待ち構えている。動かないその剣がどう動こうとしているのか、それをレカンは読んでいるのである。

　息もつかせぬ攻撃は、攻撃する側も息をつけない。だが、レカンの体力は底なしであり、常識を超える連続攻撃が可能だった。

　嵐のようにたたきつけられるレカンの攻撃に、わずかながら盾を制御しきれなくなっている。ジンガーの鉄壁の防御にほころびがみえた。

　不意にレカンは、後ろに跳びすさった。ジンガーはわずかな時間で体勢を整え、突進した。今攻撃しなければ反撃の機会はない、と判断したのだ。

　それこそが、レカンの狙いだった。

　今この瞬間、ジンガーの注意力はすべて突撃という動作にそそがれている。つまり盾は変幻自在の動きを失っている。

　レカンは、左足を振り上げて、盾を蹴けり上げた。こんなことは騎士同士の戦いでは、絶対にやらないだろう。だがレカンは騎士ではない。

　さすがにジンガーは、その状況でも盾から手を放さなかったが、一瞬、体ががらあきになった。

　レカンは容赦なく剣を振りおろした。

　剣はジンガーの右目を深々と切り裂き、右肩から右胸に入り、あばら骨を断ち切って、腹に達した。

　がらん、とジンガーの剣が地に落ち、盾が地に落ち、体が仰向けに倒れた。
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「ジンガー。死ぬ前に話せ。お前は何のためにノーマのそばにいる」

　ジンガーは死にかけている。血はどくどくと流れ出、身体の機能は至る所で失われつつある。それでもこの老騎士は、かすれた声でレカンの問いに答えた。

「ノーマ様を守護し、かつ監視し、〈浄化〉を発現することがあれば、ただちに主家に報告するためだ」

「侯爵は本当に、ノーマとその父に手出しをしないなどという誓いをしたのか？」

「なさった。そして、特殊な状況が生まれない限り、現侯爵様も、その誓いを守るおつもりだった」

「特殊な状況とは何だ」

「ノ、ノーマ様が、〈浄化〉を発現、なさることだ」

「ノーマは〈浄化〉を発現してはいない」

「え、エダ殿が発現した」

「それは現侯爵の想定内の出来事なのか」

「そうではない。こんな事態は予想されていなかった」

「では、エダがどんな力を現そうが、お前にも侯爵家にも関係ない」

「そうは、いかん。侯爵家が、どれほど切実に、あの力を、必要としているか、レカン殿には、わからぬ」

「もともとなかったものだろう」

「時の歯車は、も、戻せぬのだ」

「まあいい。知りたいことはわかった。つまりお前は、エダのことを報告しないからといって、主命に背いたことにはならない。そして、お前は敗れた。オレにな」

「確かに、私の、負け、だ」

「お前の任務も終わった」

「……そう、だな。終わりだ」

「だから、二度目の人生をどう生きるかは、自分で決めろ」

「……なに？」

　こうなるとわかっていたら、エダを遠くにやるのではなかった。エダの〈回復〉なら、この男を救えるはずだ。だが、エダが近くにいると知っていたら、この男は襲ってこなかったろう。襲ってきたとしても、負けたときすぐに自死を選んだかもしれない。

　シーラの傷薬は、この場合は役に立たない。こんな大きな傷は治すことができないだろうし、いずれにしても薬の効き目が遅すぎる。レカンは、〈収納〉から赤の大ポーションを取りだし、握りつぶしてジンガーに振りかけた。

「む、むだだ」

　ポーションはただちに奇跡の効果を発揮し、ずたずたに破れた臓ぞう腑ふをいくらか修復した。

　だがそれだけだった。

（命の総量が多すぎるのか？）

（いや）

（それでもこんなに効き目が低いのはおかしい）

　この奇怪な出来事の理由は、一つしか考えられない。ジンガーは、決闘の前に赤ポーションを飲んでいたのだ。敗れたら死ぬ、という状況に自分を追い込んで戦うために。

「〈回復〉！」

　レカンは〈回復〉をかけた。だが、だめだ。ここまで傷が深いと、レカンの〈回復〉では、ジンガーの死を防げない。

　エダを呼びに行こうかと一瞬考えたが、それではまにあわない。この男を死なせるわけにはいかない。この男は、エダの恩人なのだ。エダのことを侯爵家に報告されていたら、まずいことになっていた。侯爵家は、ありとあらゆる手でエダを手中にしようとしたろう。

　新たな〈浄化〉持ちの発見という手柄を持って帰れば、この男は快適な晩年を送れた。だが、この男は、レカンに決闘を挑むという選択をした。その選択をした以上、侯爵家にはまだ知らせていないはずだ。

　なぜその選択をしたのかはわからない。〈浄化〉持ちをめぐる呪われた連鎖を、断ち切りたいとでも考えたのだろうか。

　もしかしたら死にたかったのかもしれない。ノーマのそばで送る平和な生活のまま人生を閉じたかったのかもしれない。

　レカンは、もう一度〈収納〉に手を突っ込み、上級魔法薬を一つ取り出した。もとの世界から持ち込んだもので、あと五つしかない。シーラからも、大事にするんだよ、と言われた特別の薬だ。レカンはしゃがみ込んで、それをジンガーの口に押し込んだ。

　赤ポーションでもなしえなかったことを、その薬は引き起こした。

　ジンガーの右目が治る。

　ジンガーの肩が治る。

　ジンガーの胸が、腹が治る。

　レカンは、ふと思いついて、転がっている盾を〈鑑定〉した。

〈ウォルカンの盾〉という名前で、対魔法防御、対物理防御が備わり、小型化の機能も持っていることがわかった。迷宮品なのだろうか。それが知りたいと考えながらもう一度〈鑑定〉をかけると、なんと、〈出現場所〉という項目が出た。ニーナエ迷宮から出た品であることがわかった。

　ジンガーのすべての傷が癒えるころ、すでにレカンは遠くに歩き去っていた。
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　迷宮都市ユフは、美しい町である。

　そびえ立つ山々に周囲を囲まれ、森と湖に抱かれたこの都市は、他の地域と切り離された別世界といってよい。

　都市とはいうものの、それは便宜上の言い方であって、ここは一つの国だ。ザカ王国に組み込まれる前までは、ここに〈ユフ神聖王国〉があったのであり、その領地はひとかけも失っていないのだ。

　町をみおろすようにそそり立つユフ山は、驚くべきことに氷と雪に包まれていて、そのためユフはこれほど南方にありながら、その気候は冷涼である。

　都市の南方に築かれたユフ城は十二の塔と四つの宮殿を擁する巨大な城郭都市であり、二万人以上が暮らしている。その北側の肥ひ沃よくな三つの盆地に広がる市街地には、合わせて八十万を超える領民が住んでおり、周囲に点在する村々を合わせれば人口はさらに多い。この全体を一つの町と呼ぶのは不自然だ。一貴族は一都市しか領有できないという王国法の建前を守るため、無理やり一都市とみなしていることは、誰の目にも明らかである。

　王家は、分封によるシャドレスト家の弱体化をもくろんできた。しかしシャドレスト家は傘下の貴族たちに領地を分け与えることはせず、ユフはユフのままだ。

　例えば、ユフ侯爵シャドレスト家は三つの子爵家を抱えているが、王家は長年にわたり、この子爵たちを伯爵にしようと画策してきた。伯爵になれば必ず領地を持たねばならない。王家が新たな領地を与えない以上、シャドレスト家はユフの一部を削って新伯爵の領地とするしかない。

　そういう王家の干渉を、ユフははねつけ続けてきた。それができたのは、ユフが隔離された土地だからである。こんな土地で伯爵に叙せられ領地を得ても、シャドレスト家から憎まれれば生き延びていくことはできない。

　かつまた、ユフは建国戦争のときに建国王に兵を貸した以外、他の勢力との戦争を行ったことがない。自領内で満ち足りているからである。だから王家としても、寝た子を起こすごとき過度な干渉は控えてきた。

　その代わり、シャドレスト家から王家に妃ひを迎え、また、シャドレスト家に王家の姫を嫁がせてきた。したがって、現在の国王には少なからずシャドレスト家の血が入っている。

　ところが、シャドレスト家の当主には王家の血がほとんど入っていない。というのは、当主や次期当主は王家の姫を娶めとらず、当主の弟や次期当主の弟が娶ってきたからだ。きわめて非礼なやり方だが、王家のほうでも序列の低い姫を嫁がせることで釣り合いをとっている。

　ルビアナフェルはまだ知らないことだが、ユフ家の次期当主アシッドグレインのもとに、王の長女エルトリア姫を嫁がせようとする動きがあった。王家の最も尊貴な姫であるから、嫁いでくればアシッドグレインの妃とする以外ないし、正妃以外の地位を与えることはできない。また、アシッドグレインにはすでに四人の婚約者がいて、いずれも当主の正妃の座を狙っている。

　そうした動きや思惑を封じ込めるかのように、突然ルビアナフェルの輿こし入れが決まったのである。

　大勢の妃のなかで最下層の地位となるだろうと、ルビアナフェルもその父も予想していたが、実際に置かれようとしている立場はそのようなものではなかった。
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「引っ越し、ですか？」

　ルビアナフェルは、思わず侍女クリーモナに聞き返した。先ほど〈聖なる癒やしの儀〉で緊張したため、少し頭の回転がにぶくなっているかもしれない。

「はい。姫様には婚礼がすみ次第、五階南側の区画にお移りいただきます。とは申しましても、調度や新たなお召し物などはすでに用意されておりますので、身一つでお移りいただければと存じます」

「え？　五階南側？」

　それはどう考えても、北の塔で最上の場所だ。なにしろ当主が政務を執る〈白はく鳳ほう宮きゅう〉をみまもる位置にある。

「はい。そして姫様は〈北ほく神しんの御おん方かた〉となられます」

　一瞬、何を言われたのかわからなかった。

〈北神〉とは、女神ライコレスを指す。山の神にして薬の神であり、ユフの守護神である。当然ユフに置かれた神殿はライコレス神殿だが、これはもともとユフにあった神殿をザカ王国が王国の神殿組織に組み込んだものであって、あとから入ってきた神殿ではない。というより、ユフで尊ばれるライコレス神がザカ王国の神々のヒエラルキーに取り込まれて現在の九大神が成立したのだ。

　その最も尊ばれる女神の名を冠した妃になるということは。

「えええええええええっっ」

　はしたない声を上げてしまったルビアナフェルだった。




[image: ]




　翌日、グエン湖のほとりの望湖楼で、ルビアナフェルは当主パルクグレインと会った。当主の後ろには、少し離れて騎士エストファリン・アンバーが控えている。ルビアナフェルの後ろに控えているのは、例によってマリンカとクリーモナだ。

「あなたは、ザナ姫をご存じじゃろうか」

「はい。ザナ姫は、わたしくの女系の遠つ祖おやに当たられるかたで、至尊のおかたのご息女であられたと聞いております」

「ああ、ご存じであったか。では、ザナ姫の母上についてはいかがか」

「存じ上げません」

「ザナ姫の母上はオリエといい、ここユフのライコレス神殿の〈癒やしの巫女みこ〉だったのじゃ」

「まあ」

「ザカ王国の建国王陛下が建国王となる前、この地を訪れ、ユフ神聖国王に盟約を持ちかけた。そしてこの地を去るとき、オリエを連れ去った」

「まさか、ご本人のお気持ちに反してでございますか？」

「いや、そうではない。もしそうなら盟約は破棄されたろうし、悪くすれば戦争になったじゃろう。オリエは、自分の意志で建国王についていった。というより、建国王を慕ってユフ神聖王国を抜け出した。オリエは〈癒やしの巫女〉の力を発現したばかりで、その意味と重要さを理解しておらなんだ」

「とおっしゃいますと」

「ユフ神聖王国はライコレス神を祭り、ライコレス神の恩おん寵ちょうにより栄えてきた国じゃ。神殿は王を支え、王は神殿を庇護した。その神殿の成り立ちはというと、古くに〈預言の巫女〉が現れ、ライコレス神の預言と祝福をもたらしたところにある。そして〈預言の巫女〉は、〈ライコレス神の恩寵を受けた巫女を尊び続けるかぎり国は栄える〉、という預言を残した」

「それが〈癒やしの巫女〉なのですか？」

「そうじゃ」

　パルクグレインは、大きく息をはいてから、次の言葉を発した。

「〈預言の巫女〉の死後、神殿の巫女の一人が〈浄化フィーラ〉を発現した」

「まあ」

「当時の王と神殿長は、その巫女が預言された巫女だと考え、〈癒やしの巫女〉と呼んで大切にした。それからというもの、〈癒やしの巫女〉が寿命を迎える直前に、次の巫女が現れ続けた。つまり、〈浄化〉持ちが現れ続けた」

「そうだったのですか」

「オリエに〈浄化〉が現れたとき、これが次の〈癒やしの巫女〉なのだなと、王も神殿長も思うた。じゃが、本人にはそのことを伝えておらなんだ」

「え？　でも、〈浄化〉を発現なさったのでしょう？　それならば、自分が次の〈癒やしの巫女〉だと理解なさったはずでは？」

「はは。〈浄化〉というものはのう、その発現の初期には、術者自身でさえそうと気づかぬことがあるのじゃよ」

「そんなことがあるものなのですか」

「うむ。ある。さて、当時の王と神殿長は、事態をあまり重くは受け止めておらなんだ。すぐ別の巫女に〈浄化〉が発現すると思うたのじゃ。今まで連綿と現れ続けてきたのじゃから、そう考えたのも無理はなかった。また、長いあいだ〈癒やしの巫女〉を尊重してきたが、その効果が目にみえて現れたわけでもなかった」

「でも、ずっとユフ神聖王国は繁栄し続けてきたのでは？」

「そうじゃとも。そして繁栄が当たり前になり、恩寵への感謝は薄れてしもうたのじゃ。ところが次の〈癒やしの巫女〉は現れなんだ。そして数年後、老いた〈癒やしの巫女〉はこの世を去り、さらに数年後、ユフ神聖王国は飢き饉きんにみまわれた。それは一年では終わらず数年続いた」

「なんてこと」

「神殿長が命がけの断食をして神に祈った。そして死の間際に、〈安寧と繁栄は新しき王国のもとにあり。巫女の血筋を守れ〉という神託を受けた」

「新しき王国？　そして巫女の、血筋を守れ？」

「当時の王は王位を捨て、ザカ王国の臣下となった。ユフ侯爵シャドレスト家の誕生じゃ。すると飢饉が終息し、豊作が訪れた」

「まあ」

「一方、オリエはすでにこの世の人ではなかった。建国王はオリエを妻としたが、オリエは体が弱かったため、娘を産むことと引き換えに命を天に返したのじゃ。ザカ王国建国以前にのう」

「そうだったのですか」

「もっとも、オリエが娘を産んだことは秘密にされておった。われわれが奪い返すことを心配したのかもしれぬな。オリエの娘はザナと名付けられ、成長して〈浄化〉を発現した。建国後もしばらく戦乱は続いたが、ザナ姫は身分を隠し、〈浄化〉を駆使して活躍した」

「〈浄化〉を」

「〈巫女の血筋〉というのが何を指すのかわかりにくいが、男では巫女になれないから、女系の子孫のことを指すのだと神殿では考えた。そしてザナ姫が〈浄化〉を発現したという情報をつかんだとき、その推測は確信に変わった」

「ザナ姫をユフに迎えようとはなさらなかったんですか？」

「それがわからぬ。当時どういういきさつがあったのか、伝えが残っておらんのじゃ。とにかく、ユフはザナ姫の女系子孫をみまもり続けた。人数が増えてみまもる対象が十五人を超えたこともある。だが近年急激に減り始め、今ではあなた一人になってしもうた」

「え」

「あなたの身辺に不穏な影がみえ始め、われわれは気が気ではなかった。あなたのお父上から相談の手紙が来たことは、まさにライコレス神のお導きに思えたのじゃよ。わしと神殿長は、あなたをアシッドグレインの妃に迎えることで意見が一致した」

「そういうことだったのですか」

「ただ、神託のことは、ごく一部の者しか現在では知らず、あなたのこととなると、知っているのは数人だけじゃ。だからあなたの血筋のことは公にせず、昔の〈癒やしの巫女〉にことよせて、〈聖なる癒やしの儀〉なるものを行うことにしたのじゃよ」

「よくわかりました。でも、それなら私は〈浄化〉を発動しなければならなかったのではありませんでしょうか」

「はは。貴族家に現れた〈回復キリーム〉持ちということだけで充分にその祝福は証明されておる。あの儀式の真実に気づかなかった者たちも、今やあなたが次代のユフ侯爵夫人にふさわしいと認めておるよ」

「あの儀式の真実、ですか？」

「ところで、あなたの杖つえの由来を、あなたは知っているかな？」

「杖ですか？　あれは私が〈回復〉を発動したときに母がくれたもので、母はその母から受け継いだと申しておりました」

「神殿長は、あの杖はこの国で作られたものだと断言した。わしもそう思うよ」

「えっ」

「ユフ山に生えるソヴリンの木から削りだした杖じゃ。杖そのものの形状も、この国の古い杖の形をしておる。そしてあなたが唱えた〈回復〉の呪文は、この地のライコレス神殿独自のものなのじゃ」

「そうだったのですか。あの呪文も母から教わったものなのです。あの……」

「うん？　何かな」

「巫女オリエは、何か大切な宝物を持ち出したりしていませんでしたか？」

「いや、そんな話は聞いていないが、何かあなたは聞いているのかね？」

「ザナ姫から伝わったという宝玉を、母から受け継いだのです。私はそれをある人の宝玉と交換しました。これがそうです」

「ほう。美しい宝玉じゃ。力を感じる。何かの恩寵品のようでもある。あなたが交換したという宝玉に、名は付いていなかったのかね？」

「〈覇王の守護石〉と、母からは聞いております」

「〈覇王の守護石〉か。それはユフ神聖王国に由来するものではなく、建国王陛下にゆかりある品なのではなかろうか。いや、確かなことはわからんがの」

「ユフにとって大切なものだったのでなければ、それでいいのです」

「ははは。それは心配には及ばぬ。今あなたが持っている宝玉には、名はあるのだろうか」

「〈狼石ギドラード〉と私は呼んでいます。この宝玉は、私に勇気と元気をくれるのです」

「ならばその宝玉を得たのはライコレス神のお導きであり祝福なのじゃ。そう思えばよい」

「そうでしょうか。よかった。安心しました」

「ははは。それはよかった。ところであなたは昨日、〈聖なる癒やしの儀〉で〈回復〉を発動したが、癒やしの光の色が青みがかっていたことに気づいたかね？」

「はい」

「あれは〈浄化〉を含んだ〈回復〉じゃと、神殿長は判定した」

「……え？」

「〈浄化〉はその発現の初期には術者自身もそうと気づかないことがあるのじゃよ」

「そんな、まさか、わたくしが？」

「ははは。今後は十日に一度、あなたにはわしに〈回復〉をかけていただく。〈浄化〉のことはしばらく秘密にしておこう。ただしアシッドグレインには伝える」

「アシッドグレイン様……」

「ようやくあなたに会えると、昨日からそわそわしておるよ。明日が婚礼じゃ」

「え？」

「クリーモナが何もかも心得ておる。何も心配することはない」

「は、はい」

　ついにアシッドグレインに会えるのだ。

　どんな殿方なのだろう。

　ルビアナフェルは、高鳴る胸をそっと両手で押さえた。
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　ゴンクール家に乗り込んでエダを奪還し、ジンガーと決闘した日の翌日である。

　朝食をすませたレカンとエダは施療所に向かった。

「ノーマ様は、食後のお茶を飲んでおられます。どうぞお通りください」

　ジンガーに案内された先は、奥まった場所にある書斎だった。

「ノーマ様。レカン殿とエダ殿がおみえです」

「えっ。レカンとエダが？　迷宮に行ったはずでは？　何かあったのかな？」

　みたことのないほどの量の本が棚を埋め尽くしている。きちんと製本された本もある。素人製本の本もある。いずれ劣らぬノーマの宝物なのだろう。机の上とサイドテーブルには、書きかけの書類が山と積まれている。

「ここでは狭い。庭の脇の休憩室に行こう」

「わかりました。では、ノーマ様。お二方をご案内願えますか」

「うん。レカン、エダ、こちらだ」

　休憩室にはゆったり座れる大きな椅い子すがある。庭のながめは美しい。朝の光を浴びて木々は胸を張り、草は背筋を精いっぱい伸ばしている。大地の精気を吸い上げ、太陽神の恵みを浴び、風の恩おん寵ちょうを吹き付けられて育った薬草が、人の命を守り助ける。神々の祝福は循環するのだ。

　ジンガーが、ノーマの茶を運んできた。新しい茶も三つ盆に載っている。茶をノーマとレカンとエダの前に置くと、少し離れた小さなサイドテーブルに最後の茶を置いて、その横に座った。

　レカンは、おもむろに用件を切り出した。

「昨日、エダがゴンクール家に誘拐された」

「……えっ？」

「オレとエダは、朝、シーラのもとに行き、迷宮行きの相談をした。そのあとエダは家に帰り、オレはシーラと魔法の練習をし、それから孤児院に寄って帰ったが、もう夜になっていた。するとエダがいない。大事な荷物を放り出していなくなっていたので、もしかすると誘拐されたのかもしれない、と考えた」

「そ、それで？」

「とりあえず、ゴンクール家に行ってみた。すると、エダがいた。エダは何かの力で無理やり眠らされていた。オレは黄色ポーションを使ってエダを目覚めさせた」

「よくエダに会わせてくれたね」

「会わせてくれたわけではなく、強引にエダが寝かされている部屋まで通ったんだ。エダに話を聞いてみると、ゼプスの使いがやってきてオレに用事があると言ったらしい。一人がエダと話をしているうちに、一人が後ろから魔道具を使ってエダを気絶させたということだった」

「なんてことだ」

「オレはエダを連れて当主であるプラドの寝室に行き、説明を求めた」

「よく通してくれたね」

「何人かが襲いかかってきた。何人だったかな？　覚えていないが、とにかく問題になるような相手はいなかった」

「何が起こったのか、少しだけわかってきたよ」

「執事のカンネルは、その場にゼプスを呼び出した。ゼプスは天井裏に暗殺者を忍ばせて、オレを殺そうとした。オレは天井に〈炎槍バンドルー〉を放って暗殺者を処分した」

「天井と屋根に、こおーんなに大きな穴が開いたんです」

「レカンは、ゴンクール家と戦争をするつもりだったのかい？」

「はじめは全員を殺そうと思った。だが、ゼプス一人のしわざだとわかったので、ゼプスだけを殺した」

「……え？　何と言ったのかな、今。ゼプス殿を、何だって？　もう一度聞かせてくれたまえ」

「首を刎はねた」

　ノーマは目をみひらいたまま、動きを止めた。

「オレはプラドに二つのことを約束させた。一つは、今後エダに手を出さないこと。もう一つは、ノーマへの監視をやめること。この二つをプラドが約束したので、プラドを殺すのをやめた。以上だ」

「ノーマ様への監視ですと？」

「そうだ。ゼプスはノーマに常時監視をはりつけていたそうだ。だから、オレやエダが研修をしていたことも、すぐに知った。オレたちの家さえ、初日のうちに突き止めていたそうだ」

「そういうことでしたか。時々あやしい気配は感じていたのですが」

「ああ、そういえば、もう一つ言っておくことがあった。プラドは王の戴たい冠かんのとき、〈浄化フィーラ〉をみていた。だから、エダの〈回復キリーム〉をみて、これは〈浄化〉だとすぐわかったそうだ」

「なんてことだ。そうだったのか。プラドさんは最初から知っていたのか」

　これでもう言うべきことは言った、とレカンは考えた。だが、エダはそうではなかったようだ。

「ゼプスさんは、ノーマさんのお母さんが侯爵家でどんな生活をしていたのか、それがなぜなのかを、知ってました」

「そうか。そうではないかとは思っていた」

「そのことを〈わが家の秘事〉だとか言ってました」

「ふっ。彼は母のことを〈使用人〉と呼んだんだけどな。ああ、そうか。使用人も家の人間のうちか」

「プラドさんがゼプスさんに、あたいをかどわかしたってのはほんとかって聞きました。ゼプスさんは、それは事実じゃない、保護したんだって答えました」

「保護？」

「はい。〈少女を暴虐な無法者から保護したのです〉って言いました」

「暴虐な……無法者？」

「あたいは言いました。レカンはやさしい人だって。押しかけたあたいを受け入れてくれて、守ってくれて、教えてくれて。〈回復〉の魔法だって、レカンが教えてくれたものなんだって。あたいはレカンが大好きだって」

「そうだったのか」

「あなたはあたいの事情なんか知ろうともせず、あたいをだまして、気絶させて、無理やりこの屋敷にさらってきたじゃないですかって。するとゼプスさんは言いました。君はこの無法者にだまされてるんだ。この屋敷にくれば、きれいな服も、たくさんのお給金も、ごちそうも、思いのままだって。あたい、思ったんです。ノーマさんのお母さんが発現した力のことを知って、ゼプスさんは思ったんじゃないでしょうか。それは本来自分たちのものだったはずなのにって」

「……なるほど。いわれてみれば、あの人ならそんなふうに考えそうだ」

「そんな話をしてるあいだも、ゼプスさんは天井裏に暗殺者を忍び込ませてレカンを殺そうとしてました。レカンがちょちょいっと、その暗殺者を片付けると、尻しり餅もちをついてがたがた震えだして、大金貨二枚でこの娘を売ってくれ、って言いました。すると執事のカンネルさんが言いました。今レカンが身につけてる〈ハルトの短剣〉と聖硬銀レシャラードの剣だけでも、この家の資産を超える価値がある。それを惜しげもなく使い捨てにするのがレカンのような迷宮の深層に潜る冒険者なんだって」

　レカンは急にあることを思い出した。

「あのときカンネルは、オレに対抗するなら同じような冒険者を雇うか、せめて迷宮騎士を育てる必要がある、と言っていた。ノーマ。迷宮騎士とは何だ」

「そこかい？　君はいったい本当に、どこから来たんだ？　ええっと、騎士には勅任騎士と諸侯騎士と貴族騎士がある。ここまではいいね？」

「いや、よくない。騎士は王に任命されるものではないのか」

「それが正式の騎士だね。大昔には、王に叙せられた者だけを騎士と呼んでいた。勅任騎士だね。やがて、爵位持ちの貴族や領地を持つ貴族も自分の配下を騎士に叙するようになっていった。これが諸侯騎士だ。今では領地を持たない貴族も騎士を叙任する。貴族騎士だ」

「なるほど」

「王国法に、領主になるには騎士でなければならない、とある。この場合の騎士とは勅任騎士のことだ。だけどこの条文はもう形式化していて、騎士への叙任がなされていなくても、爵位持ち貴族や領主になった時点で、勅任騎士になったとみなされる」

「ふむ？」

「念のために言っておくけど、諸侯騎士に面と向かって諸侯騎士と呼んではいけないし、貴族騎士にあんたは貴族騎士だろうなんて言ってもいけない。決闘になるよ」

「では、何と呼べばいい？」

「ただ騎士と呼べばいいのさ。何の話だったかな？　ええっと。そうだ。迷宮騎士だったね。さて、王直轄の騎士団は非常に強い。そもそも選抜が厳しいし、装備も一級だ。訓練も欠かさない。ところが、諸侯騎士や貴族騎士の強さはさまざまだ。多少の訓練とそれなりの装備があるから、役に立たないということはない。だがその程度の強さでは足りないことがある」

　話の成り行きがみえてきた。

「迷宮の中層や深層に潜る冒険者には太刀打ちできない。大きな盗賊団になると、そのなかに冒険者崩れも交じっていたりするし、冒険者というのはあまり世のなかの規則を気にしないから、もめごとも起こす。それを取り締まるにはどうしたらいいか」

「ふむ。迷宮か」

「そうだ。迷宮で訓練して強さを身につける。それが迷宮騎士だ。ただ迷宮騎士は、それほどには強くないのが普通だ」

「うん？　なぜだ？」

「強くなった者を騎士にするんじゃない。騎士になった者を強くするんだよ」

「ああ、そういうことか。なるほど。それはそうだ」

　千人の人間が迷宮探索を始めたとする。一か月後には、百人が死ぬか怪け我がで探索できなくなり、同じくらいの人間が探索を諦あきらめる。毎月毎月、離脱者は増えてゆき、一年後には百人も残らないだろう。しかも、その百人のうちの大部分は、危険と報酬が釣り合う階層をみつけてそこにとどまる。あるいは、ごくゆっくりとしか進まなくなる。より深い階層に進み続ける者は十人もいない。一年後になると、二、三人になっているだろう。迷宮とは、それほどに過酷な世界だ。そして、深層を探索する冒険者というのは、その過酷な世界を少なくとも十年以上くぐり抜けてきた者たちなのだ。

　潜り続けるなら、死は常に身近だ。もとの世界でも、一つの迷宮にとどまり続ける冒険者のほうが多く、レカンのように、次々と新たな迷宮に挑戦していく冒険者は少なかった。

　ひるがえって、諸侯騎士なり貴族騎士は、はじめから訓練もされているだろうし、よい装備も与えられているだろうが、迷宮の訓練で使いつぶすわけにはいかない。百人のうち一人が十年後には深層の冒険者なみになれるとしても、あとの九十九人を犠牲にはできないし、百人の騎士が十年間も任務を離れて迷宮にこもることを許容できるわけがない。したがって、諸侯騎士や貴族騎士は、迷宮に潜る期間も、潜る階層も、それなりのものでしかないはずだ。当然強さも、それなりのものでしかない。

「ふむ。だが、例外もあるかもしれんな」

「例外だって？」

「そうだ。迷宮騎士にも強いやつがいるかもしれん」

　レカンはジンガーをみた。

　ジンガーは目線を落としたまま、静かに茶の香りを楽しんでいた。
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「話を戻しますね。それで最後に、カンネルさんがゼプスさんに、ゼプスさんの廃はい嫡ちゃくに反対したのは自分の失敗だった、弟君を跡継ぎにするべきだった、ゼプスさんの教育に失敗した自分に罪があると言い、レカンがゼプスさんの首を、その……」

「落としたんだね」

　こくり、とエダはうなずいた。

　ノーマは目を閉じ、しばらく瞑めい想そうしたあと、立ち上がって、レカンとエダに頭を下げた。

「今回のことは、まことに申し訳なかった。私のせいで、危険で不愉快な目に遭わせてしまった。しかもそれを行ったのは、私の母の実家だ。謝ってすむものではないが、どうか許してほしい」

「そんな。ノーマさんは、何も悪くありません。むしろ、ノーマさんの従兄弟であるゼプスさんを殺したあたいたちが謝らないと」

「あんたには感謝している。あんたがオレたちに謝ることなど何もない。できるなら、オレたちの研修を続けてほしい」

「それはこちらこそお願いしたいことだよ。実はちょっと困ったことになっててね」

　ジンガーが部屋を出た。待合室や玄関がざわついているので、ようすをみに行ったのだろう。

「困ったこと？」

「それは、何ですか？」

「いや、君たちが研修に来てくれて、何人かの患者を治療してくれたね。それがひどく評判になって、受診に来てくれる人も、往診を頼む人も、一気に増えてきているんだ」

「ふむ。オレたちがそういう患者を治してもいいものだろうか」

「え？　治せる人は治したげたらいいんじゃないの？」

「まさにそこだよ、レカン。やりだしたらきりがないし、施療活動の妨げになりかねない。結論からいえば、レカンとエダの〈回復〉に一回銀貨五枚という料金を設定しようと思う」

「なるほど」

「ええっ？　高い。それは高いです」

「エダ。君たちの〈回復〉で一回銀貨五枚は高くない。それに、一回銀貨五枚はここの神殿の最低料金だから、それ以上安くすると別の問題が生じる心配がある」

「施療師の〈回復〉は、もっと安いって聞いたことがあります」

「それはごくごく初級の〈回復〉しか使えない施療師だろうね」

「それでいいとあんたが言うなら、オレに異存はない」

「じゃ、じゃあ、あたいもそれでいいです」

「ありがとう」

「ただし、その五枚のうち二枚は、あんたが取れ」

「えっ。いや、そういうわけにはいかないよ」

「オレたちは、あんたに〈回復〉のやり方を教わる立場であって、患者に〈回復〉をかけるのも研修の一環だと思ってる。研修を受ける側だけが報酬を受け取るわけにはいかん」

「なるほど。そういうことなら、ありがたく頂戴するよ。ところで、レカン。エダに〈回復〉を使ってもらっていいものだろうか」

「こいつに〈回復〉をするなと言うのは、人に同情するなということで、それは無理だ。だから、オレやあんたがみまもる場所でやらせたらいい」

「そうか。よし。そうだとして、エダには、〈回復〉と〈浄化〉を使い分けてもらう必要がある」

「そうだな」

「エダ」

「はい？」

「〈浄化〉の呪文を唱えたことはあるかな？」

「な、ないっす」

「では、今この場でやってもらおう。杖つえを出して、〈浄化〉を使ってみなさい」

「はい」

　エダは杖を取り出すと、レカンに向けた。

「レカン。しゃがんで」

「うん？」

　レカンがしゃがむと、エダはレカンの左目に杖を向けた。そして精神を集中し、はっきりと唱えた。

「〈浄化〉」

　青くやさしい光が杖にともり、大きく膨らんで、レカンの頭部を包み込んだ。

　レカンは、かつてない心地よさを味わった。とろりとした油のようなものに浸されている感覚だ。その油がしみ込んでくる。しみ込んだ部分がやわらかくほぐされ、不快なもの、機能の妨げになるものが何もかも溶けて消えてゆく。そして言いしれぬ活力と喜びが、体のなかの深いところから湧わき上がってくる。幸せの光が消え去ったあとも、その余韻はしばらくレカンのなかを満たしていた。

「レカン、ごめん」

「うん？」

「左目、治らなかった」

「これは治らない。治すには〈神薬〉でも使うほかないと、シーラも言っていた」

「レカン。ちょっと診察させてもらうよ」

　ノーマが杖に魔力をまとわせ、レカンの左目を調べた。

「怪我や異状の反応が出ない。君の体は、左目がみえない状態を完全に受け入れてしまっているね」

「〈書き換え〉が起きている状態なのか？」

「それとはちがうと思う。だけど、さっきの〈浄化〉でも治らないというのは、よくわからないなあ。エダ、今度は〈回復〉をかけるんだ。〈浄化〉がどういうものかはつかめたと思うから、〈浄化〉にならないように〈回復〉をかけるんだ」

「やってみます」

　エダは、慎重に魔力を練り上げた。

「〈回復〉」

　緑色の光がレカンの頭部を包んだ。

「やはり治らないね」

「ノーマ様。もうかなり診療開始時間を過ぎています」

「あ、いけない。レカン。エダ。施療室に行こう」

　施療が始まった。

　ノーマは病人たちの診察をして、どこがどう悪いのか、どんな治療が必要なのかを、レカンとエダに説明した。そして、どの薬草をどの状態でどの程度の量準備するかを告げた。レカンとエダは、指示された薬草を小皿に入れ、ノーマの確認を経て、その薬草を調合し、あるときは水で練り合わせ、あるときには湯で煎せんじて薬湯を作った。一番多いのは、乾燥させた薬草を、指示された分量、指示された封数、シナンジャの葉に包むことだった。

　ジンガーは、次に施療室に入る人間を指名し、出ていく人間を案内し、施療費がいくらになるか告げた。

　手際よく患者たちはさばかれてゆき、夕方が来る前に、すべての診察が終わった。

〈回復〉をかけてほしいと言う者もあったが、ほとんどの患者は料金を聞いて諦めた。

　そんななかで一人だけ、〈回復〉を願い出た者がある。木工職人の男だった。事故で右手を怪我して以来、第二関節が奇妙な具合に固まってしまい。物を持ち上げたり細かな作業をすることができなくなったため、賃金を下げられてしまったのだという。

　ノーマは、症状と原因と治療法につき、レカンとエダに細かな説明を行った。できるだけ一度の〈回復〉で成果を挙げるためだろう。レカンが、ゆっくり時間をかけて〈回復〉をほどこすと、男の腕は正常な角度に戻り、指も自然に動くようになった。

　翌日も朝から来ることを約束して、レカンとエダは、施療所をあとにし、シーラの家に向かった。

「あんた、昨日、貴族の家で、やらかしたね」

　それがシーラの第一声だった。

　どうやって知ったんだろうと思いながら、レカンは事の顚てん末まつを説明した。ジンガーと決闘したことを口にしたとき、隣に座るエダが、目をむいて驚いた。

「で、でも、ジンガーさん。今日も、いつも通りだったよ？　いつも通りレカンにお茶を淹いれてくれたし」

「エダちゃん。それがジンガーのあいさつだったんだよ」

「え？」

「侯爵家には帰らず、これからもノーマのそばにいます。前の通りにお願いします。ジンガーはレカンにそう伝えたんだよ」

「あ、そうだったんですね。そうかあ。いつも通りなのがメッセージだったんだ」

「こら、レカン」

「うん？」

「面倒くさがってるんじゃないよ。ちゃんとエダちゃんに説明おし。あんた、半年間は、エダちゃんに物事の是非を教えてあげるんじゃなかったのかい」

「そうだったな。すまん」

「まったくもう」

　それから、レカンとエダは、シーラに魔法の手ほどきを受けた。

　レカンは〈雷撃グィンバル〉の練習だ。最後には、小さな火花が散るようになった。

　エダは、〈睡眠スパール〉の練習だ。シーラによれば発動のきざしがあるという。

「よかったねえ。精神系魔法が一つでも覚えられると、精神系魔法に抵抗がつく。ニーナエの魔獣には精神系魔法を使ってくるやつがいるから、あたしはちょっと心配してたのさね」

「あ、あの。シーラさん」

「何だい？」

「レカンは精神系魔法に適性がないんですよね？」

「ないね」

「じゃあ、レカンは迷宮に潜れないんですか？」

「だいじょうぶだよ。レカンには精神系魔法に抵抗する方法がある」

「レカン、ほんとなの？」

「ああ」

　短く答えたあとで、少し説明をしたほうがいいかと思い直した。

「この銀の指輪をはめていると、状態異常が解消される。精神系魔法にかからないというわけではないが、精神系魔法によって引き起こされる睡眠も麻ま痺ひも硬直もただちに消えるんだ」

「あ、そういえば、神殿で神官さんが使ってた魔法、レカンは平気だったね。神官さんが、どうしてだ、ってあわててたもんね」
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　翌朝施療所に行くと、ノーマはあいさつもそこそこに、レカンの左目を診察した。

「うーん。固定化されてるね」

「固定化？」

「うん。レカンのこの左目は、レカンの正しい状態として固定化されている。〈書き換え〉とはちがう。もっと高度に魔法的な何かが、左目の状態を固定化している。それが何なのか、残念ながら今の私には見当がつかない」

　もしかしたら、上級魔法薬のせいかもしれない、とレカンは思った。もとの世界でこれを使ったことが三度ある。その三度が、固定化とやらをもたらしてしまったのではないだろうか。そう思ってもみたが、確認のしようもない。手持ちの上級魔法薬をノーマに渡せば手がかりがつかめるかもしれないが、そんなことのために四個を三個に減らすつもりはなかった。

　そもそもレカンは研究者ではない。エダの〈回復〉も〈浄化〉も、大赤ポーションも上級魔法薬も、この左目は治せない、ということがわかれば充分だ。治らない理由など、知ったからといってどういうこともない。

「固定化とやらが起きていると、〈神薬〉でもこの左目は治らないのだろうか」

「いや、〈神薬〉なら治ると思う」

「ノーマ様。迎えの馬車が来ました」

「わかった。さあ、レカン、エダ。今日は一日中往診だ」

　この日の往診先は六件だった。いずれも金持ちの家だ。

　行ってもすぐに診察とはならない。お茶が出たり、待たされたりする。その間、ノーマは二人に人体の構造と機能について講義を行った。

　診察をしたあと、ノーマが詳しく所見を述べ、レカンかエダのどちらかを指名して〈回復〉をかけさせる。

　施療が終わったあとも、たいていすぐには帰れない。まず、〈回復〉の効果に本人が喜んで、いろいろ話し始める。そのあと、家族や使用人のおもだった者が、病状と回復の見込みについて聞きたがる。

　そんなようすだから、往診が終わるころには日がとっぷりくれていた。

　それにしても、ノーマのもとでの研修は、本当に勉強になる。

　この日も、骨は人間の基本構造だという知見、息を吸ったりはいたりすることと体の機能についての知見、物を食べて体を養うことへの知見、さまざまな臓ぞう腑ふの持つそれぞれに働きについての知見を学んだ。

　帰りがけに夕食の食材を買った。家に入ろうとする直前、隣人の中年婦人とばったり会った。エダはそのまま婦人と話し込み、レカンは先に家に入った。

　ちびりちびりと強い酒をなめていると、エダが帰ってきた。

「右側の家、空き家だったけど、誰かが引っ越してくるらしいよ」

「そうか」

　翌日は施療所での施療だった。

　この日は、問診のあと、エダとレカンに意見を聞いてきた。

　レカンは、どこどこの臓腑にこういう問題があるとか、どこそこの骨に負担が掛かっているからだ、などと答え、おおむねノーマから合格をもらえた。

　エダは、咳せきが出るという患者は口に問題があると答え、指先が冷えるという患者は指先の問題だと答えた。要するに、症状と病因について教えられたことが、まったく身についていない。

　したがって、そのあとノーマが、この患者にはどんな薬草を処方すればいいかと聞いたときも、ひどく頓とん珍ちん漢かんな答えを返していた。

　さらにその翌日は往診だった。暮らしぶりの豊かでない人ばかり二十軒前後を回った。そのすべてが〈回復〉を希望しているのだという。長患いや大病をしている親や妻や夫や子のため、なけなしの金をはたいて依頼しているのだろう。

　一度、エダが青色の光を生み出してしまったので、レカンは術を中断させ、自分が代わって〈回復〉をかけた。どうもエダは油断すると〈回復〉の呪文で〈浄化〉を発動してしまうようだ。

　その日、施療所に帰ってから、ノーマは二人にこう言った。

「そう長い日数ではなかったけれども、ここまでにレカンは、驚くほど長足の進歩を遂げている。こと〈回復〉の使い方についてだけなら、もう君は中堅の施療師に匹敵するよ」

「あんたのおかげだ」

「そしてエダ」

「はい」

「君は病気の原因や、人間の体の構造と機能について、ほとんど私から学ばなかった」

「……はい」

「だが君は、〈回復〉をかける前に、患者の体を調べる方法を学んだ」

「はい！」

「それを君は、非常に効果的に実践している。実際、君の〈回復〉の使い方は天才的で、常にその患者に最も適切と思われるやり方を、直感的に選択している。君の〈回復〉は、熟練の施療師でも及ばないものだよ」

「は、はい」

「今日君が〈浄化〉を発動しかけた患者は、〈浄化〉でなければうまく治療できない症状だった。だから君は、無意識のうちに〈浄化〉を発動してしまったんだ」

「そう、だったんですか」

「エダ」

「はい」

「君は卒業だ」

「えっ？」

「正直、君に教えることは、もうない」

「えっ？　えっ？」

「オレはまだ来てもいいのか？」

「うん。君にはまだ学ぶべきことがある。もうしばらく通ってもらおうと思う」

「よろしく頼む。では、今日はこれで帰る」

　レカンとエダは家に帰った。

「あ、レカン、右隣の家に人が入ったみたいだよ。明かりがともってる」

「ほう。そのようだな」

　誰が隣に引っ越してこようが、何の関係もないことだ。

　この夜、レカンはそう思っていた。
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　朝食のあと、エダが言った。

「あたい、今日はシーラさんのところに行こうと思う」

「ああ。それがいいだろう」

　レカンには、気になることがあった。

　外壁の外側に誰かがいる。魔力を持った人間だ。レカンかエダに用事があるなら声をかけそうなものだが、それをしない。いったい誰が何のためにそこにいるのか。

　レカンは小さな庭に出た。

（むっ）

　外の人物は、ただ者でない。かなりの腕だ。

　もちろん、この場合の腕とは戦士としての力量のことであり、魔法使いとしての力量ではない。レカンには人の魔力量はわかっても、魔法の腕などわからない。

　レカンは表玄関の扉を開けた。

　扉の横に立っていた若い男が、扉の前に移動して頭を下げた。

「朝からおじゃまします」

　どこかでみた顔だ。どこでみたのだったか。

「お出かけですか。お急ぎなら、お帰りまでお待ちします」

「待たれても困る。用事があるなら言え」

「よければ家に入れていただけませんか」

　レカンは、相手の腰にある剣をみて、この若い男が誰だったかを思い出した。

「入れ、アリオス」

　剣士アリオスは、一礼して扉のなかに足を踏み入れた。

　用件を聞いて、レカンは驚いた。

「なんだと？」

「ですから、レカン殿のお弟子の端にお加えいただきたいのです」

「それは聞いた。お前を殺しかけたオレに弟子入りしたいという理由がわからん」

「感服しました」

「なに？」

　何日か前、エダがゴンクール家に誘拐された。レカンはゴンクール家に乗り込み、エダを発見し、当主を問いただそうとした。そのとき、当主の部屋の前にいたのが、このアリオスという剣士だ。

　アリオスは、レカンが当主の部屋に入るのを邪魔しようとしたので、レカンはアリオスを斬きった。体を真っ二つにするつもりの斬ざん撃げきだったが、よい装備と、〈命めい根こんのしずく〉という装備のおかげで命をとりとめ、エダの〈回復〉によって回復した。

　聞けばアリオスはゴンクール家の家臣ではなく、たまたま逗とう留りゅうしていた客人だという。

　そのアリオスが、レカンの何に感服したというのか。

「仲間を助けに単身敵地に乗り込む剛胆さ。たとえ相手が貴族家の当主でも、事の是非を明らかにせねばすまない清廉さ。そして私があなたの剣の前に倒れたとき、あなたは戦利品として私の剣を手になさったが、私が蘇そ生せいするや、その剣をお返しくださった。あなたは剣士の誇りをご存じです。そして何より、あの剣技、闘いぶり。私は自分が増長していたことを知りました」

「お前の命を救ったのはエダだ。礼ならエダに言え」

　アリオスはエダに向き直った。

「あなたがエダ殿ですね。周りの人たちから聞かされました。奇跡のような〈回復〉だったと。礼を言います」

「いえ、あの。そんな」

　なぜかエダは顔を赤らめて、体をくねくねねじっている。

「しかし私が感服したのはレカン殿です。あなたこそ、私が探し求めた師です」

「お前は、きちんと剣のわざを習った剣士だろう」

「はい」

「お前が強そうだから正面から戦うのが面倒だった。だから魔法で痛手を与えて動きをとめ、斬り捨てた。あれは剣の勝負なんかではなかった」

「まさにそこです。あなたは私の技量を瞬時にみきわめ、私が予想もしなかった方法で、私を圧倒し去った。あなたの武芸は、私の武芸より広くしなやかです。私はあなたに学ぶことによって、自分の殻を破りたいのです」

　アリオスは立ち上がり、テーブルを迂う回かいしてレカンの前に進んだ。そして左膝ひざを床に突いてひざまずき、両手で鞘さやに入った剣を捧げ持ってレカンに差し出し、こうべを垂れた。

（めんどくさいやつだな）

（これは奉剣の儀か）

（うっかり剣を手で持ったら弟子入り完了になるかもしれんな）
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　かといって、このままで放っておいても、それで弟子入りが成立してしまうかもしれない。

　レカンは、どう間違っても剣を受け取ったと解釈できないことをした。アリオスが捧げ持つ剣を、蹴けり飛ばしたのである。剣は壁に当たり、やかましい音を立てて地に落ちた。

　アリオスは呆ぼう然ぜんとしている。

「こらー！　レカン、あんた、なんてことすんのよっ！」

　エダの怒る声を背中に聞きながら。レカンは家を出た。
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「レカン。これ以上エダに〈回復〉を使わせるわけにはいかなかった。だから卒業にしたんだ」

「わかっている。いつ〈浄化〉が発動するかわからないからな」

「そうなんだ。もうああなると、どっちの呪文かなんて関係ないんだな。貧しい人たちには、〈浄化〉と〈回復〉のちがいなんて、ないも同然だ。だけど、〈回復〉では治らないはずの症例が治癒されていけば、いずれは誰かが気づく」

「そうだな。エダの卒業は、たぶんそういうことだろうとは思っていた。礼を言う」

「それに、エダに教えることがないというのは本当なんだ。彼女はある意味天才だね。天才というのは、人が作った道の通りを歩いてはくれないんだ。迷宮での回復役としては理想的だけどね」

「オレはエダを回復役として育てるつもりはない。オレがエダの面倒をみるのは、今年いっぱいだ。そのあとどこで何をするかは、自分で選ばせる。当面は迷宮への潜り方を教えるがな」

「今年いっぱいなのか」

「あいつが生きていく選択肢に困らない程度には、鍛えてやりたい」

「そういうことなら、なおさら、〈浄化〉は使わないほうがいい。だけどね、レカン」

「うん？」

「エダが一人で生きていくなら、むしろいい貴族家を探して庇護してもらったほうがいい」

「なに？」

「エダは、施療師には向かない。施療師というのは、冷たいところがないとやっていけない」

「冷たいところ？」

「そうだ。たとえば私のように、患者を研究対象としてみることができるとか、金を払えない人には施療しないとかいう冷徹さがいる。金の亡者になれと言っているんじゃない。線引きがいると言ってるんだ。さもなければ、際限なく患者に〈回復〉をかけたり、高い薬を使ったりして、施療師は餓死するほかない」

「ああ、なるほど。そういう意味か」

「患者に感情移入しすぎれば、適切な施療はできないし、病について正しく学んでいくこともできない。上級の〈回復〉持ちで、王家にも貴族家にも属さず、独立してやっておられる方々もおられるが、そうした方々は、自分が生きてゆき、研究を続けてゆく環境を整えるしたたかさがある。同じような理由で、神殿で施療をするのにも向かないと思う」

「同情しすぎるからか？」

「そうだね。患者に同情しすぎて歯止めが利かず、神官の指示に反した行動をとるだろう。目にみえるようだよ」

　レカンも目にみえるような気がした。

「そうでなくても、神殿の施療所には、ひどい境遇の人が尽きることなくつめかける。あれに耐えられるのは、よほど信仰のある人か、心のどこかが壊れた人間だけだよ。だが貴族家なら、倒れたりしないよう、あちらが気遣ってくれる。これは噂うわさだから、どこまで本当かわからないが、ある〈浄化〉持ちの場合、本人も家族も貴族の庇護を得て安全で幸せな暮らしを得、望めば面会もできたという。貧しい家から〈浄化〉持ちが出れば、その家族の繁栄は約束されたようなものなんだ」

　まさにノーマは研究者だ。自分はあんな目に遭っているのに、こういう客観的な分析ができるのだから。

　ジンガーが、何ともいえない顔で話を聞いている。

　それはそうだろう。この男がここにいるからには、エダのことを報告するのを諦めたのだ。それは主家への帰還を諦めたということだ。

　そうであるのに、ノーマは、エダの身の振り方について、貴族家に頼る道もあると言っている。それなら、わが主家に、という気持ちもあるだろうし、言い出しにくい思いもあるだろう。胸中は複雑なはずだ。

　レカンは、ジンガーの主家にも他の貴族家にも、エダを渡すつもりはまったくなかった。エダ自身が貴族家の庇護を求めるなら、それはそれでいいが、それはレカンと別れたあとのことになるはずだ。

　この日は施療所での診療だった。やはり大勢の患者が来た。

　驚いたことに、五人の患者が〈回復〉を希望した。

　レカンが短期でここからいなくなるという噂が広がり、今のうちにと決断する人が多かったようだ。

　いずれも即金では銀貨五枚が払えない人たちだ。レカンの〈回復〉に、借金するだけの価値があると認めたのだ。だからといって、レカンは格別気負うこともない。ただ、たんたんとノーマの指示に従い、〈回復〉をかけた。

　レカンは、魔力をまとわせた杖で患者の体を診察する技術を磨いた。わからないことがあるとノーマに聞いた。たいていはその場で答えてくれた。患者に聞かせるのがよくない内容の場合は、あとで教えてくれた。

「このぶんなら、あと数日で、私の力では治せない患者の大方の治療にめどが立ちそうだよ」
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「エダ。どうしてこの男が家にいるんだ」

「え？　だって、アリオス君、レカンに弟子入りしたいっていうのに、レカンが返事しないから。あたいが勝手に判断しちゃいけないでしょ。だから、お掃除と晩ご飯の支度を手伝ってもらってたんだよ」

「お前、オレがこいつの剣を蹴り飛ばしたのをみていただろう」

「うん。あれみたとき、ひどいことするなって思った。でも、アリオス君は感心してた。それを聞いてあたいも、へえ、そうだったんだって、感心した」

「感心？　何にどう感心したんだ？」

「レカン殿。まことに不覚でした。私は、自分のこれまでの殻を破って、もののふとして成長したいと思い、あなたの門をたたいた。それなのに、捧げた剣を蹴り飛ばされた瞬間、驚いてしまって、どう反応していいかわからなかった。それがあなたの教えだったと気づいたのは、外の扉が閉まる音がしたときでした」

「なに？」

「戦いのなかでは、想像もしていない事態が起こるものなのです。あなたはそれを教えてくださったのですね」

　こいつめんどくさいやつだな、とレカンは思ったが、この理屈は使える。

「あれは試験だ。お前は不合格だ。帰れ」

「え」

「え」

　なぜか一緒になってエダが驚いている。

「レカン。いくらなんでも、それは冷たいんじゃないかな？」

「お前に何の関係がある？」

「う、うん。だって、あたいも、レカンがノーマさんのとこに行ってるあいだ、日中時間が空いちゃうし」

「シーラのところに行くんじゃないのか」

「あ、今日も行ったよ。魔法、もうすぐ発動できそうだって」

「それはよかった」

「でも、毎日丸一日行くわけにもいかないでしょ。迷惑だし」

　迷惑という言葉をエダから聞いて、レカンはちょっと感動した。そして、ふと思いついた。

「アリオス。お前、ダガーが使えるか？」

「ダガーは戦いでは使ったことがありません。小太刀なら使えますが」

「コダチ？」

「ショートソードです」

　エダの主武器は弓だとして、副武器がいる。

　ダガーは取り回しがよく、切れ味もすぐれており、貫通力もある。短剣類のなかでは肉厚だから折れにくく、刃筋もそれにくい。魔獣のとどめを刺すのにも使えるし、皮かわ剝はぎなどの作業にもいい。

　弓使いが近接戦用にダガーを装備するのは、レカンがもといた世界では常道だった。

　レカンはダガーが使えるが、自己流の力任せな使い方であって、とてもエダに教えられるようなものではない。アリオスがショートソードなら使えるというのなら、アリオスにショートソードを教えてもらえばいい。

「よし。アリオス。新たな試験をする」

「はい」

「オレはまだ四、五日用事がある。そのあいだに、エダにショートソードを教えてみろ」

「四、五日でですか？」

「基礎を教えるなら、それで充分だろう」

「そうしろとおっしゃるなら、やってみます」

「その結果をみて、弟子入りを許すかどうか決める」

「はい。わかりました。でも師匠、私のショートソードの腕はみていただかなくていいんですか？」

　やわらかな表情でレカンをみあげるアリオスだが、その目の奥には強い光がある。

　レカンは、かすかな笑みを口の端に浮かべた。

「みてやろう」

　レカンは前庭に出た。夕闇が辺りを包み、夜のとばりが町におりようとしている。〈収納〉から〈ラスクの剣〉を取り出した。

　少し遅れてアリオスが出てきた。ショートソードを持っている。

　そのあとを追うようにエダが出てきた。

「エダ。みるのなら庭の端にゆけ。そこから動くな」

「はーい」

　今日のレカンは、〈貴き王おう熊ぐま〉の外がい套とうを着ていない。

　アリオスはショートソードを抜いて順手に構えた。片刃だ。

「お前のショートソードに逆手持ちのわざはないのか」

「逆手持ち、ですか。レカン殿はエダ殿に守勢の型を学ばせたいのですね？」

「しゅせい？」

「守り、ということです」

「そうだ」

「ならばご安心を。わが流派では順手持ちでも守勢の型があるのです。狭い場所での戦闘にも向いた型です」

「なら、いい」

　レカンが一歩を踏み出しかけた瞬間、アリオスが飛び込んできた。予備動作のない、素早い飛び込みだ。やはりこの男はできる。

　右手に持ったショートソードを左に引いて、アリオスはまっすぐにレカンの懐に入ろうとする。

　レカンはこれを迎え撃つ格好で、上から剣を振りおろしかけた。

（いかん！）

　そのまま剣を振りおろせば、アリオスはレカンの剣を防ぎながら、内懐に入り込んでしまう。そういう体勢に誘導されている。

　とっさにレカンは両膝を曲げた。このままアリオスが飛び込んで来たら、体格の差でレカンに押しつぶされる。

　するとアリオスは、くるりと身をひるがえして、レカンの左側に入り込んだ。

（やるな）

　レカンは折り曲げた膝のばねを使って右前に飛び出した。

　驚いたことに、アリオスはレカンの移動にぴたりと合わせて移動してきた。素晴らしい反射神経であり、筋肉のしなやかさだ。

　アリオスがショートソードをレカンの左脇腹にたたきつけようとする。

　レカンはくるりと反転してショートソードを剣ではじいたが、ショートソードの角度が予想より深かったため、レカンの剣は右側にそらされた。

（うまいものだ）

　感心するレカンのがら空きの腹部にショートソードが吸い込まれようとする。だが、それを予想していたレカンの左手が、がっしりとアリオスの右手をつかんで止めた。

　一瞬、二人の動きが止まる。

「アリオス君、がんばれー」

（こら。応援する相手がちがうだろうが）

　ショートソードの後ろには、折り曲げた左腕が添えられている。この左腕の補助が、レカンの剣の勢いに負けなかった理由だ。

　レカンはぐいと左腕に力を込め、アリオスを押しのけた。

　突き飛ばされたアリオスは、ざざざっと地面をけずって後ろに下がる。だが体勢を崩してはいない。

　レカンは、くるりと向きを変え、アリオスに背を向けた。

「今だー。やっちゃえー」

（お前はどちらの味方なんだ）

　剣と剣の戦いは、距離感が何より大事だ。だが、背を向けた相手との距離感はつかみにくい。そういう状態でアリオスがどういう戦いぶりをみせるか。

　アリオスの気配が消えた。

（これは驚いた）

　もちろん、レカンの〈立体知覚〉には、はっきりアリオスの姿が映っている。しかし、もしもレカンにこの特殊能力が備わっていなかったら、レカンはアリオスの位置や動作を察知できなかったろう。

　アリオスが迫る。守りの状態から反撃するときには、あれほど変幻自在の動きをみせたアリオスだが、みずから攻撃を仕掛けるときには、やや動きが単調だ。そして綺き麗れいすぎる。

　レカンは後ろをみもせずに、右手の剣を後ろに投とう擲てきした。

　狙いあやまたず、剣はアリオスの頭部に迫る。まさに攻撃を仕掛けようとしていたアリオスは反応が遅れ、飛んできた剣をショートソードではじいたものの、体勢が崩れ、素早く振り向いたレカンに即応できない。

　レカンは、またも、ショートソードを持つアリオスの右手を、左手でがっしりとつかんだ。しかもレカンの右手はいつでも攻撃できる体勢だ。

「よし。ここまで」

　レカンが手を放すと、アリオスは片膝を突いて頭を下げた。

「まいりました。恐れ入りました。まさか、〈隠足スファーダ〉まで、あっさり破るとは」

「スファーダ？　さっきの気配を消したわざか？」

「はい。わが流派に伝わる歩法です」

　ということは、人に教えることが可能なわざであるということになる。

　この瞬間、レカンは、アリオスを四、五日で使い捨てにする計画を捨てた。

　短剣は、相手の内懐で使うべき武器だ。それだけに勇気がいる。アリオスはショートソードを非常な近間で使ってみせた。あの呼吸や身のこなしを教えてもらえれば、エダの防御は堅実なものになってゆくだろう。

「アリオス。片刃のショートソードは、そこらに売っているものか？」

「売っていないでしょうね。探すより、鍛冶師に注文して作らせたほうが早いでしょう。ただし、先ほどの防御のわざは、左腕に腕当てを着ければ、両刃のショートソードでも使えます」

「そうか。よし。エダにショートソードのわざを教えてやってくれ」

「はい。合格ですか？」

「合格だ。といっても、オレは戦い方を教える方法など知らん。オレの戦い方をみて勝手に学べ」

「はい。ありがとうございます」

「さっきは四、五日と言ったが、あれは取り消す。その四、五日に加えて六日あれば、オレの当面の用事は終わる。ただし相手のあることなので、数日程度のずれはあるかもしれん」

「はい。そのあいだに、エダさんにショートソードの防御技の基本を教えればいいのですね？」

「そうだ。そのあと、オレとエダは、ニーナエ迷宮に行く。お前はニーナエ迷宮に行ったことがあるか？」

「いえ。迷宮に入ったことはありません」

「そうか。お前も来い。来て一緒に迷宮に潜り、そこでオレのわざを盗め」

「はい」

「それから、エダに気配を消すわざを教えてやってもらえるか？」

「それは、エダさんがそういう資質を持っていなければできません」

「では、その資質とやらをみてやってくれ。それからの話にしよう」

「はい」

「レカン」

「うん？」

「六日間、ってことは、孤児院に行くんだね？」

「そうだ」

「え？　どこに行かれるんですって？」

「恐ろしい相手が待つ場所だ」

「レカン殿がそうまで言われるとは、いったいどんな敵なんですか？」

「もしかすると、オレが今まで出会ったなかで一番手ごわい相手かもしれん。先延ばしにするつもりだったが、一気に決着をつける」

　嫌なことは先にすませて、すっきりとした気持ちで迷宮に行く。

　レカンは、そう決断したのだった。
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　翌日は施療所での仕事が早めに終わったので、シーラを訪ねた。

　レカンはこの日、ついに〈雷撃〉を発動することができた。だが、体の周囲に発生させるという感覚はつかめなかった。

　シーラの家の庭で練習するため、威力は極限まで抑えなければならない。そのため逆に発動がむずかしくなっているのだ。だが、シーラに言わせれば、それでこそ正しい制御が学べるという。

　その次の日は、施療所を休んでいいと言われていたので、孤児院に行った。四日目の奉仕である。

　最初の喧けん噪そうをしのぎ、休憩となったとき、神官見習いの老女に聞いた。

「アーチーとシリマがいないな」

「アーチーは桶おけ屋に、シリマはパーツ村の農家に、それぞれ働きに出たんですよ。十五歳になる前に働き先がみつかって、本当によかったこと」

「そうか」

「あの子たち、レカンさんによろしくって言ってましたよ」

「そうか」

「もう一回レカンさんに肩車してほしかったって」

「そうか」

「はいはい。元気を出してくださいね」

「オレは元気だ」

「はいはい。寂しがることじゃありませんよ。喜んであげることですよ」

「オレは寂しがってなどいない」

「はいはい」

「話を聞け」

　この日レカンは、蔦つたとやわらかな木の葉を使った大きなボールを用意してきて、地面に落ちないよう、それを投げ合う遊びをさせた。最後にはボールがばらばらになってしまったので、代わりのボールを次回持ってくることを約束させられてしまった。

　翌日は施療所に行き、その翌日は孤児院に行き、さらにその翌日は午前中施療所に行き、午後にはシーラの家に行った。このときはエダが来ていて、レカンは、〈睡眠〉の実験台になった。もうエダは、手をふれていれば確実に〈睡眠〉の発動を成功させられるようになっていた。最後には、銀の指輪をはずすようシーラに言われたが、その状態でエダに〈睡眠〉をかけられると完全に意識を失ってしまった。

「目が覚めたかい、レカン」

「覚めた。だがちょっと奇妙な目覚め方だったような気がする」

「エダちゃんに目覚めさせてもらったんだよ」

「なに？」

〈睡眠〉で状態異常となっているレカンを、どうやって起こすというのか。

「これはちょっとした秘伝なんだけどね。精神系魔法を何か一つきちんと習得した人間にはね、精神系魔法にかかった者の状態異常を解除する裏技があるのさ」

「ほう」

「もちろん、エダちゃんが精神系魔法に耐性ができたといっても、それを超える強さや巧みさで魔法をかけてくる相手には通用しない。状態異常を解除できるといっても、状態異常が強ければ成功しない。とはいえエダちゃんの魔力量からすれば、だいたいの相手には効き目があるはずさ」

「なるほど」

　レカンには状態異常に対抗できる装備があるが、そうでない仲間には心強い。たちまちアリオスの役に立つだろうし、将来的にもパーティーが組みやすくなる。

「今は、ほかの精神系魔法を覚えるより、〈睡眠〉に習熟するのがいい。離れたところからでもかけられるようになれば、魔獣にも使える」

　だとすると、かなり強力な戦力になり得る。これはうれしい誤算だ。

　翌日は一日往診で、そのあと二日続けて孤児院に行った。

　二日目の昼過ぎ、副神殿長に、物陰に呼び出された。

「レカンさん。神像の建築費の見積もりが出たわ。金貨三枚よ」

　レカンはその場で金貨三枚を支払った。

　レカンには建築物の値段などわからないが、あれだけの像の建築費が金貨三枚というのは安い気がした。もしかしたら、建築費の全額ではないのかもしれない。

　副神殿長は、大げさに聖印を切ってレカンを祝福し、ところで、と言葉を続けた。

「レカンさん、あなたバズリグさんに〈回復〉をかけたわね？」

「ああ」

　それは一昨日往診したなかの一人だ。

「あのかたはね、長年定期的に神殿の施療を受けていたの。もちろん〈回復〉もね。おかげで、体の具合は、あまり悪くはならなかったわ。でも、痛みはずっと続いていた」

「そのようだな」

「ところが、あなたの〈回復〉を受けて、劇的に症状がやわらいだそうでね」

「ああ」

「バズリグさんの病は完治したのかしら？」

「いや、そうではないそうだ。ただし、症状が改善されているあいだに強い薬草を処方するので、以前ほどひどい状態には戻らないだろうと、ノーマが言っていた」

「それはとてもよいことね。レカンさん、ありがとう」

「金はもらった」

「ところが困ったこともあってね」

「ほう」

「バズリグさんは、レカンさんからたった一回受けた〈回復〉は大きな効果があったのに、神殿で長年受け続けてきた〈回復〉は効き目がなかったことを、不満に思ったようでね、神殿が価値の低いもので暴利をむさぼっているんじゃないかというようなことを、あちこちで言い回っているのよ」

「人は買った商品に対する感想を、自由に他人に言うことができる」

「まあ、驚いた。あなたは法学者なの？」

「いや。以前いた国に、そんな決まりがあった」

「そうなの。でもそれが単なる感想でなく、悪口であったとしても、その法は適用されるのかしら」

「当事者がそう感じたのなら、それは感想だ」

「ここに果物屋がいて、イェルコンテの実を銅貨二枚で売っているとするわ。その近くで別の果物屋がイェルコンテの実を銅貨一枚で売ったら、どうなるかしら」

「最初の果物屋のイェルコンテの実は売れないだろうな」

「そうね。売れ残って腐ってしまう。そうすれば大損となり、借金もできてしまうかもしれないわね」

「最初の果物屋も、銅貨一枚で売ればいい」

「そこよ、レカンさん。果物を仕入れるにも、仕入れ値段や手間賃というものがあるの。荷馬車の代金も、馬のえさ代も稼がなくてはならないし。銅貨二枚という値段には、理由があるのよ」

「オレたちは、銀貨五枚で〈回復〉をかけた。つまり、神殿の〈回復〉の値段に合わせた。今の話でいえば、オレたちも銅貨二枚でイェルコンテの実を売ったんだ。何の問題がある？」

「それはちがうわ。あなたの〈回復〉は、神殿では金貨一枚あるいは二枚の献金に対して贈られる祝福と同じか、あるいはそれ以上のクラスの〈回復〉よ。魔力量も多いみたいね。値段は同じとはいえないわ」

「〈回復〉は売れ残っても腐らんだろう」

「神殿では、〈回復〉で得た浄財で、薬草を買って、貧しい人たちの施療にあてるの。本当に貧しい人からはお金は取らないのよ。入院から死ぬまでのお世話をすることもある。それに孤児院の経費も、そこから出ている。貧しい人への食べ物の施しも、夫を亡くした妻と子へ住居やお仕事を斡あっ旋せんする事業の事業費も同じよ。〈回復〉が売れ残ると、ここのこどもたちのスープから具が消えるのよ」

「オレにどうしろというんだ」

「それはノーマさんと相談してちょうだい。あなたとあの人なら、正しい道をみつけてくれると信じています。こんな話をしなくてはならないなんて、残念だわ。許してちょうだいね、レカン」

「ならば、孤児院奉仕の回数を減らしてくれ」

「それはだめ」




[image: ]




　翌日、レカンはノーマに副神殿長との話を伝えた。

「それは知らなかった。そういえば、こちらでも最近妙なことになりかかっていてね。今まで診たことのない遠方の患者が施療所に来るようになってきている」

「ふむ？」

「往診の申し込みも、ずいぶん遠くから来ている。お金持ちの住んでいる地区が多いね」

「商売繁盛、と喜んではいられない事情がありそうだな」

「そうなんだ。その患者たちのなかには、明らかに今まで他の施療師にかかっていた人もいる。いや、気づかなかっただけで、すでに他の施療師の患者を、だいぶ取っているかもしれない」

「患者には施療師を選ぶ権利があるだろう」

「レカン。君は今、この町に、何か所施療所があるか、知っているかい」

「いや、知らん」

「神殿の施療院を除いて、施療所は八か所だ。いずれも施療師は一人か多くて二人。規模は小さい。貴族家の専属のようになっている〈回復〉使いは除いての話だ」

「そうか」

「では君は、この町に何か所の施療所があるのが適正だと思うね？」

「まったくわからん」

「私は、現在のような受診態勢であれば二十か所が適正だと思う」

「ほう」

「ただし、もっと人は施療所にかかるべきだと思う。特にこどもはね。それを踏まえていえば、五十か所は施療所が欲しい。いいかげんな概算だが、私の考えとしてはそういうことだ」

「いくらなんでもそれは多すぎるような気がするが」

「もっと距離的にも気持ちのうえでも施療所が身近になって、ちょっとした体調不調でも施療師に相談するようになれば、病気はもっともっと減るはずなんだ。怪け我がの後遺症もうんと減る」

「なるほど。考え方としては理解できる」

「もし、神殿の施療院を除いてこの町に施療所がここ一つなんてことになったら、とうてい町の病人全部を診ることはできないし、遠方の人は来るだけで大変だ。私の研究時間もお茶の時間もなくなる。そんなことはごめんこうむりたいね」

　レカンは気づいた。副神殿長は、バズリグが神殿の悪口を言いふらしている、とレカンに教えた。だが逆に、ノーマに反感を覚える人間もいるかもしれない。自分の利益を侵されたと考える人間もいるかもしれない。それはいい結果を生み出さない。

「それにしても、神殿の情報網はすごいね。昨日の時点では施療から二日しかたっていないわけだからね。しかもそれをすぐに教えてくれた。レカン、感謝を伝えておいてくれ」

「わかった。それで、どうする」

「君の〈回復〉を中断しよう。ただし、明日はどうしても行かなければならないところが四か所あるので、それを最後にしよう。〈回復〉の要望があれば、術者が町を離れていると伝えるよ。そして再開の予定はないが、再開するとしたら金貨一枚の料金になる、と伝える」

「いきなり二十倍の値上げか」

「いや。確かに君やエダの〈回復〉で銀貨五枚は安すぎた。患者を奪うために無理をしているとみられてもしかたのない値段だった」

「そうか。明日が最後か」

「これまで君とエダにはお世話になった。ほんとに助かった。今後も、何かわからないことができたら、いつでも訪ねてきてくれたまえ」

「こちらこそ、いい勉強をさせてもらった」

　翌日は、ノーマとともに往診に行った。四件しかなかったが、いずれも遠方だったので時間はかかった。

　レカンは〈回復〉の使い方について、ノーマからあれこれ指導を受けた。

　施療所から帰ろうとするとき、ノーマは言いにくそうにレカンに言った。

「レカン。ゼプスさんのことだけどね」

「うん？」

「私自身、あの人と一緒にいて、愉快な思いをしたことはない。けれどね、彼は彼なりに、祖父であるプラドさんのことを愛していた。本当に心配し、気遣っていたんだ」

　だからといって、エダをさらって奴隷のように使役していいとはいえない。

　それでもレカンは、ゼプスをかばおうとするノーマの気持ちを否定したいとは思わなかった。

「わかった」

　施療所を去るとき、ノーマとジンガーが並んでみおくってくれた。

　そのあと、シーラの家に行き、〈雷撃〉を体の周りに発生させることに成功した。

　あとは実戦で使いながら習熟し、使い方を工夫するようにと言われた。

　その翌日と翌々日、連続で孤児院に行った。二日目にはくたくただった。とどめに副神殿長が、レカンが来るのは今日で最後だとばらしたので、こどもたちは泣いてレカンにすがった。あやうく、また来るからと約束させられるところだった。

　とにもかくにも、これで九日の奉仕は終わったのだ。

　次の日は、食事以外一日寝て過ごした。

　翌日、アリオスがレカンに言った。

「エダさんは、防御の型を三つ覚えました。まだ充分使いこなせるという段階ではありませんが、ここからは実戦で磨くべきです」

　同じ日の午後、シーラがこう言った。

「エダちゃんも、安定して〈睡眠〉を飛ばせるようになったねえ。使いこなせるようになると、これはけっこう使い勝手のいい魔法なんだよ。あとは現場でがんがん使っていくこったね」

　その翌日を買い物と休養にあて、五の月の二十日、レカンとエダとアリオスは、ニーナエ迷宮に向かって出発した。

　シーラからは、遅くとも六の月の三十日には帰るよう言われての出発だった。
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　ヴォーカ領主クリムス・ウルバンは、一人執務室でエレクス大神に杯を捧げ、ぐいと酒を飲み干した。

　蒸留酒が喉のどを焼くその刺激が何とも心地よい。とっておきの高級酒である。

　つい今しがた、アーバンクレイン家の使いをみおくったところだ。

　アーバンクレイン家は、クリムスの妻の実家であり、父の代から何かと取引で便宜を図ってくれた家だ。今となってはアーバンクレイン家との取引はヴォーカの町にとり大きな位置を占めるものではないが、恩義は消えない。また、アーバンクレイン家がクリムスについて悪評を立てると、近隣領主との関係に悪影響が出る。

　しかしアーバンクレイン家は、今回のクリムスの処置を非難しなかった。それどころか、わびてきた。

　ヴォーカでミドスコが不当な利益をむさぼるのを強くいさめることができなかったのは、アーバンクレイン家への遠慮からだったが、もしもミドスコがその利益をアーバンクレイン家と分かち合っていたら、アーバンクレイン家の出方はちがったものになっていたろう。結局、ミドスコの強欲がミドスコを滅ぼしたのだ。

　ミドスコ自身は死刑としたが、ミドスコの妻や子や郎党はアーバンクレイン家に送り返した。ただし、いろいろと取り調べねばならないことがあったし、ミドスコ邸の捜索もじっくり行う必要があったから、結局五の月に入るまで軟禁状態におくほかなかった。

　今日は五の月の二十日だ。ミドスコを処刑したのが四の月の二十四日だから、約一か月が過ぎたことになる。

　不安を抱えた忙しい一か月だったが、すべてはうまくいった。

　こんな日は、昼間から乾杯をしても許されるだろう。

　ふうーっ、と酒気を帯びた息をはき出して、ふと冒険者レカンのことを思った。

　まさかあれほどの危険人物だとは思わなかった。

　ゴンクール家に単身乗り込んでゼプス・ゴンクールの首を刎はねたと知ったときには、寒気がしたものだ。

　その前には神殿でカシス三級神官とやり合い、ゾーグ神の神像を破壊したという。

　まさに傍若無人だ。

　迷宮の深層に潜る冒険者のなかにはそういう人種もいると聞いたことはあったが、この町には今までニケを除いて高位の冒険者などいなかったから、あまり警戒をしていなかった。

　テスラ隊長によれば、この町の守護隊員全員が一度にかかっても皆殺しになる強さだという。そういう危険人物を敵に回さずにすんだのはチェイニーのおかげだ。クリムスは、杯に新しい酒をついで、チェイニーに捧げた。

　レカン自身はこの町の発展に寄与しようなどと考えているはずはないが、ゴンクール家の後継者は少しはましな人間になるだろうし、カシス神官の降格も大いに歓迎すべき出来事だ。つまり結果として、レカンは町をよくするために貢献してくれている。

　愉快なことに、レカンはゴルブル迷宮を初踏破し、日を置かずに二度目の踏破者の座もかっさらっていった。よりによってヴォーカに拠点をおく冒険者に迷宮を踏破されてしまったのだ。ゴルブル伯爵がほぞをかむ姿を想像して、クリムスは含み笑いをした。

　それに、たぶん無軌道な冒険者ではない。レカンは筋を通す男だ。目の前に差し出した金を受け取ろうとせず、〈薬くす師しシーラの家に押し入り、家の扉を破壊した者の罪は、どうあがなわれるのだ〉とクリムスに問い質ただした。言われたときには腹が立ったが、腹が立つのは痛い所を突かれたからだと、あとで気づいた。

　冒険者というのは何事も金で動くのだと思っていたが、あの男はどうもちがう。あの語気の強さは、薬師シーラへの敬慕からくるものなのだろうか。ゴンクール邸への突入も、神殿との対立も、仲間を守ろうとしてのことだったという情報もある。とんでもない乱暴者ではあるが、行動にある種の規範のようなものはあるのかもしれない。

　いずれにしても、強力な冒険者の機嫌をそこねても、何もいいことはない。あの男は薬師シーラに気に入られているようだから、なおさらだ。

　娘のスシャーナは、チェイニーからレカンのことを聞いて、英雄のような冒険者を想像している。命の危機を救ってくれたのだから無理もないといえば無理もないし、事実やったことだけを考えればすごい男であることは間違いない。あこがれを無理に否定することもないだろう。スシャーナをレカンに会わせることは絶対にできないが。

　クリムスは、三杯目の酒を杯にそそいだ。そしてゆっくりとその酒を味わった。

　妙な男がやってきたものだ。

　魔獣より危険な男、冒険者レカン。

　だが、薬師シーラから学ぶべきことを学んだら、この町を出てゆく男だ。それまでできるだけ関わりを持たないよう気をつけさえすれば、それでいい。

　このときのクリムスは、そう考えていた。
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　むかし韓国に行ったときの話です。年月がたっているので今の状況とはちがうかもしれませんし、思いちがいや記憶ちがいもあるかもしれませんが、ここでは私の心のなかの出来事として、覚えているままをつづります。

　国内の何か所かから出発した人たちが、ソウル大学校に行って、韓国の学者さんたちと会合を開く、そのお世話役をすることになり、私のいたグループは岡山県を出発しました。

　関空から仁イン川チョン空港に向かい、高速バスに乗れば速いのですが、そうではなく下関に行き、関かん釜ぷフェリーに乗って、釜プ山サンから鉄道でソウルに行きました。経費節減のためです。

　関釜フェリーというのは日韓が協力して作った会社で、韓国籍の船と日本籍の船が、奇数日と偶数日で交互に日韓を行き来していました。ある月の一日に日本を出た船は二日に韓国をたち、三日にはまた日本を出るといったぐあいです。ちなみに日本側は〈関釜フェリー〉と呼び、韓国側は〈釜プ関グァンフェリー〉と呼んでいたように思います。

　私たちの乗り込んだ船は韓国籍でした。ということは韓国領土なのです。下関の港に泊まっているのですが、下関の知り合いに電話すると国際電話になってしまうのです。

　船のなかにこぢんまりしたカウンター式のスナックがありましたが、当時は今より日韓の物価差は大きかったので、わずかなお金でいろいろなものを飲み、食べて、すっかりいい気分になることができました。バーテンの青年に韓国事情を聞いたのも楽しい経験でした。その青年は、お金をためてアメリカの大学に留学したいと言っていました。

　下関の港を出たのは、夕方の六時か六時半ごろでした。船はゆったりと海を進みます。そして夜中のうちには釜山の沖あいに着いてしまうのですが、そこでしばらく停泊します。

　税関が開くのを待っているのだとか、港湾施設の職員が出勤してくるのを待っているのだとか、明るくなってから入港しないと危険だからだとか、私たちは推測を語り合いましたが、何が真実なのかは今でも知りません。とにかく、朝の八時だったか八時半ごろにならないと下船の手続きが始まらないのです。

　湾の奥まった位置から眺める釜山の夜景は、とても美しく、吹く風は心地よく、けだるげな波の音に耳を傾けながら、はじめて踏む韓国の地で出会うであろう人やものに思いをはせました。

　関釜フェリーには個室もあるのですが、私たちは雑魚寝席でした。経費節減のためです。三人ぐらいだったか五人ぐらいだったかのオモニの集団がいて、話がはずみました。そろそろ下船というときになって、私たち一行の何人かが、オモニたちから荷物を運ぶのを手伝ってくれと頼まれました。渡された紙袋には洋酒が三本ずつ入っていました。

　通関を終えた場所にオモニたちは待機していて、お礼を言って紙袋を回収し、一人に一カートンの煙草を渡してくれました。あのオモニたちは、船のなかで洋酒を買って、関税をのがれてそれを韓国で売るのを商売にしていたのでしょう。想像をたくましくすれば、家族を養うためたくましく生きるオモニたちの一断面をかいまみたようにも思いました。

　セマウル号に乗ってソウルに向かう車中では、ほとんどの時間を食堂車で過ごしました。ビールも飲みました。ほんの一杯だけです。いや、二杯だったかな。三杯だったかもしれません。

　ほろ酔いきぶんのせいだったわけでもないでしょうが、窓の外を過ぎる田舎の風景をながめ、車内の雑然とした会話を聞くともなく聞いているうちに、日本にいるかのような気持ちになり、ふとここは韓国だと思い出して愕然としたのです。そして、この違和感のなさはいったい何なのか、と考えました。

　ドイツに行ったときは、そうではありませんでした。どの町に着いてもどの通りを歩いても、自分が異邦人だと感じない瞬間はありませんでした。しかし韓国ではまったくちがっていたのです。それは、なぜでしょう。

　言葉についていえば、発音のしかたや言葉そのものに、やはり近親性があるのでしょう。

　風景についていえば、生える木や草の種類やその生え方が似ており、水田耕作という共通点があり、家や街並みの作り方によく似たものがあったのです。

　もちろん、木の家より石の家が多かったり、ひなびた村にも大きな十字架を持つ教会があり、窓の造りもちがうなど、細かくみれば日本とちがう点も多いのですが、漠然とみていると、驚くほどの近似性があるのです。

　そしてその近似性が偶然などではけっしてなく、歴史的な深い関係からもたらされた必然なのだと気づいたとき、日本人である自分が韓国にいるということの意味を、もう一度問い直さずにはいられませんでした。

　旅に出れば、他者との出会いによって、自分とは何者なのかを知ることができます。

　私は自分の書く物語の主人公に、よく旅をさせますが、それは私自身の旅へのあこがれからくるものなのかもしれません。
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